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情報の検索 

^ メモ：一部の機能やメディアはオプションであり、同徊されていないコン 
ピュータちあります。一部の機能やソディアは、国によってはご利用じな 
れない揚合びあります。 

^ メモ：追加情報びコンピュータ(こ同徊されている揚合びあります。 


情報の検索 
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何をお探しですか？ 

• コンピュータの彭断プ□グラ厶 
• コンピュータのドライバ 
• Desktop System Software ( DSS ) 


こちらをご覧ください 


Drivers and Utilities ディスク 

マニュアルおよびドライバは、コンピュー 
夕(こプ IJ インストールされています。 
『Drivers and Utilities ^ ディスクは、ドラ 
イノ \'の再インストール (144 ページの「ド 
ライパ'およびユーティ IJ ティの再インス 
I —ル」を参照)、または Dell Diagnostics 
(彭断）プ□グラ厶 （138 ページの 「Dell 
Diagnostics (彭断）プ□グラ厶」を参照） 
の実行(こ使用します。 

マニュアルおよびドライバは、コンピュー 
夕(こプ IJ インストールされています。 
『Drivers and Utilities ^ ディスクは、ドラ 
イバの再インス!-ール、またはマニュア 
ルの参照(こ使用します。 

『Drivers and Utilities ^ ディスク(こ収録さ 
れている Readme ファイル(こは、マニュ 
アルの作成後にシステ厶じ追加された変 
要や、技術をゆ専門知識をお持ちのユー 
ザーを対象とするテクニカル IJ ファレン 
スなどび'記載されています。 



乂モ：ドライバとマニュアルのアップ 
つ —卜(し関しては、 suppoi 1. jp . dell.com 

をご覧 < ださし、。 
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何をお探しですか？_こちらをご覧ください_ 

• コンピュータのセットアップ方法 クイックリファレンスガイド 

• コンピュータのソンテブンス方法 乂モ： このマニュアルはオプションで 

•基本的なトラブルシューティンク廈報あり、同姻されていないコンピュータ 
• Dell Diagnostics (彭断）プ□グラ厶のもあります。 

実巧方法 

• ブリンタのセッ トアップ方法 
• コンピュータの開き方 


乂モ：このマニュアルは S 叩 port.jp.dell.com 

から PDF 形式で入手できます。 



• 保証 I こ関する情報 
• 契約条項（米国ののみ） 

• 安を I こお使いいただ<ためじ 
• I 忍巧機関の情報 
• 快適な使い方 

• エンドユーヴーライセンス契約 


DellTM 製品情報 ガイド 
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何をお探しですか？_こちらをご覧ください_ 

• サービスタグとエクスプレスヴービ ヴービスタグと Microsoft ⑩ Windows ⑩ 
スコード ライセンス 

• Microsoft Windows ライセンスラベルラベルはお使いのコンピュータ(こ目占られ 

ています。 


• ヴービスタグは、 supportjp . dell.com 

を使用の際、またはサポートへのお問 
し、合わせの際 I こ、コンピュータの識別 
I こ使用します。 


• サポート I こ連絡したとき I こェクスプ 
レスサービスコードを入力すると、通 
話び直接接続されます。 



haaoflvs.WK ■日化の- 


け 



乂モ： セキュ IJ ティを高める手段の1 
つとして、新た(こ設計された Microsoft 
Windows ライセンスラベルでは、ラべ 
ルの取り外しを阻止するためじ失われ 
た部分、つまり「ホール」を組み込み 
ます。 


16 I 情報の検索 






何をお探しですか？_こちらをご覧ください_ 

• Q & A 検索 ー トラブル解消ブビ、 デルヴポートサイトー 

Diagnostics (診断）プ□クラ厶、イン support . jp . dell.com 

ルガィド、ぉ問い合恍の多乂モ：ぉ住まし、の地域または事業区分を 
胃選択し、おお<のサポートサイトを表 

• カスタマーフスーラ厶一他のデルの示します。 

お客様とのスンラインディスカッ 
シヨン 

• アップグレード ー メモ IJ 、 ハードド 
ライブ、オペレーティングシステ厶な 
どのコンポーネントのアップグレー 
ド情報 

• 各種サービスのご案の ー サービスプ 
ラン、登録の容変更申し込み、 IJ サイ 
クル•買取サービス、引き取り修理が 
況確認など 

• サービス および サポート ー サービス 
コールの が況と サービス履歴、ヴービ 
ス契約 

• Dell Technical Update Service (Dell 
テクニカルアップデートサービス） 一 
お使いのコンピュータのソフトウエ 
アおよびノ\ー ドウエアのアップデー 
卜 I こ関する事前の E - メール通知。 

• 参照資料ーコンピュータのマニュア 
ル、コンピュータの設定の詳細情報、 

製品の仕様、およびホワイトペーパー 

• ダウン□ー ドー認定されたドライバ、 

パッチ、およびソフトウェアのアップ 
デート 
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何をお探しですか？ こちらをご覧ください 


• デスクトップシステ厶ソフトウエアデスクトップシステ厶ソフトウエアを 
( DSS ) — コンピュータ I こブペレーティダウン□ー ドする(こは、次の手順を実 

巧します： 


ングシステ厶を再インス I -ールする 
揚合、 DSS ユーティ IJ ティち再インス 
I -ールする必要びあります。 DSS は、 
ブぺレーティングシステ厶の重要な 
アップデート、プ□セッサ、ブプティ 
カルドライブ、および USB デバイスな 
どじ関するヴポートを提供します。 
DSS は、 Dell コンピュータび正しく動 
作するためじ必要です。このソフト 
ウェアは、お使いのコンピュータとス 
ペレーティングシステ厶を自動的 I こ 
判別し、構成 I こ合わせて適切なアップ 
デート分をインス I —ルします。 


1 support . jp . dell.com I こアクセスし、 
お住まし^の地域または事業区分を選択 
し、サービスタグを入力します。 

2 Drivers & Downloads ( ドライパお 

よびダウン□ー ド）を選択し 、 Go (進 
む）をク IJ ックします。 

3 お使いのブぺレーティングシステ厶を 
ク IJ ックし、キーワード Desktop System 
Software (デスクトップシステ厶ソフト 
ウェア）を検索します。 

乂モ： support . jp . dell.com ユーザーイン 
タフエースは、選択の容により異なる 
揚合びあります。 


• Microsoft Windows Vista TM の使い方 Windows ヘルプとヴポート 
• プ□グラ厶とファイルの使い方 1 Windows Vista のスタートボタン 

• デスクトップのカスタマイブ方法 ©をクリックして、ヘルプとヴ 

ポートをク IJ ックします。 


2ヘルプの検索で、問題 I こ関連する用 
語やフレーブを入力して、 < Enter > 
キーを押すか、または拡大鏡をク IJ ッ 
クします。 

3問題 I こ関連するトピックをク IJ ック 
します。 

4 画面 I こ表示される指示 I こ従って<だ 
さし、。 


• オペレーティングシステ厶の再イン再インス!-ール用ディスク 


乂トールのホ 


乂モ：『オペレーテイングシステ厶 J 
ディスクはオプションなので、同砸さ 
れていないコンピュータちあります。 
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何をお探しですか？ こちらをご覧ください 


オペレーティングシステ厶は、コン 
ピュータ(こプ IJ インス!-ールされてし、ま 
す。 0 S を再インス!-ールする(こは、『ス 
ペレーティングシステ厶 J ディスクを使 
用します （153 ページの 「Windows XP ま 
たは Windows Vista の再インス I —ル」 
を参照)。 



オペレーティングシステ厶を再インス 

I -ルした後 、 『Drivers and Utilities ^ 

ディスクを使用して、コンピュータに巧 
属しているデバ'イス用のドライバを再イ 
ンス I -ールします。 

オペレーティンクシステ厶の Product 
Key (プ□ダクトキー）ラベルは、コン 
ピュータ(こお巧されています。 

乂モ：ディスクの色はごを文になったス 
ペレーテイングシステ厶(こよって異なり 
ます。 


• Linux の使用方法 デルびヴポートする Linux サイト 

• Dell PrecisionTM 製品および Linux 0 S • Linux . dell.com 

のユーザーとの E - メール ディスカツ • Lists . us . dell . com / mailman / listinfo/linux 
ソヨタ -precision 

• Dell Precision および Linux I こ関する 
その他の情報 


情報の検索 I 19 









20 I 情報の検索 



コンピュータについて 

コンピュータの正面図 



コンピュータ(こついて 





















5.25 インチド 
ライブベイ 


特別な 3.5 イン 
チドライブパネ 
ルプレートを備 
えた 5.25 イン 
チドライブベイ 


ノ\ー ドドライブ 
動作ライト 


IEEE 1394コネ 
クタ 


USB 2.0 コネク 
夕に） 


5.25 インチドライブベイキヤ IJ ア(こ、オプティカルド 
ライブ、ソディアカード IJ ーダー、フ□ッピードライ 
ブ、または SATA ノ\ー ドドライブを取り付けることび 
できます。 

ノ\ー ドドライブキヤ IJ アは 5.25 インチドライブべ 
イ専用です。フ□ッピードライブ/メディアカード 
IJ ーダーは、ノ\ー ドドライブキヤ IJ アと互換性びあ 
りません。 


5.25 インチドライブベイキヤ IJ ア(こ、メディアカード 
IJ ーダー、フ□ッピードライブ、または SATA ハード 
ドライブを取り付けることびできます。この國(こ示さ 
れるドライブパネルプレートは、フ□ッピードライブ 
またはソディアカード IJ 一夕''一専用です。4個ある 
5.25 インチドライブベイのいずれかの前面(こ取り付 
けることびできます。詳細(こついては、267ページの 
「ドライブパネル」を参照してくださし、。 

ノ\ー ドドライブキヤ IJ アは 5.25 インチドライブベイ専 
用です。フ□ッピードライブ/^ディアカード IJ ーダー 
は、ノ\ー ドドライブキヤ IJ アと互換性びありません。 

ノ\ー ドドライブライトは、コンピュータびノ\ー ドドラ 
イブからデータを読み書きしている際(こ点なします。 
このライトは、オプティカルドライブなどのデバイス 
び動作しているとき(こち点なします。 

IEEE 1394コネクタは、デジタルビデオカラや外部 
ストレージデバイスなどの高速データデパイス(こ使用 
します。 


フラッシュソモ IJ キー、力ラ、または起動巧能な USB 
デバイスなど、時々接続するデバイス(こは、正面 USB 
コネクタを使用します。 

プ U ンタやキーボードなど通常接続したままのデバイ 
ス(こは、背面の USB コネクタを使用することをお勧め 
します。 
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8 電源ボタン 電源ボタンを押してコンピュータの電源をスン(こします。 

電源ライト このボタンの中央(こあるライトは、電源のが態を示し 

ます。詳細(こついては、巧ページの「ボタンとライト」 
を参照してくださし、。 

〇を意：データの損失を防ぐため、電源ボタンを使つ 
てコンピュータの電源を切らないで<ださい。電 
源ボタンを押さず(こ、オペレーティングシステ厶 
のシャットダウンを実行してくださし、。 

9 ネットワーク U 10 Mbps 、100 Mbps 、 または1000 Mbps (または 

ンクライト 1 Gbps ) のネットワークとコンピュータび正しく接 

続されていれば、ネットワーク IJ ンクライトび点なし 
ます。 

10 診断ライト （4) 診断ライトは、診断コードを基にコンピュータの問題を 

解決するのにお立ちます。詳細じついては、115ページ 
の「診断ライト」を参照してくださし、。 

11 マイクコネクタマイクコネクタ(こパーソブルコンピュータ用マイクを 

接続し、音声や音楽をサウンドまたはテレフスニープ 
□グラ厶(こ入力します。 

12 へッドフスンコへッドフスンコネクタを使用してへッドフスンを接続 

ネクタ します。 
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コンピュータの背面図 



1電源コネクタ 電源ケーブルを差し込みます。 

2カードス□ット ス□ット2〜6はフルレングスカードをサポートします。 

これ(こは、1つの PCI 、 2つの PCI Express 2.0 x 16 、 お 
よび2つの PCI-X のス□ットび含まれます。 

ス□ット1〜7はノ\ーフレングスカードをサポートします。 
これ(こは、1つの PCI Express x 8 ()4 配線）および1つ 
の PCI-X のス□ットび含まれます。 


3背面パネルコネ USB 、 ブーデイス、およびその他のデバイスのプラグを 
クタ 巧麻するコネクタじ差し么みます〔詳細じついては、 

25ページの「背面パネルコネクタ」を参照)。 


A 警告：システムの通気孔がふさがれていないか確認します。通気孔がふさ 
がれていると、過熱に関する深刻な問題が生じます。 
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背面パネルコネクタ 



2 


3 


4 


パラレルコネクタプ IJ ンタなどのパラレルデバイスをパラレルコネクタ 
(こ接続します。 USB プ IJ ンタをお使いの揚合、 USB コネ 
クタ(こ差し込みます。 

乂モ：同じアドレス(こ設定されたパラレルコネクタを持 
つカードをコンピュータび検出した揚合、巧蔵パラレル 
コネクタは自動的に無効じなります。詳細じついては、 
84 ページの「セットアップユーティ IJ ティのスプシヨ 
ン」を参照してくださし、。 

マウスコネクタ標準型の PS /2 マウスをお使いの揚合は、緑色のマウス 
コネクタ(こ差し込みます。コンピュータおよび取り付け 
られているすべてのデバイスの電源を切ってから、マウ 
スをコンピュータ(こ接続します。 USB マウスをお使いの 
揚合は、 USB コネクタ(こ差し込みます。 


IEEE 1394コネ IEEE 1394コネクタは、デジタルビデオカメラゆ外部 
クタ ストレージデバイスなどの高速データデバイス(こ使用 

します。 


ライン入カコネ青色のライン入カコネクタに MP 3 プレーヤー、 CD ドラ 
クタ イスまたは VCR (ビデオカセツトレ〕ーダー）などの再 

生デバ'イスを接続します。サウンドカードび'搭載されたコ 
ンピュータの揚合は、カードのコネクタを使用します。 


ライン出カコネ緑色のライン出カコネクタ(こアンプの蔵型スピーカーを 
クタ 接続します。 

サウンドカードび搭載されたコンピュータの揚合は、 
カードのコネクタを使用します。 
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u ンク保をラ 
イト 


ネットワークア 
夕''プタコネクタ 


ネットワーク動 
作ライト 


シ IJ アルコネク 
タロ） 


緑色 一 10 Mbps のネットワークとコンピュータび正し 

<接続されていることを示します 

憧色 一 100 Mbps のネットワークとコンピュータび正 

しく接続されていることを示します 

黄色一1000 Mbps (1 Gbps ) のネットワークとコン 

ピュータび正しく接続されていることを示します 

消なーネットワークとの物理的な接続び検知されてし、ま 

せん 

コンピュータをネットワークやブ□ー ドバンドデバイ 
ス(こ接続するには、ネットワークケーブルの一方の端を 
ネットワークジャックやブ□ー ドバンドデバイス(こ接続 
します。ネットワークケーブルのちう一方の端をコン 
ピュータのネットワークアダプタコネクタ(こ接続します。 
カチッという音びすれば、ネットワークケーブルはしつ 
かり接続されています。 

ネットワークコネクタ(こモデ厶ケーブルを接続しなし、 
で < ださし、。 

追加のネットワークコネクタカードび搭載されたコン 
ピュータで、イントラネットとエクストラネットを別々 
(こするなど、複数のネットワーク接続を設定する揚合 
は、カードのコネクタとコンピュータ背面のコネクタを 
使用します。 

ネットワーク(こは、カテゴ IJ 5の配線とコネクタを使用 
することをお勧めします。カテゴ IJ 3の配線を使用する 
必要びある揚合、信頼性のあるオペレーションを保証す 
るため(こ、ネットワーク速度を10 Mbps (こ設定してく 
ださし、。 

黄色のライトは、コンピュータびネットワークデータを 
送信、または受信している際(こ点滅します。ネットワー 
クトラフィックび多い揚合、このライトび「点な」のが 
態(こ見えることびあります。 

ノ\ンドへルドデパイスなどのシ IJ アルデバイスをシ IJ ア 
ルポート(こ接続します。必要(こ麻じて、セットアップユー 
ティ IJ ティを使用してこのポートのアドレスを変更でき 
ます (83 ページの「セツトアップユーティ IJ ティ」を参照)。 
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10 キーボードコネ標準の PS /2 キーボードをお使いの揚合、紫色のキー 
クタ ボードコネクタじキーボードケーブルを差し送みます。 

USB キーボードをお使いの揚合は、 USB コネクタ(こ差し 
送みます。 


11 USB 2.0 コネクフラッシュキー、カメラ、または起動可能な USB 
夕 （5) デバイスなど、時々接続するデバイス(こは、正面 USB コ 

ネクタを使用することをお勧めします。 

プ IJ ンタやキーボードなど、通常接続したままのデバイ 
ス(こは背面 USB コネクタを使用します。 
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内部 

1 



2 ノ\ー ドドライブベイ 

3 ^モ IJ シュラウド 

〇ミ主意：^モ IJ シュラウドは（ブプ 
シヨンの）メモ IJ ライザーカード 
を所定の位置に固定するためのち 
のです。メモ IJ ライザーの安を性 
の確保および損傷を防ぐため(こ、 
蝶ネジをしっかり締め付ける必要 
びあります。 

4 5.25 インチドライブベイ 

5 3.5 インチドライブパネルプレートを 
備えた 5.25 インチドライブベイ 

6 カードフアン 

7 前面フアン 
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システム基板のコンポーネント 
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1 

プライマ U プ□セッサコネクタ 

に PU _0) 

16 

ハードドライブフアン （ FANJHDD ) 

2 

セカンドプ□セッサコネクタ 

に PU _1) 

17 

セカンドノ\ードドライブフアン 

( FAN _ HDD 2) 

3 

前面ファンコネクタ 

( FAN _ FRONT ) 

18 

フ□ッピードライブ （ DSKT ) 

4 

カードケージファン （ FAN _ CCAG ) 

19 

正面ノ \°ネルコネクタ (FRONTPANEU 

5 

巧蔵スピーカーコネクタ 

( INT _ SPKR ) 

20 

正面パネル1394コネクタ ( FP 1394) 

6 

電源コネクタ ( POVVER 2) 

21 

シャーシイントルージョンヘッダー 

( INTRUDER ) 

7 

USB ( INT _ USB ) 

22 

PCI - X カードスロット 
( SLOT 7_ PCIX ) 

8 

補助のノ\ー ドドライブ LED 
( AUX _ LED ) 

23 

PCI - X カードスロット 
( SLOT 6_ PCIX ) 

9 

パスワードジャンパ （ PSWD ) 

24 

PCI - X カードスロット 
( SLOT 5_ PCIX ) 

10 

補助の電源 LED ( AUX _ PWR ) 

25 

PCI-Express 2.0 x 16 力ードスロット 
( SLOT 4 _PCI e 2 x 16) 

11 

ノ\ー ドドライブまたはスプティ 
カルドライブ用 SATA コネクタ 
( SATA _0、 SATA _1、 SATA _2) 

26 

PCI ス□ット ( SLOT 3_ PCI ) 

12 

を電源コネクタ ( POWER " 

27 

PCI-Express 2.0 x 16 力ードスロット 
( SLOT 2 _PCI e 2 x 16) 

13 

パッテ IJ ーソケット ( BATTERY ) 

28 

PCI-Express x 8 力ードス□ット、 x 4 
配線 ( SLOT 1_ PCIE ) 

14 

RTC IJ セットジャンパ （ RTCRST ) 

29 

フアンコネクタ （ FAN _ MEM ) 

15 

SAS または SATA ノ\ー ドドライ 
ブ用ノ\ー ドドライブコネクタ 

30 

ソモ IJ モジュールコネクタ 
( DIMM _1-8) 


( HDD _0、 HDD _1、 HDD _2、 
HDD _3) 
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ケーブルの色 


デバイス 

色 

SATA ノ\ー ドドライブ 

青色のケーブル 

フ□ッピードライブ 

黒色のプルタブ 

オプティカルドライブ 

オレンジケーブル 

正面パネル 

黄色のプルタブ 

仕様 


^ メモ：提供されるちのは地域(こより異なる揚合びあります。コンピュータの 
設定(こ関する詳細(こついては、スタートーヘルプとサポートをク U ツクし、 
コンピュータ(こ関する情報を表示するためのスプシヨンを選択してくださし、。 

プロ七ツサ 

プ□セッサの種類 

Dual-Core Intel ® Xeon ® プ□セツサ5200 
シ IJ ーブ 

Quad-Core Intel ® Xeon ® プ□セツサ5400 
シ IJ ーブ 

巧部キャッシュ 

Dual-Core Intel ⑥ Xeon ⑩プ□セツサ5200 
シ IJ - ブ、6 MB 

Quad-Core Intel ® Xeon ® プ□セツサ5400 
シ IJ - ブ、12 MB 

外部バスの周波数 

1333 MHz または1600 MHz のデータ転 

送速度 

ィモリ 

ソモ IJ モジュールコネクタ 

8 (ブプシヨンのライザーでは 16) 

メモ IJ モジュールの容量 

512 MB または1、2、または 4 GBECC 

メモ IJ の種類 

667 MHz または800 MHz 完全バッファ 
型 DDR 2 SDRAM (完全バッファ型 DIMM 
または FBD ) 

〇を意：フルレングスヒートスプレッ 
ダ （ FLHS ) びすベてのソモ IJ (こ必要 
です。 

最小^モ IJ 

1 GB 
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メモリ (続き) 

最大搭載 ><flj 

オプションのメモ IJ ライザーカードでは 

64 GB 


32 GB (標準） 

BIOS アドレス 

FOOOOh 

システム 情報 

システ厶チップセット 

Intel 5400 

データバス幅 

64ビット 

DRAM バス幅 

クワッドチャネル完全バッファ型 DIMM 

プ□セッサアドレスバス幅 

38ビット 

フラッシュ EPROM 

8 Mbit 

グラフィックバス 

PCI Express 2.0 x 16 ス□ツト2つ 

拡;長 

カードのサポート 

中央の5つのコネクタス□ツトはフルレ 
ングスカードをサポートします。 


いずれかの側のコネクタス□ツト （1 つの 
PCI Express ス□ツト （ x 4 配線）および1 
つの PCI - X カード）はハーフレングス 
カードをサポートします。 

サポートされるカード 

PCI 2.3 

PCI Express 1.0 A 

PCI Express 2.0 x 16 

PCI-X 2.0 A 

PCI 


コネクタ 

1 個 

コネクタのヴイブ 

120 ピン 

コネクタのデータ幅（最大） 

32 ビット 

バス転送 

133 MB / 秒 

PCI-X 


コネクタ 

3 個 
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拡;長 

コネクタのヴイブ 

188ピン 

コネクタのデータ幅（最大） 

64ビット 

バス転送 

800 MB /秒 

PCI Express x 8 ( x 4 配線） 


コネクタ 

1個の x 8 ( x 8、 x 4、 および x 1 モード/カー 
ドをサポート。最大 IJ ンク幅 X 4) 

コネクタのヴイブ 

98ピン 

コネクタのデータ幅（最大） 

PCI Express レーン x 4 

バス転送 

2.5 GB / 秒/レーン/方向（有効帯域幅） 

PCI Express 2.0 x 16 


コネクタ 

2個の X 16 ス□ット （ X 16、 x 8、 および x 1 
モード/カードをサポート） 

コネクタのヴイブ 

164ピン 

コネクタのデータ幅（最大） 

1 PCI Express レーン x 16 

バス転送 

5.0 GB / 秒/レーン/方向（有効帯域幅） 

ポートおよびコネクタ 

外付けコネクタ： 


シ U アル 

1655 0 C 互換9ピンコネクタ x 2 

パラレル 

双方向25ピンコネクタ（双方向） 

IEEE 1394 

6ピンコネクタび、正面パネル(こ1個、背 
面パネルに1個 

ネットワークアダプタ 

RJ 45 コネクタ 

PS /2 (キーボード/マウス） 

6ピンミニ DIN x 2 

USB 

USB 2.0 互換コネクタび、正面ノなル(こ2個、 
背面パネル(こ5個 

ブー ディブ 

へッドフスンとマイク用のコネクタび、 
正面パネルに2個。 

ライン入力とライン出力用のコネクタ 
び、背面パネルに2個 
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ポートおよびコネクタ (続き) 


システ厶基板コネクタ： 
フ□ッピードライブ 
SAS/Serial ATA HDD 
シ U アル ATA 
の蔵 USB 


34ピンコネクタ 

7ピンコネクタび4個 

7ピンコネクタび3個 

スプシヨンのメディアカード IJ 一夕''一用 
の10ピンコネクタ （3.5 インチベイデバ 
イスまたはセキュアブートデバイス） 


ビデオ 

ビデオの種類 

PCI Express 2.0 x 16 (2 個のス□ツト） 

オーディオ 

オーデイスの種類 

HDA (High Definition Audio ) CODEC お 
よび Azalia/HD (High Definition ) デジタ 
ルコント□ーラ 

ステレス変換 

24ビット AD 変換および24ビット DA 
変換 

ドライブ 

外部アクセス巧能 

5.25 インチユニバーサルドライブベイ4つ 
(3.5 インチデバイスをサポート可能） 

巧部アクセス巧能 

3.5 インチハードドライブベイ4つ 

キーの 組み合わせ 

< F 2> 

巧蔵のセットアップユーティ IJ ティを起動 
(起動時のみ） 

< F 12> または < C 1: rl >< Alt >< F 8> 

Boot Device (起動デバイス）メニューを起 
動（起動時のみ） 

< Ctrl >< Alt >< F 10> 

起動時(こユーティ IJ ィティパーティション 
(インス!-ールされている揚合）を始動 

< F 5> 

スンボード診断を実行 
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ボタンとライト 

電源ボタン 

正面パネル：押しボタン 

電源ライト 

正面パネル： 


緑色のライトース IJ ープが態のとき(こ緑 
色(こ点滅、電源びスンのとき緑色(こ点な 


憧色のライト ー 憧色の点滅は巧部電源(こ 
問題びある可能性を示します。憧色の点な 
はデバイスの故障または誤った取り付け 
び行われたことを示します(111ページの 
「電源の問題」を参照)。 

ノ\ー ドドライブライト 

正面パネル： 


緑色のライト ー コンピュータびノ\ー ドド 
ライブからデータを読み取るか、または 
ノ\ー ドドライブじデータを書き送を際(こ 
点なします。このライトは、オプティカル 
ドライブなどのデバイスび動作している 
とき(こち点なします。 

IJ ンク保をライト 

背面パネル:10 Mb 伝送時は緑色のライト、 
100 Mb 伝送時は憧色のライト、1000 Mb 
(1 Gb ) 伝送時は黄色のライト 
正面パネル：ネットワーク接続中は緑色び 
点な 

動作ライト 

背面パネル：ネットワーク動作中は黄色び 
点滅 

診断ライト 

正面パネル：ライトび4つ （115 ページの 
「診断ライト」を参照） 

スタンバイ電源ライト 

システ厶基板上のシステ厶 AUX_PWR 

電源 

DC 電源装置 


ワット数 

1000 W 

熱消費 

1250 W または4265 BTU /時間（電源 

装置を備えたシステ厶） 

乂モ：熱消費は電源ユニットのワット 
数定格に基づいて算出したちのです。 
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電源 

電圧 

自動検出電源装置 一 50/60 Hz で 

90 V 〜 265 V 

バックアップバッテ IJ 一 

3 V CR 2032 コイン型 IJ チウ厶電ミ也 

サイズと重量 

高さ 

56.6 cm 

幅 

スタンドあり： 32.5 cm 

スタンドなし： 21.6 cm 

奥行 

53.8 cm 

最小重量 

24.9 kg 

A 警告：コンピュータが重くなり、操作が難し 
くなる場合があります。コンピュータを持ち 
上げたり、移動したり、傾けたりする場合は 
誰かの助けを借りるようにします。このコン 
ピュータを扱うには大人2人分の力が必要 
です。怪我をしないように正しく持ち上げる 
ようにします。持ち上げている間は前かがみ 
の姿勢にならないように気をつけてくださ 
い。安全にお使いいただくための注意事項に 
ついては、『製品情報ガイド J を参照してく 
ださい。 

環境 

温度範囲 


動作時 

10〜 35 °C 

保管時 

-40 〜65。 C 

相対湿度（最大） 


動作時 

20% - 80% (結露しないこと） 

保管時 

5〇/〇〜95% (結露しないこと） 

最大振動（ユーヴー環境をシ5ュ 
レートするランダ厶振動スペクト 
ルを使用時） 

動作時 

0.0002 G^/Hz で5〜350 Hz 
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環境 (続き) 

保管時 

最大耐ス衝撃 
動作時 

保管時 

高度（最大） 
動作時 
保管時 


0.001〜0.01 g2/Hz で5〜500 Hz 

ノツレス持続時間2ミ IJ 秒 +/- 10%で40 G +/- 
5% (51 cm / 秒(こ相当） 

パルス持続時間2ミ IJ 秒 +/- 10%で105 
G +/- 5% (127 cm / 秒(こ相当） 

-15.2 m 〜3,048 m 
—15.2 m 〜10,668 m 
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アドバンス機能 


LegacySelect テクノロジコントロール 

LegacySelect テクソ□ジコント□ールは、巧通プラットフスー厶、ハードド 
ライブイメージ、およびヘルプデスク手続きを基本としたレガシーフル、レ 
ガシー限定、またはレ乃シーフ IJ ーソ IJ ューシヨンを提供します。管理者 
は、セットアップユーテイ IJ テイ、 Dell OpenManageTM IT Assistant、 また 
は Dell カスタ厶ファクト U —統合を介してコント□ールを利用できます。 

LegacySelect を使うことじよって、管理者はシ U アル/ USB コネクタ、 PCI 
ス□ット、パラレルコネクタ、フ□ッピードライブ、 PS/2 マウスなどのコ 
ネクタおよびメディアデパイスを電子的じち効または無効じすることびで 
きます。非活動化されたコネクタおよびメディアデパイスじよって、 IJ ソー 
スび使用巧能になります。変更を有効じするじは、コンピュータを再起動 
する必要があります。 

管理機能 

ASF (Alert Standard Format) 

ASF (Alert Standard Format) は、「プ U オペレーティングシステ厶」また 
は「オペレーティングシステ厶不在」警告テクソ□ジを指定する DMTF 管 
理標準です。この標準は、オペレーティングシステ厶びス IJ ープが態、ち 
し<はコンピュータの電源び'切れているときじ、セキュ IJ ティの問題およ 
び障害び発生している巧能性びあるとい5警告を発するよ5設定されてし、 
ます。 ASF は、じ(前のオペレーティングシステ厶の不在警告テクソ□ジ(こ 
優先するよ5設計されています。 

お使いのコンピュータは、次の ASF 警告をサポートします： 
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警告 


説明 


Chassis : Chassis Intrusion - Physical 
Security Violation/Chassis Intrusion - 
Physical Security Violation Event 
Cleared (シャーシ：シャーシイン 
トルージョン ー 物理的セキュ IJ ティ 
違反/シャーシイントルージョン-物 
理的セキュ I J ティ違反イベントびク 
IJ アされました） 

Boot : Failure to Boot to B に S (起 
動： BIOS での起動び失敗しました） 

Password : System Password 
Violation (パスワード：システ厶パ 
スワード違反） 

CPU : CPU DOA Alert/CPU DOA 
Alert Cleared ( CPU:CPU DOA 警告 
/ CPU DOA 警告びク IJ アされまし 
た） 


Heartbeats i Entity Presence (ノ \— 
トビート：エンテイテイの存在） 


Temperature : Generic Critical 
Temperature Problem (温度：一般 
的な重大な温度 I こ関する問題） 

Voltage : Generic Critical Voltage 
Problem (電圧：一般的な重大な電 
圧に関する問題） 

Power Supply : Critical Power 
Supply Problem (電源装置：重大 

な電源装置 I こ関する問題） 

Cooling Device : Generic Critical 
Fan Failure (を却装置：一般的な重 
大なフアン障害） 


コンピュータシャーシび開けられました。ま 
たはシャーシイントルージョン警告び消去 
されました。 


BIOS は、開始時 I こ□ー ドを完了できません 
でした。 

システ厶のパスワードび無効です（無効なパ 
スワードび3回入力されると警告び生成され 
ます)。 

プ□セツヴび機能してし^ません。 


システ厶びを在していることを確 111 するた 
め(こ、ノ\ー トビートび定期的 I こ送信されてし、 
ます。 

コンピュータの温度び限界を超えています。 


の蔵電圧レギュレータからの電圧び限界を 
超えています。 


コンピュータの電源電圧び限界を超えてし、 
ます。 


フアンの速度 ( rpm ) び限界を超えています。 
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警告 

説明 

し onnectivity . Ethernet 
Connectivity Enabled / 

Ethernet Connectivity Disabled 
(接続： Ethernet の接続びち効/ 
Ethernet の接続び無効） 

Ethernet の接続びち効です。または、 
Ethernet の接続び無効です。 


Dell の ASF 導入の詳細(こついては、デ'ルヴポートサイト support.jp.dell.com 
で入手できる 『 ASF ユーヴーブガイド J および 『 ASF 管理者ガイド J を参 
照して < ださい。 


Dell OpenManageTM IT Assistant 

IT Assistant は、企業のネットワーク上のコンピュータやその他のデバイス 
を設定、管理、監視します 。 IT Assistant は、業界標準の管理ソフトウェア 
を装備したコンピュータの資産、設定、イベント（警告)、セキュ IJ ティを 
管理します。また、 SNMP および CIM の業界標準に準拠する計装をヴポー 
卜します。 

CIM を基本(こした Dell OpenManage Client /クライアント用ソフトウェ 
アは、お使いのコンピュータで使用できます 。 IT Assistant の情報は 、 Dell 
ヴポートヴイト support.jp.dell.com で入手できる 『Dell OpenManage 
IT Assistant ユーヴーブガイド J を参照してください。 

Dell OpenManage Client Instrumentation (クライアント用ソフト 
ゥェァ） 

Dell OpenManage Client /クライアント用ソフトウ i アは 、 IT Assistant 
などの U モート管理プ□グラ厶び、じ(下を実行することを巧能じするソフ 
トウェアです： 

• お使いのコンピュータじついての情報へのアクセス（搭載されている 
プ□セッサの数や実行されているオペレーティングシステ厶の種類 
など)。 

• コンピュータのステータスの監視（温度プ□ーブからの熱警告やスト 
レージデパイスからのノ\ー ドドライブ障害警告を受信することなど)。 

• お使いのコンピュータのステータスの変更 （ B に S のアップデートまた 
は IJ モートでのシャツトダウンなど)。 
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管理システ厶は 、 IT Assistant を使ったネットワーク上で Dell OpenManage 
Client Instrumentation (クライアント用ソフトウェア）びセットアップされ 
ているコンピュータです 。 Dell OpenManage Client Instrumentation (クラ 
イアント用ソフトウェア）じついては、デルサポートサイト 
support.jp.dell.com で人をできる 、 『Dell OpenManage Client Instrumentation 
(クライアント用ソフトウェア）ユーヴーブガイド J を参照してください。 

電力の管巧 

お使いのコンピュータは、使用しない間は少ない電力で動作するよ5じ設 
定できます。コンピュータじインス!-ールされたオペレーティングシステ 
厶およびセットアップユーティ IJ ティの特定のオプション設定を使って、 
電力使用を制御します （42 ページの「電力の管理」を参照）。節電されて 
いる期間を「ス IJ ープモード」と呼びます。 

^ メモ：休止が態モードやスタンバイモード(こなる(こは、コンピュータ(こ取り 
巧けられたすべてのコンポーネントびこれらのモードの機能をサポートし、 
また適切なドライバび□ー ドされている必要びあります。詳細じついては、 
各コンポーネントのマニュアルを参照してくださし、。 

• スタンバイ。このス IJ ープモードでは、多くのコンポーネントは節電 
または電源び切られたが態になります。ただし、システ厶メモ UBS 
動が態じあります。 

^ メモ：休止が態モードは、 4 GB が下の RAM を搭載した〕ンピュータ 
でのみサポートされます。 

• 休止が態。このス IJ ープモードでは、システ厶メモ IJ のすベてのデータ 
をノ\ー ドドライブじ書き込み、それからシステ厶電源を切ることじよっ 
て、電力消費を最小じします。このモードからウェイクアップするとコ 
ンピュータび再起動し、メモ IJ のの容び回復されます。その後、コン 
ピュータは休止が態モードに入った時のが態から動作を開始します。 

• シャットダウン。このス IJ ープモードでは、補助用のわずかな量を除 
いてコンピュータからすべての電源を切ります。コンピュータびコン 
セントじ接続されている限り、自動的にまたは IJ モートで起動するこ 
とびできます。たとえば、セットアップユーティ IJ ティ （42 ページの 
「電力の管理」を参照）の Auto Power On (自動電源スン）スプショ 
ンを使うと、コンピュータを特定の時間に自動的に起動することびで 
きます。また、ネットワーク管理者は Remote Wake Up ( IJ モート起 
動）などの電力管理イベントを使って、コンピュータを IJ モートで起 
動することびできます。 
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次の表に、ス IJ ープモードと各モードから復帰させるためじ使用する方法を 
一覧表示します。 

スリ^プモード _ 復帰方法 （ Windows X 。 _ 

スタンバイ • 電源ボタンを巧す 

• 自動電源スン 

• マウスを動かすかク IJ ックする 
• キーボー ドの キーを 巧す 
• USB デバイスの動作 
• 電力管理イベントを使5 

休止が態 • 電源ボタンを巧す 

• 自動電源スン 
• 電力管理イベントを使5 

シャットダウン • 電源ボタンを巧す 

• 自動電源スン 

_ • 電力管理イベントを使う_ 

^ メモ：電力管理の詳細(こついては、オペレーティングシステ厶のマニユア 
ルを参照してくださし、。 

ハイバースレツディングテクノロジとマルチ 
コアテクノロジ 

ハイパースレッディングは、 Intel のテクソ□ジで、1つの物理プ□セッサを 
2つの論理プ□セッヴとして磯能させることじよってパフスーマンスをを 
体的に向上させて、複数の特定のタスクを同時に処理することを巧能にしま 
す。マルチコアプ□セッヴは演算を巧う複数の物理ユこットを単一の CPU 
パッケージ巧に搭載したテクソ□ジで、演算の効率とマルチタスク磯能を向 
上させます。 Intel ではこのテクソ□ジを Dual - Core および Quad - Core プロ 
セッヴで実装しています。これらのプ□セッヴは 2 個なし^しは 4 個の演算ユ 
こットを搭載しています。ノ\イパースレッディングテクソ□ジを利用するた 
め(こ最適化されている 、 Microsoft Windows XP Service Pack 1( SP 1 UM 降 
のオペレーテイングシステ厶、または Windows Vista オペレーテイングシ 
ステ厶を使用することをお勧めします。 
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多くのプ□グラ厶は、ハイパースレッデイングテクソ□ジとマルチコアテ 
クソ□ジの恩恵を受けることじなりますが、それらのテクソ□ジ用(こ最適 
化されていないプ□グラ厶ちあります。それらのプ□グラ厶は、ソフトウェ 
ア製造元じよるアップデートび必要な場合があります。ソフトウェアの製 
造元に、アップデートや、ハイパースレッデイングテクソ□ジまたはマル 
チコアテクソ□ジでソフトウェアを使用する方法(こついてお問い合わせ< 
ださい。お使いのコンピュータびノ\イパースレッデイングテクソ□ジを使 
用しているか確 i 忍するには、パフスーマンスタブ下のノ\イパースレッデイ 
ングじ巧するセットアップユーテイ IJ テイオプション （83 ページの「セッ 
トアップユーテイ IJ テイ」を参照）をチェックします。 


RAID 構成について 

固乂モ： RAID レベル5および10は、オプションの PCI Express RAID コント □— 
ラカードを使用した揚合にのみ利用できます。 

^ メモ： SATA 1.0 用 RAID はサポートされていません。 

本項では、 RAID 構成の概要を説明します。コンピュータのご購入時(こ 
RAID 構成を選択している場合びあります。コンピュータ業界では、用途 
のタイプに麻じていくつかの RAID 構成び利用できます。お使いの Dell 
Precision コンピュータでは、 RAID レベル0および RAID レベル1、また 
オプションの PCI Express RAID コント□ーラカードびある場合は RAID レ 
ベル5または RAID レベル10をヴポートしています。 RAID レベル0構成 
は高いパフスーマンスび要求されるプ□グラ厶じ、 RAID レベル1構成は 
高水準のデータ保を性を希望されるユーヴーにお勧めします。 RAID レべ 
ル5または RAID レベル10構成では、データ保を性と高速なアクセス速 
度の両方を提供します。 

^ 乂モ： RAID レベルは階層を表すものではありません。 RAID レベル5構成は、 
RAID レベル0構成より本質的に優れてち劣ってちいません。 

このコンピュータの RAID コント□ーラでは、2台から4台の物理ドライ 
ブを使用して、 RAID レベル0構成のみの設定び巧能です。 RAID レベル 
5または10アレイ（オプションの PCI Express RAID コント□ーラ使用時 
のみ利用巧能）でま3台または4台のドライブじよる構成び必要じなり 
ます。 

すべて同じ種類のドライブを使用してください。 RAID アレイ巧に SAS ド 
ライブと SATA ドライブを混在させることはできません。また、容量び大 
きいドライブじ未割り当ての（使用できない）領或びできないようじする 
(こは、これらのドライブを同じ容量じする必要びあります。 
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^ 乂モ： RAID レベルは階層を表すちのではありません。 RAID レベル10構成 
は、 RAID レベル0構成より本質的に優れても劣ってもいません。 

RAID レベル 0 

RAID レベル0では、「データストライピング」と呼ばれるストレージ巧術を 
使用して、データアクセス速度を高速化します。データストライピングは、 
連続するデータセグメント（ストライプ）を複数の物理ドライブじ順次書き 
込むことで、乂容量の仮想ドライブとしておう方法です。データストライピ 
ングじより、1台のドライブでデータを読み込を間に、別のドライブで次の 
ブ□ックの検索と読み込みびできます。 



セグメント1 


セグメント2 

セグメント3 


セグメント4 

セグメント5 


セグメント6 


ノ\ー ドドラ ノ\ー ドドラ 

イブ1 イブ2 


RAID レベル0構成のちう1つの利点は、各ドライブのを容量を使用でき 
ることです。120 GB のドライブを2台取り付けている場合、データの保 
を(こ240 GB を使用できます。 

〇ミ主意： RAID レベル0ではデータの冗長性びないため、いずれかのドライ 
ブ(こ障害び舞生した揚合には、その他のドライブ上のデータじちアクセス 
できなくなります。したびって、 RAID レベル0構成を使用する揚合は、定 
期的(こバックアップを行ってくださし、。 
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RAID レベル 1 

RAID レベル 1 では、「ミラー U ング」と呼ばれる、データの冗長性を持たせ 
たストレージ巧術を使用します。プライ マ IJ ドライブじデータび書き込ま 
れると、そのデータは他のドライブ上に複製（ミラー）されます。 RAID レ 
ベル1では、データアクセス速度を犠牲じして、データの冗長性び重視さ 
れます。 



セグメント1 


複製されたセグメント1 

セグメント2 


複製されたセグメント2 

セグメント3 


複製されたセグメント3 

セグメント4 


複製されたセグメント4 

セグメント5 


複製されたセグメント5 

セグメント6 


複製されたセグメント6 


ノ\ー ドドライブ1 ノ\ー ドドライブ2 


いずれかのドライブじ障害び発生した場合、それ降の読み書き操作は、 
正常に動作しているドライブじ巧して巧むれます。その正常なドライブの 
データを使用して、交換用ドライブを再構築できます。また、データび両 
方のドライブ(こ複製されるため、2台の120 GB RAID レベル 1ドライブで 
データの保をじ使用できる合計容量は、最大120 GB となります。 
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RAID レベル 5 

^ 乂モ： RAID レベル 5 および 10 は、ブプシヨンの PCI Express RAID コント □— 
ラカードを使用した揚合にのみ利用できます。 

RAID レベル 5 では、「パ IJ ティチェック」と呼ばれるデータステージングスト 
レージ巧術を使用します。 RAID 構成にデータのブ□ックび書き込まれると、 
データは RAID アレイ巧の 1 台のドライブを除くすべてのドライブじまた 
びってストライピングされ、除外される1台にはパ IJ ティデータび書き込まれ 
ます。パ IJ ティデータは、ドライブのいずれか1台に障害び発生した場合(こ、 
ストライピングされたデータのブ□ック全体の計算を巧能じする情報です。 

パ IJ ティデータは実際に保をされているデータと比較してかなりルさいた 
め、パ IJ ティドライブび 1 台のノ\ー ドドライブに相当する容量で巧麻でき 
るデータ保を用ノ\ー ドドライブの台数じは、制限びありません。ただし、パ 
IJ ティデータのすべてび同一のドライブじ保をされるむけではなく、 RAID 
構成に新たなデータブ□ックび書き込まれるごとに、異なるドライブび交 
豆(こデータ保を用ドライブまたはパ IJ ティドライブとして機能します。 


RAID レベル5用の 
シ IJ ア J レ ATARAID 
構成 



データブ□ック1の半分 


データ ブ □ック 2 の 半分 


ブ□ック3のパ IJ テイデータ 


データブ〇ック4の半分 


データ ブ □ック 5 の 半分 


ブ□ック6のパ IJ テイデータ 


データブ□ツク1の半分 

ブ□ツク1のパ IJ テイデータ 

ブ□ツク2のパ IJ テイデータ 

データブ□ツク2の半分 

データブ〇ツク3の半分 

データブ〇ツク3の半分 

ブ□ツク4のパ IJ テイデータ 

データブ〇ツク4の半分 

データブ□ツク5の半分 

ブ□ツク5のパ IJ テイデータ 

データブ□ツク6の半分 

データブ□ツク6の半分 


ノ\ー ドドライブ1 ノ\ー ドドライブ2 ノ\ー ドドライブ3 
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RAID 0 構成の場合と同様、データび RAID 構成にまたびってストライピン 
グされるため、アクセスは高速じなります。また、パ IJ ティデータの働き 
(こより、1台のドライブのみに障害び発生した場合じは、その他のドライ 
ブ(こ保をされているノ IJ ティデータを使用して、そのドライブを再構築で 
きます。ドライブ1台分に相当する容量びパ IJ ティデータ用に確保されて 
いるため、3台の120 GB RAID レベル5ドライブでデータの保をじ利用で 
きるストレージスペースは、240 GB です。 RAID レベル5構成を構築する 
(こは、少なくとち3台のドライブび必要です。 

RAID レベル 10 

固乂モ： RAID レベル5および10は、ブプシヨンの PCI Express RAID コント □— 
ラカードを使用した揚合にのみ利用できます。 

RAID レベル10では、ストライピングとミラー IJ ングの方法を組み合わせ 
て使用します。4台のドライブび必要じなります。ドライブはミラー IJ ン 
グのペアに分けられ、 RAID 構成に書き込まれるデータは4台のすべての 
ドライブじまたびってストライピングされます。データのストライピング 
(こよってデータじは素早くアクセスできますび、データの各断片は冗長性 
の目的のためじ別のドライブじ複製されます。 



セグメント1 


4台のドライブ(こまたびってストライプされたセグメント1 

セグメント2 


4台のドライブじまたびってストライプされたセグメント2 

セグメント3 


4台のドライブじまたびってストライプされたセグメント3 

セグメント4 


4台のドライブじまたびってストライプされたセグメント4 

セグメント5 


4台のドライブ(こまたびってストライプされたセグメント5 

セグメント6 


4台のドライブ(こまたびってストライプされたセグメント6 


ノ\ー ドドライブ1 ノ\ー ドドライブ2、3、および4 
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いずれかのドライブじ障害が発生した場合、それ降の読み書き操作は、 
正常に動作している他のドライブじ巧して巧むれます。その正常なドライ 
ブのデータを使用して、交換用ドライブを再構築できます。また、データ 
びプライマ IJ および追加のドライブ上に複製されるため、4台の120 GB 
RAID レベル1ドライブでデータの保をじ使用できる合計容量は、最大 
240 GB となります。 


RAID 構成の構築方ま 


コンピュータの購入時に RAID 構成を選択しなかった場合でち、後でお使い 
のコンピュータじ RAID 構成を巧うことびできます。 RAID 構成を巧うじは、 
お使いのコンピュータじ少なくとも2台のノ\ー ドドライブび取りがけられ 
ている必要びあります。八ードドライブの取り付け手順(こついては、254ペー 
ジの「ハードドライブ（ハードドライブベイ1〜 4) の取り巧け」を参照し 
て < ださい。 

RAID 構成ユーティリティ 

RAID 構成ユーティリティの起動 

1システ厶を起動します。 

2プ□ンプトび表示されたら、 POST 時に < Ctrl >< C > キーを巧します。 
キーを巧すタイミングび遅れて、オペレーティングシステ厶の□ゴが 
表示されてしまったら、オペレーティングシステ厶の起動び終了する 
までそのまま待磯します。その後システ厶を再起動してち5—度やり 
直します。 

構成ユーティ IJ ティ画面び表示されます。 

構成ユーティリティ内での移動 

構成画面は階層形式で構成されています。移動のヒントは各画面の下に表 
示されます。このユーティ IJ ティではスンラインヘルプち利用巧能です。 

RAID 構成と管理 

巧蔵 RAID ( IR ) 構成と管理画面じアクセスするじは 、 Adapter Properties 
(アダプタプ□パティ）画面で RAID Properties (RAID プ□パティ）を選択 
します。ここから、新しい RAID ボ IJ ュー厶の作成や、既存の RAID ボ IJ ユー 
厶の表示や管理びできます。 
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• 現在構成されている RAID ボ IJ ユー厶びを在しない場合、 RAID 仮想ディ 
スク （ RAID ボ IJ ユー厶）の作成を要求するプ□ンプトび表示されます。 

• 最低でち1つの RAID ボ IJ ユー厶び現在構成されている場合、管理目 
的のためじ既存の RAID ボ IJ ユー厶び'表示されます。 

^ メモ：デルでは、構成の追加ゆ更新の前(こお手持ちのデータをバックアップ 
することを推奨しています。 

終了画面 

変更じよっては終了時じち効になるちのちあるため、 RAID 構成ユーティ 
IJ ティを正常に終了させることび重要です。 Adapter List (アダプタ U ス 
卜）から、 < Esc > キーを巧して終了します。また、他の多くの画面でも終 
了の際には同様の画面び表示されるため、その画面を使用して設定を保を 
することびできます。 


構成タスクの実行 

〇ミ主意：が下の手順で RAID 構成を作成すると、お使いのノ\ー ドドライブ上 
のデータはすべて消去されます。続行する前に、必要なデータのノ\'ックアッ 
プを行ってくださし、。 

^ メモ： RAID アレイのサイブは 2 TB を超えることびできません。 2 TB の制 
限を超える領域は使用できません。 

新しい RAID ボ IJ ュー厶を作成するための、 Create IM Volume (IM ボ 

IJ ュー厶の作成）と Create IS Volume (IS ボ U ュー厶の作成）という2つの 

オプションびあります。 IM は、 integrated mirroring (巧蔵ミラー U ング）を 

表します。 IS は、 integrated striping (巧蔵ストライピング）を表します。こ 

の構成画面では追加の情報ち入手できます。 

RAID レベル 0 構成の作成 

^ メモ： RAID 0 は、ノ\ー ドドライブ障害の発生時、いかなるデータ保護ち提イ共 
しません。これは主(こパフスーマンスの改善のため(こ使用されます。 

^ メモ： RAID ボ IJ ュー厶（仮想ディスク）（こハードドライブの数を設定した 
後は、その変更はできません。 

現在 RAID ボ IJ ュー厶が構成されていない SAS 6 /iR コント□ーラ(こ 

RAID 0ボ IJ ュー厶を作成するには、下の手順に従います。 

1構成ユーテイ IJ テイの Adapter List (アダプタ U スト）からコント 
□ーラを選択します。 
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2 RAID Properties ( RAID プ□パティ）オプションを選択します。 

3 IS (ストライピング） RAID ボ IJ ュー厶または IM (ミラー IJ ング ） RAID 
ボ IJ ュー厶の作成を要あするプ□ンプトび表示されたら、 Create IS 
Volume ( IS ボ U ュー厶の作成）を選択します。 

次の画面で、 RAID ボ IJ ュー厶じ追加巧能なノ \ー ドドライブの IJ スト 
び表示されます。 

4カーソルを RAID Disk ( RAID ディスク）列に移動します。ハードドラ 
イブを RAID ボ IJ ュー厶じ追加するには、<+>、ぐ>、またはスペース 
バーを押して「 N0 」（いいえ）を 「 Yes 」 （はい）じ変更します。ノ\一 
ドドライブが追加されると、 Virtual Disk Size (仮想ディスクサイ 
ブ）は新しいヴイブの RAID ボ IJ ュー厶を反映して変更されます。 

U を意：すべてのデータは RAID ボ IJ ュー厶び作成された時点で失われ 
ます。デルでは、これらの手順を実行する前(こお手持ちのデータを 
バックアップすることを推奨しています。 

IS (ストライピング） RAID ボ IJ ュー厶を作成する場合： 

• すべてのドライブは Dell 豆換の SAS または SATA ノ\ー ドドライ 
ブでなければなりません。 

• SAS と SATA のノ\ー ドドライブを同一の RAID ボ U ュー厶巧で使 
用することはできません。 

• ドライブは512パイトブ□ックを持つ必要びあり、また IJ 厶ーパ 
ブルメディアは持てません。 

• RAID ボ IJ ュー厶では最ルで2台、最大で4台のノ\ー ドドライブ 
での構成び巧能です。 

5 RAID ボ IJ ュー厶の構成が完了したら、 < C > キー封甲して、 Save changes 
(変更の保を）を選択します。 

6このメこューを終了して、変更を保をします。 RAID ボ IJ ュー厶の作 
成中は構成ユーティ IJ ティは一時停止します。 

RAID レベル1構成の作成 

現在 RAID ボ IJ ュー厶び構成されていない SAS 6/ iR コント□ーラに RAID 
1ボ IJ ュー厶を作成するには、下の手順に従います。 

1 構成ユーティ IJ ティの Adapter List (アダプタ IJ スト）からコント 
□ーラを選択します。 

2 RAID Properties ( RAID プ□パティ）オプションを選択します。 
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3 IS (ストライピング） RAID ボ IJ ュー厶または IM (ミラー IJ ング ） RAID 
ボ IJ ュー厶の作成を要あするプ□ンプトが表示されたら 、 Create IM 
Volume ( IM ボ U ュー厶の作成）を選択します。 

次の画面で、 RAID ボ IJ ュー厶じ追加巧能なノ \ー ドドライブの IJ スト 
が表示されます。 


4カーソルを RAID Disk ( RAID ディスク）列に移動します。ハードド 
ライブを RAID ボ IJ ュー厶じ追加するには、<+>、ぐ>、またはスペー 
スパーを押して「 N0 」（いいえ）を 「 Yes 」 （はしり（こ変更します。ハー 
ドドライブび追加されると 、 Virtual Disk Size (仮想ディスクヴイス 
は新しいヴイブの RAID ボ IJ ュー厶を反映して変更されます。 

〇を意：すべてのデータは RAID ボ IJ ュー厶び作成された時点で失われ 
ます。デルでは、これらの手順を実行する前(こお手持ちのデータを 
バックアップすることを推奨しています。 

IM (ミラー IJ ング） RAID ボ IJ ュー厶を作成する場合： 

• すべてのドライブは Dell 豆換の SAS または SATA ハードドライ 
ブでなければなりません。 

• SAS と SATA のノ\ー ドドライブを同一の RAID ボ U ュー厶巧で使 
用することはできません。 

• ドライブは512バイトブ□ックを持つ必要びあり、また IJ 厶ーパ 
ブルメディアは持てません。 

• 1つの RAID ボ IJ ュー厶(こつき巧能なのは2台のノ\ー ドドライブ 
のみです。 

5 RAID ボ IJ ュー厶の構成び'完了したら、 < C > キーを巧して 、 Savechanges 
(変更を保を）を選択します。 

6このメこューを終了して、変更を保をします。 RAID ボ IJ ュー厶の作 
成中は構成ユーティ IJ ティは一時停止します。 

^ メモ： RAID 1 は、単一のノ\ー ドドライブの障害発生時に対する保護を提供 
します。1つのノ\ー ドドライブ(こ障害び発生した揚合、別のノ\ー ドドライ 
ブ(こ操作を置き換え、データの再ミラー IJ ングを行い、データ保を性を維 
持します。 


52 I アドパンス機能 



2 個目の RAID ボリュームの作成 

SAS 6 /iR コント□ーラは、2つのアクティブな RAID ボ U ュー厶をヴポー 
卜します。1つの RAID ボ IJ ュー厶びすでに構成されている場合、2個目 
の RAID ボ IJ ュー厶を追加するには下の手順に従います： 

1構成ユーティ IJ ティの Adapter List (アダプタ IJ スト）からコント 
□ーラを選択します。 

2 RAID Properties (RAID プ□パティ）オプションを選択し、現在の 
RAID ボ IJ ュー厶を表示します。 

3 < C > キーを巧して、新しい RAID ボ IJ ュー厶を作成します。 

4 RAID レベル0または RAID レベル1の2個目の RAID ボ U ュー厶の 
作成を続けます。 

RAID ボリュームのプロパティのま示 

RAID レベル0または RAID レベル1構成のプ□パティを表示するには、じ ( 
下の手順に従います： 

1構成ユーティ IJ ティの Adapter List (アダプタ U スト）からコント□一 
ラを選択します。 

2 RAID PropertiesCRAID プ□ノ\°ティ）スプションを選択し、現在の RAID 
ボ IJ ュー厶を表示します。 

3複数の RAID ボ IJ ュー厶が構成されている場合、 < Alt > < N > キーを巧 
して次の RAID ボ IJ ュー厶を表示します。 

4現在の RAID ボ IJ ュー厶の管理のためじ Manage Virtual Disk 販想 
ディスクの管理）アイテ厶び選択されたら、 < Enter > キーを巧します。 

RAID ボリューム（仮想ディスク）の同期化 

RAID ボ IJ ュー厶の同期化の場合、ファー厶ウェアはセカンダ iJ /\ ー ドド 
ライブのデータと、 RAID レベル1ボ IJ ュー厶のプライマ IJ ハードドライ 
ブとの同期化を巧います。 RAID レベル1ボ IJ ュー厶の同期化を開始する 
(こは、じ(下の手順に従います： 

1 Synchronize Virtual Disk (仮想ディスクの同期化）を選択します。 

2同期化を開始する場合には Y 、 同期化をキャンセルする場合には N を 
押します。 
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RAID ボリュームのアクティブ化 

たとえば、1つの SAS 6 /iR コント□ーラまたはコンピュータからボ IJ ュー厶 
を削除し、別のコント□ーラまたはコンピュータじ移動させた場合、 RAID ボ 
IJ ュー厶は非アクティブじなることびできます 。 Activate Virtual Disk (仮 
想ディスクのアクティブ化）オプションでは、システ厶じ追加された非ア 
クティブな RAID ボ IJ ュー厶を再度アクティブ化できます。このスプショ 
ンは、選択された RAID ボ IJ ュー厶び現在非アクティブな場合に限り利用 
巧能です。 

1 Activate Virtual Disk (仮想ディスクのアクティブ化）を選択します。 

2アクティブ化を続ける場合には Y 、 アクティブ化を中止する場合には 
N を巧します。 

一時停止の後、 RAID ボ IJ ュー厶はアクティブじなります。 

^ メモ：移行する RAID ボ IJ ュー厶のアクティスヒは、移行する RAID ボ UzL - 
厶び最適が態じあり、また取り付けられたノ\ー ドドライブびすべてそのボ 
IJ ュー厶じ含まれている揚合に限り、サポートされるちのです。 

RAID ボリュームの削除 

〇ミ主意： RAID ボ IJ ュー厶を削除する前(こ、 RAID ボ IJ ュー厶上(こある保持し 
たいすべてのデータを必ずパックアップするよう(こしてくださし、。 

選択した RAID ボ IJ ュー厶を削除するには、じ(下の手順に従います： 

1 Delete Virtual Disk (仮想ディスクの削除）を選択します。 

2 RAID ボ IJ ュー厶を削除する場合には Y 、 削除をキャンセルする場合 
(こは N を巧します。 

一時停止の後、 RAID ボ IJ ュー厶は削除されます。 

〇ミ主意： RAID ボ IJ ュー厶のノ\ー ドドライブび取り除かれ、かつ RAID ボ 
IJ ュー厶の構成び SAS 6 /iR コント□ーラから削除される揚合、該当のノ\一 
ドドライブは、同一の SAS 6 /iR コント□ーラ(こおされる揚合は、 RAID (こ 
まったく関ちしない単純なドライブとしてのみ現れます。 RAID ボ IJ ュー厶 
は（ハードドライブび存在するかどうか(こ関係なく） RAID 構成ユーティ IJ 
ティを使用して SAS 6 /iR コント□ーラから削除できますび、削除した後は 
その RAID ボ IJ ュー厶の復元はできません。 
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劣化した RAID ボリュームの交換と再構築 

RAID レベル1ボ IJ ュー厶のノ\ー ドドライブに障害び発生した場合、ノ\一 
ドドライブを交換し、 RAID ボ IJ ュー厶を再度同期化する必要びあります。 

1問題のドライブをそれと同じ種類で同じ容量（またはそれじ(上の容量）を 
持つ新しいドライブと交換します。 

2 RAID 構成ユーティ IJ ティの管理アプ IJ ケーシヨンをチェックし （ Ctrl - C )、 
自動的に同期化び開始するようになっているか確認します。 

^ メモ：自動的に同期化び開始するよ5になっていない揚合にのみ、手 
順 3 (こ進みます。 

3 RAID 構成ユーティ IJ ティの起動 （ Ctrl - C )。 

4 Adapter List (アダプタ U スト）画面から、劣化した RAID ボ U ュー厶 
を含んだコント□ーラを選択します。 

5 Adapter Properties (アダプタプ□パテイ ） 画面から、 RAID Properties 

( RAID プ□パティ）を選択します。 

6劣化した RAID レベル1ボ IJ ュー厶び表示されるまで < Alt + N > を巧 
し、それから Manage Virtual Disk (仮想ディスクの管理）を選択し 
ます。 

画面じは 、 「Degraded (劣化)」のが態を持つ RAID ボ U ュー厶び表 
示されます。 

7 Add Secondary Disk (セカンダ IJ ディスクの追加）を選択し、利用 
巧能なドライブの IJ ストからドライブを選択します。 

新しいハードドライブは、劣化した RAID レベル1ボ IJ ュー厶のド 
ライブと自動的に同期化を開始します。 
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コンピユータの七ットアップ 


コンピュータをエンクロージャに取り付ける 

コンピュータをエンク□ージャじ取り付けることじよってエアフ□一び制 
限され、コンピュータのパフスーマンスに影響び及ぷ揚合びあります。こ 
れでコンピュータびスーバーヒートを起こす恐れびあります。コンピュー 
夕をエンク□ージャじ取り付ける場合は、じ(下のガイドラインに従います： 

〇を意：このマニュアルで示される動作温度の仕様は、最大の動作周囲温度を 
反映します。コンピュータをエンク□ージャ(こ取り付ける揚合は、室の温度を 
考慮に入れる必要びあります。例えば、室の温度び 25°C の揚合、ご使用の 
コンピュータの仕様(こよって、コンピュータの最大動作温度(こなるまで(こわ 
ずか 5 °から 10 ° C の温度マージンびあります。お使いの〕ンピュータの仕 
様の詳細じついては、 31 ページの「仕様」を参照してくださし、。 

• コンピュータの通気孔のすべての側面には少なくとち 10.2 cm のすき間 
を残し、適切な通気に必要なエアフ□一を巧能じします。 

• エンク□ージャじドアびある場合は、それはエンク□ージャの前後を 
通じて少なくとち30%のエアフ□一び巧能になっている種類のちの 
でなければなりません。 
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• コンピュータをデスクの隅またはデスクの下に設置する場合、コン 
ピュータの背面と壁の間には少な< とち 5.1 cm のすき間を残し、適 
切な通気に必要なエアフ□一を巧能にします。 
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O ミ主意：エアフ□一び可能ではないエンク□ージャ(こコンピュータを取り付 
けないよう(こしてください。エアフ□一を制限すると、コンピュータのパ 
フスーマンス(こ影響び及ぷ揚合びあります。これでコンピュータびスー 
パーヒートを起こす恐れびあります。 



インターネットへの接続 

^ 乂モ： ISP ゆ ISP び提供するちのは国(こより異なる揚合びあります。 

インターネットじ接続するには、モデ厶あるいはネットワーク接続と ISP 
(Internet service provider 、 インターネット接続業者）び必要です。 ISP で 
は下のインターネット接続オプションを1つあるいはそれ I ソ上提供し 
ます： 

• 現をの電話回線あるいは携帯電話サービスを介して高速インター 
ネットアクセスを提供する DSL 接続。 DSL 接続じより、インターネッ 
卜(こアクセスし、かつ同じ回線上で同時に電話を使用することびで 
きます。 

• 地域のケーブテレビの回線を通して高速インターネットアクセスを 
提供するケーブルモデ厶接続。 

• 衛星テレビシステ厶を通して高速インターネットアクセスを提供す 
る衛星モデ厶接続。 
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• 電話回線を通してインターネットアクセスを提供するダイヤルアッ 
プ接続。ダイヤルアップ接続は DSL やケーブル（あるいは衛星）モデ 
厶接続よりかなり遅いちのです。 

• Bluetooth ® ワイヤレステクソ□ジーを使用してインターネットアク 
セスを提供するワイヤレス LAN 接続。 

ダイヤルアップ接続を使用している場合は、インターネット接続を設定す 
る前に電話回線をコンピュータのモデ厶コネクタじ接続し、壁の電話 
ジャックじ接続します。 DSL あるいはケーブル/衛星モデ厶接続を使用し 
ている場合、セットアップの指示(こはおお<の ISP あるいは携帯電話ヴー 
ビス(こご連絡 < ださい。 

インターネット接続の七ットアップ 

提供されている ISP デスクトップショートカットでインターネット接続を 
セットアップするじは、 I ソ下の手順を実行します： 

1開いているファイルをすべて保をしてから閉じ、実行中のプ□グラ厶 
をすベて終了します。 

2 Microsoft @ Windows ® デスクトップの ISP アイコンをダブルク U ッ 
クします。 

3画面に表示される指示に従ってセットアップを完了します。 

デスクトップ上(こ ISP がない場合、あるいは違う ISP アイコンでのイン 
ターネット接続のセットアップをご希望の場合は、使用しているオペレー 
ティングシステ厶じ該当する次項の手順を巧います。 

^ メモ：過去(こインターネット(こ接続できたび今回できない揚合(こは、 ISP の 
サービスび停止している可能性びあります。サービスのが況を確認する(こ 
はおお<の ISP (こ連絡するか、あとでち5—度接続してみます。 

Windows XP 

1開いているファイルをすべて保をしてから閉じ、実行中のプ□グラ厶を 
すべて終了します。 

2 スタート^ Internet Explorer をク U ックします。 

新規接続ウィヴードび表示されます。 

3 インターネットへの 接続をク IJ ックします。 
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4 次のウィンドウで適切なオプションをク U ックします： 

• ISP びなくて1つ選択する場合は、 Choose from a list of Internet 
service providers (ISPs) (インターネットサービスプ□パイダの 

IJ ストから選択する）をク IJ ックします。 

• ISP からすで(こセットアップ情報を得ていて、まだセットアップ CD を 
受け取っていない場合(こは、 Set up my connection manually 

(手動で接続をセットアップする）をク IJ ックします。 

• CD びある場合は、 Use the CD I got from an ISP (ISP からの 

CD を使用する）をク IJ ックします。 

5次へをク IJ ックします。 

Set up my connection manually し丰動で接続をセットアップす 
る）を選択した場合は、引き続き手順6を行います。そ5でなけれ 
ば、画面に表示される指示に従ってセットアップを完了します。 

^ 乂モ：どの種類の接続を選択するか分からない揚合は、おお<の ISP (こご 
連絡 < ださし、。 

6 How do you want to connect to the Internet? (インターネッ 

卜へのご希望の接続方法）の適切なオプションをク IJ ックし、次(こ 
Next (次へ）をク IJ ックします。 

7 ISP び提供するセットアップ情報を使用してセットアップを完了します。 

Windows Vista ^^ 

^ メモ： ISP 情報を用意してください。 ISP びない揚合(こは、 インターネツ 
卜への 接続ウィザードで得ることびできます。 

1開いているファイルをすべて保をしてから閉じ、実行中のプ□グラ厶を 
すべて終了します。 

2 Windows Vista のスタートボタンをク IJ ックして魚、コント□ール 
パネルをク IJ ックします。 

3 Network and Internet (ネットワークとインターネット） 
Connect to the Internet (インターネットへの接続）をク U ック 
します。 

Connect to the Internet (インターネットへの接続）ウインドウび 

表示されます。 
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4 ご希望の接続方法(こより、 Broadband (PPPoE) (ブ□ー ドパンド 
(PPPoE) ) あるいは Dial-up (ダイヤルアップ）のいずれかをク IJ ッ 
クします： 

• DSL あるいは衛星モデ厶、ケーブルテレビモデ厶、 Bluetooth ワ 
イヤレステクソ□ジー接続を使用する場合は、 Broadband (ブ 
□ー ドパンド）を選択します。 

• ダイヤルアップモデ厶あるいは ISDN を使用する場合は、 Dial-up 
(ダイヤルアップ）を選択します。 

^ メモ：どの種類の接続を選択するか分からない揚 S ま、 Help me choose (選 
択のヘルプ）を選択するか、おお<の ISP (こご連絡<ださい。 

5 画面上の指示に従い、かつ ISP が提供するセットアップ情報を使用し 
て、セットアップを完了します。 

新しいコンピュータへの情報の転送 

オペレーティングシステ厶の「ウィヴード」を使用して、ファイルや他の 
データをコンピュータから他のコンピュータへ転送することびできます。 
例えばちいコンピュータから新規のコンピュータへなどです。指示じは、 
使用中のコンピュータのオペレーティングシステ厶じ巧麻する次の項を参 
照して < ださい。 

Microsoft ® Windows ® XP 

Microsoft Windows XP オペレーティングシステ厶じは、データを元の（ち 
い）コンピュータから新しいコンピュータじ転送するファイルと設定の転 
送ウィ ヴー ドびあります。下のデータび転送できます： 

• 電子メールメッセージ 
• ツールパーの設定 
• ウィンドウのヴイブ 
• インターネットのブック マーク 
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新しいコンピュータじネットワークまたはシ IJ アル接続を介してデータを 
転送するか、書き込み巧能 CD などの IJ 厶ーパブルメディアじ保をし 
ます。 

^ メモ：ちいコンピュータから新しいコンピュータ(こ情報を転送する(こは、 
シ IJ アルケーブルを2台のコンピュータの入力/出力 ( I / O ) ポート(こ直接 
接続します。データをシ IJ アル接続を介して転送する(こは、コント□ール 
パネルからネットワーク接続ユーティ IJ ティ(こアクセスして、詳細設定接 
続のセットアップ、および巧ストコンピュータやヴストコンピュータの指 
定など、追加の設定手順を実行する必要びあります。 

2台の〕ンピュータで直接ケーブルを設置する手順(こ関しては 、 Microsoft 
Knowledge Base Article #305621 の 「 Howto Set Up a Direct Cable Connection 
Between Two Computers in Windows XP 」 という^イトルの文書を参照して 
<ださい。この情報は、特定の国では使用できない揚合ちあります。 

新しいコンピュータじ情報を転送するには、ファイルと設定の転送ウィ 
ヴードを実行する必要びあります。これを実行するには、オプションの『ス 
ペレーティングシステ厶 J ディスクを使用するか、ファイルと設定の転送 
ウィヴードでウィヴードディスクを作成します。 

『オペレーティングシステ厶 J ディスクを使用したファイルと設定の転送 
ウィザードの実行 

^ メモ：この手順(こは『オペレーティングシステ厶 J ディスクび必要です。こ 
のディスクはスプションで、コンピュータ(こ含まれてし^なしな易合ちあります。 

新しいコンピュータでファイルの転送の準備をするじは、じ(下の手順を実 
巧します： 

1ファイルと設定の転送ウィヴードを起動します。スタート^すべての 
プ□グラ厶^アクセサリ^システ厶ツール^ファイルと設定の転 
送ウィヴードをク IJ ックします。 

2ファイルと設定の転送ウィヴードの開始画面び表示されたら、次へを 
ク IJ ックします。 

3 これはどちらのコンピュータですか？画面で、転送先の新しいコン 
ピュータ^次へをク IJ ックします。 

4 Windows XP CD びありますか？画面で、 Windows XP CD からウィ 

ヴードを使います^次へをク IJ ックします。 

5 今、ちいコンピュータ(こ巧ってください。画面び表示されたら、ちし、 
コンピュータまたはソースコンピュータじ巧きます。このときじ、次 
へをク IJ ックしないでください。 
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古いコンピュータからデータをコピーするには、じ(下の手順を実行します： 

1古いコンピュータで、 Windows XP の『オペレーティングシステ厶 J ] 
ディスクをセットします。 

2 Microsoft Windows XP 画面で、追加のタスクを実巧するをク U ッ 

クします。 

3実行する操作の選択画面で、ファイルと設定を転送する^次へをク 
IJ ックします。 

4これはどちらのコンピュータですか？画面で、転送元のちいコンピュー 
夕^次へをク IJ ックします。 

5転送方法を選択して<ださい。画面で、希望の転送方法をク IJ ック 
します。 

6何を転送しますか？画面で、転送するアイテ厶をク IJ ックして、次へを 
ク IJ ックします。 

情報びコピーされた後、ファイルと設定の収集フ I ーブを処理してし、 
ます...画面び表示されます。 

7完了をク IJ ックします。 

新しいコンピュータじデータを転送するには、じ(下の手順を実行します： 

1新しいコンピュータの今、ちいコンピュータ(こ巧ってください。画面 
で、次へをク IJ ックします。 

2ファイルと設定はどこ(こありますか？画面で、設定とファイルを転送 
する方法を選んで、次へをク IJ ックします。 

ウィヴードは収集されたファイルと設定を読み取り、それらを新しし、 
コンピュータじ適用します。 

設定とファイルびすべて適用されると、ファイルと設定の転送ウィ 
ヴードの完了画面び表示されます。 

3完了をク IJ ックして、コンピュータを再起動します。 

『オペレーティングシステ厶 J ディスクを使用しないファイルと設定の転送 
ウィザードの実行 

『オペレーティングシステ厶 J ディスクを使用せずにファイルと設定の転 
送ウイヴードを実行するには、 IJ 厶ーパブルディスクじパックアップイ 
メージファイルを作成するためのウイヴードディスクを作成する必要びあ 
ります。 
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ウィヴードディスクを作成するには、 Windows XP を実巧している新しし、 
コンピュータを使用して下の手順を実巧します： 

1ファイルと設定の転送ウィヴードを起動します。スタート^すべての 
プ□グラ厶^アクセサリ^システ厶ツール^ファイルと設定の転 
送ウィヴードをク IJ ックします。 

2ファイルと設定の転送ウィヴードの開始画面び表示されたら、次へを 
ク IJ ックします。 

3これはどちらのコンピュータですか？画面で、転送先の新しいコン 
ピュータ^次へをク IJ ックします。 

4 Windows XP CD びありますか？画面で 、I want to create a Wizard 
Disk in the following drive (次のドライブ(こウィヴードディスク 

を作成します）^次へをク IJ ックします。 

5書き込み巧能 CD のような IJ 厶ーパブルディスクを挿入して、 OK を 
ク IJ ックします。 

6ディスク作成び完了して、今、ちいコンピュータ(こ行ってください。と 
し、うメッセージび表示されたとき(こ、次へをク IJ ックしなしください。 

7古いコンピュータじ巧きます。 

ちいコンピュータからデータをコピーするには、じ(下の手順を実行します： 
1ちいコンピュータじウィヴードディスクを挿入します。 

2スタート^ファイル名を指定して実行をク IJ ックします。 

3ファイル名を指定して実行ウィンドウの名前フィールドで、適切な IJ 
厶ーパフレメディアの fastwiz のノ \スを参照して OK をク IJ ックします。 

4ファイルと設定の転送ウィヴードの開始画面で、次へをク IJ ックします。 

5これはどちらのコンピュータですか？画面で、転送元のちいコンピュー 
夕^次へをク IJ ックします。 

6転送方法を選択して<ださい。画面で、希望の転送方法をク IJ ック 
します。 

7何を転送しますか？画面で、転送するアイテ厶をク IJ ックして、次へを 
ク IJ ックします。 

情報がコピーされた後、ファイルと設定の収集フ I ーブを処理してし、 
ます...画面が表示されます。 

8完了をク IJ ックします。 
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新しいコンピュータじデータを転送するには、下の手順を実巧します： 

1新しいコンピュータの今、ちいコンピュータ(こ巧ってください。画面 
で、次へをク IJ ックします。 

2ファイルと設定はどこ(こありますか？画面で、設定とファイルを転送 
する方法を選んで、次へをク IJ ックします。画面に表示される指示(こ 
従って < ださい。 

ウイヴードは収集されたファイルと設定を読み取り、それらを新しい 
コンピュータじ適用します。 

設定とファイルびすべて適用されると、ファイルと設定の転送ウイ 
ヴードの完了画面び表示されます。 

3完了をク U ックして、コンピュータを再起動します。 

^ 乂モ：この手順の詳細(こついては、 suppo け. dell.com から夕書#154781を 
検索してくだ'さい （「What Are The Different Methods To Transfer Files From 
My Old Computer To My New Dell Computer Using the Microsoft ® Windows ® XP 
邸 erating System ?」 を参照)。 

^ 乂モ ： DellTM Knowledge Base へのアクセスは、特定の国では利用できない 
揚合ちあります。 


Microsoft Windows Vista™ 

1 Windows Vista のスタートボタンをク IJ ックして、©ファイルと設 
定の転送^ Windows 転送ツールを開拾しますをク U ックします。 

2ユーヴーアカウントの制御ダイア□グボックスで、続行をク IJ ック 
します。 

3新しい転送を開始するまたは実行中の転送を続行するをク IJ ックし 
ます。 

Windows 転送ツールウイヴードから示される画面の指示じ従います。 
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電源保護装置 

電圧変動や停電からシステ厶を保護するためのデパイスびあります： 
• サージプ□テクタ 
• ラインコンディシヨブ 
• 無停電電源装置 ( UPS ) 


サージプロテクタ 

サージプ□テクタ、およびサージプ□テクト磯能を装備した電源タップは、 
雷雨中または停電後に発生する巧能性のある電圧スノ イクびコンピュータ 
(こ損傷を及ぼすのを防ぎます。一部のサージプ□テクタ製品じは、特定の 
種類の損傷に巧する保証び含まれています。サージプ□テクタを選ぷとき 
(こは該当する装置の保証の巧容をを意深<読んで<ださい。ジュール量の 
大きさに比例して装置の保護の強度は高まります。またジュール量を比較 
し別の装置との効率性の違いを i 忍識するぶ5じして<ださい。 

〇ミ主意：ほとんどのサージプ□テクタは、すぐお<で起きた落雷(こより生じ 
る電圧変動ゆ停電からはシステ厶を保護できません。近隣で落雷び発生し 
た揚合は、壁の電話ジャックから電話回線を外し、またコンピュータの電 
源ケーブルをコンセントから抜くよう(こしてくださし、。 

多<のサージプ□テクタにはモデ厶保護用の電話ジャックび巧いています。 
モデ厶接続の手順じついては、サージプ□テクタのマこュアルを参照して 
ください。 

〇ミ主意：すべてのサージプ□テクタびネットワークアダプタ保護を提供して 
いるとは限りません。雷雨時は、必ず壁のネットワークジャックからネッ 
トワークケーブルを外してくださし、。 

ラインコンデイシヨナ 

〇ミ主意：ラインコンデイシヨブでは、停電からの保護はできません。 

ラインコンディショブの使用じより、システ厶の AC 電源電圧をほぼ一定 
(こ保つことびできます。 
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無停電電源装置 

〇を意：ノ\ードドライブ(こデータを保をしている最中(こ停電び発生すると、 
データの損失またはファイルの損傷じつなびる揚合びあります。 

^ メモ：最大のバッテ IJ 一動作時間を実現する(こは、コンピュータのみを 
UPS (こ接続します。プ IJ ンタなどの他のデバイスは、サージ保護を提供す 
る別の電源タップ(こ接続します。 

UPS は電圧変動や停電からシステ厶を保護します。 UPS 装置じは、 AC 電 
源び使用できない場合に、接続されているデパイスに電力を一時的に供給 
するためのバッテ IJ 一び含まれています。バッテ IJ 一は AC 電源び利用巧 
能な間に巧雲されます。バッテ IJ 一の駆動時間じついて、また該当の UPS 
装置び Underwriters Laboratories ( Ul _) じよって承 111 されているものかど 
5かを確認するための方法じついては、 UPS 製品のマこュアルを参照して 
ください。 
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コンピュータの安全を確保するには 

シャーシイントルージョン検出 

A 警告：本項の手順を開始する前に、『製品情報ガイド J の巧全にお使いい 
ただくための注意」を参照してください。 

A 警告：感電防止のため、カバーを開く前に必ず、コンピュータの電源プラ 
グをコン七ントから抜いてください。 

〇を意：コンピュータ巧部の部品への静電気(こよる損傷を防ぐため、コン 
ピュータの電子部品(こ触れる前(こ、身体から静電気を逃して<ださい。コ 
ンピュータシャーシの塗装されていない金属面(こ触れること(こより、静電 
気を逃びすことびできます。 

シャーシイントルージョンスイツチの取りかし 

1 155ページの「作業を開始する前に」の手順に従います。 

2コンピュータカパーを開きます （157 ページの「コンピュータカパー 
の取り外し」を参照)。 

3シャーシイントルージョンスイッチケーブルをシステ厶基板から取 
り外します。 


シャーシからシャーシイントルージョンスイッチケーブルを取り外 
す際は、ケーブルの配線経路をメモしておいてください。シャーシ(こ 
イ寸いているフックは、ケーブルをシャーシ巧部の所定の位置に固定す 
るためのちのです。 

4シャーシイントルージョンスイッチをス□ットから引き出し、スイッ 
チとそのスイッチじ巧いているケーブルをコンピュータから取り外 
します。 
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シャーシイントルージョンスイッチの取り付け 

1シャーシイントルージョンスイッチをゆっくりとス□ットじ差し込 
み、ケーブルをシステ厶基板に再接続します。 

2コンピュータカバーを取りがけます （161 ページの「コンピュータカ 
バーの交換」を参照)。 

〇ミ主意：ネットワークケーブルを接続するには、まずケーブルをネットワー 
クポートまたはデバイス(こ差し込み、次(こ、コンピュータ(こ差し込みます。 

3コンピュータおよびデバイスをコンセントじ接続して、電源を入 
れます。 

シャーシイントルージョンディテクタのリ七ット 

1コンピュータの電源を入れます（または再起動します)。 

2青い DELL TM □ゴび表示されたら、すぐに < F 2> を押します。 

キーを押すタイミングび遅れて、オペレーティングシステ厶の□ゴび 
表示されてしまったら、 Microsoft ® Windows ® デスクトップび表示さ 
れるまでそのまま待機します。次にコンピュータをシャットダウンし 
て （1 55ページの r コンピュータの電源を切る」を参照)、再度試みます。 
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3 セットアップユーティ U ティを起動します （83 ページの「セットアッ 
プユーティ IJ ティ」を参照)。 

4 下矢 E 日キーを巧して、 Security (セキュ U ティ）オプションへ移動し 
ます。 

5 < Enter > を巧してフィールドじアクセスします。 

6 下矢 E 日キーを巧して In か usion Alert (イントルージョン警告）を選択 
します。 

7 左ちの矢 E 日キーを巧して Reset ( U セット）を選択し、次に On (スン) 
か On-Silent なン、サイレント）か DisaWed (無効）透！びます。 

^ メモ：デフスルトの設定は On-Silent なン、サイレント）です。 

8コンピュータを再起動して、変更を巧います。 

七キュリティケーブルロック 

なの方まの1つを使って、コンピュータのセキュリティを強化します； 

• パド□ック IJ ングはパド □ ックのみ、またはノ ド□ックとループ型セ 
キュ IJ ティケーブルをノ ド□ック IJ ングと一緒に使用します。 

パド□ックだけでコンピュータび開けられることを防ぐことびで 
きます。 

固定されたものにセキュ IJ ティケーブルを通し、パド□ックを取りが 
けることで、コンピュータび無断で移動されることを防止できます。 

• コンピュータ背面のセキュ IJ ティケーブルス□ットじ市販の盗難防止 
デパ'イスを取りがけます。 

^ メモ：盗難防止デバイスを購入する前(こ、お使いのコンピュータのセキュ 
IJ ティケーブルス□ット(こ巧麻することを確認してくださし、。 

通常、盗難防止デバイスじ、金属ケーブルじ□ック装置とキーびがい 
ています。デバイスじ巧属しているマこュアルに取り巧け方法び記載 
されています。 
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1 セキュ ij テイケーブルス□ット 2 パド□ック U ング 


パスワード 

パスワードの説明 

^ 乂モ：エ揚出筒時は、パスワードは無効(こなっています。 

プライマ IJ パスワード(あるいはシステ厶パスワード）、管理者パスワード、 
ノ\ー ドドライブパスワード(こより、それぞれの方法でコンピュータび無断 
で使用されることを防止できます。次の表は、お使いのコンピュータで利 
用できるパスワードのタイプと機能を示します。 

パスワードのタイプ機能 

プライマ IJ (あるいは • 無許可のアクセスからコンピュータを巧ります 
システ厶） 

管理者 


ノ\ー ドドライブ 


. 修理や再構成のためじコンピュータへのアクセスを 
システ厶管理者またはサービス技術者 I こ提供します 
• プライマ IJ パスワードびコンピュータへのアクセスを 
制限するのと同じよ51こ、セットアップユーティ IJ 
ティへのアクセスを制限できます 
• プライマ IJ パスワードのげわり I こ使用できます 

• 無許可のアクセスからお使いのノ\ー ドドライブまた 
は外付けのノ\ー ドドライブ（使用している揚合）の 
データを巧ります 
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^ メモ：一部のハードドライブはハードドライブパスワードをサポートして 
し、ません。 

〇を意：パスワードは、お使いのコンピュータまたはノ\ードドライブにノ\イ 
レベルのデータセキュ IJ ティを提供します。ただし、パスワードは信頼性 
びあるちのではありません。より強固なセキュ IJ ティび必要な揚合には、 
スマートカード、データ暗号化プ□グラ厶、または暗号化機能び巧いた PC 
カードなどの追加の保護機能をご自身で用意して < ださし、。 

パスワードを使用する場合は、次のガイドラインを遵巧してくださし、： 

• 第兰者が簡単に推測できない、自分び覚えやすいパスワードを選ぷこ 
と。たとえば、家族の名前やペットの名前はパスワードじ使用しないで 
くださし、。 

• パスワードは控えておかないことをお勧めします。パスワードを書き留 
めた揚合は、書き留めたパスワードを安全な場所に保管するよ5じして 
ください。 

• パスワードを他の人と巧ちしないようじすること。 

• パスワードの入力時には他の人にパスワードを見られないよ5じする 
こと。 

いずれかのパスワードを忘れてしまった場合は、デルにお問い合わせくだ 
さい （309 ページの 「 Dell お問い合わせ番号」を参照）。 3® 様の保護のた 
め(こ、デルテクこカルサポートでは、許巧を受けた人物だけびコンピュー 
夕を使用できるよ5じお客様の本人確認を巧わせていただいております。 


プライマリ（システム）パスワードの使用 

〇ミ主意：システ厶パスワードを設定せず(こ操作中のコンピュータから離れた 
り、コンピュータを□ックせず(こ放置した揚合、第兰者びジャンパ設定を 
変更して、パスワードを解除することびできます。その結果、詣でちノ\一 
ドドライブののデータ(こアクセスすることびできるよう(こなります。 

オプション設定 

次の2つのオプションのいずれかび表示されている場合、システ厶パス 
ワードの変更や新しいパスワードの入力はできません： 

• Set (設定済み）ーシステ厶パスワードび設定されています。 

• Disabled (無効）ーシステ厶基板のジャンパ設定(こよって、システ厶 
パスワードが無効(こなっています。 
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次のオプションが表示されている場合にのみ、システ厶パスワードを設定 
できます： 

• Not Set (未設定） ー システ厶パスワードび設定されていないが態で、 
システ厶基板のパスワードジャンパび'ち効設定（デフスルト設定）（こ 
なっています。 


システ厶パスワードの設定 

パスワードの設定を途中で中止する場合は、手順5を完了する前に < Esc > を 
押します。 

1セットアップユーティ IJ ティプ□グラ厶を起動し (83 ページの「セット 
アップユーティ IJ ティ」を参照)、 Unlock Setup (セットアップのアン 
□ック）フィールドび Security (セキュ IJ ティ）下にあるかを確 I 忍し 
ます。 

2 Unlock Setup (セットアップのアン□ック）フィールドびある場合 
は、次の手順を実行します： 

a 矢 E 日キーを巧して Unlock Setup (セットアップのアン□ック） 
フィールドじ移動します。 

b < Enter > を巧してフィールドじアクセスします。 

C 管理者パスワードを入力し、 < Enter > を巧します。 

3 矢 E 日キーを巧して System Password (システ厶パスワード）フィー 
ルド(こ移動し、 < Enter > を巧します。 

4 New Password (新しいパスワード）フィールド(こ新しいパスワー 
ドを入力します。 

半角の英数字で15文字まで入力できます。パスワードの入力時に文 
字を削除するには、 < Backspace > または左矢 E 日キーを巧します。パス 
ワードでは、大文字とル文字は区別されません。 

無効なキーの組み合わせちあります。そのぶ弓な組み合わせで入力す 
ると、 スピーカーからビープ 音び鳴ります。 

文字キー（またはブランクスペースとしてスペースキー）を巧すと、 
フィールドじは文字のけむりにプレースホルダび表示されます。 

5 < Enter > を巧します。 

新しいシステ厶パスワードび15文字未満の場合、フィールドを部(こ 
「*」が挿入されます。 
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6 パスワードを確|忍する(こは 、 Confirm New Password (新しいパス 
ワードの確認）フィールドじち 5 —度入力し、 <Enter> を巧します。 

7 プ□ンプトで <Enter> を巧します。 

システ厶パスワードの設定び Set (設定済み）じ変わります。 

8セットアップユーティ IJ ティを終了します。 

コンピュータを再起動すると、パスワード保護磯能び有効になります。 

システムパスワードの入力 

コンピュータを起動または再起動すると、次のプ□ンプトび画面に表示さ 
れます： 

Type the system password and press<Enter>: (ソス了厶ハ〇スワー 
K を入力し、 <Enter> を押しま古。） 

Enter password: (パスワードを入力してくださし、。） 

管理者パスワードをお持ちの場合は、システ厶パスワードの代わりじこの 
管理者パスワードを使用できます。 

入力したシステ厶パスワードび間違っていると、次のメッセージび表示さ 
れます： 

** Incorrect password. ** (パスワードび正しくありません。） 

再び誤ったパスワードまたは不完全なパスワードを入力すると、同じメッ 
セージび表示されます。システ厶パスワードを 3 回間違えると、それじ(降 
はじ(下のメッセージび表示されます： 

** Incorrect password. ** (パスワードび正しくありません。） 
Number of unsuccessful password attempts: 3 (間)^つたハ乂 
ワード入力の回数： 3) _ _ 

System halted! Must power down. (システ厶び停止しました！電 
源を切って < ださし、。） 

コンピュータの電源を入れなおした後でち、再び誤ったシステ厶パスワー 
ド、または不完全なシステ厶パスワードを入力するたびじ、上記のメッセー 
ジび表示されます。 

^ 乂モ ： System Password (システ厶パスワード）と Admin Password (管理 

者パスワード）を併用して Password Changes (パスワード変更）を使用す 
ると、コンピュータで未認可の変更を行うことびさら(こ難しくなります。 
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既存のシステ厶パスワードの削除または変更 

パスワードの設定を途中で中止する場合は、手順5を完了する前に <Esc> を 
押します。 

1 セットアップユーティ IJ ティプ□グラ厶を起動し （83 ページの「セット 
アップユーティ IJ ティ」を参照)、 Unlock Setup (セットアップのアン 
□ック）フィールドび Security (セキュ U ティ）下!こあるかを確 I 忍し 
ます。 

2 Unlock Setup (セットアップのアン□ック）フィールドがある場合 
は、次の手順を実行します： 

a 矢 E 日キーを巧して Unlock Setup (セットアップのアン□ック） 
フィールドじ移動します。 

b <Enter> を巧してフィールドじアクセスします。 

C 管理者パスワードを入力し、 <Enter> を巧します。 

3 矢 E 日キーを巧して System Password (システ厶パスワード）フィー 
ルド(こ移動し、 <Enter> を巧します。 

4 Old Password (ちいパスワード）フィールド(こ新しいパスワードを 
入力します。 

5既存のパスワードを変更する場合は、74ページの「システ厶パスワー 
ドの設定」の手順4 降の指示じ従います。 

6 パスワードを削除する場合は、 New Password (新しいパスワード） 
フィールドで、フィールドを空にしたが態で <Enter> を巧します。 

7 Confirm New Password (新しいパスワードの確 i 忍）フィールド 
で、フィールドを空にしたが態で <Enter> をち5—度巧します。 

8 System Password (システ厶パスワード）設定じ Not Set (未設 

定）び表示されていることを確認します。 

Not Set (未設定）び表示されている場合は、システ厶パスワードは 
削除されています。 Not Set (未設定）び表示されていない場合は、 
手順3から手順8までをち5—度巧います。 

9 セットアップユーテイ IJ テイを終了します。 
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管理者パスワードの使用 


オプション設定 

次のオプションび表示されている場合、管理者パスワードの変更や新規設 
定はできません： 

• Disabled (無効） ー システ厶基板のジャンパ設定じよって、管理者パ 
スワードび'無効になっています。 

次のオプションのいずれかび表示されている場合にのみ、管理者パスワー 
ドを設定できます： 

• Set (設定済み）一管理者パスワードび設定されています。 

• Not Set (未設定）一管理者ノ スワードび設定されていなし W 犬態で、シ 
ステ厶基板のパスワードジャンパび'ち効設定（デフスルト設定）になっ 
ています。 

管理者パスワードの設定 

管理者パスワードと シス テ厶パスワ ー ドは同じでもかまいません。パス 
ワードの設定を途中で中止する場合は、手順5を完了する前に < Esc > を巧 
します。 

^ メモ：これらのパスワードび異なる揚合でち、管理者パスワードをシステ 
厶パスワードのげわり(こ入力することびできます。ただし、システ厶パス 
ワードを管理者パスワードのげわり(こ使用することはできません。 

1 セットアップユーティ IJ ティプ□グラ厶を起動し （83 ページの「セッ 
トアップユーティ IJ ティ」を参照）、 Unlock Setup (セットアップの 
アン□ック）フィールドが Security (セキュ U ティ）下にあるかを確 
を忍します。 

2 Unlock Setup (セットアップのアン□ック）フィールドびある場合 
は、次の手順を実行します： 

a 矢 E 日キーを巧して Unlock Setup (セットアップのアン□ック） 
フィールドじ移動します。 

b < Enter > を巧してフィールドにアクセスします。 

C 管理者パスワードを入力し、 < Enter > を巧します。 

3 矢 E 日キーを巧して Admin Password (管理者パスワード）フィール 
ド(こ移動し、 < Enter > を巧します。 
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4 New Password 摩斤しいパスワード）フィールド(こ新しいパスワードを 
入力します。 

半角の英数字で15文字まで入力できます。パスワードの入力時に文 
字を削除するには、 < Backspace > または左矢 E 日キーを巧します。パス 
ワードでは、大文字とル文字は区別されません。 

無効なキーの組み合わせちあります。そのぶ弓な組み合わせで入力す 
ると、 スピーカーからビープ 音が鳴ります。 

いずれかの文字キー（またはブランクスペースとしてスペースキー）を 
押すと、フィールドには文字のけむりにプレースホルダび表示されます。 

5 < Enter > を巧します。 

新しい管理者パスワードが15文字未満の場合、フィールド全部にい」 
び挿入されます。 

6 パスワードを確 i 忍する(こは、 Confirm New Password (新しいパス 
ワードの確認）フィールドじち5—度入力し、 < Enter > を巧します。 

7プ□ンプトで < Enter > を巧します。 

管理者パスワードの設定が Set (設定済み）じ変わります。 

8セットアップユーティ IJ ティを終了します。 

Admin Password (管理者パスワード）への変更は、ただち(こち効(こ 
なります（コンピュータを再起動する必要はありません)。 

管理者パスワードが有効な場合のコンピュータの操作 

セットアップユーティ IJ ティを起動すると （83 ページの「セットアップユー 
ティ IJ ティ」を参照)、 Unlock Setup (セットアップのアン□ック）スプショ 
ンび表示されます。 

Unlock Setup (セットアップのアン□ック）フィールド(こ正しい管理者 
パスワードを入力しないと、セットアップユーティ IJ ティ画面は表示され 
ますび、セットアップユーティ IJ ティのオプションを変更することびでき 
ません。 

^ 乂モ ： Admin Password (管理者パスワード）といっしよ(こ Password 
Changes (パスワード変更）を使用すると、無許可の変更からシステ厶パ 
スワードを保護することびできます。 
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管理者パスワードの取り消'しと変更 

既存の管理者パスワードを変更するには、そのパスワードを知っている必 
要びあります。パスワードの設定を途中で中止する場合は、手順5を完了 
する目山し < Esc > を巧します。 

1セットアップユーティ IJ ティを起動します （83 ページの「セットアッ 
プユーティ IJ ティ」を参照)。 

2 矢 E 日キーを巧して Admin Password (管理者パスワード）フィール 
ド(こ移動し、 < Enter > を巧します。 

3 Old Password (古いパスワード）フィールド(こ新しいパスワードを 
入力します。 


4 既存のパスワードを変更する場合は、77ページの「管理者パスワー 
ドの設定」の手順4 I ソ降の指示じ従います。 

5 パスワードを削除する場合は、 New Password (新しいパスワード） 
フイールドで、フイールドを空にしたが態で < Enter > を巧します。 

6 Confirm New Password (新しいパスワードの確 I 忍）フイールド 

で、フイールドを空にしたが態で < Enter > をち5—度巧します。 

7 Admin Password (管理者パスワード）設定(こ Not Set (未設定） 

が表示されていることを確認します。 

Not Set (未設定）ろ讓示されている場合、管理者パスワードは削除さ 
れています。 Not Set (未設定）び表示されていない揚身ま、手順3か 
ら 手順8までをち5—度巧し^ます。 


8セットアップユーティ IJ ティを終了します。 

忘れたパスワードの取り消しと新しいパスワードの設定 

システ厶パスワードや管理者パスワードを IJ セットするじは、80ページの 
「TPM (Trusted Platform Module 、 信頼済みプラットフスー厶モジユー 
ル)」を参照して<ださい。 
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TPM (Trusted Platform Module 、 信頼済みプ 
ラットフォームモジュ ー J レ） 

^ メモ：オペレーティングシステ厶び TPM をサポートしている揚合(こ限り、 
TPM 機能(こより暗号化びサポートされます。詳細じついては、ソフトウエ 
ア(こ巧属する TPM ソフトウエアマニュアルとヘルプファイルを参照して 
<ださし、。 

TPM は、コンピュータじよって生成される暗号化キーの作成と管理に使用 
できる、ノ\ー ドウエアベースのセキュ IJ ティ磯能です。 TPM をセキュ IJ 
ティソフトウ I アと細み合わせて使用した場合に、ファイルや E - メールな 
どの保護機能を有効じすることで既存のネットワークとコンピュータのセ 
キュ IJ ティび強化されます。 TPM 磯能はセットアップスプシヨンを通して 
有効になります。 

〇を意： TPM データや暗号化キーを確保する(こは 、 『Broadcom Secure 
Foundation Getting Started GuideH (こ記載されているバックアップの手 
順(こ従います。これらのバックアップび不完全、紛失、または損傷してし、 
る揚合(こは、デルでは暗号化されたデータの IJ カバ IJ を手助けすることは 
できません。 

TPM 機能の有効化 

1 TPM ソフトウエアを有効じするじは、じ(下の手順を実行します： 

a コンピュータを再起動し、 Power On Se け Test (パワースンセル 
フテスト）の間に <F2> を巧してセットアッププ□グラ厶を開始 
します。 

b Security (セキュ U ティ）^ TPM Security (TPM セキュ U ティ）を 
選択し、 <Enter> を巧します。 

C TPM Security (TPM セキュ U ティ）下で On (スン）を選択し、 
<Enter> を巧します。 

d <Esc> を巧して、セットアップユーティ IJ ティを終了します。 

e プ□ンプトび表示されたら、 Save/Exit (保を/終了）をク U ックし 
ます。 
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2 TPM セットアッププ□グラ厶をアクティブ化するじは、下の手順を実 
巧します： 

a コンピュータを再起動して 、 Power On Self Test (パワースンセルフ 
テスト)の間に<口>を巧してセットアッププ□グラ厶を開始します。 

b Security (セキュ U ティ）^ TPM Activation ( TPM のアクティ 

ブ化）を選択し、 < Enter > を巧します。 

C TPM Activation ( TPM のアクティブ化）下で Activate (アクティ 

ブ化）を選択し、 < Enter > を巧します。 

^ メモ：このプ□グラ厶を一度だけアクティブ(こする必要びあります。 

d このプ□セスが完了すると、コンピュータは自動的に再起動する 
か、あるいは再起動するよ5求められます。 

七キュリティ管巧ソフトウェア 

セキュ IJ ティ管理ソフトウェアは、コンピュータの安全性を確保するため 
(こ4種類の異なる磯能を利用するよ5じ設計されています： 

• □グイン管理 

• 起動前認証脂紋 IJ ーダー、スマートカード、またはパスワードを使用) 
• 暗号化 
-個人情報管理 

七キュリティ管理ソフトウェアの有効化 

^ メモ：セキュ IJ ティ管理ソフトウェア(こ完全な機能び備わるよ5、最初(こ 
TPM を有効(こしなければなりません。 

1 TPM 磯能を有効じします (80 ページの 「 TPM 磯能の有効化」を参照)。 
2セキュ IJ ティ管理ソフトウェアを□ー ドします。 

七キュリティ管理ソフトウェアの使用 

このソフトウェアやさまざまなセキュ IJ ティ磯能の使用方法じついては、 
ソフトウェアの [[Getting Started GuideJ ] を参照してください。 

スタート^すべてのプ□グラ厶^ Wave EMBASSY Trust Suites 
Getting Started Guide をク U ックします。 
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コンピュータ追跡ソフトウェア 

コンピュータ追跡ソフトウェアは、コンピュータを紛失したり盗難に遭っ 
た場合に、コンピュータの位置を突き止めることびできます。このソフト 
ウェアはオプションで、 DellTM コンピュータのを文時に購入できます。あ 
るいは、このセキュ IJ ティ磯能じついてデルの営業担当に連絡することち 
できます。 

^ メモ：特定の国ではコンピュータ追跡ソフトウェアを使用できない揚合ち 
あります。 

^ メモ：お使いのコンピュータ(こコンピュータ追跡ソフトウェアび備わって 
いて、コンピュータび紛失または盗難に遭った揚合、追跡サービスを提イ共 
している会な(こコンピュータの紛失を届け出て < ださし、。 

お使いのコンピュータが紛失または盜難に 
遭った場合 

. 警察等の公的磯関に、コンピュータの紛失または盗難を届け出ます。コ 
ンピュータの説明をする際にはサービスタグち必要じなります。割り当 
てられた届け出番号を尋ね、その番号に加え、コンピュータの紛失を届 
け出た警察の名称、住所、電話番号を控えておきます。できれば、担当 
者名ち聞いておきます。 

^ メモ：コンピュータを紛失した揚所または盗難された揚所を覚えている揚 
合、その地域の警察に届け出ます。覚えていない揚合は、現在住んでいる 
地域の警察(こ届け出て < ださし、。 

• コンピュータび会な所有の場合は、会なの担当部署へ連絡します。 

• デルカスタマーヴービスに、コンピュータの紛失を届け出ます。コン 
ピュータのサービスタグ、警察への届け出番号、コンピュータの紛失を 
届け出た警察の名称、住所、電話番号をお知らせ<ださい。できれば、 
担当者名ちお知らせ < ださい。 

デルのカスタマーヴービス担当者は、コンピュータのサービスタグをちと 
(こ報告の□グを記録し、コンピュータを紛失または盗難に遭ったコン 
ピュータとして登録します。連絡されたサービスタグを使ってデルテクこ 
カルヴポートじ連絡した人物がいた場合、そのコンピュータは自動的に紛 
失または盗難に遭ったちのと認識されます。担当者は連絡してきた人物の 
電話番号と住所の照会を巧います。その後、デルは紛失または盗難に遭つ 
たコンピュータじついて警察に連絡を取ります。 
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七ットアップユーティリティ 

概要 

セットアップユーティ IJ ティは次の場合に使用します： 

• コンピュータじ巧してノ\ードウエアの取りがけ、変更、取り外しを 
巧った後に、システ厶設定情報を変更する場合 

• ユーヴーパスワードなどの、ユーヴーが選択巧能なオプションを設定 
または変更する場合 

• 現在のメモ IJ の容量を調べたり、取り付けたノ\ー ドドライブの種類を 
設定する揚合 

セットアップユーティ IJ ティを使用する前に、システ厶設定画面の情報を 

控えてお < ことをお勧めします。 

〇ミ主意：上級コンピュータユーザーでなければ、このプ□グラ厶の設定を変 
要しないでください。特定の変更でコンピュータび誤作動を起こす可能性 
びあります。 

七ットアップユーティリティの起動 

1コンピュータの電源を入れます（または再起動します)。 

2 DELLTM □ゴび表示されたら、 F 2 プ□ンプトび表示されるのを注意し 
て確認する必要びあります。 

3 F 2 プ□ンプトが表示されたら、すぐに < F 2> を巧します。 

^ メモ：ロプ□ンプトは、キーボードび初期化されたことを示しています。 
このプ□ンプトは瞬時(こ表示されるため、表示されるのをを意して確認し、 
<口>を押す必要びあります。プ□ンプトび表示される前(こ<口>を押した 
揚合、そのキースト□ークは無視されます。 

4キーを巧すタイミングび遅れて、オペレーティングシステ厶の□ゴが 
表示されてしまったら、 Microsoft ® Window ^ デスクトップび表示さ 
れるまでそのまま待機します。その後コンピュータをシャツトダウン 
してち5—度やり直します。 
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七ットアップユーテイリテイのオプション 

^ メモ：お使いのコンピュータおよび取り付けられているデバイス(こ麻じ 
て、この項(こ一覧表示された項目とは異なる揚合びあります。 


System (システ/〇 


System Info 

コンピュータ名、 BIOS のバージョン番号、 BIOS の日付、 
サービスタグ、エクスプレスサービスコード、アセットタ 

グを表示します。 

Processor Info 

システ厶じ搭載されたプ□セッサじついて、次の情報を表 
示します： 


• プ□セツサの種類 
• プ□セツヴのク□ツク速度 
• プ□セツサのバス速度 
• プ□セツサの L 2 キャッシュヴイブ 


• プ□セッサの の 番号 
• フアミ IJ 一、 モデル、およびステッピング 
• マイク □コードのバージヨン 


• プ□セッサびハイパースレッデイングまたはマルチコ 
アび巧能かど5か 

• プ□セッサび 64 ビットテクノ □ジをサポートしている 
かど5か 

Memory Info 

搭載されたメモ IJ の容量、速度、チャネルモード、および 
乂モリテクノ□ジの説明を表示します。このオプションで 
は、のサイブ、種類、構成、ソモ IJ モジュールび 
ECC 巧麻かどうか、シングルランクかデュアルランクかを 
説明する表ち表示されます。 

PCI Info 

各 PCI、PCI Express 、 および PCI - X ス□ットのの容を表示 
します。 


Date/Time システ厶巧部の曰巧と時刻を制御します。 
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Boot Sequence 

(デフスルトは 

Diskette 

drive ) 

システ厶起動時にシステ厶び起動デバイスを検索する順 
奮を指定します。 

乂モ：起動デバイスを挿入してコンピュータを再起動す 
ると、このオプションびセットアップユーテイ IJ テイ 
ニューに表示されます。 USB デバイスから起動す 

る(こは、 USB デバイスを選択して、一覧の先頭(こ移動し 
ます。 


ドライブ 

SAS Controller 

SAS ドライブの有効 （ On ) /無効 （Off ) を切り替えます。 

Diskette Drive 

(デフスルトは 

Internal ) 

巧蔵フ□ッピードライブじついて、有効/無効の切り替え 
と、読み出し許可の設定を行います 。 Off (スフ）でフ□ッ 
ピードライブはすべて無効じなります。 USB じ設定する 
と、巧蔵ディスケットドライブび無効(こなり、 USB フ□ッ 
ピードライブび有効じなります （ USB コント□ーラび有 
効で USB ドライブび接続されている揚合 )。 Internal (巧 
蔵）じ設定すると、巧蔵フ□ッピードライブび有効じなり 
ます 。 Readonly (読み取り専用）での蔵ドライブコント 
□ーラび有効(こなり、巧蔵フ□ッピードライブの読み出し 
専用操作び許可されます。 

メモ： USB (こ巧麻するオペレーティングシステ厶では、この 
設定に関係なく USB フ□ッピードライブび認識されま 
す。 

SATA 〇〜 2 

SATA ドライブの有効 （ On )/ 無効 （ Off ) を切り替えます。 

(デフスルトは 

On ) 

コント□ーラの種類 ( SATA )、 ドライブび使用するポート 
番号、ドライブ ID 番号、および容量び表示されます。 

SATA 

動作 

巧蔵 SATA コント□ーラの動作モードを決めます。動作 
モードは AHCI または ATA のいずれかじなります。 

(デフスルトは 

AHCI ) 


Smart Reporting 
(スマートレ 
ポート） 

巧蔵ドライブのエラーを起動時に報告するかど 5 かを制 
御します。 

(デフスルトは 

Off ) 
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Onboard Devices 

(オンボードデバイス） 

Integrated N に 

(デフスルト 

On ) 

スンボード N にコント□ーラのち効/無効を切り替えます。 
設定は 、 On (スン )、 Off (スフ ）、 On W / RPL 、 または On 
w / PXE です 。 On w / PXE または On w / RPL の設定びアク 

ティブな揚合、起動ルーチンびネットワークサーバーから 
利用できないと、コンピュータは起動順唐の一覧(こある次 
のデバイスからの起動を試みます。 

Integrated Audio 

(デフスルトは 

On ) 

スンボードスーディオコント□ーラの有効 （ On ) /無効 
(Off ) を切り替えます 。 Auto (自動）を選択してアド 
インスーディオコント□ーラを使用することちできます。 

1394 Controller 

1394コント□ーラの有効 （ On ) /無効 （ Off ) を切り替え 
ます。 

USB Controller 
(USB コント 
□—ラ） 

(デフスルトは 

On ) 

巧蔵 USB コント□ーラの有効/無効を切り替えます 。 No 
Boot (ブートなし）（こ設定するとコント□ーラは有効(こ 
なりますび、 USB デバイスからの起動はできません。 

乂モ： USB をヴポートするオペレーティングシステ厶で 
は 、 No Boot (ブートなし）設定(こ関係なく USB フ□ッ 
ピードライブび認識されます。 

Front USB Ports 

(デフスルトは 

On ) 

正面の USB ポートの有効/無効を切り替えます。 

LPT Port Mode 

(デフスルトは 

PS /2) 

システ厶の蔵のパラレルポートの動作モードを決めます。 
Off I こ設定すると、ポートび無効 I こなります 。 AT I こ設定す 
ると、ポートび AT 互換モード I こ設定されます。 PS /2 では 
ポートび PS /2 旦換モード I こ設定されます 。 EPP I こ設定する 
と、ポートび EPP 双方向プ□トコル I こ設定されます 。 ECP 

I こ設定すると、ポートび ECP 双方向プロトコル I こ設定され 
ます。 

乂モ： LPT Port Mode を ECP (こ設定すると、オプション 
ニュー(こ LPT Port DMA (LPT ポート DMA ) び表示されま 
す。 

LPT Port Address 

肉蔵パラレルポート用のアドレスを決めます。 

Serial Port #1 

(デフスルトは 

Auto ) 

シ IJ アルポートの動作を決めます。 

〇けじ設定すると、ポートび無効じなります 。 Auto 
(自動）は、デフスルト設定でコネクタを自動的に特定 
のポート ( COM 1 または COM 3) (こ設定します。 


86 I セットアップユーティ U ティ 



Serial Port #2 シ U アルポートの動作を決めます。 

(デフスルトは Off (こ設定すると、ポートび無効(こなります。 Auto は、 
Auto ) デフスルト設定でコネクタを自動的 I こ特定のポート 

( COM 2 または COM 4) I こ設定します。 

PS/2 Mouse Port 巧 蔵のレガシー PS/2 互換 マウスコント□ーラの 有効/無 

(デフスルトは 効を切り替えます。 

On ) 


ビデオ_ 

Primary Video 

(デフスルトは 

Option 1) 


システ厶で複数のビデオコント□ーラび使用可能な揚合 
(こ、プライマ IJ ビデオコント□ーラ(こ割り当てる順番を指 
定します。この選択は、複数のビデオコント□ーラび存在 
する揚合に限り必要じなります。 

Option 1 


• PCI/PCI-X Slots 


• PCIe Slot2 

• PCIe Slot4 


Option 2 
• PCIe Slot4 


• PCIe Slot2 


• PCI/PCI-X Slots 

ェ揚出荷時のデフスルト設定は Option 1 です 


パフ オー マンス 

SpeedStep 

(デフスルトは 

Off ) 


コンピュータ巧のサポートされているすべてのプロ 
セツサで、 Intel® SpeedStep® び有効(こなります。この 
設定(こより、プ□セツサの消費電力と周波数び変わり 
ます。 

メモ：このオプションは、お使いのコンピュータでは 
利用できない揚合びあります。 
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VT for Direct I/O 

(デフスルトは 

Off ) 

Intel Virtualization テクノ□ジ(こよって Direct I/O (こ 
提供される付加的なノ\ー ドウェア機能を仮想マシンモ 
ニター (VMM) び利用できるよ 5( こするかど 5 かを指 
定しま。 

Virtualization 

(デフスルトは 

Off ) 

Intel Virtualization テクソ□ジ(こよって提イ共される巧 
加的なノ\ー ドウェア機能を仮想マシンモニター (VMM) 
び'利用できるよ 5( こするかど 5 かを指定します。 

Limit CPUID Value 

(デフスルトは 

Off ) 

プ□セッサ標準の CPUID 機能じよってサポートされ 
る最大値を制限します。サポートされる CPUID 機能の 
最大値び 3 を超えると、一部のオペレーティングシス 
テ厶はインス 1 -ールび正常(こ完了しません。 

HDD Acoustic 

Mode (HDD ア 

ドライブのパフスーマンスおよびアコースティックレ 
ベルを最適化します。 

コースティック 
モード） 

• Bypass (回避）一何ちしません（古いドライブじは 
必須） 


- Quiet (静盡）一速度は遅くなりますび、動作音は静 
かじなのます 


• Suggested (巧奨）ードライブの ><- 力一じモードを 
選択させます 


• Performance (パフスーマンス）一速度は速くなり 
ますび、動作音は大き<なります 

Snoop Filter 一 
ヌープフィルタ） 

スヌープフィルタを有効にすると通常、デュアルプロ 
セッヴのフ□ントサイドバスのスヌープトラフィック 
び減ること(こよりパフスーマンスび向上します。 

ACL Prefetch (ACL 

プ U フェッチ） 

このスプシヨンを有効(こすると、 Adjacent Cache Line 
Prefetcher (連続キャッシュラインのプ U フェッチ） 
は、要求されるデータび現在キャッシュ巧に存在して 
いないと判断すると、キャッシュラインペアを構成す 
る両方のキャッシュラインをフェッチします。このス 
プシヨンを無効(こすると、プ□セッサは自身(こ必要な 
キャッシュラインのみをフェッチします。 

HW Prefetch (HW 

プ U フェッチ） 

データの追加のラインを外部から L2 (こフェッ 
チします。 

FSB Optimization 
(FSB 最適化） 

ユーヴーは、高帯域幅のフ□ントサイドパスアプ IJ 
ケーシヨン(こ巧する最適化の有効/無効を切り替えら 
れます。 
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Security (七キユリテイ） 

Unlock Setup 

(デフスルトは 

l_ocl<ed) 

管理者パスワードの使用中(こ、ユーヴーびセットアップ 
ユーティ IJ ティの設定(こアクセスして変更できるよ5(こし 
ます。セットアップユーティ IJ ティの□ックを解除する(こ 
は、プ□ンプトで管理者パスワードを入力します。ここで 
正しいパスワードを入力しないと、セットアップユーティ 
IJ ティのフィールドは表示されますび、変更できません。 

Admin Password 

(デフスルトは 

Not Set) 

セットアップユーティ IJ ティのパスワードセキュ IJ ティ 
機能の現在のステータスを表示し、新しい管理者ノ くスワー 
ドの検証と設定びできます。 

System 

Password 

(デフスルトは 

Not Set) 

システ厶のパスワードセキュ IJ ティ機能の現在のステー 
タスを表示し、新しいシステ厶パスワードの設定と検証び 
できます。 

Password 

Changes 

(デフスルトは 

Unlocked) 

System (システ厶）パスワードと Admin (管理者）パ 
スワードの相互関係を決めます。 Locked (□ック）では、 
有効な Admin (管理者）パスワードを持たないユーザー 
(こよる System (システ厶）パスワードの変更び禁止さ 
れます。 Unlocked (□ック解除）では、有効な System 
(システ厶）パスワードを持つユーザーじよるシステ厶パ 
スワードの変更び許巧されます。 

Chassis 

Intrusion 

(デフスルトは 

On-Silent) 

有効(こ設定していると、何者かびコンピュータのカバーを 
開いた揚合(こ、次回のコンピュータ起動時1こユーザー1こ警 
告されます。設定は、 On (スン)、 On-Silent (デフスルト 
設定)、および〇竹（スフ）です。 

Intrusion Alert 

シャーシイントルージョン警告を確認し、ク IJ アします。 

TPM Security 

(デフスルトは 

Off) 

Trusted Platform Module (信頼済みプラットフスー厶モ 
ジュール）セキュ IJ ティ用デバイスの有効/無効を切り替 
えます。 

Execute Disable 

(デフスルトは 

On) 

DEP 镇行防止)乂 EIJ 保護テクノ □ ジの有効/無効を切り替 
えます。 

Computrace ® 

Absolute Software からのが■属 Computrace Service の 
BIOS モジュールインターフェイスをアクティブあるいは 
無効(こします。 
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電力の管理 

AC Recovery 

(デフスルトは 

Off) 

停電後の AC 電源投入時にシステ厶びどのよ5じ巧麻する 
かを決めます。 Off (オフ）でま、電源投入時にシステ厶びス 
フのままじなります。システ厶電源をスンじするじは、正 
面パネルの電源ボタンを押す必要びあります。 On (スン） 
では、電源投入時にシステ厶びスンじなります。 Last (前 
回）じ設定すると、前回の電源遮断時のシステ厶電源の設 
定が態に戻ります。 

Auto Power On 

(デフスルトは 

Off) 

コンピュータ(こ自動的(こ電源を入れるよう設定します。 
Off (スフ）じすると機能は無効じなります。 Everyday 
(毎曰）では、 Auto Power Time (自動電源投入時刻） 
で設定された時刻(こ毎日コンピュータの電源びスン(こな 
ります。 Weekdays (月〜金）では、 Auto Power Time 
(自動電源投入時刻）で設定された時刻(こ月曜から金曜ま 
でコンピュータの電源びスン(こなります。 

乂モ：この機能は電源タップやサージプ□テクタでコン 
ピュータをシャットダウンした揚合は動作しません。 

Auto Power 

Time 

コンピュータ(こ自動的(こ電源を入れる時刻を設定します。 

時刻は標準の12時間形式（時：分）で表示されます。左ち 
の矢印キーを押して数値を増減するか、曰巧と時刻のフィー 
ルドの両方(こ数値を入力して、起動する時刻を変更します。 

Low Power Mode 

鄕電モード） 

(デフスルトは 

Off) 

Low Power Mode (節電モード）を選択している揚合は、 
スンボードのネットワークコント□—ラをかして Hibernate 
(休止が態）または Off なスからの U モート起動は機能し 
ません。 

Remote Wake - 
Up (IJ モート起 
動） 

このブプシヨンを使用すると、 N に（ネットワークインタ 
フェースコント□ーラ）または IJ モート起動巧麻のモデ厶び起 
動信号を受信したとき I こシステ厶を起動することびできます。 


(デフスルトは 〇け（スフ）びデフスルトの設定です。 On w/Boot to NIC 

Off) (スン、 N にから起動） I こ設定すると、起動順度を使用する 

前 I こネットワークからの起動を試みることびできます。 
乂モ：通常は、サスペンドモード、休止が態モード、また 
は電源びスフのが態から IJ モートでシステ厶を起動するこ 
とびできます。 Low Power Mode (節電モード） (Power 
Management (電力の管理）ニュー）び有効(こなっている 
揚 S ま、 Suspend (サスペンド）が態からのみシステ厶を U 
モートで起動させることび'できます。 


90 I セットアップユーティ IJ ティ 



Suspend Mode 

コンピュータのヴスペンドモードを設定します。選択巧能 
なオプションは、 S1 (コンピュータび低電カモードで動 
作するサスペンドが態）と S3 (多くのコンポーネントへ 
の供給電力を抑制または停止するサスペンドが態）です。 
ただし、システ厶ソモ IJ はアクティブなままです。 


インテナンス 

Service Tag 

(サービスタグ) 

お使いのコンピュータのサービスタグを表示します。 

ASF Mode 

ASF 管理を制御します。 

(ASF モード） 

• On — ASF 2.0 機能 ( RMCP ) び完全 I こち効になります 


• Alert Only (警告のみ） ー イベントやエラーの際 I こ ASF 
メッセージを送信します 


• Off (スフ） 一 ASF 機能びすべて無効になります 

SERR Message 

(デフスルトは 

On) 

グラフィックカードの中には、 SERR メッセージを無効(こ 
しておく必要びあるちのちあります。 

Load Defaults 

セットアップユーティ IJ ティのオプションをエ揚出荷時 
のデフスルト(こ戻します。 

Event Log 

Event い g (イベント□グ）を表示することびできます。 
エント IJ は、確認済みには R 、 未確認には U のマークび 

巧きます。 Mark All Entries Read (すべてのエント U 
を確認済み(こする）を選択すると、すべてのエント IJ の左 
(こ R び巧きます。 Clear Log (□グのク U ア）を選択す 
ると、 Event Log (イベント□グ）びク U アされます。 


POST Behavior 

(POST 動作） 

Fast Boot 

(デフスルトは 

On) 

この機能を有効(こすると、互換性(こ関するいくつかの手順 
を省いて、コンピュータの起動時間を短縮できます。 Off 
(スフ）では、コンピュータ起動時じすべての手順び実行 
されます。 On (スン）（こ設定すると、システ厶びより早 
<起動します。 
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Numlock Kev 

(デフスルトは 

On) 

キーボードち側の数値キーパッドの機能を決めます。 Off 
(スフ）（こ設定すると、数値キーパッドのキーび方向キーと 
して機能します。 On (スン）（激定すると、数値キーパッド 
のキーは数値キーとして機能します。 

OS Install 

(デフスルトは 

Off) 

オペレーティングシステ厶び利用可能なソモ IJ の最大容 
量を指定します。 Off (スフ）（こ設定すると、すべてのシス 
テ厶ソモ IJ をオペレーティングシステ厶(こ利用できます。 
On (スン）（こ設定すると、オペレーティングシステ厶び利 
用できる最大ソモ IJ は256 MB です。 

乂モ：オペレーティングシステ厶の中(こは、2 GB m 上の 
システ厶 >< fij ではインス!-ールを完了できないちのび 
あります。 

POST Hotkeys 

サインスン画面で Setup (セットアップ）ユーティ IJ 
ティを起動するためのキー操作、および Quickboot (ク 
イックブート）機能を使用するためのキー操作を表示する 
かどうかを選択します。 Setup & Boot Menu (セットアッ 
プ&起動メニュー）は両方のメッセージを表示します。 

(口 = Se 1 :up および F 12 =Boot Menu )。 Setup (セットアッ 
プ）を選択すると、セットアップメッセージ（口 = Setup ) 
だけび表示されます。 Boot Menu (起動ソニュー）を選 
択すると、 Quickboot (クイックブート）ッセージ 
( F 12 =Boot Menu ) だけび表示されます。 None (なし）（こ 
設定すると、メッセージび何ち表示されません。 

Keyboard 

Errors 

Report (報告する）じ設定すると、 POST 実行時にエ 
ラーび検出された揚合 、 BIOS (こよってエラーッセージ 
び表示され、 < F 1> キーを押して作業を継続するか、 < F 2> 
キーを押してセットアップユーティ IJ ティを起動するこ 
とを要求されます。 

Do Not Report (報告しない）（こ設定すると、 POST 実 
行時にエラーび検出された揚合、 BIOS じよってエラー 
メッセージび表示され、そのままシステ厶の起動び続行 
されます。 
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Boot Menu (起動メニュ ー） 

この磯能を使用すると、デパイスの起動順度を変更できます。 

オプション設定 

• Onboard or USB Floppy Drive (スンボードまたは USB フ□ッピードラ 

イブ） ー コンピュータはフ□ッピードライブからの起動を試みます。ド 
ライブ巧のフ□ッピーディスクび起動用でない場合、フ□ッピーディ 
スクびドライブじない場合、またはコンピュータじフ□ッピードライ 
ブび取りがけられていない場合、コンピュータはエラーメッセージを 
生成します。 


• Hard DriveCAHCI モード時にシ U アル番号(こよって一覧表示される）_ 
コンピュータは選択されたノ\ー ドドライブからの起動を試みます。 

^ メモ： AHCI モード時、起動ドライブだけではなく、起動可能なすべての 
ノ\ー ドドライブび一覧表示されます。 

• Onboard or USB CD-ROM Drive (スンボードまたは USB CD-ROM ドラ 

イブ）ーコンピュータは CD - ROM ドライブからの起動を試みます 。 CD 
がドライブじない場合、あるいは CD じオペレーティングシステ厶び 
ない揚合、コンピュータはエラーメッセージを生成します。 

• USB Device ( USB デパイス）_ USB ポート(こメモ U デバイスを挿入 
し、コンピュータを再起動します。画面のち上角じ F12 = Boot Menu 
と表示されたら、 < F 12> キーを巧します。 BIOS びデパイスを i 忍識し、 
USB オプションを起動メこューに追加します。 

^ メモ： USB デバイスから起動する(こは、そのデバイスび起動可能デバイス 
である必要びあります。デバイスのマニュアルを参照して、デバイスび起 
動可能であるか確認して < ださし、。 

現在の起動用の起動デバイスの選択 

フ□ッピードライブ、メモ IJ キー、 CD - RW ドライブなどの USB デパイス 

からコンピュータを再起動するときなどじち、この機能を使用できます。 

^ メモ： USB フ□ッピードライブから起動する揚合は、まずセットアップ 
ユーティ IJ ティでディスケットドライブを USB (こ設定する必要びありま 
す （84 ページの「セットアップユーティ IJ ティのオプション」を参照)。 

1 USB デパイスから起動する場合は、 USB デパイスを USB コネクタ(こ 
接続します （21 ページの「コンピュータじついて」を参照)。 
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2 コンピュータの電源を入れます（または再起動します)。 

3画面のち上角じ口 = Setup , F 12 = Boot Menu と表示されたら、 < F 12> 
キーを巧します。 

キーを押すタイミングが合わず Windows の□ゴび表示されてし 
まったら、 Windows のデスクトップび表示されるまで待ち、その後〕 
ンピュータをシャットダウンしてもう一度やり直します。 

メこューび表示されます。 

4 上下矢印キーを巧して Boot Device Menu (起動デパイスメこュー） 
(こ移動し、 < Enter > キーを巧してオプションを選びます。 

5 使用巧能な起動デパイスをすべて一覧表示した Boot Device Menu 
(起動デバイスメこュー）が表示されます。 

6上下矢 E 日キーを巧して（今回の起動にのみ使用する）デパイスに移動 
します。 

7 < Enter > キーを巧してデバイスを選びます。 

たとえば 、 USB メモ IJ キーから起動する場合は、 USB Device ( USB デ 
パイス）をハイライト表示して < Enter > キーを巧します。 

^ メモ： USB デバイスから起動する(こは、そのデパイスび起動可能デバイス 
である必要びあります。デバイスのマニュアルを参照して、デバイスび起 
動巧能であるか確認して < ださし、。 

将来の起動用の起動順序の変更 

1セットアップユーティ IJ ティを起動します （83 ページの「セットアッ 
プユーティ IJ ティ」を参照)。 

2 矢 E 日キーを使って Boot Sequence (起動順度）メこューオプションをノ\ 
イライト表示し、 < Enter > キーを巧してそのメこューじアクセスし 
ます。 

^ メモ：後で元(こ戻すことちできるよ5、現在の起動順唐を控えておきます。 
3デパイスの一覧のを移動するには、上下矢 E 日キーを巧します。 

4 スペースパーを巧し、デパイスをち効または無効じします。 

5 < U > キーおよび < D > キーを巧して、選択したデパイスの順度を変更 
できます。 
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USB デバイスからの起動 

^ メモ： USB デバイスから起動する(こは、そのデバイスび起動可能デバ'イスで 
ある必要びあります。お使し^のデパイスび起動可能デバイスであることを確 
認するじは、デバイスじ付属のマニュアルを参照してくださし、。 


メモリ キー 

1 USB ポートにメモ IJ キーを挿入して、コンピュータを再起動します。 

2 画面のち上角じ F 12 = Boot Menu と表示されたら、 < F 12> キーを巧し 
ます。 

BIOS びデパイスを i 忍識し、 USB デパイスオプションを起動メこュー 
(こ追加します。 

3 93 ページの「現在の起動用の起動デバイスの選択」を参照して<ださい。 

フロッピードライブ 

1 セットアップユーティ IJ ティで、 Diskette Drive (ディスケットドラ 
イブ）オプションを USB じ設定します。 

2変更を保存してセットアップユーティ IJ ティを終了します。 

3 USB フ□ッピードライブを接続し、起動用メディアを挿入して、シス 
テ厶を再起動します。 

4 93 ページの「現在の起動用の起動デバイスの選択」を参照して<ださい。 
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忘れたパスワードの巧り消し 

A 警告：本項の手順を開始する前に、『製品情報ガイド J の「安全にお使いい 
ただくための注意」を参照してください。 

〇ミ主意：このプ□セス(こより、システ厶パスワードと管理者パスワードの両 
方び削除されます。 

1155ページの「作業を開始する前に」の手順に従います。 



ジャンパ 

設定 

説日月 

PSWD 

|[^ 

パスワード機能び有効です（デ 
フスルト設定）。 


い 〇1 

パスワード機能び無効です。 

RTCRST 

| QQ | 

IJ アルタイ厶ク□ツクび IJ セツ 
卜されていません（デフスルト 

日又ぶ )。 


1^ 

IJ アルタイ厶ク□ツクび IJ セツ 
卜されています。 


||q Q j jumpered 10 0 ■ unjumpered 
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2 コンピュータカパーを開きます （157 ページの「コンピュータカパー 
の取り外し」を参照)。 

3システ厶基板上じある2ピンパスワードジャンパ (PSWD ) の位置を 
確認し、ジャンパプラグを取り外します。ジャンパプラグは保管して 
おきます。ジャンパの位置じついては、29ページの「システ厶基板 
のコンポーネント」を参照してください。 

図 メモ：エ揚出荷時(こは、パスワードジャンパプラグはパスワードジャンパ(こ 
取り付けられています。 

4コンピュータカパーを取り巧けます (161 ページの「コンピュータカ 
パーの交換」を参照)。 

5コンピュータおよびモこターをコンセントじ接続して、電源を入れます。 

6 Microsoft ® Windows ® デスクトップび表示されたら、コンピュータを 
シャットダウンします （155 ページのロンピュータの電源を切る」を参照)。 

7モこターの電源を切ってコンセントから外します。 

8コンピュータの電源ケーブルをコンセントから外し、電源ボタンを巧 
してシステ厶基板の静電気を逃びします。 

9コンピュータカパーを開きます （157 ページの「コンピュータカパー 
の取り外し」を参照)。 

10システ厶基板上じある2ピンパスワードジャンパの位置を確認し、ジャ 
ンパプラグをピンに取り化けて、パスワード磯能を再度ち効じします。 
詳細じついては、29ページの「システ厶基板のコンポーネント」を参 
照して < ださい。 

11コンピュータカパーを取り巧けます (161 ページの「コンピュータカ 
パーの交換」を参照)。 

〇ミ主意：ネットワークケーブルを接続するには、まずケーブルをネットワー 
クポートまたはデバイス(こ差し送み、次(こ、コンピュータ(こ差し送みます。 

12コンピュータおよびデパ'イスをコンセントじ接続して、電源を入れます。 

^ メモ：この手順でパスワード機能は有効(こなります。セットアップユー 
ティ IJ ティを起動すると（のページの「セットアップユーティ IJ ティ」を参 
照)、システ厶パスワードと管理者パスワードの両方のオプションび Not Set 
(未設定）として表示されます。これは、パスワード機能は有効なものの、パ 
スワードび設定されていないことを意味します。 

13新しいシステ厶パスワードとセットアップパスワードの両方または 
そのどちらか一方を設定します。72ページの「パスワード」を参照 
してください。 
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CMOS 設定の取り消し 

A 警告：本項の手順を開始する前に、『製品情報ガイド J の「安全にお使いい 
ただくためのま意」を参照してください。 

1 155ページの「作業を開始する前に」の手順に従います。 

2コンピュータカパーを開きます （157 ページの「コンピュータカパー 
の取り外し」を参照)。 

3最新の CMOS 設定に IJ セットします： 

a システ厶基板上じあるパスワードジャンパと CMOS ジャンパ 
( RTCRST ) の位置を確認します （29 ページの「システ厶基板のコ 
ンポーネント」を参照)。 

b パスワードジャンパプラグをピンから取り外します。 

C パスワードジャンパプラグを RTCRST ピンに取りがけて、約5秒 
待ちます。 

d ジャンパプラグを RTCRST ピンから取り外し、パスワードピン(こ 
取り付けます。 

4コンピュータカパーを取り巧けます (161 ページの「コンピュータカ 
パーの交換」を参照)。 

〇ミ主意：ネットワークケーブルを接続する(こは、まずケーブルをネットワー 
クポートまたはデバイス(こ差し送み、次(こ、コンピュータ(こ差し送みます。 

5コンピュータおよびデパ'イスをコンセントじ接続して、電源を入れます。 
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BIOS のフラッシュ 

アップデートを利用する場合、またはシステ厶基板を交換する場合 、 BIOS 
のフラッシュが必要じなる場合びあります。 

1コンピュータの電源を入れます。 

2 デルサポートヴイト support . dell.com でお使いのコンピュータの 
B に S アップデートファイルを見つけます。 

3 Download Now (今すぐダウン□ー ド）をク U ックし、ファイルを 
ダウン□ー ドします。 

4 Export Compliance Disclaimer (コンプライアンス巧責条項の 
エクスポート）ウィンドウび表示された場合、 Yes , I Accept this 
Agreement (はい。この契約に同意します）をク U ックします。 

File Download (ファイルのダウン□ー ド）ウィンドウび表示され 
ます。 

5 Save this program to disk (このプ□グラ厶をディスク(こ保をす 
る）をク IJ ックし、次に 0 K をク IJ ックします。 

Save In (名前を付けて保を）ウィンドウび表示されます。 

6 下矢 E 日キーをク IJ ックして Save In (名前を付けて保を）メこューを 
表示し、デスクトップを選択し、保存をク IJ ックします。 

ファイ;レがデスクトップじダウン□ー ドされます。 

7 Download Complete (ダウン□ー ドの完了）ウィンドウび表示さ 
れたら、閉じるをク IJ ックします。 

ファイルアイコンがデスクトップじ表示され、ダウン□ー ドした 
BIOS アップデートファイルと同じタイトルび巧きます。 

8デスクトップ上のファイルアイコンをダブルク IJ ックし、画面の指示 
(こ従います。 
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コンピュータをクリーニングす 


るには 

A 警告：本項の手順を開始する前に、『製品情報ガイド J の安全手順に従って 
ください。 

コンピュータ、キーボード、およびモニター 

A 警告：コンピュータをクリーニングする前に、コンピュータの電源ケーブ 
ルをコン七ントから外します。コンピュータのクリーニングには、水で湿 
らせた柔らかい巧をお使いください。液体クリーナーやエアゾールクリー 
ナーは使用しないでください。 可燃性物質を含んでいる場合があります。 

• 圧縮空気のスプレーを使用して、 キーボー ドの キーの 間にあるほこりを 
除去します。 

フロッピードライブ 

〇ミ主意：綿棒でドライブヘッドを巧かないでください。誤ってヘッドびずれ 
てしまい、ドライブび動作しなくなる揚合びあります。 

市販のク IJ 一こングキットを使ってフ□ッピードライブをきれいじします。 

市販のキットじは通常の動作中に付着したミちれを取り除< よ5前処理され 

たフ□ッピーディスクが入っています。 

CD と DVD 

〇ミ主意：オプティカルドライブのレンブの手入れ(こは必ず圧縮空気を使用し、 
圧縮空気スプレー(こ付属しているマニュアルの手順(こ従って<ださい。ド 
ライブのレンブ(こは絶対(こ触れないでくださし、。 

CD や DVD がスキップしたり、音質や画質の低下びみられる場合は、ディ 

スクをク IJ 一こングしてみます。 

1ディスクの外側の縁を持ちます。中央の巧の縁に触れることちできます。 


コンピュータをク IJ 一ニングする(こは I 101 



O を意：円を描くようじディスクを H くと、ディスク表面に傷を付けるおそ 
れびあります。 

2糸<ずの出ない柔らかな巧で、ディスクの裏面（ラベルのない面）を 
中央から縁に向けて放射がじそっと拭きます。 

頑固なミちれじは、水、または石験を薄めた水を使用します。ディスク 
のミちれを落とし、ほこりや指紋、ひっかき傷などからディスクを保護 
する市販のディスクク IJ ーブーちあります。 CD 用のク IJ 一こング製 
品は、 DVD じち使用できます。 
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トラブルシューテイング 


問題の解決 

次のヒントに従ってコンピュータのトラブルシューティングを巧ってくだ 

さし、： 

• 問題が発生し始める前に部品の取り巧け/取り外しを巧った場合は、 
その手順を再度確認して、取り巧け/取り外しが正し<行われたか確 
を忍します。 

• 周辺磯器び磯能しない場合は、その磯器が適切に接続されているか確 
を忍します。 

• エラーメッセージび画面に表示される場合は、そのメッセージを正確 
(こ書き留めておきます。このメッセージは、サポート担当者び問題を 
分析および解決するのに役立つ場合びあります。 

• プ□グラ厶の実行中にエラーメッセージび表示される場合は、プ□グ 
ラ厶のマこュアルを参照して < ださい。 

^ メモ：このマニュアルで取り上げる手順は Windows のデフスルト表示用 
(こ記述されているため、 Del | TM コンピュータび Windows のクラシック表示 
(こ設定されている揚合は適用できない揚合びあります。 

バッテリーの問題 

A 警告：バッテリーの取り付け方が間違っていると、破裂するを険があります。 
交換するバッテリーは、デルが推奨する型、または同等の製品をご利用くだ 
さい。使用ミきみのバッテリーは、製造元の指示に従って廃棄してください。 

A 警告：本項の手順を開始する前に、『製品情報ガイド J の安全手順に従って 
ください。 

バッテリーを交換します ー コンピュータの電源を入れた後、時間と曰巧の情 

報を繰り返し IJ セットする必要びある揚合、または起動時に間違った時間または 

曰巧び表示される揚合は、バッテ IJ 一を交換します。それでちバッテ IJ 一び正常 

(こ機能しない揚合、デル(こお問い合わせください（309ページの 「 Dell お問い合 

わせ番号」を参照)。 
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ドライブの問題 

A 警告：本項の手順を開始する前に、『製品情報ガイド J の安全手順に従って 
ください。 

IVIlCROSOFT ® WlNDOWS ® がドライブを認識していることを確認します一 
Windows XP : 

• スタートをク IJ ックして、マイコンピュータをク IJ ックします。 

Windows Vista ™: 

• Windows Vista のスタートボタンをク IJ ックして©、コンピュータをク U ッ 
クします。 

ドライブび一覧(こ表示されない揚合は、アンチウイルスソフトウェアでウイルス 
チェックを行い、ウイルスを調査して除去します。ウイルスび原因で Windows 
びドライブを認識できないことびあります。 

ドライブのテストを行います一 

• 元のドライブ I こ問題びないか確 111 するため、別のディスクを挿入します。 

•起動ディスクを挿入して、コンピュータを再起動します。 

ドライブまたはディスクをクリーニングします一 101ページの「コンピュータ 
をク IJ 一ニングする(こは」を参照してくださし、。 

ケーブルの接続を確認します 

ハードウェアに関するトラブルシューティングを実行します 一 146 ぺ一 

ジの「 Microsoft ⑥ Windows ® XP および Microsoft Windows VistaTM の各オペ 
レーティングシステ厶(こおけるソフトウェアおよびノ\ー ドウェア(こ関する問題 
のトラブルシューティング」を参照してくださし、。 

Dell Diagnostics (診断）プログラムを実行します一 138ぺージの 「Dell 

Diagnostics (診断）プ□グラ厶」を参照してください。 

オプティカルドライブの問題 

^ 乂モ：高速なブプティカルドライブの振動は一般的なちので、ノイブを引 
き起こすことちあります。ドライブやメディアの故障ではありません。 

^ 乂モ：様々なファイル形式びあるため、お使いの DVD ドライブでは再生 
できない DVD ちあります。 

Windows で音量を調節します一 

• 画面ち下角 I こあるスピーカーのアイコンをク IJ ックします。 

• スライドバーをク IJ ックし、上にドラッグして、音量び上びることを確認します。 
• チェックマークの巧いたボックスをク IJ ックして、サウンドびミュート I こ設定 
されていないか確認します。 
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オプティカルドライブへの書き込み問題 

その他のプログラムを閉じます ー オプティカルドライブは、書き込み処理の 
間(こ一定の データの 流れを必要とします。 データの 流れび中断されると エラーび 
舞生します。オプティカル(こ書き込を前(こ、すべてのプ□グラ厶を聞じます。 

ディスクに書き込む前に、 Windows のスタンバイモードをオフにしま 

す 一省電カモードの使い方の詳細じついては、42ページの「電力の管理」を参 
照するか、または Windows のヘルプとサポートからキーワードスタンバイを検 
索して < ださし、。 

ハードドライブの問題 
チェックディスクを実行します 一 
Windows XP : 

1スタートをク IJ ックして、マイコンピュータをク IJ ックします。 

2 □—カルディスクに:）をちクリックします。 

3プ□パティーツールーチェックするをクリックします。 

4不良なセクタをスキャンし、回復するをクリックし、開始するをクリックします。 
Windows Vista : 

1スタートをク IJ ックして、®コンピュータをクリックします。 

2 □—カルディスクに:）をちク IJ ックします。 

3プ□パティーツールーチェックするをク IJ ックします。 

ユーヴーアカウント制御ウィンドウび表示される揚合びあります。コンピュー 
夕の管理者の揚合は、続行をク IJ ックします。管理者でない揚合は、目的の操 
作を巧 5 ためじ管理者 I こ連絡します。 

4画面 I こ表示される指示 I こ従って< ださし、。 
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電子ゾールおよびインターネットの問題 

A 警告：本項の手順を開始する前に、『製品情報ガイド J の安全手順に従って 
ください。 

Microso 口 Outlook ® Express の七キュリティ設定を確認します 一電 

子メールの添巧ファイルを開くことびできない揚 S ま、次の操作を行ってくださし、。 

1 Outlook Express で、ツールーブプシヨンーセキュリティをク U ックします。 

2必要 I こ麻じて添付ファイルを許可しないをク IJ ックしてチェックマークを外します。 

電話線の接続を確認します 

電話ジャックを確認します 

モデムを直接電話ジャックへ接続します 

化の電話線を使用してみます一 

• 電話線びモデ厶のジャック(こ接続されているか確111します（ジャック I こは緑色 
のラベルび巧いているか、その隣 I こコネクタ形のアイコンび巧いています)。 

• 電話線のコネクタをモデ厶 I こ接続する際 I こ、カチッという感触び得られることを確 
をおしま "9 。 

• モデ厶から電話線を外して、電話 I こ接続します。電話の発信音を聞蹇ます。 

• 留哥番電話、ファックス、サージプ□テクタ、スプ IJ ッタなどの、電話回線を 
巧ちする他の電話機器びある揚合は、それらの機器を経由せずに、モデ厶を壁 
の電話ジャック I こ直接接続します。3 m のの電話線を使用します。 

キーボードの 問題 

/ K 警告：本項の手順を開始する前に、『製品情報ガイド J の安全手順に従って 
ください。 

キーボードケーブルを確認します一 

• キーボードケーブルびコンピュータ I こしっかりと接続されているか確認します。 

• コンピュータをシャットダウンし、キーボードケーブルをお使いのコンピュータの 
セットアップ図に示されているよう I こ接続しなおし、コンピュータを再起動します。 

• ケーブルび損傷を受けていないか、擦り切れていないか、またケーブルコネク 
夕び曲びっていないか、ピンび壊れていないか確111します。曲びったピンをまっ 
すぐじします。 

• キーボード延長ケーブルを取り外し、キーボードを直接コンピュータ I こ接続 
します。 


キーボードを確認します 一正常(こ機能している別のキーボードをコンピュー 
夕(こ接続して、使用してみます。 

八ードウエアに関するトラブルシューティングを実行します一 146ペー 

ジの 「 Microsoft ⑩ Windows ® XP および Microsoft Windows VistaT ^ の各オペレー 
ティ ングシステ厶 I こおけるソフ トウエアおよびノ\ー ドウエア I こ関する問題のトラ 
ブルシューティング」を参照してくださし、。 
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フリーズおよびソフトウェアの問題 

A 警告：本項の手順を開始する前に、『製品情報ガイド J の安全手順に従って 
ください。 

コンピュータが'起動しない 

診断ライトを確認します 一 115ページの「診断ライト」を参照してくださし、。 

電源ケーブルがコンピュータとコン七ントにしっかりと擦席されているか確認します 

コンピュータの反応が停止した場合 

〇ミ主意：オペレーティングシステ厶のシャットダウンび実行できない揚合、 
データを損失するおそれびあります。 

コンピュータの電源を切ります ー キーボードのキーを押したり、マウスを動 
かしてちコンピュータび麻答しない揚合、コンピュータの電源び切れるまで、電 
源ボタンを8〜10秒じ(上押し続け、そしてコンピュータを再起動します。 

プログラ厶が応答しない 
プログラムを終了します一 

1 <Ctrl><Shift><Esc> を同時 I こ巧して、タスクマネージャ I こアクセスします。 

2アプリケーションタブをク IJ ックします。 

3反麻びなくなったプ□グラ厶をク IJ ックして選択します。 

4タスクの終了をクリックします。 

プログラ厶が繰り返しクラッシュする場合 

^ メモ：通常、ソフトウェアのインス!-ール手順は、そのマニュアルかフ□ッ 
ピーディスク、 CD、 または DVD じ収録されています。 

ソフトウェアのマニュアルを参照します 一必要(こ麻じて、プ□グラ厶をアン 

インス I -ールしてから再インス I -ールします。 

プログラ厶がな前のパージョンの Windows オペレーティングシステム用で 
ある場合 

プログラム互換性ウィザードを実行します一 
Windows XP: 

Windows XP (こは、 Windows XP オペレーティングシステ厶環境とは異なるス 
ペレーティングシステ厶(こおい環境で、プ□グラ厶び動作するよ5設定できるプ 
□グラ厶互換性ウィザードびあります。 

1スタートーすベてのプ□グラ厶ーアクセサリープ□グラ厶百換性ウィヴードー 
次へをク IJ ックします。 

2画面 I こ表示される指示 I こ従って<ださし、。 
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Windows Vista : 

Windows Vista (こは 、 Windows Vista オペレーティングシステ厶環境とは異な 
るオペレーティングシステ厶(こおい環境で、プ□グラ厶び動作するよ5設定でき 
るプ□グラ厶互換性ウィザードびあります。 

1 スタート をー コント□ールパネル ー Programs (プ□グラ厶）一このバー 
ジョンの Windows でより古いプ□グラ厶を使用するをク IJ ックします。 


2プ□グラ厶互換性ウィザードの開始画面で、次へをクリックします。 

3画面 I こ表示される指示 I こ従って<ださし、。 

画面が青色（ブルースクリーン）になった 

コンピュータの電源を切 りますーキーボードのキーを巧したり、マウスを 
動かしてちコンピュータび麻答しない場合、コンピュータの電源び切れる 
まで、電源ボタンを8〜10秒上巧し続け、そしてコンピュータを再起 
動します。 

その化のソフトウ X アの問題 

トラブルシューティングについて、ソフトウェアのマニュアルを確認する 
か、ソフトウェアの製造元に問い合わせます一 

• コンピュータ I こインス I -ールされているブぺレーティングシステ厶と旦換性び 
あるか確認します。 

• コンピュータびソフトウェアの実行 I こ必要な最小ノ\ー ドウェア要件を満たして 
いるか確認します。詳細 I こついては、ソフトウェアのマニュアルを参照してく 
ださし、。 

• プ□グラ厶び正しくインス I -ールおよび設定されているか確認します。 

• デバイスドライバびプ□グラ厶と競合していないか確認します。 

• 必要 I こ麻じて、プ□グラ厶をアンインス!-ールしてから再インス!-ールします。 

ファイルを直ちにバックアップします 

ウイルススキヤンプログラムを使って、ハードドライブ、フロッピーディ 
スク、 CD 、 または DVD を調べます。 


開いているファイルをすべて保存してから閉じ、実行中のプログラムを 
すべて終了して、スタートニューからコンピュータをシャツトダウン 
します 
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メモリの問題 

A 警告：本項の手順を開始する前に、『製品情報ガイド J の安全手順に従って 
ください。 

イモリが不足しているというメッ七ージが表示された場合 一 

• 作業中のすべてのファイルを保をしてから閉じ、使用していない実行中のプロ 
グラ厶をすベて終了して、問題び解決するか調べます。 

• メモ IJ の最ル要件 I こついては、ソフトウェアのマニュアルを参照してくださし、。 
必要 I こ麻じて、増設メモ IJ を取り付けます（191ページの「メモ U の取り巧け」を 
参照)。 

• メモ IJ モジュール （190 ぺージの r メモ U 」 を参照）を装着しなおし、コンピュー 
夕びメモ IJ と正常 I こ通信しているか確 111 します。 

• Dell Diagnostics (彭断）プ□グラ厶を実行します（1%ページの 「Dell Diagnostics 
(診断）プ□グラ厶」を参照)。 

イモリにその他の問題がある場合 一 

• メモ U モジュール （190 ぺージの W モ U 」 を参照）を装着しなおし、コンピュー 

夕ろ と正常 I こ通信しているか確 111 します。 

• メモ U の取り付けガイドライン I こ従っているか確 111 します （191 ページの「メモ 
IJ の取り巧け」を参照)。 

• 使用するびお使いのコンピュータでヴポートされていることを確111しま 
す。お使いのコンピュータ I こ巧麻するメモ IJ の詳細 I こついては、190ページの 
「メモ U 」 を参照してください。 

• Dell Diagnostics (彭断）プ□グラ厶を実行します （138 ページの 「Dell Diaanostics 

(彭断）プ□グラ厶」を参照)。 

マウスの問題 

A 警告：本項の手順を開始する前に、『製品情報ガイド J の安全手順に従って 
ください。 

マウスケーブルを確認します 一 

• ケーブルび損傷を受けていないか、擦り切れていないか、またケーブルコネク 
夕び曲びっていないか、ピンび壊れていないか確認します。曲びったピンをまっ 
すぐじします。 

• マウス延長ケーブルを取り外し、マウスを直接コンピュータ I こ接続します。 

• コンピュータのセットアップ図のとおりじマウスケーブルび接続されているか 
確認します。 

コンピュータを再起動します一 

1 < Ctrl >< Esc > の各キーを同時 I こ巧して、スタートメニューを表示します。 

2 < u > キーを押してから、上下の矢 E 日キーを巧し、シャットダウンまたは電源を 
切るをノ\ィライト表示して、 < Enter > キーを巧します。 
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3 コンピュータの電源を切った後、セットアップ図 I こ従ってマウスケーブルを接 
続しなおします。 

4コンピュータの電源を入れます。 

マウスを確認します 一正常(こ機能している他のマウスをコンピュータ(こ接続 
して、使用してみます。 

マウスの設定を確認します一 
Windows XP : 


1スタートーコント□ールパネルーマウスをク IJ ックします。 


2必要 I こ麻じて設定を調整します。 

Windows Vista : 

1スタート を ー コント□ールパネル ー Hardware and Sound (ハードウエ 

アとヴウンド）ーマウスをク IJ ックします。 

2必要 I こ麻じて設定を調整します。 

マウスドライバを再インストールします一 143ページの「ドライバ」を参照 
して < ださし、。 

ハードウエアに関するトラブルシューティングを実行します 一 146ぺージの 

「 Microsoft ⑥ Windows ⑥ XP および Microsoft Windows VistaJM の各ブペレーテイ 
ングシステ厶におけるソフトウエアおよびハードウエア(こ関する問題のトラブル 
シューティング」を参照してくださし、。 

ネットワークの問題 

A 警告：本項の手順を開始する前に、『製品情報ガイド J の安全手順に従って 
ください。 

ネットワークケーブルコネクタを確認します ーネットワークケーブルび、 
コンピュータ背面のネットワークコネクタとネットワークジャックの両方(こ 
しっかりと挿入されているか確認します。 

コンピュータ背面のネットワークインジケータを確認します一 IJ ンク保 

をライトび消なしている揚合 （35 ページの「ボタンとライト」を参照)、ネット 
ワークと通信していません。この揚合は、ネットワークケーブルを交換します。 

コンピュータを再起動して、ネットワークに再度ログオンします 

ネットワークの設定を確認します ーネットワーク管理者またはネットワー 
ク構築者(こ連絡して、ネットワークの設定び正しいか、またはネットワークび正 
常に機能しているか確認します。 

ハードウエアに関するトラブルシューティングを実行します 一 146 ぺ一 

ジの「 Microsoft ⑥ Windows ® XP および Microsoft Windows VistaTM の各オペ 
レーティングシステ厶(こおけるソフトウエアおよびノ\ー ドウエア(こ関する問題 
のトラブルシューティング」を参照してくださし、。 
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電源の問題 

A 警告：本項の手順を開始する前に、『製品情報ガイド J の安全手順に従って 
ください。 

電源ライトが緑色に点灯していて、コンピュータの反応が停止した場合一 

115ページの「診断ライト」を参照してくださし、。 

電源ライトが緑色に点滅している場合 ー コンピュータはスタンバイモード 
(こ入っています。キーボードのキーを押すか、マウスを動かすか、または電源ボ 
タンを押して通常の動作が態(こ戻します。 

電源ライトが消灯している場合 ーコンピュータの電源び切れているか、電力 
びイ共給されていません。 

• 電源ケーブルをコンピュータ背面の電源コネクタとコンセントの両方じしっが 
りと装着しなおします。 

• また、電源タップ、電源延長ケーブル、電源保護装置などを使用している揚合 
は、それらを取り外してコンピュータ I こ正しく電源び入るか確111します。 

• 使用する電源タップびコンセント I こ接続され、電源タップびスン I こなっている 
ことを確111します。 

• 電気スタンドなどの電化製品でコンセント I こ問題びないことを確認します。 

• を電源ケーブルおよび前面パネルケーブルびシステ厶基板 I こしっかりと接続さ 
れているか確111します （29 ページの「システ厶基板のコンポーネント」を参照)。 

電源ライトが黄色に点滅している場合 ー コンピュータ(こ電力は供給されて 
いますび、巧部で電源の問題び発生している可能性びあります。 

• 電圧選択スイッチの設定び、ご使用の地域の AC 電源 I こ一致しているか確 111 しま 
す（該当する揚合のみ)。 

• すべてのコンポーネントおよびケーブルび適切 I こ取り付けられ、システ厶基板 
I こしっかりと接続されているか確 111 します （29 ページの「システ厶基板のコン 
ポーネント」を参照)。 

電源ライトが黄色に点灯している場合 ー デバイスび誤動作しているか、また 
は正しく取り付けられていない可能性びあります。 

• プ □セッサの 電源 ケーブルびシステ厶基板の 電源 コネクタ ( P 0 WER 2) じしっが 
りと接続されているか確111します （29 ページの「システ厶基板のコンポーネン 
卜」を参照)。 

• すべてのモジュールを取り外してから装着しなおします （190 ページの 
「メモ IJ 」 を参照)。 

電波障害を除去します 一電波障害の原因(こは、が下のものび考えられます。 
•電源、キーボード、およびマウスの延長ケーブルび使用されている 
• 同じ電源タップ I こ接続されているデバイスび多すぎる 
• 同じコンセント I こ複数の電源タップび接続されている 
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プリンタの問題 

A 警告：本項の手順を開始する前に、『製品情報ガイド J の安全手順に従って 
ください。 

^ 乂モ：プ IJ ンタのテクニカルサポートび必要な揚合は、プ IJ ンタの製造元 
(こお問い合わせ < ださし、。 

プリンタのマニュアルを確認します ーセットアップとトラブルシューティ 
ング(こついては、プ IJ ンタのマニュアルを参照してくださし、。 

プリンタの電源がオンになっていることを確認します 
プリンタのケーブル接続を確認します一 

• ケーブル接続 I こついては、プリンタのマニュアルを参照してくださし、。 

• プ IJ ンタケーブルびプ IJ ンタとコンピュータ I こしっかりと接続されていることを 
確認します。 

コン七ントを確認します一 電気スタンドなどの電化製品でコンセント(こ問題 
びないことを確認します。 

Windows がプリンタを認識しているか確認します 一 
Windows XP : 

1スタートーコント□ールパネループリンタとその他のハードウエアーインス 
I -ールされているプリンタまたは FAX プリンタを表示するをク IJ ックします。 
2プ IJ ンタび一覧 I こ表示されている揚合、プ IJ ンタアイコンをちク IJ ックします。 
3プ□パティーポートをク IJ ックします。パラレルプ IJ ンタの揚合、 E 日刷巧の 
ポートび LPT 1 (プ IJ ンタポート） I こ設定されているか確認します。 USB プ IJ ン 
夕の揚合は、 E 日刷巧のポートび USB I こ設定されているか確111します。 
Windows Vista : 

1 スタート@ー コント□ールパネル ー Hardware and Sound (ハードウエア 
とサウンド）ープリンタをク IJ ックします。 

2プ IJ ンタび一覧 I こ表示されている揚合、プ IJ ンタアイコンをちク IJ ックします。 
3プ□パティをク IJ ックし、ポートをク IJ ックします。 

4 必要 I こ麻じて設定を調整します。 

5 プ IJ ンタドライバを再インス I -ールします。プ IJ ンタドライバの再インス I -一 
ル I こついては、プ IJ ンタのマニュアルを参照してください。 
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スキャナーの問題 

A 警告：本項の手順を開始する前に、『製品情報ガイド J の安全手順に従って 
ください。 

^ 乂 モ：スキャブーのテクニカルサポートび必要な揚合は、スキャブーの製 
造元(こお問い合わせ < ださし、。 

スキャナーのマニュアルを参照します ースキャブーのセットアップとトラ 
ブルシューティングの詳細(こついては、スキャブーのマニュアルを参照してくだ 
さし、。 

Unlock the scanner (スキヤナーのロックを解除します） 一 □ックび 

解除されているか確認します（お使いのスキャブー(こ□ックタブやボタンびある 


コンピュータを再起動して、もう一度スキャンしてみます 
ケーブルの接続を確認します一 

• ケーブル接続じついては、スキャブーのマニュアルを参照してくださし、。 

• スキャブーケーブルびスキャブーとコンピュータIこしつかりと接続されている 
ことを確 If 、 します。 

Microso 口 Windows がスキャナーを認識しているか確認します一 
Windows XP: 

1スタートーコント□ールパネループリンタとその他のハードウエアースキャ 
ブーとカメラをク IJ ックします。 

2お使いのスキャブーび一覧Iこ表示されている揚合は、 Windows びそのスキャブーを 
認識します。 

Windows Vista: 

1スタート©一〕ント□ールパネル ー Hardware and Sound (ハードウエ 
アとサウンド）ースキャブーと力乂ラをク IJ ックします。 

2お使いのスキャブーび一覧Iこ表示されている揚 S ま、 Windows びそのスキャブー 
を認識します。 

スキヤナードライバを再インストールします 一手順(こついては、スキヤ 
ブーのマニュアルを参照してくださし、。 
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サウンドの問題 

A 警告：本項の手順を開始する前に、『製品情報ガイド J の安全手順に従って 
ください。 

Windows で音量を調節します 一画面ち下(こあるスピーカーのアイコンをク 
IJ ックまたはダブルク IJ ックします。音量び上げてあり、サウンドびミュート(こ 
設定されていないか確認します。 

コン七ントを確認します 一 電気スタンドなどの電化製品でコンセント(こ問題 
びないことを確認します。 

電気的な巧害を解消します ー コンピュータのおくで使用している扇風機、董 
化な、またはノ\□グンランプの電源を切ってみます。 

サウンドドライバを再インストールします一 143ページの「ドライバ」を 
参照してくださし、。 

ハードウエアに関するトラブルシューティングを実行します 一 146 ぺ一 

ジの「 Microsoft ⑥ Windows ® XP および Microsoft Windows VistaJM の各オペ 
レーティングシステ厶におけるソフトウエアおよびノ\ー ドウエア(こ関する問題 
のトラブルシューティング」を参照してくださし、。 
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トラブルシューテイングのツール 


診断ライト 

A 警告：本項の手順を開始する前に、『製品情報ガイド J の安全手順に従って 
ください。 

問題のトラブルシューティングを容易じするため、正面に「1」、「2」、「3」、 
および「4」とラベルのついた4つのライトびあります。これらのライトは、 
消なまたは緑色です。コンピュータび正常に起動している場合は、ライトび 
点滅します。コンピュータび'誤動作している場合は、各ライトと電源ボタン 
の点なパターンで問題を識別することび'できます。これらのライトは休止が 
態ち示します。 

POST 開始前の診断ライトコード 


診断ライト 電源ライト問題の説明 推奨される処置 


©©厨®消な 


コンピュータの電 
源び切れているか、 
Windows 休止が態 
モード(こなってし、 
ます。 


電源ボタンを押してコン 
ピュータの電源をスンに 
します。 

コンピュータの電源び入 
らない揚合、正面パネル 
の電源ライトび点なして 
いることを確認します。 
電源ライトびスフの揚合 
は、コンピュータび動作 
しているコンセント(こ接 
続されていることを確認 
してから、電源ボタンを 
押します。 

それでち問題び解決しな 
し、揚合は、デル(こ連絡し 
てテクニカルヴポートを 
受けて < ださし、 
(309 ページの 「 Dell お問 
し、合わせ番号」を参照)。 
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診断ライト 

電源ライト問題の説明 

推奨される処置 

©0(3)© 

緑色の点滅コンピュータは省電適切な手順(こ従って、コ 
力が態または「スンピュータを「ウェイク 
IJ ープ」モード（こアップ」します。39ペー 
なっています。 ジの「アドバンス機能」を 

参照してくださし、。 



それでち問題び解決せず、 
かつコンピュータを USB 
マウスまたはキーボード 
でウェイクアップしよう 
とする揚合、マウスまたは 
キーボードを正し<動作 
する PS /2 マウスまたは 
キーボード(こ置き換え、コ 
ンピュータをウェイク 
アップしてみます。 

©©(3)@ 

緑色 特にありません。 システ厶のノ\ー ドウェア 

は正常(こ動作しているが 
態です。ここで示される 
事項はブぺレーティング 
システ厶またはソフト 
ウェアと関係している巧 
能性びあります。 


©◎◎© 

(点滅） 


黄色び点な BK ) S び実行されてプ□セッサび正しく取り 
いません。 はけられているか確認 

し、コンピュータを再起 
動します （166 ページの 
「プ□セツサ」を参照)。 


それでち問題び解決しな 
し、揚 S ま、デル(こ連絡して 
テクニカルサポートを受 
けて<ださい （309 ページ 
の 「 Dell お問い合わせ番 
号」を参照)。 
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診断ライト 

電源ライト問題の説明 推奨される処置 

〇©@@ 

黄色の点滅電源装置または電111ページの「電源の問 
源ケーブルじ問題題」の手順を実行します。 

(点滅） 

5;是 f し^し能性それでち問題び解決しな 
なめのます。 い揚合は、デル(こ連絡して 

テクニカルサポートを受 
けて<ださい （309 ページ 
の 「 Dell お問い合わせ番 
号」を参照)。 


黄色び点なメモ IJ ライザーか、グメモ IJ ライザーまたはグラ 
ラフィックライザーフィックライザーび適切な 
のいずれかで問題びコネクタじ正しく装着され 

(点滅） 

検出されてし^ます。てし^るか確認します。 

電源ケーブルびメモ IJ ラ 
イザーおよびグラフィッ 
クライザー(こ正しく接続 
されているか確認します。 

詳細については、190ペー 
ジの「メモ IJ 」 を参照して 
<ださし、。 

それでち問題び解決しな 
し、揚 S ま、デル(こ連絡して 
テクニカルサポートを受 
けて<ださい （309 ページ 
の 「 Dell お問い合わせ番 
号」を参照)。 

©0(3)© 

黄色び点なシステ厶基板に問題デルに連絡してテクニカル 
び発生した可能性びサポートを受けてくださし、 
あります。 （309 ページの 「 Dell お問 

(点滅） 

し、合わせ番号」を参照)。 

〇©@@ 

黄色び点なシステ厶基板(こ問題デル(こ連絡してテクニカル 
び発生した可能性びサポートを受けてくださし、 
あります。 （309 ページの 「 Dell お問い 

(点滅） 

合わせ番号」を参照)。 
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診断ライト 

電源ライト問題の説明 推奨される処置 

©@@@ 

黄色び点なシステ厶基板に問題デルに連絡してテクニ 
び発生した可能性びカルサポートを受けて 
あります。 ください （309 ページの 

(点滅） 

「 Dell お問い合わせ番号」を 
参照)。 

©©@@ 

黄色び点なシステ厶基板に問題デルに連絡してテクニカ 
び発生した可能性びルヴポートを受けて<だ 
あります。 さい （309 ページの 「 Dell お 

(点滅） 

問ぃ飾姆号」を参照 X 

©@©@ 

黄色び点なプ□セツサび適合し103ページの「トラブル 
ていません。 シューテイング丄166ペー 

(点滅） 

ジの「プ□セツサ」を参照 
して < ださし、。 

©@@@ 

黄色び点な電源装置ケーブルび両方の電源ケーブルびマ 
正しく接続されていザーボードに接続されて 

(点滅） 

ません。 いることを確認して < だ 

さし、。 


POST 実行中の診断ライトコード 

POST の実行中、電源ライトは診断ライトコードとして緑色に点なします。 


ライトパターン 

問題の説明 推奨される処置 

©@@@ 

プ□セツサに障害び発生したプ□セツサを取り付けな 
可能性びあります。 おし (166 ページの「プロ 

セツサ」を参照）、コン 


ピュータ再起動します。 
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ライトパターン 問題の説明 


推奨される処置 


©©◎@ 


拡張カードの障害び豬生した1競合の有無を確認する 
可能性びあります。 ためじ（グラフィック 

カードじ(外の）カードを 
1っ取り外して、コン 
ピュータを再起動しま 
す (211 ページの「カー 
ド」を参照)。 

2問題び解決しない揚合 
は、取り外したカードを 
取り巧け、別のカードを 
取り外して、コンピュー 
夕を再起動します。 

3それぞれのカードじっし、 
て、この手順を繰り返し 
ます。コンピュータび'正 
常に起動する揚合は、コ 
ンピュータから取り外し 
た最後のカードの IJ ソー 
スコンフ IJ クトのトラブ 
ルシューティングを巧い 
ます （146 ページの 
「 Microsoft ® Windows ® 
XP および Microsoft 
Windows Vista ™ の各ブ 
ペレーティングシステ厶 
I こおけるソフトウェアお 
よびノ\ー ドウェア I こ関す 
る問題のトラブルシュー 
ティング」を参照)。 

4それでち問題び解決し 
ない揚合は、デル I こ連 
絡してテクニカルヴ 
ポートを受けて<ださ 
い (309 ページの 「Dell 
お問い合わせ番号」を 
参照)。 
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ライトパターン 問題の説明 推奨される処置 


グラフィックカー wa 章 s び発 i ^ンピュータ i こグラ 
wwvyw 生している可能性びあります。フィックカードびある 

揚合、カードを取り外し 
て、取り付けなおし、コ 
ンピュータを再起動し 
ます（211ページの 
「カード」を参照)。 

2問題び解決しない揚合 
は、動作確認済みの別の 
グラフィックカードを 
取り付け、コンピュータ 
を再起動します。 

3それでち問題び解決しな 
し、揚合、またはグラ 
フィック機能びスンボー 
ドの揚合は、デル I こ連絡 
してテクニカルサポート 
を受けて < ださし、 
(309 ページの 「 Dell お問 
し、合わせ番号」を参照)。 


フ D ッピ—ライブまたはすぺての S ; 原クーブルが 
ノ\ー ドドライブ(こ障害び豬生よびデータケーブルを接 
している可能性びあります。続しなおし、コンピュータ 

を再起動します。 


パ、/^ USB の障害び発生した可能性すべての USB デバイスを 
びあります。 取り巧けなおし、ケ-ブル 

接続を確認して、コン 
ピュータを再起動します。 
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ライトパターン 問題の説明 


推奨される処置 




メモ IJ モジュールび検出され1 ;< flj モジュールを装 
ません。 着しなおし、コンピュー 

夕びソモ IJ と正常 I こ通 
信していることを確認 
します （190 ページの 
「メモ IJ 」 を参照)。 

2コンピュータを再起動 
します。 

3問題び解決しない揚合 
は、すべてのメモ IJ モ 
ジュールを取り外し、メ 
モ IJ モジュールコネク 
夕 DIMM _1 I こメモ IJ モ 
ジュールを1つ取りイ寸 
けます。 

4コンピュータを再起動 
します。 

；<fij びペア I こなってし、 
ないので、システ厶び' ノ\° 
フスー マンスち エラー 訂 
正機能ちお下したが態で 
動作することを示すメッ 
セージび'表示されます。 

5< F 1> を巧してブぺレー 
ティングシステ厶を起 
動します。 

6 Dell Diaanostics (該断） 
プ□グラ厶を実行します 
(138 ページの 「Dell 
Diagnostics (彭断）プ 

□グラ厶」を参照)。 
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ライトパターン 問題の説明 推奨される処置 


7テストした >< flj モ 
ジュール I こ問題びなけれ 
ば、コンピュータを 
シャットダウンし 
(155 ぺージの「コン 
ピュータの電源を切る」 
を参照）、そのメモ IJ モ 
ジュールを取り外し、残 
りのソモ IJ モジュール I こ 
ついて、起動時または彭 
断プ□グラ厶のテスト時 
I こ^モ IJ エラーび'発生す 
るまで、この手順を繰り 
返します。 

最初 I こテストしたメモ 
IJ モジュール I こ問題び 
あった揚合でち、残りの 
メモ IJ モジュール I こ問 
題びないか確認するた 
め、すべてのソモ IJ モ 
ジュール I こ巧し、同じ手 
順を繰り返します。 

8問題のあるメモ IJ モ 
ジュールび判明した 
ら、デル I こ連絡して交 
換を依頼してくださし、 
(309 ページの 「Dell 
お問い合わせ番号」を 
参照）。 


©© 0 @ 


システ厶基板(こ問題び豬生しデル(こ連絡してテクニカル 
ました。 サポートを受けて<ださし、 

(309 ぺージの 「 Dell お問 
し、合わせ番号」を参照)。 
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ライトパターン 問題の説明 推奨される処置 


©◎域© 


メモ IJ モジュールは検出され 
ましたび、メモ IJ 構成または互 
換性 エラーび 存在します。 


特別なメモ IJ モジュー 
ルやメモ IJ コネクタ装 
着の要件びないか確認 
します （190 ページの 
「メモ IJ 」 を参照)。 
取り付けたメモ IJ モ 
ジュール I こシステ厶と 
の互換性びあることを 
確 I 忍します （190 ページ 
の「ソモ IJ 」 を参照)。 
メモ IJ モジュールを取り 
巧けなおして、コンピュー 
夕を再起動します。 
問題び解決しない揚合 
は、デル I こお問い合わせ 
<ださい (309 ページの 
「 Dell お問い合わせ番 
号」を参照)。 


ビデス初期化のルーチンのモこ夕一の h ® (こ表ホさ 
wwWw システ厶処理です。 れるメッセ-ジ(こ注意し 

ます。 
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ライトパターン 問題の説明 推奨される処置 


^巧 ffi 張力ードの障 S ろ巧 g をした1(グラフィックカード m 
W 炒 W 可能性びあります。 外の）力-ドを1つ取り 

外して、コンピュータを 
再起動します (211 ペー 
ジの「カード」を参照)。 

2問題び解決しない揚合 
は、取り外したカードを 
取り巧け、別のカードを 
取り外して、コンピュー 
夕を再起動します。 

3それぞれのカードじつい 
て、この手順を繰り返し 
ます。コンピュータび'正 
常 I こ起動する揚合は、コ 
ンピュータから取り外し 
た最後のカードの IJ ソー 
スコンフ IJ クトのトラブ 
ルシューティングを行い 
ます （146 ページの 
r Microsoft ® Windows ® 
XP および Microsoft 
Windows VistaJM の各 
ブぺレーティングシス 
テ厶 I こおけるソフト 
ウェアおよびノ\-ド 
ウェア I こ関する問題の 
トラブルシューティン 
グ」を参照)。 

4問題び解決しない揚合 
は、デル I こお問い合わせ 
<ださい (309 ページの 
「 Dell お問い合わせ番 
号」を参照)。 


パ^^^^^^/;; j 、 ビデオ初期化前のルーチンのモニターの画面に表示 
vi / w '^ Vi / システ厶処理です。 されるメッセージじを 

后、しま弓。 
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電源ライト 

A 警告：本項の手順を開始する前に、『製品情報ガイド J の「安全にお使いい 
ただくための注意」を参照してください。 

コンピュータの前面じある電源ボタンライト（両色 LED ) は、点滅と点なと 

で異なるが態を示します： 

• 電源ライトび消なしている場合、コンピュータの電源び切れている 
か、またはコンピュータじ電力び'供給されていません。 

- 電源ケーブルをコンピュータ背面の電源コネクタとコンセントの 
両方にしっかりと装着しなおします。 

- コンピュータが電源タップに接続されている場合、電源タップが 
コンセントじ接続され電源タップがスンになっていることを確 I 忍 
します。また、電源保護装置、電源タップ、電源延長ケーブルな 
どを使用している場合は、それらを取り外してコンピュータの電 
源び適切に入るか確 i 忍します。 

- 電気スタンドなどの電化製品でコンセントじ問題びないことを確 
を忍します。 

• 電源ライトび青色に点なしていて、コンピュータの反麻が停止した 

+ 曰 A. 

丄巧 □. 

- ディスプレイが接続され、電源び入っているか確 i 忍します。 

- ディスプレイび接続され、電源び入っている場合は、126ページ 
の「ビープコード」を参照してください。 

• 電源ライトび青色に点滅している場合、コンピュータはスタンバイ 
モードになっています。キーボードのキーを巧すか、マウスを動かす 
か、または電源ボタンを巧して通常の動作が態に戻します。電源ライ 
卜び青色に点なしていて、コンピュータの反麻が停止した場合： 

- ディスプレイび接続され、電源び入っているか確認します。 

- ディスプレイび接続され、電源び入っている場合は、126ページ 
の「ビープコード」を参照してください。 

• 電源ライトび黄色に点滅している場合、コンピュータじ電力は供給さ 
れていますび、デパイスび誤動作しているか、正し<取り付けられて 
し傅し、巧能性びあります。 

-メモ IJ モジュールを取り外してから装着しなおします （190 ペー 
ジの「メモ IJ 」 を参照)。 
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- すべてのカードを取り外してから取の巧けます。 

- グラフィックカードを取り付けている場合は取り外してから装着 
しなおします。 

• 電源ライトび'黄色に点なしている場合、電源に関する問題か、巧部デ 
バイスが誤動作している巧能性があります。 

- すべての電源ケーブルびシステ厶基板にしっかりと接続されてし、 
るか確認します （29 ページの「システ厶基板のコンポーネント」を 
参照)。 

- を電源ケーブルおよび前面パネルケーブルびシステ厶基板じしっ 
かりと接続されているか確認します （29 ページの「システ厶基板 
のコンポーネント」を参照)。 

ビープコード 

お使いのコンピュータの起動時じ、モこターにエラーメッセージまたは問 
題を表示できない場合、ビープ音び連続して鳴ることびあります。この連続 
したビープ音はビープコードと呼ばれ、問題を特定します。ビープコード(こ 
は、ビープ音びまず1回鳴り、次に連続して3回鳴ってから、1回鳴るちの 
びあります（コード1-3-1)。このビープコードは、メモ IJ に関する問題びコ 
ンピュータじ発生したことを示します。 

起動時にコンピュータびビープ音を発する揚 S ま、1ソ下の手順を実行します。 

1308ページの 「Diagnostics (診断）チェック U スト」（こビープコード 
を記録します。 

2 Dell Diagnostics (診断）プ□グラ厶を実行して、より重大な原因をつき 
とめます （138 ページの 「Dell Diagnostics (診断）プ□グラ厶」を参照)。 

3デルに連絡してテクこカルサポートを受けて < ださい （309 ページの 
「Dell お問い合わせ番号」を参照)。 


コード 

原因 

1-1-2 

マイク□プ□セッサレジスタ障害 

1-1-3 

NVRAM 読み書き障害 

1-1-4 

ROM BIOS チェックサ厶エラー 

1-2-1 

プ□グラ厶可能インターバルタイマー障害 

1-2-2 

DMA 初期化エラー 
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コード 

原因 

1-2-3 

DMA ページレジスタ読み/書きエラー 

1-3 

Video Memory テスト障害 

1-3-1 から 2-4-4 

ソモ IJ の認識/使用上のエラー 

1-3-2 

の問題 

3-1-1 

スレーブ DMA レジスタ障害 

3-1-2 

マスター DMA レジスタ障害 

3-1-3 

マスター割り送みマスクレジスタ障害 

3-1-4 

スレーブ割り送みマスクレジスタ障害 

3-2-2 

割の送みベクトル□ード障害 

3-2-4 

Keyboard Controller テスト障害 

3-3-1 

NVRAM 電力損失 

3-3-2 

無効な NVRAM 構成 

3-3-4 

Video Memory テスト障害 

3-4-1 

画面の初期化障害 

3-4-2 

画面の再トレースエラー 

3-4-3 

ビデオ ROM の検索障害 

4-2-1 

タイマーチックなし 

4-2-2 

シャットダウン障害 

4-2-3 

グート A 20 障害 

4-2-4 

保護モードでのす期しない割の送み 

4-3-1 

アドレス OFFFFh じ(上のソモ IJ 障害 

4-3-3 

タイマーチップカウンタ2の障害 

4-3-4 

巧部時計び停止 

4-4-1 

シ IJ アルまたはパラレルポートテスト障害 

4-4-2 

シャドウメモ IJ へのコード解凍障害 

4-4-3 

数値演算コプ□セッサテスト障害 

4-4-4 

キャッシュテスト障害 
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エラーメッ七ージ 

1ソ下をチェックし、308ページの 「Diagnostics (診断）チェック U スト」（こ 
必要事項を記入して < ださい。 

A 警告：本項の手順を開始する前に、『製品情報ガイド J の安全手順に従って 
ください。 

メッセージび一覧じない場合、オペレーティングシステ厶、またはメッセージ 
び表示された際に実巧していたプ□グラ厶のマこュアルを参照して<ださい。 


A FILENAME CANNOT CONTAIN ANY OF THE FOLLOWING CHARACTERS 
(ファイル名には次の文字を含めることができません）：\ / : * ? II I < 

> I —これらの文字はファイル名(こは使用しないでくださし、。 


A REQUIRED. DLL FILE WAS NOT FOUND (必要な .DLL ファイルが見つ 
かりませんでした） 一 開こうとしているプ□グラ厶(こ必須のファイルび 
見つかりません。次の操作を行い、プ□グラ厶を削除して再インス!-ールし 
ます。 

1スタートボタンをクリックし、コント□ールパネルをク IJ ックして、プ□グ 
ラ厶の追加と削除をク IJ ックします。 

2削除するプ□グラ厶を選択します。 


3プ□グラ厶の変更と削除アイコンをク IJ ックします。 


4インス!-ール手順 I こついては、プ□グラ厶 I こ付属のマニュアルを参照してく 
ださし、。 


AlertIAir Temperature Sensor Not D 口 ected . (警告！気ミ直七ン 
サが検出されません。） 一 すべてのケーブルび I / O パネルおよびシステ厶 
基板(こしっかりと取り付けられていることを確認し、コンピュータを再起動 
します。それでち問題を解決できない揚合は、デル(こお問い合わせ<ださし、 
(309 ぺージの 「 Dell お問い合わせ番号」を参照)。 
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AlertICPU Installed in Incorrect Socket (警告！ CPU が誤った 
ソケットに装着されています）一 

AlertISystem thermal solution compromised. (警告！システム 
のサーマルソリューシヨンに障害が発生しました。）システムのカバー 
を交換し、 再起動します ー コンピュータのカバーび正しく取り付けられ 
ていることを確認し、コンピュータを再起動します。 

乂モ：単一のプ□セツサの構成では 〔 PU _0 を使用する必要びあります。 


AlertIPrevious attempts at booting this system have failed 
AT CHECKPOINT [NNNN^. (システム起動時に前回の試行がチェックポ 
イント [wwww] で失敗しました。） For help in resolving this 

PROBLEM, PLEASE NOTE THIS CHECKPOINT AND CONTACT DELL 
Technical Support (この問題を解決するには、このチェックポイン 
卜をイモしてデルテクニカルサポートにお問い合わせください）一 

Contact Dell and report the checkpoint code い nnn ) to the support 
technician . (デルのサ Tit ー ト技術者(こ問い合わせ、このチェックポイントコー 
ド ( nnnn ) を報告してください。） （309 ページの 「 Dell お問い合わせ番号」 
を参照)。 
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Alert ! Memory Fan Failure (警告！ゾモリファンに障害が発生しま 
した）一 

Alert ! Hard Drive Fan Failure (警告！ハードドライブファンに障 
害が発生しました）一 

AlertIFront Fan Failure (警告！前面ファンに障害が発生しました）一 

AlertIChipset heatsink not detected . (警告！チップ七ットヒー 
トシンクが検出されません。）一 

AlertICard Cage Fan Failure (警告！力ードケージファンに障害 
が発生しました）一 

AlertIPower Supply Fan Failure (警告！電源装置ファンに障害が 
発生しました）一 

Alert ! Previous Fan Failures (警告！ィモリファンに障害が発生し 
ました）一 

AlertIPrevious Thermal Failure (警告！前回コンピユータを使用 
したときに、サーマルに障害が発生しました）一 

AlertIPrevious Shutdown Due to Thermal Event (警告！前回コ 
ンピユータを使用したときに、サーマルに障害が発生しました）一 

換気□び田さびれていないか、またはすベてのファンび正しく取り付けられ 
動作しているか確認します。また、プ□セツサのヒートシンクアセンブ IJ び 
正しく取り付けられているか確認します。 


AlertIPrevious Reboot Was Due to Voltage Regulator 
Failure (警告！前回コンピュータを使用したときに、電任レギュレー 
夕に障害が発生しました） ーデル(こ連絡してサポートを受けてください。 
309ページの 「 Dell お問い合わせ番号」を参照してくださし、。 


AlertISystem Battery Voltage is Low (警告！システムのバツテ 
リ電圧が低下しています）ー バッテ IJ 一を交換します。189ページの 
「パ'ッテ IJ 一の交換」を参照してくださし、。 
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AlertIMemory Configuration Mismatch. Please enter Setup 
FOR Memory Information d 口 ails. (警告！ メモリ構成に一貫性が 
ありません。七ットアップユーティリティを起動し、イモリ情報を 
チェックしてください。）一 

AlertIMemory Risers must be installed as a set of four (警告！イ 
モリライザーを4つを1七ットとして取り付ける必要があリます）一 
AlertIUncorrectable Memory Error Previously Detected in 
DIMM_X/Y (警告！ DIMM_X/Y で前回検出された、修正不可能なイ 
モリエ ラー です）一 

AlertIOperating in single channel debug mode. Please 

POPULATE MEMORY IN MATCHED SETS FOR NORMAL OPERATION. (警告！ 
単ーチャネルのデバッグモードで動作しています。通常の動作を行う 
にはイモリを適切な七ットで配置してください。） 一 

AlertIMemory Built-in Self Test fails in DIMM_X/Y (警告！イ 
モリビルトイン七ルフテストが DIMM_X/Y で失反しました）一 

109ページの「ソモ IJ の問題」を参照してくださし、。 

AlertIInvalid configuration information -DIMMs must have 
Full DIMM Heat Spreaders (警告！不正なイモリが取り付けられ 
ています。 DIMM にはフル DIMM ヒートスプレッダが必要です）一 

フルレングスヒートスプレッダ （ FLHS ) を使用してるか、また正しく取り付 
けられているか確認します。 

Attachment failed to respond (アタッチイントが応答に失敗しま 
した）一 104ページの「ドライブの問題」を参照してください。 

Bad command or file name (入力したコマンドが存在しないか、指 
定したファイル名ではありません）一 正しいコマンドを入力したか、ス 
ペースの位置は正しいか、パス名は正しいかを確認します。 

Bad error-correction code ( ECC ) on disk read (修正不能な読み 
取リエラーを検出しました）一 104ページの「ドライブの問題」を参照 
して < ださし、。 
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Controller has failed (コントローラが失敗しました）一 

104 ページの「ドライブの問題」を参照してくださし、。 


Data error (データエラー）一104 ページの「ドライブの問題」を参照 
して < ださし、。 


Decreasing available memory (利用可能なィモリが減少しています）一 

107 ページの「フ IJ ーブおよびソフトウェアの問題」を参照してくださし、。 


Diskette drive 0 seek failur (ディスケットドライブ 0で シーク 
に失敗しました）一104 ページの「ドライブの問題」を参照してください。 


Disk 口 TE read failure (デイスケツトの読み取りに失敗しました）一 

104 ページの「ドライブの問題」を参照してくださし、。 


Diskette subsystem res 口 failed (ディスケットサブシステムのリ 
七ットに失敗しました）一 Dell Diagnostics (診断）プ□グラ厶を実行し 
ます。138ページの 「Dell Diagnostics (診断）プ□グラ厶」を参照してくだ 
さし、。 


Diskette write protected (デイスケツトの書き込み保護機能が有 
効になっています） 一書き送み保護ソッチをオープン位置(こスライドし 
ます。 


Drive not ready (ドライブの準備ができていません）ーフ □ッピ ー 

デイスクをドライブ(こ挿入します。 


ゲート A 20 障害一107 ぺージの「フ IJ — ブおよびソフトウェアの問題」 
を参照してくださし、。 
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Hard-disk configuration error (ハードディスク構成エラー）一 
Hard-disk controller failure (ハードディスクコントローラ障害）一 
Hard-disk drive failure (ハードディスクドライブ障害）一 
Hard-disk drive failure (ハードディスクドライブ障害）一 

104ページの「ドライブの問題」を参照してくださし、。 

Insert bootable media (起動用ディアを挿入してください） 

起動フ□ッピーディスク、 CD またはその他の起動用メディアを挿入します。 

Invalid configuration information - please run SETUP 
PROGRAM (無効な設定情報一七ットアップューティリティを実行し 
てください）ーセットアップユーティ IJ ティを起動し （83 ページの「セッ 
トアップユーティ IJ ティ」を参照)、コンピュータの設定情報を修正します。 


Keyboard failure (キーボードで障害が発生しました）一 106 ぺ一 

ジの「キーボードの問題」を参照してくださし、。 

Memory address line failure at address ，read value expecting 
ぷ八 /e (イモリアドレスラインエラー（アドレス、読み取り値、予測 

値））一109ページの「><モ IJ の問題」を参照してください。 

Memory allocation error (メモリ割り当てエラー）一 

1コンピュータの電源を切り、30秒待ってから再起動します。 

2再度プ□グラ厶を実行してみます。 

3再度エラーメッセージび表示される揚合、追加のトラブルシューティング I こ 
ついては、ソフトウエアのマニュアルを参照してください。 
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Memory data line failure at address , read value expecting 
value ( イモリデータラインエラー（アドレス、読み取り値、予測値））一 
Memory double word logic failure at address ， read value 
EXPECTING value ( イモリダブルワードロジックエラー（アドレス、読 
み取り値、予測値））一 

Memory odd/even logic failure at address ， read value 
EXPECTING value ( イモリの奇数 / 偶数ロジックエラー（アドレス、読 
み取り値、予測値））一 

Memory write/read failure at address ， read value expecting 
*^3/ 分 e ( イモリ書き込み / 読み取リエラー（アドレス、読み取り値、予 
測値））一 

Memory size in CMOS invalid (CMOS のメモリサイズが無効です）一 

109ページの「^モ IJ の問題」を参照してくださし、。 

No BOOT DEVICE AVAILABLE ( 利用可能な起動デバイスがあリません）一 

• フ□ッピードライブび起動デバイスの揚合は、起動用メディアびドライブ肉 
I こあることを確認します。 

•ノ\ー ドドライブび起動デバイスの揚合、ケーブルび接続されていること、ド 
ライブび適切 I こ装着されていること、および起動デバイスとしてパーティ 
シヨン分割されていることを確111します。 

• セットアップユーティ IJ ティを起動して、起動順度の情報び正しいか確 i 忍し 
ます （83 ページの「セットアップユーティリティ」を参照)。 


No BOOT SECTOR ON HARD-DISK DRIVE (ハードディスクドライブ上に 
ブート七クターがありません） ーセットアップユーティ IJ ティを起動し 
(83 ページの「セットアップユーティ IJ ティ」を参照)、コンピュータのハー 
ドドライブ設定情報び正しいか確認します。 

セットアップユーティ IJ ティ巧の情報び正しいことを確認した後でちメッ 
セージび表示される揚合は、オペレーティングシステ厶のマニュアルの再イ 
ンス I -ール情報を参照してくださし、。 

No TIMER TICK INTERRUPT (タイマーチックの割り込みがありませ 

ん）一 Dell Diagnostics (診断）プ□グラ厶を実行します。138ぺージの 
「Dell Diagnostics (診断）プ□グラ厶」を参照してください。 
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Non-system disk or disk error ( 非システムのディスクであるか、 
またはディスクでエラーが発生しました）一 起動オペレーティングシ 
ステ厶の入ったフ□ッピーディスクと交換するか、ドライブ A からフ□ッ 
ピーディスクを取り出してコンピュータを再起動します。 


Not a boot diskette ( 起動ディスクではありません）一 起動用 

ディアを挿入してコンピュータを再起動します。 


Not enough memory or resources (イモリまたはリソースが足り 
ません） Close some programs and try again ( プログラムを閉じ、 
操作をやり直してください） 一すべてのウィンドウを閉じ、使用するプロ 
グラ厶のみを開きます。揚合(こよっては、コンピュータを再起動してコン 
ピュータ IJ ソースを復元する必要びあります。その揚合、最初(こ使用したい 
プ□グラ厶を実行します。 


Operating system not found (オペレーティングシステムが見つか 
りません）ー デル(こお問い合わせください （309 ページの 「 Dell お問い合 
わせ番号」を参照)。 

Please Connect USB Keyboard/Mouse to USB Ports on the 
Back of the Computer (USB キーボードまたはマウスをコンピュー 
夕の背面にある USB ポートに接続してください）ー コンピュータの 
電源を切り、 USB キーボードとマウスの両方またはどちらかをコンピュータ 
背面の USB コネクタ(こ接続し、コンピュータを再起動します。 

Plug and Play Configuration Error (プラグアンドプレイ設定エ 
ラー）一 

1コンピュータの電源を切り、コンセントから取り外します。次に、カードを 
1枚だけ残してすべて取り外します。 

2コンピュータのプラグを差し込み、再起動します。 

3 ^ッセージび 再度表示される揚合は、取り付けられているカードび誤動作し 
ている可能性び あ ります。ッ セー ジび再度表示されない揚合は、 コン ピュー 
夕の電源を切り、別のカードを1枚挿入します。 

4誤動作しているカードびわかるまで、この手順を繰り返します。 
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Read fault ( 読み取リエラー）一 

Requested sector not found ( 必要な七クターが見つかりません）一 
Reset failed ( リ七ットに失敗しました）一 

104ページの「ドライブの問題」を参照してくださし、。 


Sector not found ( 七クターが見つかりません）一 

• Windows のエラーチェックユーテイ IJ テイを実行して、フ□ッピーデイス 
クまたはノ\ー ドドライブのファイル構造を調べます。手順じついては、 
Windows のヘルプを参照してくださし、。 

• 多くのセクタ I こ障害びある揚合、可能であればデータをバックアップして、 
フ□ッピーディスクまたはノ\ー ドドライブを再フスーマツトします。 


Seek error ( シークエラー）一 104ぺージの「ドライブの問題」を参照 
して < ださし、。 


Shutdown failure ( シャツトダウン障害）一 Dell Diagnostics (診断) 

プ□グラ厶を実行します。138ページの 「Dell Diagnostics (診断）プ□グラ 
厶」を参照してくださし、。 


Time - of-day clock stopped ( 内部時計が停止）一 

TIME-OF-DAY NOT S 口（内部時計が設定されていません）一 

セットアップユーティ IJ ティを起動し（のページの「セットアップユーティ 
IJ ティ」を参照)、日時を修正します。問題び解決しない揚合は、システ厶バッ 
テ IJ 一を交換します （186 ページの「パ'ッテ IJ 一」を参照)。 


Timer chip counter 2 failed (タイマーチップカウンタ 2 で障害が 
発生しました）一 Dell Diagnostics (診断）プ□クラ厶を実行します。 
138ページの 「Dell Diagnostics (診断）プ□グラ厶」を参照してください。 

Unexpected interrupt in protected mode (保護モードでの予期し 

ない割り込み）一 Dell Diagnostics (診断）プ□グラ厶を実行します。 
138ページの 「Dell Diagnostics (診断）プ□グラ厶」を参照してください。 
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WARNING ： Dell's Disk Monitoring System has d 口 ected that 

DRIVE [0/1] ON THE IDE CONTROLLER IS OPERATING OUTSIDE OF 
NORMAL SPECIFICATIONS.it IS ADVISABLE TO IMMEDIATELY BACK UP 
YOUR DATA AND REPLACE YOUR HARD DRIVE BY CALLING YOUR 
SUPPORT DESK OR DELL ( 警告： IDE コントローラ上のドライブ [0/1] 
が、通常の仕様外の環境で動作していることを、デルのディスクモニ 
夕ーシステムが検なしました。すぐにデータをバックアップし、サポー 
トデスクまたはデルに問い合わせてハードドライブを交換することを 
お勧めします）一 すぐ(こ利用できる交換用のドライブびなく、そのドライ 
ブび唯一の起動ドライブではない揚合、セットアップユーティ IJ ティを起動 
して、問題び発生したドライブの設定を None (こ変更します （83 ページの 
「セットアップユーティ IJ ティ」を参照）。次に、ドライブをコンピュータか 
ら取の外します。 


Write fault ( 書き込みエラー）一 

Write fault on selected drive (選択したドライブで書き込みエ 
ラーが ありました）一 

104ページの「ドライブの問題」を参照してくださし、。 

< drive letter >'\ is not accessible.( ドライブ义字 ： \ にアク七ス 
できません。） The device is not ready (デバイスの準備ができてい 
ません）一 The floppy drive cannot read the disk . (フ□ッピードライブび 
ディスクを読めません。）フ□ッピーディスクをドライブじ挿入して、再度試 
してみます。 
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Dell Diagnostics (診断）プログラム 

A 警告：本項の手順を開始する前に、『製品情報ガイド J の「安全にお使いい 
ただくためのま意」を参照してください。 

Dell Diagnostics (診断）プ□グラムを使用する場合 

コンピュータじ問題び発生した場合は、デルテクこカルヴポートじお問い合 
むせ(こなる前に、107ページの「フ IJ ーブおよびソフトウェアの問題」の 
チェック事項を実行してから 、 Dell Diagnostics (診断）プ□グラ厶を実行し 
て < ださい。 

作業を始める前に、これらの手順を E 日刷してお<ことをお勧めします。 

〇ミ主意： Dell Diagnostics (診断）プ□グラ厶は Del | TM 〕 ンピュータ上での 
み機能します。 

乂モ： 『Drivers and Utilities^ ソディアはオプションなので、同徊されていない 
コンピュータちあります。 

セットアップユーティ IJ ティを起動して （83 ページの「セットアップユー 
ティ IJ ティ」を参照)、コンピュータの設定情報を閲覧して、テストするデパ 
イスびセットアップユーティ IJ ティに表示され、アクティブであることを確 
を忍します。 

Dell Diagnostics (診断）プ□グラ厶は、ノ\ー ドドライブまたは 『Driversand 
Utilities ^ メディアから実行できます。 

ハードドライブからの Dell Diagnostics (診断）プログラムの起動 

1コンピュータの電源を入れます（または再起動します)。 

2 DELLTM □ゴび表示されたら、すぐに < F 12> キーを巧します。 

^ メモ：診断ユーティ IJ ィティパーティションび見つからないことを知らせ 
るソッセージび表示された揚合は、 『Drivers and Utilities]] ソディアから Dell 
Diagnostics (診断）プ□グラ厶を実行してください。 139 ページの 「『Drivers 
and Utilities]] ディアから Dell Diagnostics (彭断）プ□グラ厶を起動する 
揚合」を参照して<ださし、。 

キーを巧すタイミングび遅れて、オペレーティングシステ厶の□ゴが 
表示されてしまったら 、 Microsoft ® Windows ® デスクトップび表示 
されるまでそのまま待機します。その後コンピュータをシャットダウ 
ンして （155 ページの「コンピュータの電源を切る」を参照）もう一度 
やり直します。 
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3 起動デパイスの一覧び表示されたら、 Boot to Utility Partition 

(ユーティ U ティパーティションから起動）をハイライト表示して、 
< Enter > キーを巧します。 

4 Dell Diagnostics (診断）プ□グラ厶の Main Menu (メインメこュー） 
び表示されたら （140 ページの 「Dell Diagnostics (診断）プ□グラ 
厶のメインメこュー」を参照)、実行するテストを選択します。 

『Drivers and UtilitiesI メディアから Dell Diagnostics ( 診断）プ 
ログラムを起動する場合 

1 『Drivers and UtilitiesJ ] メディアを挿入します。 

2コンピュータをシャットダウンし、コンピュータを再起動します。 
DELL □ゴび表示されたら、すぐに < F 12> キーを巧します。 

キーを巧すタイミングび合わず 、 Windows □ゴび表示されてしまっ 
たら、 Windows デスクトップび表示されるまで待ちます。その後コ 
ンピュータをシャットダウンしてもう一度やり直します。 

^ メモ：次の手順では、起動順唐を1回だけ変更します。次回の起動時 
から、コンピュータはセットアップユーティ IJ ティで指定されたデバ' 
イス(こ従って起動します。 

3 起動デパイスー覧び表示されたら、 Onboard or USB CD-ROM Drive 

(巧蔵または USB CD - ROM ドライブ）をハイライト表示して、 < Enter > 
キーを巧します。 

4表示されるメこューから Boot from CD-ROM ( CD から起動）スプ 
ションを選択して、 < Enter > キーを巧します。 

51と入力してメこューを起動し、 < Enter > キーを巧して作業を続けます。 

6番号イ寸きの一覧から Run the 32 Bit Dell Diagnostics (32 ビット 

Dell Diagnostics (診断）プ□グラ厶を実行）を選択します。複数の 
パージョンび表示されている場合、お使いのコンピュータじ適切な 
バージョンを選びます。 

7 Dell Diagnostics (診断）プ□グラ厶の Main Menu (メインメこュー） 
び表示されたら、実行するテストを選択します。 
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Dell Diagnostics (診断）プログラムのメインメニユ ー 

1 Dell Diagnostics (診断）プ□グラ厶び□ー ドされ Main Menu (メ 
インメこュー）画面び表示されたら、希望のオプションのボタンをク 
IJ ックします。 


オプション 機能 


Express Test (エクスプデバイスのクイックテストを実行します。このテスト 
レステスト） は通常10〜20分かかり、途中でユーザーび操作す 

る必要はありません。最初に Express Test (エクス 
プレステスト）を実行すると、問題をさら(こすばや< 
特定することびできます。 


Extended Test (拡張テデバイスのを体チェックを実行します。通常このテス 
スト） 卜じは1時間じ(上かかり、質問に定期的に麻答する 

必要びあります。 


Custom Test (カスタ厶特定のデバイスをテストします。実行するテストを力 
テスト） スタマイブできます。 


Symptom Tree (おがツ最ち一般的な症がを一覧表示し、問題の症が(こ基づし、 
IJ 一） たテストを選択できます。 


2テスト中に問題を検出すると、エラーコードと問題の説明を示すメッ 
セージび表示されます。エラーコードと問題の説明を記録し、画面の 
指示に従います。 

エラーのが態を解決できない場合は、デルにお問い合わせ<ださい 
(309 ページの 「 Dell お問い合わせ番号」を参照)。 

^ メモ：お使いのコンピュータのサービスタグは、各テスト画面の上部 
(こあります。デルにお問い合わせ(こなると、テクニカルサポート担当 
者びお客様のサービスタグをお尋ねします。 

3 Custom Test (カスタ厶テスト）または Symptom Tree (症がツ 

IJ 一）オプションからテストを実行する場合は、該当するタブをク 
IJ ックします。（詳細じついては、じ(下の表を参照して<ださい） 
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タブ 

機能 

Results (結果） 

テストの結果、および発生したすべてのエラーのが態 
を表示します。 

Errors フー j 

発生したエラーのが態、エラーコード、および問題の 
説明を表示します。 

Help (ヘルプ） 

テストじついて説明します。また、テストを実巧する 
ための要件を示す揚合ちあります。 

Confiauration (構成） 

選択したデパイスのノ\ー ドウエア構成び表示されます。 

Dell Diagnostics (診断）プ□グラ厶は、セツトアツ 
プユーティ IJ ティ、><モんおよび様々なの部テスト 
からすべてのデバイスの設定情報を入手して、画面の 
左側ペインのデバイスー覧(こ表示します。デバイスー 
覧(こは、コンピュータ(こ取り付けられたすべてのコン 
ポーネント名、またはコンピュータ(こ接続されたすベ 
てのデバイス名び表示されるとは限りません。 

Parameters (パラ-夕）テストの設定を変更して、テストをカスタマイブする 
ことびできます。 


4 『Drivers and UtilitiesJ ] メディアから Dell Diagnostics (診断）プ日 
グラ厶を実行している場合は、テストび終了したらディスクを取り 
出します。 

5 テスト画面を閉じ、 Main Menu (メインメこュー）画面に戻ります。 
Dell Diagnostics (診断）プ□グラ厶を終了して、コンピュータを再 
起動するには、 Main Menu (メイン;こユー）画面を閉じます。 
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診断チェックリスト 


御名前： 

曰巧： 

御住所： 

電話番号： 

サービスタグブンバー（コンピュータ背面のバーコードの番号）： 
エクスプレスサービスコード： 

返品番号（デルのサポート技術者から提供された揚合）： 

オペレーティングシステ厶とバージョン： 

周辺機器： 

拡張カード： 

ネットワークじ接続されていますか？はいいいえ 
ネットワーク、パージョン、ネットワークアダプタ： 

プ□グラ厶とバージョン： 

オペレーティングシステ厶のマニュアルを参照して、システ厶の起動ファイ 
ルの巧容を確認してください。コンピュータ(こプ IJ ンタを接続している揚合、 
各ファイルを印刷します。印刷できない揚合は、各ファイルの巧容を記録し 
てからデル(こお問い合わせ < ださし、。 

エラー^ッセージ、ビープコード または診断 コード： 

問題点の説明と実行したトラブルシューティング手順： 
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ソフトウエアの再インス I ル 


ドライバ 

ドライバとは？ 

ドライパは、プ IJ ンタ、マウス、またはキーボードなどのデパイスを制御 
するプ□グラ厶です。すべてのデパイスにドライパプ□グラ厶び必要です。 

ドライパは、デパイスとそのデパイスを使用するプ□グラ厶間の通訳のよ 
5なお目をします。各デパイスは、そのデパイスのドライパだけが認識す 
る専用のコマンドセツトを持っています。 


お使いのコンピュータじは、出荷時に必要なドライパがプ IJ インス!-ール 
されているので、新たにインス I -ールしたり設定する必要はありません。 

〇ミ主意 ： 『Drivers and utilities ^ ディスク(こは、お使いの〕ンピュータ(こイ 
ンス I -ールされていないオペレーティングシステ厶で使用するドライバち 
収録されている揚合びあります。インス I -ールするソフトウェアびお使い 
のオペレーティングシステ厶(こ巧麻していることを確認してくださし、。 

キーボードドライパなど、ドライバの多くは Microsoft Windows オペレー 
ティングシステ厶じ巧属しています。じ(下の場合にドライパをインス I -一 
ルする必要びあります： 

• オペレーティングシステ厶をアップグレードした場合。 

• オペレーティングシステ厶を再インス!-ールした場合。 

• 新しいデパイスを接続または取り付けた場合。 
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ドライバの識別 

デパイスで問題び発生した場合、ドライパび問題の原因でないかど5かを 
識別して、必要に麻じてドライパをアップデートします。 

Microsoft® Windows® XP 

1スタート^コント□ールパネルをク IJ ックします。 

2作業する分野を選びますで、パフスーマンスとメンテブンスをク IJ ッ 
クし、システ厶をク IJ ックします。 

3システ厶のプ□パティウィンドウで、ノ\ードウエアタブをク IJ ック 
し、デバイスマネージャをク IJ ックします。 

Microsoft Windows Vista^"^ 

1 Windows Vista のスタートボタンをク U ックして を 、]ンピュータを 
ちク IJ ックします。 

2プ□パティ^デバイスマネージャをク IJ ックします。 

^ 乂モ：ユーヴーアカウント制御ウィンドウび表示される揚合びありま 
す。コンピュータの管理若の揚合は、続行をク IJ ックします。管理を 
でない揚合は、管理をじ連絡して作業を続けます。 

一覧をスク□ールダウンし、デバイスアイコン上の感嘆符（川のがいた黄 
色の円）の巧いたデパイスを探します。 

デパイス名の横に感嘆巧びある場合、ドライパの再インス I -ールまたは新 
しいドライパのインス!-ールび必要な場合びあります（144ページの「ド 
ライパおよびユーティ IJ ティの再インス I -ール」を参照)。 

ドライバおよびユーティリティの再インストール 

〇ミ主意：デルサポートヴイト S 叩 po け . jp.dell.com および 『Drivers and UtilitiesH 
ディスク(こは、お使いの Dell ™ コンピュータ用として承認済みのドライパび 
提供されています。その他の媒体からドライバをインス!-ールする揚合、お 
使いのコンピュータび適切(こ動作しないおそれびあります。 
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Windows デバイスドライバの口ールバックの使い方 

新たにドライパをインス!-ールまたはアップデートした後に、コンピュー 
夕(こ問題び発生した揚合は、 Windows のデパイスドライバの□ールパッ 
クを使用して、じ(前にインス!-ールしたパージヨンのドライパに置き換え 
ることびできます。 

Windows XP : 

1スタート^マイコンピュータ^プ□パティ^ハードウェア^デバ 
イスマネージャをク IJ ックします。 

2新しいドライパをインス!-ールしたデパイスをちク IJ ックして、プ〇 
パティをク IJ ックします。 


3ドライバタブ^ドライバの□ールバックをク IJ ックします。 
Windows Vista : 

1 Windows Vista のスタートボタン®をク IJ ックして、コンピュータを 
ちク IJ ックします。 

2プ□パティ^デバイスマネージャをク IJ ックします。 

^ 乂モ：ユーヴーアカウント制御ウィンドウび表示される揚合びありま 
す。コンピュータの管理者の揚合は、続行をク IJ ックします。管理者 
でなしけ易合は、管理若(こ連絡してデバイスマネージャを起動します。 

3新しいドライパをインス!-ールしたデパイスをちク IJ ックして、プ〇 
パティをク IJ ックします。 


4ドライバタブ^ドライバの□ールバックをク IJ ックします。 

デパイスドライパの□ールパックを実行しても問題び解決しない場合は、 
システ厶の復元を使って （147 ページの「オペレーティングシステ厶の復 
元」を参照)、コンピュータを新しいドライパびインス I -ールされる前の動 
作が態に戻します。 
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Microsoft ⑩ Windows ⑩ XP および Microsoft 
Windows Vista™ の各オペレーティングシス 
テムにおけるソフトウェアおよび八ードウェ 
アに関する問題のトラブルシューティング 

オペレーティングシステ厶のセットアップ中にデパイスび検知されない 
か、検知されたび正しく設定されていない場合は、ノ\ー ドウェアに関する 
トラブルシューティングを使って非豆換性を解決できます。 

ノ\ードウェアのトラブルシューティングを開始するには、下の手順を実 
巧します： 

Windows XP : 

1スタート^ヘルプとサポートをク IJ ックします。 

2検索フィールドで、ハードウェア(こ関するトラブルシューティング 
と入力し、 < Enter > を巧して検索を開始します。 

3問題を解決するセクションで、ハードウェア(こ関するトラブルシュー 
ティングをク IJ ックします。 

4 ノ\ー ドウェア(こ関するトラブルシューティングの一覧で、問題を適切 
(こ示すスプションを選択し、次へをク IJ ックしてトラブルシューティ 
ングの残のの手順(こ従います。 

Windows Vista : 

1 Windows Vista のスタートボタン@をク U ックして、ヘルプとサ 
ポートをク IJ ックします。 

2検索フィールドで、ノ\ー ドウェア(こ関するトラブルシューティング 
と入力し、 < Enter > を巧して検索を開始します。 

3検索結果で、問題を適切に示すオプションを選択し、トラブルシュー 
ティングの残りの手順に従います。 
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オペレーティングシステムの復元 

次のよ5な方法でオペレーティングシステ厶を復元できます。 

• システ厶の復元は、データファイルじ影響をちえることなく、コン 
ピュータをじ(前の動作が態に戻します。データファイルを保護しなが 
ら、オペレーティングシステ厶を復元する最初の解決策として、シス 
テ厶の復元を使用して < ださい。 

• シマンテック製の Dell PC Restore (Windows XP で利用巧能）およ 
び Dell Factory Image Restore (Windows Vista で利用巧能）（こよっ 
て、お使いのノ\ー ドドライブはコンピュータの工場出筒時の動作が態 
(こ戻ります。どちらのアプ IJ ケーションでも、ハードドライブ巧のを 
データが永スじ削除され、またコンピュータを受け取った後にインス 
I —ルしたプ□グラ厶はすべて削除されます。 Dell PC Restore また 
は Dell Factory Image Restore は、システ厶の復元でオペレーティン 
グシステ厶の問題を解決できなかった場合にのみ使用して<ださい。 

• コンピュータじ『オペレーティングシステ厶 J ディスクび付属してい 
た揚合は、この CD を使用してオペレーティングシステ厶を復元でき 
ます。ただし、『オペレーティングシステ厶 J ディスクを使用した揚 
合ち、ノ\ー ドドライブ上のデータはすべて削除されます。システ厶の 
復元でオペレーティングシステ厶の問題を解決できなかった場合(こ 
のみ、オペレーティングシステ厶ディスクを使用してください。 

Microsoft Windows システムの復元の使い方 

ハードウェア、ソフトウェア、またはその他のシステ厶設定を変更したた 
め(こ、コンピュータび正常に動作しなくなってしまった場合は、 Windows 
オペレーティングシステ厶のシステ厶の復元オプションを使用して、コン 
ピュータを前の動作が態に復元することびできます（データファイルへ 
の影響はありません)。システ厶の復元オプションじよってコンピュータ(こ 
巧われる変更は、完全に元に戻すことが巧能です。 

〇ミ主意：データファイルのバックアップを定期的に作成してください。シス 
テ厶の復元は、データファイルの変更を監視したり、データファイルを復 
元したりしません。 

^ メモ：このマニュアルで取り上げる手順は Windows のデフスルト表示用 
(こ記述されているため、 Del | TM コンピュータび Windows のクラシック表示 
(こ設定されている揚合は適用できない揚合びあります。 
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システ厶の復元の開始 
Windows XP : 

〇ミ主意：コンピュータをが前の動作が態に復元する前に、開いているファイ 
ルをすべて保存してから閉じ、実行中のプ□グラ厶をすベて終了します。 
システ厶の復元び完了するまで、いかなるファイルまたはプ□グラ厶ち変 
要したり、開いたり、削除しないで<ださし、。 

1 スタート^すべてのプ□グラ厶^アクセサリ^システ厶ツール^ 
システ厶の復元をク IJ ックします。 

2コンピュータを前のが態に復元する、または復元ポイントの作成の 
いずれかをク IJ ックします。 

3次へをク IJ ックして、画面に表示される指示に従います。 

Windows Vista : 

1 スタート©をク IJ ックします。 

2 検索の開始ボックスで、 System Restore と入力し、 < Enter > キーを 
押します。 

^ 乂モ：ユーヴーアカウント制御ウィンドウび表示される揚合びありま 
す。コンピュータの管理者の揚合は、続行をク IJ ックします。管理を 
でない揚合は、目的の操作を巧5ためじ管理者に連絡します。 

3次へをク IJ ックして、画面に表示される指示に従います。 

システ厶の復元を実行してち問題び解決されない揚合、最後に巧ったシス 
テ厶の復元を取り消すことびできます。 


JU 前のシステ厶の復元の取り消'し 

〇を意：最後に巧ったシステ厶の復元を取り消す前に、開いているファイルを 
すべて保存して聞じ、実行中のプ□グラ厶をすベて終了してください。シ 
ステ厶の復元び完了するまで、いかなるファイルまたはプ□グラ厶ち変更 
したり、開いたり、削除しないで<ださし、。 

Windows XP : 

1 スタート^すべてのプ□グラ厶^アクセサリ^システ厶ツール^ 
システ厶の復元をク IJ ックします。 

2じ(前の復元を取り消すをク IJ ックして、次へをク IJ ックします。 
Windows Vista : 

1 スタート®をク IJ ックします。 
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2 検索の開始ボックスで 、 System Restore と入力し、 < Enter > キー慰甲します。 
3じ(前の復元を取り消すをク IJ ックして、次へをク IJ ックします。 

システ厶の復元の有効化 

職 メモ： Windows Vista では、ディスク領域び少ない揚合でも、システ厶の復 
元は無効じなりません。したびって、次の手順は Windows XP のみじ適用 
されます。 

空き容量び200 MB 未満のノ\ー ドディスクじ Windows XP を再インス 
I -ールした場合、システ厶の復元は自動的に無効に設定されます。 

システ厶の復元びち効になっているかどうかを確認するには、次の手順を 
実行します。 

1スタート^コント□ールパネル^パフスーマンスとメンテブンス^ 
システ厶をク IJ ックします。 

2システ厶の復元タブをク IJ ックし、システ厶の復元を無効(こするの 
チェックマークび巧いていないことを確認します。 


Del|TM PC Restore および Dell Factory Image Restore の使用 

〇ミ主意 ： Dell PC Restore、Dell Factory Image Restore のいずれを使用して 
ち、ノ\ー ドドライブ巧のをデータび永スじ削除され、またコンピュータを 
受け取った後(こインス!-ールしたプ□グラ厶はすべて削除されます。でき 
る限り、これらのオプションを使用する前(こデータをバックアップするよ 
う(こしてくださし 、 Dell PC Restore または Dell Factory Image Restore は、 
システ厶の復元でオペレーティングシステ厶の問題を解決できなかった揚 
合(このみ使用して < ださし、。 

^ メモ：シマンテック製の Dell PC Restore および Dell Factory Image Restore 
は、国またはコンピュータじよってはご利用になれない揚合びあります。 

Dell PC Restore (Windows XP ) または Dell Factory Image Restore 
(Windows Vista ) は、オペレーティングシステ厶を復元する際の最終的 
な方法として使用して<ださい。これらのオプションじより、お使いの 
ノ\ー ドドライブはコンピュータの工場出荷時の動作が態に戻ります。コン 
ピュータを受け取った後に追加したプ□グラ厶またはファイル（データ 
ファイルを含を）はすべて、ハードドライブから永スじ削除されます。 
データファイルとは、ワープ□ソフトの文書、表計算ソフトのワークシー 
卜、電子メールメッセージ、デジタル写真、音楽ファイルなどです。でき 
る限り 、 PC Restore または Factory Image Restore を使用する前(こすべて 
のデータをパックアップするようじしてください。 
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Windows XP: Dell PC Restore 

Dell PC Restore の使用： 

1 コンピュータの電源を入れます。 

起動プ□セスの間、 www . dell . com と書かれた青いパーび画面の上 
部(こ表示されます。 

2 青いパーび表示されたらすぐに、 < Ctrl >< F 1 レを巧します。 

< Ctrl >< F 11> をすぐに巧さないと、コンピュータは起動を終了させて 
しまい、ち5—度コンピュータは再起動することじなります。 

〇ミ主意： PC Restore の作業を続けたくない揚 S ま、 Reboot 厢起動）をク 
IJ ックします。 

3 Restore (復元）をク U ックし 、 Confirm (確認）をク U ックします。 
復元処理を完了するには、約6〜10分かかります。 

4プ□ンプトび表示されたら 、 Finish (終了）をク IJ ックしてコンピュー 
夕を再起動します。 

^ メモ：コンピュータを手動でシャットダウンしないでください。 Finish 
(終了）をク IJ ックすると、コンピュータび完全(こ再起動されます。 

5確認のメッセージび表示されたら 、 Yes (はい）をク IJ ックします。 

コンピュータび再起動されます。コンピュータび元の動作が態に戻る 
ので、表示される画面、たとえばエンドユーヴーライセンス契約の画 
面などは、コンピュータの電源を初めて入れたときと同じちのです。 

6 次へ をク IJ ックします。 

システ厶の 復元画面び表示されて、コンピュータび再起動します。 

7コンピュータび再起動したら、 0 K をク IJ ックします。 
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PC Restore の削除： 

〇ミ主意 ： Dell PC Restore をノ\ー ドドライブから削除すると、コンピュータか 
ら PC Restore ユーティ U ティび永ス(こ削除されます。 Dell PC Restore の 
削除後は、 Dell PC Restore を使用してコンピュータのオペレーティングシ 
ステ厶を復元することはできません。 

Dell PC Restore を使用すると、ノ\ー ドドライブをコンピュータ購入時の動 
作が態に戻すことびできます。ノ\ー ドドライブじ空き容量を作りたい場合 
であってち、 PC Restore をお使いのコンピュータからは削除しないことを 
お勧めします。ノ\ー ドドライブから PC Restore を削除すると、呼び戻すこ 
とさえ不巧能になるため、コンピュータのオペレーティングシステ厶を初 
期が態に戻すための PC Restore の使用は完全に不巧能になります。 

1□一カル管理者としてコンピュータじ□グスンします。 

2 Microsoft Windows エクスプ□ーラで、 c :\ dell \ utilities\DSR (こ移動 

します。 

3ファイル名 DSRIRRemv 2. exe をダブルク U ックします。 

^ メモ：□一カル管理者として□グスンしない揚合、管理者として□グ 
スンしなければならないことを示すメッセージび表示されます。 Quit 
(終了）をク IJ ックしてから、□一カル管理者として□グスンします。 

^ メモ：お使いのコンピュータのハードドライブ(こ PC Restore のパー 
ティションび存在しない揚合、パーティションび見つからなかったこ 
とを示すソッセージび表示されます。 Quit (終了）をク IJ ックしてく 
ださい。削除するパーティションはありません。 

4 0 K をク IJ ックして、ハードドライブ上の PC Restore パーティション 
を削除します。 

5確 i 忍のメッセージび表示されたら 、 Yes (はい）をク IJ ックします。 

PC Restore パーティションは削除され、新たに利用巧能となった容量 
びノ\ー ドドライブの空き領域に追加されます。 

6 Windows エクスプ□ーラで□一カルディスク （ C ) をちク U ックし、 
プ□パティをク IJ ックします。空き領域の数値び増えていることで、 
利用できるディスク容量び'増加していることを確 i 忍します。 


7 Finish (完了）をク U ックして 、 PC Restore Removal (PC Restore 

の削除）ウィンドウを閉じて、コンピュータを再起動します。 


ソフトウェアの再インス!-ール I 151 



Windows Vista: Dell Factory Image Restore 

1 コンピュータの電源を入れます。 Dell の□ゴが表示されたら、 < F 8> 
を数回巧して Vista Advanced Boot Options ウインドウ(こアクセス 
します。 

2コンピュータの修復を選択します。 

システ厶回復スプションウィンドウが表示されます。 

3キーボードレイアウトを選択して、次へをク IJ ックします。 

4 回復オプションじアクセスするためじ、□一カルユーヴーとして□グ 
スンします。コマンドプ□ンプトじアクセスするためじ、ユーヴー名 
フイールドで administrator と入力し、 OK をク U ックします。 

5 Dell Factory Image Restore をク U ックします。 

^ メモ：使用する構成(こよっては 、 Dell Factory Tools、Dell Factory 
Image Restore の順番で選択しなければならない揚合もあります。 

Dell Factory Image Restore ウェルカ厶画面び表示されます。 

6次へをク IJ ックします。 

Confirm Data Deletion (データ削除の確 110 画面び表示されます。 

〇ミ主意： Factory Image Restore の作業を続けたくない揚 S ま、 Cancel (キャ 
ンセル）をク IJ ックします。 

7 ハードドライブの再フスーマット、およびシステ厶ソフトウェアのエ 
揚出荷時のが態への復元の作業を続ける意思を確認するための 
チェックボックスをスンじして、次へをク IJ ックします。 

復元処理が開始します。復元処理が完了するまで5分 I ソ上かかる場合 
があります。オペレーティングシステ厶および工場出荷時にインス 
トールされたアプ IJ ケーションが工場出荷時のが態に戻ると、メッ 
セージび表示されます。 

8 Finish (完了）をク IJ ックして、システ厶を再起動します。 


152 I ソフトウェアの再インストール 



オペレーティングシステムディスクの使用 
作業を開始する前に 

新しくインス I -ールしたドライパの問題を解消するためじ Windows オペ 
レーティングシステ厶を再インス!-ールする場合は、 Windows のデパイ 
スドライパの□ールパックを試してみます。145ページの 「 Windows デ 
バイスドライパの□ールパックの使い方」を参照してください。デパイス 
ドライパの□ールパックを実行してち問題び解決されない場合、システ厶 
の復元を使ってオペレーティングシステ厶を新しいデパイスドライバびイ 
ンストールされる前の動作が態に戻します。147ページの 「Microsoft 
Windows システ厶の復元の使い方」を参照して<ださい。 

〇ミ主意：インス!-ールを実行する前に、プライマ iJ/\ ー ドドライブ上のすべ 
てのデータファイルをバックアップしてください。通常のハードドライブ 
構成(こおいて、プライマ iJ /\ ー ドドライブはコンピュータ(こよって1番目 
のドライブとして認識されます。 

Windows を再インス I -ールするには、下のアイテ厶が必要です。 

• Dell™ 『オペレーティングシステ厶 J ディスク 

• Dell『Drivers and UtilitiesJ ] ディスク 

^ メモ： Dell『Drivers and UtilitiesJ ディスク(こは、コンピュータの製造工程 
でプ U インス!ルされたドライパび収録されています。 Dell『Drivers and 
UtilitiesJ ディスクを使用して、必要なドライパを□ー ドします。お使いの 
コンピュータを購入した地域、またはディスクのを文の有無(こよっては、 
Dell『Drivers and UtilitiesJ ディスクと『オペレーティングシステ厶 J ディ 
スクびシステ厶じ巧属していない揚合びあります。 

Windows XP または Windows Vista の!！インストール 

再インス!-ール処理を完了するには、1〜2時間かかることびあります。 
オペレーティングシステ厶を再インス I -ールした後、デパイスドライバ、 
アンチウイルスプ□グラ厶、およびその他のソフトウエアを再インス I -一 
ルする必要びあります。 

〇 ミ主意：『オペレーティングシステ厶 J ディスク(こは 、 Windows XP の再 
インストール用のスプシヨンび収録されています。スプシヨンはファイ 
ルを上書きして、ノ\ー ドドライブ(こインス I -ールされているプ□グラ厶 
(こ影響をちえる可能性びあります。このよ5な理由から、デルのテクニ 
カルサポート担当者の指示びない限り Windows XP を再インストール 
しないで < ださし、。 
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1 開いているファイルをすべて保をしてから閉じ、実行中のプ□グラ厶を 
すべて終了します。 

2『オペレーティングシステ厶 J ディスクを挿入します。 

3 Windows のインス!-ールというメッセージび表示されたら、終了を 
ク IJ ックします。 

4コンピュータを再起動します。 

DELL □ゴび表示されたら、すぐに < F 12> を巧します。 

図 乂モ：キーを押すタイミングび遅れて、 OS の□ゴび表示されてしまっ 
たら、 Microsoft ® Windows ® デスクトップび表示されるまでそのまま待 
機します。そしてコンピュータをシャットダウンして、再度試みます。 

^ メモ：次の手順では、起動順唐を1回だけ変更します。次回の起動時 
から、コンピュータはセットアップユーティ IJ ティで指定されたデバ 
イス(こ姑って起動しま。 

5起動デパイスの一覧び表示されたら、 CD / DVD / CD-RW Drive をハイ 
ライト表示して、 < Enter > キーを巧します。 

6 CD から起動するには、いずれかのキーを巧します。 

7画面に表示される指示に従ってインス!-ールを完了します。 
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部品の増設と交換 


作業を開始する前に 

本章では、お使いのコンピュータからコンポーネントを取り外したり、取 
りがけたりする手順じついて説明します。特に指示びない限り、それぞれ 
の手順ではじ(下の条件を満たしていることを前提とします： 

• 155ページの「コンピュータの電源を切る」および156ページの「コン 
ピュータ巧部の作業を始める前に」の手順をすでに終えていること。 

• DellTM の『製品情報ガイド J の安をに関する情報をすでに読んでいる 
こと。 

• 取り外しの手順を逆の順度で実巧することで（別途ご購入いただいて 
いる揚合）部品の取り付けびできること。 

推奨する工具とツール 

本書で説明する操作じは、下のよ5なツールび必要です： 

• ル型のマイブスドライパ 
• 細めのプラスドライバ 
• 細めのプラスチックスクライブ 

コンピュータの電源を切る 

〇を意：データの損失を防ぐため、開いているすべてのファイルを保存して 
から閉じ、実行中のすべてのプ□グラ厶を終了してから、コンピュータの 
電源を切のます。 

1オペレーティングシステ厶をシャットダウンするには、次の手順を実 
巧します： 

a 開いているファイルをすべて保をしてから閉じ、実行中のプ〇グラ 
厶をすべて終了します。 

b Microsoft ⑥ Windows ⑥ XP オペ レー ティ ングシス テ厶 で、 スター 
卜^シャツトダウン^シャツトダウン をク IJ ックします。 
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Microsoft Windows VistaTM オペレーテイングシステ厶で、 
Windows Vista の スタートボタンをク U ツクし©、1 ソ下じ示さ 
れるスタートメこ ユーの ち下隅じある矢印をク IJ ツクし、最後 (こ 
シャツトダウンをク IJ ックします。 



オペレーティングシステ厶のシャットダウン処理び完了すると、 
コンピュータの電源び'切れます。 

2コンピュータとすべての周辺機器の電源び切れていることを確認し 
ます。オペレーティングシステ厶のシャットダウンで自動的に電源び 
切れないコンピュータや周辺機器びあれば、電源ボタンを約4秒間巧 
し続けて電源を切って< ださい。 

コンピュータ内部の作業を始める前に 

コンピュータの損傷を防ぎ、ご自身の身体の安全を巧るためじ、下の点 

(こごミ主意 < ださい。 

A 警告：本項の手順を開始する前に、『製品情報ガイド J の「安全にお使いい 
ただくための注意」を参照してください。 

A 警告：適切な安全上の注意に従って、コンピュータを運搬してください。 

〇ミ主意：部品やカードは T 寧に取りおって<ださい。カード上の部品や接続部 
分(こは触れないで<ださい。カードを持つ際は縁を持つか、金属製の取り付 
けブラケットの部分を持ってください。プ□セッヴチップなどの部品を持つ 
際は、ピンではな<縁を持って<ださし、。 

〇を意：コンピュータの修理は、認可された技術若のみび行って<ださい。デ 
) レび'認可していなし^サービスじよる故障は、保証の巧象じなりません。 

〇ミ主意：ケーブルを外すときは、コネクタまたはプルタブの部分を持ち、ケー 
ブルそのちのを引っ張らないでください。ケーブル(こよっては、□ックタブ 
がきのコネクタびあるケーブルちあります。このタイプのケーブルを取り外 
すときは、□ックタブを巧し入れてからケーブルを抜きます。コネクタを外 
すときは、コネクタピンを巧けないよ5(こまっすぐ(こ引き抜きます。また、 
ケーブルを接続するときは、両方のコネクタびまっすぐ(こ向き合っているこ 
とを確認して < ださし、。 

〇を意：コンピュータの損傷を防ぐため、コンピュータ巧部の作業を始める 
前(こ、次の手順を実行します。 

1コンピュータのカパーに傷びつかないようじ、作業台び平らであり、 
ミちれていないことを確認します。 
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2 コンピュータの電源を切ります （155 ページの「コンピュータの電源を 
切る」を参照)。 

〇ミ主意：ネットワークケーフ'ルを取り外す(こは、まずコンピュータからネット 
ワークケーブルを外し、次(こ、ネットワークケーブルをネットワークデバイ 
スから外します。 

3電話ケーブルやネットワークケーブルをすべてコンピュータから取 
り外します。 

〇を意：システ厶基板への損傷を防ぐため、コンピュータを修理する前(こソイ 
ンバッテ IJ 一をバッテ IJ ーベイから取り外さなければなりません。 

4コンピュータ、および取り付けられているすべてのデパイスの電源 
コードを、コンセントから抜きます。 


コンピュータカバーと正面パネルの取り外し 

コンピュータカバーの取りかし 

A 警告：本項の手順を開始する前に、『製品情報ガイド J の「安全にお使いい 
ただくためのま意」を参照してください。 

A 警告：感電防止のため、カバーを開く前に、必ずコンピュータの電源プラ 
グをコン七ントから抜いてください。 

〇を意：コンピュータ巧部の部品への静電気(こよる損傷を防ぐため、コン 
ピュータの電子部品(こ触れる前(こ、身体から静電気を逃して<ださい。コン 
ピュータシャーシの塗装されてし^なし^金属面(こ触れること(こより、静電気を 
逃びすことびできます。 

1155ページの「作業を開始する前に」の手順に従います。 

〇ミ主意：コンピュータの実行中(こコンピュータのカバーを開けると、警告なし 
(こシャットダウンされることびあり、開いているプ□グラ厶のデータを損失 
する揚合びあります。カバーを取り外したが態では、コンピュータのを却シ 
ステ厶び正常(こ機能しません。 

2セキュ IJ ティケーブルび取り付けられている場合は、セキュ IJ ティ 
ケーブルス□ットから取り外します。 

〇を意：カバーを開いて作業できるようじ、高さ30 cm じ(上の十分なスペース 
び'作業台上(こあることを確認して < ださし、。 

〇ミ主意：コンピュータまたはコンピュータび載っている表面を傷つけないよう 
(こ、保護された水平な表面で作業するよ5(こして<ださし、。 
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3 コンピュータカバーの面び上になるようじ、平らな側面を下にしてコ 
ンピュータを置きます。 

4カバーのラッチ IJIJ ースを背面方向にスライドさせます。 



1カパーラッチ IJIJ ース 2コンピュータカバー 

3カバーヒンジ 

5コンピュータの端じある3つのヒンジタブの位置を確認します。 

6コンピュータカパーの側面をつかみ、ヒンジをてこの支点じして力 
バーを上に回転します。 

7ヒンジタブからカパーを外し、安全な場所に保管します。 

〇ミ主意：コンピュータのカバーび'外されている間、コンピュータのを却システ 
厶は正常(こ機能しません。カバーを取り付ける前(こコンピュータを起動しな 
いで < ださし、。 
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正面パネルの取り外し 

A 警告：本項の手順を開始する前に、『製品情報ガイド J の「安全にお使いい 
ただくためのま意」を参照してください。 

A 警告：感電防止のため、カバーを開く前に、必ずコンピュータの電源プラ 
グをコン七ントから抜いてください。 

〇を意：コンピュータ巧部の部品への静電気(こよる損傷を防ぐため、コン 
ピュータの電テ部品(こ触れる前(こ、身体から静電気を逃してください。コン 
ピュータシャーシの塗装されていない金属面(こ触れること(こより、静電気を 
逃びすことびできます。 

正面パネルの IJIJ ースレパーを引き、パネルをちじスライドさせて、正面 
パネルを取り外します。 
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コンピュータカバーと正面パネルの交換 

A 警告：本項の手順を開始する前に、『製品情報ガイド J の「安全にお使いい 
ただくための注意」を参照してください。 

A 警告：感電防止のため、カバーを開く前に必ず、コンピュータの電源プラ 
グをコン七ントから抜いてください。 

〇を意：コンピュータ巧部の部品への静電気(こよる損傷を防ぐため、コン 
ピュータの電子部品(こ触れる前(こ、身体から静電気を逃してください。コン 
ピュータシャーシの塗装されていない金属面(こ触れること(こより、静電気を 
逃びすことびできます。 

正面パネルの交換 

1正面パネルのフックをコンピュータ正面の巧麻する巧に合わせます。 



2正面パネルの IJIJ ースレバーを引き、パネルをちじスライドさせて、 
正面パネルをしっかりと固定します。 
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コンピュータカバーの交換 

〇を意：コンピュータのカパーび外されている間、コンピュータのを却システ 
厶は正常(こ機能しません。カパーを取り付ける前(こコンピュータを起動しな 
いで < ださし、。 

1すべてのケーブルび確実に接続され、ケーブルび邪魔じならないよ5 
(こまねられていることを確認します。 

電源ケーブルを軽<自分の方に引っ張り、ドライブの下にはさまらな 
いよ5じします。 

2コンピュータの肉部に工具やをった部品び残っていないことを確認 
します。 

3カパーを取り付けます： 

a コンピュータのカパーをコンピュータベース上のタブに合わせ 
ます。 


b カバーをかぷせて、カチッとはまるまでゆっくり押し下げます。 

C カパーび固定されたことを確認します。固定されていない場合は、 
手順3をすベて繰り返します。 



1コンピュータカパー 2コンピュータベース 
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〇を意：ネットワークケーフ'ルを接続する(こは、まずケーフ'ルをネットワーク 
ポートまたはデバ'イス(こ差し送み、次(こ、コンピュータ(こ差し送みます。 

4コンピュータおよびデパイスをコンセントじ接続して、電源を入れ 
ます。 


5シャーシイントルージョンディテクタをち効じしている場合、カパーを 
開けて閉じると、次のコンピュータ起動時じじ(下のメッセージび画面 
(こ表示されます： 

ALERT ! Cover was previously removed . (警告！先(こカバーび取り 
外されました。） 


6 Intrusion Ale け（イントルージョン警告）を Enabled (ち効(こする）あ 
るいは Enabled-Silent (有効サイレント）じ変更して、シャーシイン 
トルージョンディテクタを IJ セットします。70ページの「シャーシ 
イントルージョンディテクタの IJ セット」を参照してください。 

7セットアップパスワードび他の誰かに設定されてしまった場合、 
シャーシイントルージョンディテクタの IJ セットに関する情報には 
ネットワーク管理者(こお問い合わせ<ださい。 

I / O パネル 

A 警告：本項の手順を開始する前に、『製品情報ガイド J の安全手順に従って 
ください。 

A 警告：感電防止のため、カバーを開く前に必ず、コンピュータの電源プラ 
グをコン七ントから抜いてください。 

〇ミ主意：コンピュータ巧の部品の静電気(こよる損傷を防ぐため、コンピュータ 
の電子部品(こ触れる前(こ、身体から静電気を除去して<ださい。コンピュー 
タシャーシの塗装されていない金属面(こ触れること(こより、静電気を逃びす 
ことびできます。 
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I / O パネルのコンポーネント 


1 


2 


4 


5 



.6 


1 IEEE 1394コネクタ 

3 診断ライト、ノ\ー ドドライブアク 

セスライト、ネットワーク保をラ 
イト 

5 ヘッドフオンコネクタ 


2 USB ポート （2) 
4 マイクコネクタ 


6 正面パネルの空気温度センサー 

〇を意：正面パネルの温度セ 
ンサーケーブルは、コン 
ピュータの実行中は常(ここ 
のコネクタ(こ取り付けてお 
いてください。取り付けられ 
ていないと過熱するおそれ 
びあります。 
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I / O パネルの取りかし 

1 155ページの「作業を開始する前に」の手順に従って操作して<ださい。 

A 警告：ご使用のコンピュータが重く（最低約 24.9 kg の)、取り扱いが難し 
くなる可能性があります。持ち上げたり、移動させたり、あるいは斜めに 
する前に誰かに助けをホめてください。このコンピュータを動かすには2 
人の大人が必要です。怪我や持ち上げる際に巧り曲がるのを避けるために、 
常に正しく持ち上げてください。化の重要な安全情報には『製品情報ガイ 
ド J を参照してください。 

A 警告：システムの安全性を最大限確保するために、コンピュータのスタン 
ドは常に設置されている必要があります。コンピュータのスタンドが設置 
されていな t \場合にはコンピュータが倒れることがあり、これは怪我やコ 
ンピュータの損傷につながるおそれが'あります。 

2 コンピュータカパーを開きます （157 ページの「コンピュータカバー 
の取り外し」を参照)。 

3拡張カード (Full length ) を取り出します (219 ページの「拡張カード 
の取り外し」を参照)。 

4 グラフィックライヴーカードび取り付けられている場合は、これを取 
り外します： 

a その4本のネジを取り外します。 
b 電源ケーブルを外します。 

C 少し斜めち上がりにライヴーカードを動かし、カードフアンとメ 
モ IJ ライヴー支持構造体から取り外します。 

d ライヴーカードは保管しておきます。 

5 メモ IJ カパーを固定している拘束蝶ネジを緩め、持ち上げてコン 
ピュータからこれを取り外します。 

6システ厶基板からスピーカーのケーブルを外します。 

7 前面フアンとカードフアンをシステ厶基板から外します。 

8プ□セッサとカードフアンケースを所定の位置に留めている2本の 
ネジを外し、コンピュータから持ち上げて外します。 

9 コント□ールパネルケーブルを、ケーブルループ使って I/O パネルコ 
ネクタから取り外します。 

〇ミ主意：後で正し<配線しなおせるよ5、各ケーフ'ルの配線経路を><モしてお 
いてください。ケーブルび抜けていたり配線び間違っていたりすると、コン 
ピュータ(こ問題び生じることびあります。 
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10 I / O パネル(こ接続されているケーブルを抜くときはケーブルの配線経路 
をメモしておいてください。 



11 I / O パネルから取りがけネジを外します。 

口持ち上げて I / O パネルをコンピュータから取り外します。 

I / O パネルの取り付け 

〇ミ主意： I / O パネルに接続されていたすベてのケーブルを元(こ戻したことを確 
認してください。戻されていないとコンピュータの問題び生じることびあり 
ます。 

取り外しの手順（164ページの ri /0 パネルの取り外し」を参照）を逆の順 
度で実行します。ネジ巧に合うプラスチックの部分び所定の位置じあり、ネ 
ジで I / O パネルびシャーシじしっかりと固定されていることを確認します。 
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プロ七ツサ 

A 警告：本項の手順を開始する前に、『製品情報ガイド J の安全手順に従って 
ください。 

A 警告：感電防止のため、カバーを開く前に必ず、コンピュータの電源プラ 
グをコン七ントから抜いてください。 

〇を意：コンピュータ巧の部品の静電気(こよる損傷を防ぐため、コンピュータ 
の電子部品(こ触れる前(こ、身体から静電気を除去して<ださい。コンピュー 
タシャーシの塗装されていない金属面(こ触れること(こより、静電気を逃びす 
ことびできます。 

プロ七ツサの取りかし 

1 155ページの「作業を開始する前に」の手順に従って操作して<ださい。 

A 警告：ご使用のコンピュータが重く爆低約24.91巧の)、取り扱いが難し 
くなる可能性があります。持ち上げたり、移動させたり、斜めにする前に 
誰かに助けをホめてください。このコンピュータを動かすには2人の大人 
が必要です。怪我や持ち上げる際に巧り曲がるのを避けるために、常に正 
しく持ち上げてください。化の重要な安全情報には『製品情報ガイド J を 
参照してください。 

^警告： システムの安全性を最大限確保するために、コンピュータのスタン 
ドは常に設置されている必要があります。コンピュータのスタンドが設置 
されていな t \場合にはコンピュータが倒れることがあり、これは怪我やコ 
ンピュータの損傷につながるおそれが'あります。 

2 コンピュータカパーを開きます （157 ページの「コンピュータカパー 
の取り外し」を参照)。 

3 メモ IJ カパーを固定している拘束蝶ネジを緩め、持ち上げてコン 
ピュータからこれを取り外します。 
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4 持ち上げてメモ U フアンをコンピュータから取り外し、ヒートシンク 
のネジじ手び届くようじします。 



1 メモ IJ カパー 2 蝶ネジ に） 

3 メモ IJ フアン（メモ IJ ライザーカー 
ドびないコンピュータ上(このみあ 
ります） 

^ 乂モ： ヒートシンクアセンブリの両側じある 2 本の拘束ネジを緩めるじは、 
長いプラスドライバび必要です。 

5ヒートシンクアセンブ IJ の両側じある2本の拘束ネジを緩めます。 

A 警告：プラスチツクシールドが取り付けられていても、ヒートシンクア七 
ンブリは、システム稼働中に非常な高温になることがあります。十分な時 
間を置いて、ヒートシンクア七ンブリの ミ 直度が下がったことを確認してか 
ら触れてください。 
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6 ヒートシンクアセンブ U を持ち上けて、コンピュータから取り外します。 



1ヒートシンクアセンブ IJ 2拘束ネジハウジング (4) 

〇ミち意：デルのプ□セッサアップグレードキットを取りがける揚合、元のヒー 
トシンクアセンブ IJ は廃棄してください。デル製ではないプ□セッヴアップ 
グレードキットを取り付ける揚合、新しいプ□セツサを取り付ける際は、元 
のヒートシンクアセンブ IJ を再利用してくださし、。 
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7 ソケットの上じあるセンターカ パー ラッチの下の ijij ース レバーを 
スライドさせて、プ□セッヴカバーを開きます。レバーを後ろに引い 
て、プ□セツサを取り外します。 



1プ□セッヴ カバー 2プ□セッヴ 

3ソケット 4 IJIJ ースレバー 

〇を意：プ□セッサを交換する際(こは、ソケット巧のどのピン(こち触れないで 
<ださい。また、ソケット巧のピンの上(こ物び'落ちたり異物び'挟まったりし 
ないよ5(こを意して < ださし、。 

8プ□セッサを慎重にソケットから取り外します。 

9新しいプ□セッヴを取り付ける場合は、新しいプ□セッヴをソケット 
(こすぐじ取り付けられるようじ 、 IJIJ ースレパーは IJIJ ース 位置に広 
げたまま(こしておきます。170ページの「プ□セッサの取り巧け」を 
参照して < ださい。 

そ5でなければ、手順10へ進みます。 
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〇を意：ソモ ij カバーは（オプションの） >< fij ライヴーを所定の位置(こ留め 
ています。ライヴーを固定して損傷を防ぐためじその蝶ネジは十分きつく締 
まっている必要び'あります。 

10 メモ IJ カパーとメモ IJ フアンの交換メモ IJ カパーびしっかりと固定 
され、コンピュータび動いてちずれないようじなるまで蝶ネジを締め 
ます。 


11すべてのコネクタび'正し<接続され、しっかりと固定されていることを 
確認します。 

12コンピュータカパーを取り巧けます (161 ページの「コンピュータカ 
パーの交換」を参照)。 


プロ七ッサの取り付け 

〇ミ主意：コンピュータ背面の塗装されていない金属面(こ触れて、身体から静電 

W 気を逃びしてくださし、。 

〇を意：プ□セッサを交換する際(こは、ソケット巧のどのピン(こち触れないで 

W <ださい。また、ソケット巧のピンの上(こ物び'落ちたり異物び'挟まったりし 
ないよ5(こを意してくださし、。 

1155ページの「作業を開始する前に」の手順に従って操作して<ださい。 

A 警告：ご使用のコンピュータが重く（最低約 24.9 kg の)、取り扱いが難し 
くなる可能性があります。持ち上げたり、移動させたり、斜めにする前に 
誰かに助けをホめてください。このコンピュータを動かすには2人の大人 
が必要です。怪我や持ち上げる際に巧り曲がるのを避けるために、常に正 
しく持ち上げてください。化の重要な安全情報には『製品情報ガイド J を 
参照してください。 

A 警告：システムの安全性を最大限確保するために、コンピュータのスタン 
ドは常に設置されている必要があります。コンピュータのスタンドが設置 
されていな t \場合にはコンピュータが倒れることがあり、これは怪我やコ 
ンピュータの損傷につながるおそれが'あります。 

2 コンピュータカバーを 開きます （157 ページの「コンピュータカバー 
の取り外し」 を 参照)。 
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メモ IJ カバーを固定している拘束蝶ネジを緩め、持ち上げてコン 
ピュータからこれを取り外します。 



メモ IJ カバー 2蝶ネジに） 

メモ IJ フアンモ IJ ライヴー 
カードびないシステ厶上じのみあ 
ります） 

プ□セッヴを交換する揚合は、プ□セッヴを取り外します （166 ペー 
ジの「プ□セッサの取り外し」を参照)。 

プ□セッヴの底部に触れないようじミ主意しなびら、新しいプ□セッヴを 
パッケージから取り出します。 

ミ主意：コンピュータの電源を入れる際(こプ□セッサとコンピュータ(こ修復で 
きない損傷をちえることを避けるため、プ□セツサをソケットに正しく装着 
して < ださし、。 
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6 ソケットの上じあるセンターカパーラッチの下の ijij ースレバーを 
スライドさせて、プ□セッヴカバーを開きます。 IJIJ ースレパーび完 
を(こ開いていることを確 i 忍します。 


1 



1プ □セッサカバー 2プ □セッサ 

3 ソケット 4 IJIJ ース レバー 

7プ□セッヴの前後じある位置合わせ切り込みを、ソケットの前後じあ 
る位置合わせ切り込みに合わせます。 

8プ□セツサとソケットの1番ピンの角を合わせます。 
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1 タブ 2 プ□セッサソケット 

3 センター カバー ラッチ 4 ソケット IJIJ ース レバー 

5 前面の位置合わせ切り込み 6 ソケットとプ□セッサの1番ピ 

ンを术3マーク 

7 背面の位置合わせ切り込み 

〇ミ主意：損傷を防ぐため(こ、正確(こプ□セッサとソケットの位置合わせを行っ 
て、プ□セッサの取り付け時に無理な力を加えないようじを意してくださし、。 

9プ□セッサをソケット上に静かにセットし、プ□セッサび正しく置か 
れていることを確 i 忍します。 

10プ□セッサびソケット(こ完全に収まったら、プ□セッサカパーを聞じ 
ます。 

プ□セッヴカバーのタブび、ソクットのセンターカパーラッチの下(こ 
あることを確 i 忍します。 

11ソケット IJIJ ースレパーを回転させなびらソケットの元の位置には 
め込み、プ□セツサを固定します。 
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12 ヒートシンクの底から熱グ U —スを取り除きます。 

13プ□セッサの上部に新しい熱グ IJ ースをがけます。 

〇ミ主意：デルが外のプ□セッヴアップグレードキットを取りがける揚合、プロ 
W セッサを交換する際は、元のヒートシンクアセンブ IJ を再利用してくださし、。 

デルのプ□セッヴ交換キットを取り付けた場合、元のヒートシンクア 
センブ IJ とプ□セッサを交換キットび送られてきたパッケージを使 
用して、デル(こ返却して<ださい。 

14次の手順でヒートシンクアセンブ IJ を取り付けます： 

a ヒートシンクアセンブ IJ をヒートシンクアセンブ IJ ブラケット(こ 

戻します。 

b ヒートシンクアセンブ IJ をコンピュータベースに下ろし、4本の 

拘束ネジを締めます。 

Q ミ主意：ヒートシンクアセンブ IJ びしっかりと固定されたことを確認します。 
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O を意： >< fij カバーは（オプションの） >< fij ライヴーを所定の位置に留め 
ています。ライザーを固定して損傷を防ぐためじその蝶ネジは十分きつく締 
まっている必要びあります。 


15 メモ IJ カパーとメモ IJ フアンを交換します。メモ IJ カパーがしっかりと 
固定され、コンピュータび'動いてちずれないようじなるまで蝶ネジを締 
めます。 


16すべてのコネクタび'正しく接続され、しっかりと固定されていることを 
確認します。 

17コンピュータカパーを取り巧けます （161 ページの「コンピュータカ 
バーの交換」を参照)。 

〇ミ主意：ネットワークケーフ'ルを接続するには、まずケーフ'ルをネットワーク 
ポートまたはデバ'イス(こ差し送み、次(こ、コンピュータ(こ差し送みます。 

18コンピュータとデパイスをコンセントじ接続して、電源を入れます。 

19 < F 2> を巧して、セツトアップユーティ IJ ティを起動し、新しいプ□セツ 
ヴび正し<取り付けられたかを確 i 忍するためじプ□セッヴ情報を 
チェックします。 
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電源装置 

DC コネクタピン割り当て 



P 19 
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DC 電源コネクタ PI 


13141516171819 20 2122 23 24 


因因因因因因因因因因因因 
因因因因因因因因因因因因 

1 2 3 4 5 6 7 8 9101112 


ピン香号 

信号名 

1 

3.3 V 

2 

3.3 V 

3 

3.3 V 

4 

COM 

5 

POK 

6 

5 VSB 

7 

COM 

8 

M12 

9 

12 VD 

10 

5 V 

11 

5 V 

12 

COM 

13 

COM 

14 

3.3 V 


3.3V SE 

15 

3.3 V 

16 

12 VD 

17 

PSON 

18 

12 VD 


お線の色 

な線の サイ 
ズ 

憧 

18 AWG 

憧 

18 AWG 

橫 

18 AWG 

黒 

18 AWG 

灰 

18 AWG 

紫 

18 AWG 

黒 

18 AWG 

青 

18 AWG 

黄/白 

18 AWG 

赤 

18 AWG 

赤 

18 AWG 

黒 

18 AWG 

黒 

18 AWG 

憧 

18 AWG 

稽 

22 AWG 

橫 

18 AWG 

黄/白 

18 AWG 

緑 

18 AWG 

黄/白 

18 AWG 
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ピン香号 

信号名 

お線の色 

な線の サイ 
ズ 

19 

COM 

黒 

18 AWG 

20 

COM 

黒 

18 AWG 

21 

FAN FAULT 

茶 

18 AWG 

22 

5 V 

赤 

18 AWG 

2 

5 V 

赤 

18 AWG 

24 

COM 

里 

18 AWG 


DC 電源コネクタ P 2 

111213141516171819 20 

rm . 


因因因因因因因因因因 
因因因因因因因因因因 


1 2 3 

4 5 

6 7 8 910 

ピン香号 

信号名 

18 -AWG Wire 

1 

12 VC 

青/白 

2 

12 VC 

青/白 

3 

COM 

黒 

4 

COM 

黒 

5 

12 VA 

黄 

6 

12 VA 

黄 

7 

COM 

黒 

8 

COM 

黒 

9 

12 VB 

白 

10 

12 VB 

白 

11 

12 VC 

青/白 

12 

COM 

里 
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ピン香号 

信号名 

18-AWG Wire 

13 

COM 

黒 

14 

COM 

黒 

15 

12 VA 

黄 

16 

COM 

黒 

17 

COM 

黒 

18 

COM 

黒 

19 

12 VB 

白 

20 

OPEN 


DC 電源コネクタ P 5 


4 5 6 

II II 



因因因 
因因因 



1 2 3 



ピン香号 

信号名 

18-AWG Wire 

1 

12 VD 

黄/白 

2 

12 VD 

黄/白 

3 

12 VD 

黄/白 

4 

COM 

黒 

5 

COM 

黒 

6 

COM 

黒 
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DC 電源コネクタ P 7 


[lg>ee0i] 

4 3 21 


ピン香号 

信号名 

18 -AWG Wire 

1 

12 VCDC 

青/白 

2 

GND 

黒 

3 

GND 

黒 

4 

+5 V 

赤 


DC 電源コネクタ PIO、Pll 

TTTTT 

5 4 3 21 


ピン香号 

信号名 

18 -AWG Wire 

1 

+3.3 VDC 

憧 

2 

COM 

黒 

3 

+5 VDC 

赤 

4 

COM 

黒 

5 

+12 VB 

白 
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DC 電源コネクタ P 12、 P 口、 P 14、 P 15、 P 16、 P 17 


mn 


ピン香号 

信号名 

18 -AWG Wire 

1 

+3.3 VDC 

憧 

2 

COM 

黒 

3 

+5 VDC 

赤 

4 

COM 

黒 

5 

+12 VC 

青/白 


DC 電源コネクタ P 18 

4 5 6 


因因因 
因因因 


1 2 3 


ピン香号 

信号名 

18 -AWG Wire 

1 

12 VE 

青/黄 

2 

12 VE 

青/黄 

3 

12 VE 

青/黄 

4 

COM 

黒 

5 

COM 

黒 

6 

COM 

里 
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DC 電ミ原 コネクタ P 19 

5 6 7 8 


TL 


因因因因 
因の因因 


1 2 3 

4 


ピン香号 

信号名 

18 -AWG Wire 

1 

COM 

黒 

2 

12 VD 

黄/白 

3 

12 VD 

黄/白 

4 

3.3 V 

憧 

5 

COM 

黒 

6 

COM 

黒 

7 

COM 

黒 

8 

3.3 V 

憧 


DC 電源コネクタ P 22、 P 23 


001 


2 


ピン香号 
1 
2 


信号名 
12 VA 
COM 


20 -AWG Wire 

黄 

里 


182 


部品の増設と交換 






DC 電源コネクタ P24 

5 6 7 8 


因因因因 
因因因因 


1 2 3 

4 


ピン香号 

信号名 

18-AWG Wire 

1 

12 VE 

青/黄 

2 

12 VE 

青/黄 

3 

12 VE 

青/黄 

4 

COM 

黒 

5 

COM 

黒 

6 

COM 

黒 

7 

COM 

黒 

8 

COM 

黒 

DC 電源コネクタ FDD 


12 3 

4 


ピン香号 

信号名 

18-AWG Wire 

1 

5 V 

赤 

2 

COM 

黒 

3 

COM 

黒 

4 

12 VC 

青/白 
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電源ユニッ トの取りかし 

A 警告：『製品情報ガイド J の安全にお使いいただくための注意事項に従い、 
この項の手順を開始してください。 

A 警告：感電防止のため、カバーを開く前に必ず、コンピュータの電源プラ 
グをコン七ントから抜いてください。 

〇ミ主意： コンピュータ巧部の部品への静電気(こよる損傷を防ぐため、コン 
ピュータの電子部品(こ触れる前(こ、身体から静電気を逃してください。コン 
ピュー タ シャーシの 塗装されていない 金属面 (こ触れることじより、静電気を 
逃びすことびできます。 

1 155ページの「作業を開始する前に」の手順に従います。 

2コンピュータカパーを開きます。157ページの「コンピュータカパー 
の取り外し」を参照して<ださい。 

3 電源ケーブルをシステ厶基板とドライブ、かつこれらのケーブルじ接 
続されている他のカードやデパイスから外します。 

タブを解除してケーブルをシステ厶基板とドライブから外す際には、 
コンピュータフレー厶肉のタブの下じある DC 電源ケーブルの配線 
経路をメモしておいて<ださい。それらのケーブルを再び取りがける 
際(こ、挟まれたり巧れ曲がったりしないようじ、正しく配線する必要 
びあります。 

4 電源装置をコンピュータシャーシの背面(こ固定している4本のネ 
ジを外します。 
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1 電源装置のネジ （4) 

5電源ユこットをコンピュータの正面方向(こ約 2.5 cm ほどスライドさ 
せます。 

6電源ユこットを持ち上げて、コンピュータから取り出します。 
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電源ユニッ トの取り付け 

1電源ユこットを所定の位置にスライドさせます。 

2電源装置をコンピュータシャーシの背面に固定する4本のネジを取 
りがけます。 

3 DC 電源ケーブルを接続します。 

4コンピュータのノ\ー ドドライブの側面(こ電源ケーブルを接続します。 

5ケーブルをタブの下(こ配線し、タブを押してケーブルの上(こ閉じ 
ます。 


6コンピュータカバーを取りがけます (161 ページの「コンピュータ 
カバーの交換」を参照)。 

〇ミ主意：ネットワークケーフ'ルを接続するには、まずケーフ'ルをネットワーク 
ポートまたはデバ'イス(こ差し送み、次(こ、コンピュータ(こ差し送みます。 

7コンピュータおよびデパイスをコンセントじ接続して、電源を入れ 
ます。 


バッテリー 

A 警告：本項の手順を開始する前に、『製品情報ガイド J の安全手順に従って 
ください。 

A 警告：感電防止のため、カバーを開く前に必ず、コンピュータの電源プラ 
グをコン七ントから抜いてください。 

A 警告： 新しいバッテリーを取り付ける場合、正しく取り付けてください。 
破裂する場合があります。交換するバッテリーは、デルが推奨する型、ま 
たは同等の製品を ご 利用ください。使用 ミき みのバッテリーは、製造元の指 
示に従って廃棄してください。 

〇を意：コンピュータ巧の部品の静電気(こよる損傷を防ぐため、コンピュータ 
の電子部品(こ触れる前(こ、身体から静電気を除去して<ださい。コンピュー 
タシャーシの塗装されていない金属面(こ触れること(こより、静電気を逃びす 
ことびできます。 

バッテリーについて 

コイン型パッテ IJ 一は、コンピュータの設定、曰が、時刻の情報を保持し 

ます。バッテ IJ 一の寿命は数年です。 
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コンピュータの電源を入れた後、繰り返し時刻と曰巧情報を IJ セットした 
り、 I ソ下のメッセージのいずれかび表示される場合は、バッテ IJ 一を交換 
する必要がある場合があります： 

Time - of-day not set - please run SETUP program 

(曰時び'設定されていません。セットアップユーティ IJ ティを実行してく 
ださし、。） 

または 

Invalid configuration information -(設定情報び無効です-) 

please run SETUP proaram ( セットアップユーテイ U テイを実行してく 

ださし、） 

または 

Strike the F 1 key to continue , (続巧する(こは F 1 キーを、） 

口 to run the setup utility (セットアップユーティ U ティを実行する(こ 
は F 2 キーを押して<ださし、） 

パッテ IJ 一の交換び必要かどうか確認するには、セットアップユーティ IJ 
ティで曰巧と時刻を再入力し、プ□グラ厶を終了してその情報を保をします。 
コンピュータの電源を切り、コンセントから2〜3時間外しておきます。次 
(こ、コンピュータをコンセントじ接続しなおし、電源を入れてセットアッ 
プユーティ IJ ティを起動します。セットアップユーティ IJ ティじ表示され 
る曰巧と時刻が間違っている場合は、バッテ IJ 一を交換します。 

パッテ IJ 一びなくてもコンピュータは動作しますび、電源をスフじしたり、 
コンセントから電源プラグを抜いた場合、コンピュータ設定情報は消去さ 
れます。その場合は、セットアップユーティ IJ ティを起動して、設定スプ 
シヨンを設定しなおす必要びあります。 

バッテリーの取り外し 

1セットアップユーティ IJ ティじある設定情報を控えていない場合は、 
この情報を書き留めておきます （83 ページの「セットアップユーティ 
IJ ティ」を参照)。 

2155ページの「作業を開始する前に」の手順に従って操作してください。 

A 警告：ご使用のコンピュータが重く（最低約 24.9 kg の)、取り扱いが難し 
くなる可能性があります。持ち上げたり、移動させたり、斜めにする前に 
誰かに助けをホめてください。このコンピュータを動かすには2人の大人 
が必要です。怪我や持ち上げる際におり曲がるのを避けるために、常に正 
しく持ち上げてください。化の重要な安全情報には『製品情報ガイド J を 
参照してください。 
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A 警告：システムの安全性を最大限確保するために、コンピュータのスタン 
ドは常に設置されている必要があります。コンピュータのスタンドが設置 
されていな t \場合にはコンピュータが倒れることがあり、これは怪我やコ 
ンピュータの損傷 につながる おそれがあります。 

3 コンピュータカパーを開きます (157 ページの「コンピュータカバー 
の取り外し」を参照)。 

4パッテ IJ ーソケットの位置を確認します。 

〇を意：道具（巧端の鋭くないもの）を使用して、バッテ IJ 一をソケットから取 

W り出す揚合は、道具びシステ厶基板(こ触れないようを意してください。バッテ 
IJ - を取り出す前(こ、道具びバッテ IJ - とソケットの間(こ挿入されていることを 
確認して<ださい。確認しないと、ソケットをこじ開けたり、システ厶基板の 
回路トレースを壊したりして、システ厶基板を損傷するおそれびあります。 

〇を意：バッテ IJ 一の取り外しの際(こは、パ'ッテ IJ ーコネクタび'破損しなし、よ 
5にしっかり支えて < ださし、。 

5コネクタのプラス側をしっかり巧して、パッテ IJ ーコネクタを支えます。 

6プラス側のパッテ IJ ーコネクタを支えなびら、パッテ IJ ータブをプラ 
ス側のコネクタの方から持ち上げて、マイブス側コネクタの固定タブ 
から外します。 



1 システ厶バッテ IJ 一 2 バッテ U —ソケットタブ 

3 プラス （+ ) 側の バッテ IJ ー コネ 4 パッテ U —ソケット 
クタ 

7古いバッテ IJ 一は適切に廃案します。詳細(こついては、『製品情報乃 
イド J を参照してください。 
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バッテリーの交換 

1155ページの「作業を開始する前に」の手順に従って操作して<ださい。 

A 警告：ご使用のコンピュータが重く（最低約 24.9 kg の)、取り扱いが難し 
くなる可能性があります。持ち上げたり、移動させたり、斜めにする前に 
誰かに助けをホめてください。このコンピュータを動かすには2人の大人 
が必要です。怪我や持ち上げる際に巧り曲がるのを避けるために、常に正 
しく持ち上げてください。化の重要な安全情報には『製品情報ガイド J を 
参照してください。 

A 警告：システムの安全性を最大限確保するために、コンピュータのスタン 
ドは常に設置されている必要があります。コンピュータのスタンドが設置 
されていない場合にはコンピュータが倒れることがあり、これは怪我やコ 
ンピュータの損傷につながるおそれが'あります。 

2 コンピュータカパーを開きます (157 ページの「コンピュータカパー 
の取り外し」を参照)。 

3パッテ IJ ーソケットの位置を確 i 忍します。 

4既存のバッテ IJ 一を取り外します。187ページの r パッテ U —の取り 
外し」を参照して<ださい。 

〇ミ主意：バッテ IJ 一の取り付けの際(こは、パ'ッテ IJ ーコネクタび'破損しなし、よ 
5(こしっかり支えて < ださし、。 

5コネクタのプラス側をしっかり巧して、パッテ IJ ーコネクタを支えます。 

6プラス側を上じしてパッテ IJ 一を持ち、コネクタのプラス側じある固 
定タブの下にスライドさせます。 

7所定の位置にカチッと収まるまでバッテ IJ 一をコネクタじ押し込み 
ます。 


8コンピュータカパーを取り巧けます （157 ページの「コンピュータカ 
パーの取り外し」を参照)。 

〇を意：ネットワークケーフ'ルを接続するには、まずケーフ'ルをネットワーク 
デバ'イス(こ差し送み、次(こ、コンピュータ(こ差し送みます。 

9コンピュータおよびデパ'イスをコンセントじ接続して、電源を入れます。 

10セットアップユーティ IJ ティを起動し （83 ページの「セットアップ 
ユーティ IJ ティの起動」を参照）、既をのバッテ IJ 一を取り外す際(こ 
記録した設定じ戾します。 
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メモリ 

お使いのコンピュータは、完全パッファ型 ECC DDR 2 メモ IJ のみ(こ巧麻し 
ています。お使いのコンピュータじ巧麻するメモ IJ の詳細じついては、 
31ページの「仕様」を参照して<ださい。 

〇ミ主意：新しいメモ IJ モジュールを取りがける前(こ、お使いのコンピュータ用 
の最新の BIOS をデルヴポートウエブサイト support . dell . com からダウン 
□ー ドしてくださし、。 

〇ミち意：ヒートスプレッダー ( FLHS ) (Full length ) びすベての DIMM (こ必要です。 

^ 乂モ：デルからご購入されたメモ US 、 お使いのコンピュータの保証 I こ含ま 
れます。 

完全バッファ型 DIMIVKFBD ) メモリの概要 

最適なパフスーマンスのためじは、完全パッファ型 DIMM ( FBD ) を4個の 
セットで取り付ける必要びあります。これじより、クワッドチャネルオペ 
レーシヨンび巧能じなり、最高のメモ IJ 帯域幅び実現されます。4個のセッ 
卜は、ヴイブ、ランク、構成び同じである必要びあります。この情報は、 
FBD のラベルに記載されています。たとえば、4個のセットの各 FBD のラ 
ベルに、 1 G 2 Rx 8 のように書かれている場合、 1 G はメモ IJ モジュールのヴ 
イブ、 2 R はランク番号、 x 8 は構成です。 

〇ミ主意：ヒートスプレッダー （ FLHSHFulllength ) びすベてのメモ IJ (こ巧して必 
要です。 
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メモリの取り付け 

完全パッファ型 DDR 2 メモ IJ モジュールは2個ペアで取り付けることち 
できますび、その場合、コンピュータは動作しますび、パフスーマンスび 
やや低下します。ペアは、ヴイブ、ランク、構成び同じである必要びあり 
ます。 


メモ IJ モジュールは、システ厶基板のラベルに書かれた順度で取り付けて< 
ださし、。 4個のセットの揚合は、まずシステ厶基板の DIMM ス□ット1〜4、 
次(こ DIMM ス□ット5〜8 ( こ取りがけます。ペアの場合は、まずス□ッ 
卜 DIMM _1 と DIMM _2、 その後 DIMM _3 と DIMM _4 のよう(こ取りがけ 
ます。 

〇 ミ主意：非 ECC あるいは非バッファ型のメモ IJ モジュールを取り巧けないでく 
ださい。取り巧けるとコンピュータび'起動しな<なる可能性び'あります。 

^ メモ： DIMM ス□ット1から4 I こは、簡単 I こ識別できるよう白いラッチびあ 
ります。 DIMM ス□ット5から8じは、黒いラッチびあります。 

4 GB 1 U 上の構成のメモリアドレス指定 （32 ビットオペレーティ 
ングシステムのみ） 

このコンピュータは4 GB の DIMM 8個が取り付けられると最大32 GB 
のメモ IJ をヴポートします 。 Microsoft @ Windows @ XP や Windows Vista 
など、現在の32ビットオペレーティングシステ厶では、アドレス空間を 
最大で4 GB まで使用することびできますび、オペレーティングシステ厶 
で利用巧能なメモ IJ 容量は、取り付けられているメモ IJ より少な<なりま 
す。コンピュータ巧の一部の部品は、4 GB の範囲のアドレス空間を必要と 
します。このよ5な部品に確保されるアドレス空間は、コンピュータメモ 
IJ び使用することはできません。 

メモ IJ アドレススペースを必要とするコンポーネントは次のとおりです。 

• システ厶 ROM 

• APIC 

• ネットワークコネクタおよび SCSI コント□ーラなどのの蔵 PCI デバ 
イス 

• PCI カード 

• グラフィックカード 

• PCI Express カード（該当する場合） 
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システ厶の起動時じ、 BIOS はアドレススペースを必要とするコンポーネン 

卜を識別します。 BIOS はす約された必要なアドレススペースの容量を動的 

(こ計算して、4 GB からす約済みのアドレススペースを減算し、利用可能な 

メモ IJ スペースの容量を判断します。 

• 取り付けられたコンピュータメモ IJ の總量び、利用巧能なアドレスス 
ペースより少ない場合、取り付けられたすべてのコンピュータメモ IJ 
は、オペレーティングシステ厶のみじよって利用巧能になります。 

• 取り付けられたコンピュータメモ IJ の総量が、利用巧能なアドレスス 
ペースと同じかそれより多い場合、取り付けられたコンピュータメモ 
IJ の一部は、オペレーティングシステ厶では使用できな<なります。 

グラフィツクライザーカードなしでのイモリの取りかし 

A 警告：本項の手順を開始する前に、『製品情報ガイド J の安全手順に従って 
ください。 

A 警告：感電防止のため、カバーを開く前に必ず、コンピュータの電源プラ 
グをコン七ントから抜いてください。 

〇ミ主意：コンピュータ巧の部品の静電気(こよる損傷を防ぐため、コンピュータ 
の電子部品(こ触れる前(こ、身体から静電気を除去して<ださい。コンピュー 
タシャーシの塗装されていない金属面(こ触れること(こより、静電気を逃びす 
ことびできます。 

1155ページの「作業を開始する前に」の手順に従って操作してください。 

A 警告：ご使用のコンピュータが重く（最低約 24.9 kg の)、取り扱いが難し 
くなる可能性があります。持ち上げたり、移動させたり、斜めにする前に 
誰かに巧けをホめてください。このコンピュータを動かすには2人の大人 
が必要です。怪我や持ち上げる際にがり曲がるのを避けるために、常に正 
しく持ち上げてください。化の重要な安全情報には『製品情報ガイド J を 
参照してください。 

A 警告：システムの安全性を最大限確保するために、コンピュータのスタン 
ドは常に設置されている必要があります。コンピュータのスタンドが設置 
されていな t \場合にはコンピュータが倒れることがあり、これは怪我やコ 
ンピュータの損傷につながるおそれが'あります。 

2コンピュータカパーを開きます （157 ページの「コンピュータカバー 
の取り外し」を参照)。 

3 メモ IJ カパーを固定している拘束蝶ネジを緩め、持ち上げてコン 
ピュータからこれを取り外します。 
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1 ^モ ij カバー 2蝶ネジに） 

3 ^モ U フアン 

4 メモ IJ フアンの位置をメモしてください。次にメモ IJ フアンを持ち上 
けてフアン支持構造体から外し、保管しておきます。 
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1>< fij ファン 2 メモ U ファン 支持構造体 

A 警告：完全バッファ型モリモジュールは、システム稼働中は非常に高ミ直 
になっている場合;5《あります。イモリモジュ ー J レ;が十分に;令えるのを待っ 
てから手を触れるようにしてください。 

5 メモ IJ モジュールコネクタの両端じある固定ク IJ ップを押して開き 
ます。 

6モジュールをつかんで引き上げます。 

モジュールび取り外しじくい場合、モジュールを前後に慎重に動かし 
てゆるめ、コネクタから取り外します。 

7 メモ IJ フアン支持構造体のメモ IJ フアンを交換します。 
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1 カバー 2 蝶ネジに） 

3 ^モ U フアン 

〇ミ主意：メモ IJ カバーは（オプションの）メモ IJ ライザーを所定の位置(こ留め 
ています。ライザーを固定して損傷を防ぐため(こその蝶ネジは十分きつく締 
まっている必要びあります。 

8 メモ IJ カパーを交換します。メモ IJ カパーびしっかりと固定され、コ 
ンピュータび動いてちずれないようじなるまで蝶ネジを締めます。 

9コンピュータカパーを取りがけます (161 ページの「コンピュータカ 
パーの交換」を参照)。 

〇ミ主意：ネットワークケーフ'ルを接続する(こは、まずケーフ'ルをネットワーク 
ポートまたはデバ'イス(こ差し込み、次(こ、コンピュータ(こ差し込みます。 

10コンピュータおよびデパ'イスをコンセントじ接続して、電源を入れます。 
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メモリの取り付け（オプションのメモリライザーカードを使用） 

〇ミ主意：^モ IJ カパーは（ブプションの）^モ IJ ライザーを所定の位置(こ留め 
ています。ライザーカードを固定して損傷を防ぐため(ここの蝶ネジは十分き 
つく締まってし^る必要びあります。 

コンピュータと巧に受け取った4枚のメモ IJ ライヴーカードは2枚セッ 
卜で一緒に接続します。このメモ IJ ライヴーカードを1枚ずつ取り外さな 
いでください。各メモ IJ ライヴーカードには左上の隅に番号び付けられて 
います。この番号は各メモ IJ ライヴーカードびシステ厶基板上のどの 
DIMM ス□ットじ挿入されなければならないかを示しています。システ厶 
基板上の DIMMJ から DIMM _4 までのス□ットだけびライヴーカードと 
使用できます。他のス□ット （ DIMM _5 から DIMM _8) は未使用のまま(こ 
しておく必要びあります。 



メモ IJ ライヴーカードにメモ IJ を取り付けるじは、このカードをコン 
ピュータから外す必要びあります。各ライヴーカードのメモ IJ ス□ット(こ 
は DIMMJ から DIMM _4 までの番号び巧けられています。メモ U をカー 
ドの番号順に取り付けなければなりません。つまり、 DIMMJ を他のカー 
ド(こ装着する前に、ライヴーカード1じ装着する必要びあります。 DIMM _1 
び各カードに装着されると、次に DIMM _2 をライヴーカード1じ装着で 
きます。このよ5じ順に装着していきます。メモ IJ は4個のセットで、各 
カードに1個ずつメモ IJ を取り付ける必要びあります。 
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システ厶基板上のラベルの順にメモ ij モジュールを取り付けます。 4 個の 
セットを最初に各基板の DIMMJ じ取り巧け、次に各基板の DIMM _2 ( こ 
取り付けます。このよ5じ順に装着していきます。 

〇ミ主意：非 ECC や非バッファ型、あるいは不完全なバッファ型のモ 
ジュールを取り付けないで<ださい。取り付けるとシステ厶び'起動しな<な 
る可能性びあります。 


メモリの取り付け（オプションのゾモリライザーカードを使用） 

A 警告：本項の手順を開始する前に、『製品情報ガイド J の安全手順に従って 
ください。 

A 警告：感電防止のため、カバーを開く前に必ず、コンピュータの電源プラ 
グをコン七ントから抜いてください。 

© を意：コンピュータ巧の部品の静電気(こよる損傷を防ぐため、コンピュータ 
の電子部品(こ触れる前(こ、身体から静電気を除去して<ださい。コンピュー 
タシャーシの塗装されていない金属面(こ触れること(こより、静電気を逃びす 
ことびできます。 

1155ページの「作業を開始する前に」の手順に従います。 

A 警告：ご使用のコンピュータが重く（最低約 24.9 kg の)、取り扱いが難し 
くなる可能性があります。持ち上げたり、移動させたり、斜めにする前に 
誰かに助けをホめてください。このコンピュータを動かすには2人の大人 
が必要です。怪我や持ち上げる際に巧り曲がるのを避けるために、常に正 
しく持ち上げてください。化の重要な安全情報には『製品情報ガイド J を 
参照してください。 

A 警告：システムの安全性を最大限確保するために、コンピュータのスタン 
ドは常に設置されている必要があります。コンピュータのスタンドが設置 
されていない場合にはコンピュータが倒れることがあり、これは怪我やコ 
ンピュータの損傷につながるおそれが'あります。 

2コンピュータカパーを開きます （157 ページの「コンピュータカパー 
の取り外し」を参照)。 
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1 カバー 2 蝶ネジに） 

3 メモ IJ カパーを固定している拘束蝶ネジを緩め、持ち上げてコン 
ピュータからこれを取り外します。 

^ 警告：完全バッファ型モリモジュールは、システム稼働中は非常に高ミ直 
になっている場合があります。モリモジュ ー J レが十分に冷えるのを待っ 
てから手を触れるようにしてください。 
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1 電源コネクタ （4) 2 メモ U コネクタ （4) 

3固定ク IJ ップに） 

4 メモ IJ ライヴーカード1と2から電源ケーブルを外します。 

5 メモ IJ ライヴーカード1の両端をつかみ、システ厶基板上の DIMM _1 
と DIMM _2 のス□ットからメモ IJ ライヴーカード1とそれじが随す 
るメモ IJ ライヴーカード2を持ち上げます。 

カードび取り外しじくい揚合、カードを前後に慎重に動かしてゆる 
め、コネクタから取の外します。 
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1>< fij ライザーカード 1 と 2 2 メモ U ライザーカード3と4 

6 メモ IJ ライヴーカード3と4から電源ケーブルを外します。 

7 メモ IJ ライヴーカード3の角をつかみ、システ厶基板上の DIMM _3 
と DIMM _4 のメモ IJ モジュールコネクタからメモ IJ ライヴーカード 
3とそれじが随するメモ IJ ライヴーカード4を持ち上げます。 

カードび取り外しじくい場合、カードを前後に慎重に動かしてゆる 
め、コネクタから取り外します。 

A 警告： 完全バッファ型モリモジュールは、システム稼働中は非常に高 ミ 直 
になっている場合があります。モリモジュ ー j レが十分に冷えるのを待っ 
てから手を触れるようにしてください。 

8 メモ IJ を取りがけ中のメモ IJ ライヴーカード上で、メモ IJ モジュール 
コネクタの両端じある固定ク IJ ップを巧し開きます。 

〇ミ主意：ヒートスプレッダー （ FLHSHFulllength ) 巧べモ IJ ライヴー巧のすべて 
のメモ IJ と667 MHz DIMM (こ巧して必要です。 

^ 乂モ：メモ IJ モジュールをを意して調節し、これび正しい方向を向くよう I こ 
します。つまりメモ IJ ライザーカード 1 と 2 の FBD はメモ IJ ライヴーカード 
3 と 4 の FBD とは 違 5 方向 I こ向きます。 
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9 メモ U モジュールの底部じある切り込みと、コネクタのク□スバーを 
合わせます。 



1切り欠きに） 2 ^モ U モジュール 

3切り込み 4ク□スバ ー 

〇ミ主意：メモ IJ モジュールへの損傷を防ぐため、モジュールの両端(こ巧等(こ 
力をかけてコネクタ(こまっすぐ差し込んで < ださし、。 

10 メモ IJ モジュールを、カチッと所定の位置に収まるまでしっかりと押 
し込みます。 


モジュールを正し<挿入すると、固定ク IJ ップはモジュール両端の切 
り欠きにカチッと収まります。 
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11 メモ ij ライヴーカード 3 はシステ厶基板コネクタ DIMM _3 の上じあ 
り、メモ IJ ライヴーカード4はシステ厶基板コネクタ DIMM _4 の上 
(こあることを確認します。 

各ライヴーカードの底面の切り込みを、各システ厶基板コネクタ巧の 
ク□スバーに合わせます。 

12ライヴーカードびコネクタじ両方とちカチッと収まるまで挿入します。 



1ライザーカード1と2 2 ライザーカード3と4 

^ 乂モ：メモ IJ ライザー電源ケーブルび接続されていない揚合、システ厶は起 
動しません。 

ロ メモ IJ ライヴーカード3と4じ電源ケーブルを接続します。 

14 メモ IJ ライヴーカード1はシステ厶基板コネクタ DIMMJ の上じあ 
り、メモ IJ ライヴーカード2はシステ厶基板コネクタ DIMM _2 の上 
(こあることを確認します。 

各ライヴーカードの底面の切り込みを、各システ厶基板コネクタ巧の 
ク□スパーに合わせます。 

15ライヴーカードびコネクタじ両方ともカチッと収まるまで挿入します。 
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^ メモ：ソモ IJ ライザー電源ケーブルび接続されていない揚合、システ厶は起 
動しません。 


16 メモ IJ ライヴーカード1と2じ電源ケーブルを接続します。 



1 ^モ IJ カバー 2 蝶ネジ に) 


〇ミ主意：^モ IJ カバーは（オプションの）メモ IJ ライザーを所定の位置(こ留め 
ています。ライザーを固定して損傷を防ぐため(こその蝶ネジは十分きつく締 
まっている必要びあります。 

17 メモ IJ カパーを交換します。メモ IJ カパーびしっかりと固定され、コ 
ンピュータび動いてちずれないようじなるまで蝶ネジを締めます。 

18コンピュータカパーを取り巧けます (161 ページの「コンピュータカ 
バーの交換」を参照)。 

〇ミ主意：ネットワークケーフ'ルを接続する(こは、まずケーフ'ルをネットワーク 
ポートまたはデバ'イス(こ差し送み、次(こ、コンピュータ(こ差し么みます。 

19コンピュータおよびデバ'イスをコンセントじ接続して、電源を入れます。 
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20 < F 2> を巧して、セットアップユーティ U ティを起動し、 メモリ 情報 
(こ筆げられている値をチェックします。 

コンピュータは新しく取り付けたメモ IJ を i 忍識して、 Installed 
Memory (取り巧けメモ U ) の値を変更します。メモ U の新しい値を 
確 I 忍します。値び'正しければ、手順22へ進みます。 

21 メモ IJ の合計び'正しくない場合は、コンピュータとデバイスの電源を 
切ってコンセントから外します。 

この手順の手順1じ戻ります。この場合、新しいメモ IJ を取り付ける 
けむりじ、取り付け済みのメモ IJ モジュールびソケットじ正しく設置 
されているかを確認するためじこのモジュールをチェックします。 

22 Installed Memory (取り付けメモ U ) の合計容量び正しく表示され 
た場合は、 < Esc > キーを巧してセットアップユーティ IJ ティを終了し 
ます。 

23 Dell Diagnostics (診断）プ□グラ厶を実巧し、メモ U モジュールが 
正しく機能しているかを確 i 忍します。138ページの 「Dell Diagnostics 
(診断）プ□グラ厶」を参照して<ださい。 

メモリの取り外し（オプションのメモリライザーカードを使用） 

A 警告：本項の手順を開始する前に、『製品情報ガイド J の安全手順に従って 
ください。 

^警告：感電防止のため、カバーを開く前に必ず、コンピュータの電源プラ 
グをコン七ントから抜いてください。 

〇ミ主意：コンピュータ巧の部品の静電気(こよる損傷を防ぐため、コンピュータ 
の電子部品(こ触れる前(こ、身体から静電気を除去して<ださい。コンピュー 
タシャーシの塗装されていない金属面(こ触れること(こより、静電気を逃びす 
ことびできます。 

1 155ページの「作業を開始する前に」の手順に従います。 

A 警告：ご使用のコンピュータが重く（最低約 24.9 kg の)、取り扱いが難し 
くなる可能性があります。持ち上げたり、移動させたり、斜めにする前に 
誰かに助けをホめてください。このコンピュータを動かすには2人の大人 
が必要です。怪我や持ち上げる際に巧り曲がるのを避けるために、常に正 
しく持ち上げてください。化の重要な安全情報には『製品情報ガイド J を 
参照してください。 
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A 警告：システムの安全性を最大限確保するために、コンピュータのスタン 
ドは常に設置されている必要があります。コンピュータのスタンドが設置 
されていな t 、場合にはコンピュータが倒れることがあり、これは怪我やコ 
ンピュータの損傷につながるおそれがあります。 

2コンピュータカバーを開きます （157 ページの「コンピュータカパー 
の取り外し」を参照)。 



1 ^モ IJ カバー 2 蝶ネジ に) 


3 メモ IJ カパーを固定している拘束蝶ネジを緩め、持ち上げてコン 
ピュータからこれを取り外します。 

A 警告：完全バッファ型ゾモリモジュールは、システム稼働中は非常に高ミ品 
になっている場合があります。ゾモリモジュールが十分に冷えるのを待っ 
てから手を触れるようにしてください。 
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4 メモ U ライヴーカード1と2から電源ケーブルを外します。 



1電源 コネクタ （4) 2 メモ U モジュールコネクタ （4) 

3固定 ク IJ ップに） 

5 メモ IJ ライヴーカード1の角をつかみ、システ厶基板上の DIMM _1 
と DIMM _2 のメモ IJ モジュールコネクタからメモ IJ ライヴーカード 
1とそれじ付随するメモ IJ ライヴーカード2を持ち上げます。 

カードび取り外しじくい揚合、カードを前後に慎重に動かしてゆる 
め、コネクタから取り外します。 
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1 メモ ij ライザーカード 1 と 2 2 メモ U ライヴーカード3と4 

6 メモ IJ ライヴーカード3と4から電源ケーブルを外します。 
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1 電源コネクタ （4) 2 メモ U モジュールコネクタ （4) 

3 固定ク IJ ップ に） 


7 メモ IJ ライヴーカード3の角をつかみ、システ厶基板上の DIMM _3 
と DIMM _4 のメモ IJ モジュールコネクタからメモ IJ ライヴーカード 
3とそれじが随するメモ IJ ライヴーカード4を持ち上げます。 

カードび取り外し(こ<い揚合、カードを前後に慎重に動かしてゆるめ、 
コネクタから取り外します。 

A 警告：完全バッファ型モリモジュールは、システム稼働中は非常に高ミ直 
になっている場合があります。モリモジュ ー j レが十分に冷えるのを待っ 
てから手を触れるようにしてください。 

8 メモ IJ を取り外しているメモ IJ ライヴーカード上で、メモ IJ モジュー 
ルコネクタの両端じある固定ク IJ ップを押し開きます。 

9モジュールをつかんで引き上げ、メモ IJ ライヴーカードからメモ IJ モ 
ジュールを引き出します。 

モジュールび取り外しじくし順合、カードを前後じ慎重じ動かしてゆ 
るめ、コネクタから取り外します。 
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10 メモ IJ ライヴーカード 3 はシステ厶基板コネクタ DIMM _3 の上じあり、 
メモ IJ ライヴーカード4はシステ厶基板コネクタ DIMM _4 の上じあ 
ることを確認します。 

各ライヴーカードの底面の切り込みを、各システ厶基板コネクタ巧の 
ク□スパーに合わせます。 

11ライヴーカードびコネクタじ両方とちカチッと収まるまで挿入します。 

^ 乂モ：^モ IJ ライザー電源ケーブルび接続されていない揚合、システ厶は起 
動しません。 



1電源コネクタ 2コネクタ 

3固定ク IJ ップに） 

12 メモ IJ ライヴーカード3と4じ電源ケーブルを接続します。 

13 メモ IJ ライヴーカード1はシステ厶基板コネクタ DIMMJ の上じあ 
り、メモ IJ ライヴーカード2はシステ厶基板コネクタ DIMM _2 の上 
(こあることを確認します。 

各ライヴーカードの底面の切り込みを、各システ厶基板コネクタ巧の 
ク□スパーに合わせます。 
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14 ライヴーカードびコネクタじ両方ともカチッと収まるまで挿入します。 

^ 乂モ：メモ IJ ライザー電源ケーブルび接続されていない揚合、システ厶は起 
動しません。 

15 メモ IJ ライヴーカード1と2じ電源ケーブルを接続します。 

〇ミ主意：カバーは（オプションの）メモ IJ ライザーを所定の位置(こ留め 
ています。ライザーを固定して損傷を防ぐため(こその蝶ネジは十分きつく締 
まっている必要び'あります。 

16 メモ IJ カバーを交換します。メモ IJ カパーびしっかりと固定され、コ 
ンピュータび'動いてちずれないようじなるまで蝶ネジを締めます。 



1メモ IJ カバー 2蝶ネジ に) 


17コンピュータカパーを取りがけます (161 ページの「コンピュータカ 
バーの交換」を参照)。 

〇ミ主意：ネットワークケーフ'ルを接続する(こは、まずケーフ'ルをネットワーク 
ポートまたはデバ'イス(こ差し込み、次(こ、コンピュータ(こ差し込みます。 

18コンピュータおよびデパ'イスをコンセントじ接続して、電源を入れます。 


210 I 部品の増設と交換 














































力ード 

A 警告：本項の手順を開始する前に、『製品情報ガイド J の安全手順に従って 
ください。 

A 警告：感電防止のため、カバーを開く前に必ず、コンピュータの電源プラ 
グをコン七ントから抜いてください。 

© ミ主意： コンピュータ巧の部品の静電気(こよる損傷を防ぐため、コンピュータ 
の電子部品(こ触れる前(こ、身体から静電気を除去して<ださい。コンピュー 
タシャーシの塗装されていない金属面(こ触れること(こより、静電気を逃びす 
ことびできます。 

拡張カードのサポート 

職 乂モ： デュアルグラフィック構成（グラフィックライザーカードがき）へアッ 
プグレード、あるいはこの構成からダウングレードするじは、別途パーツび 
必要じなります。これはデルからを文できます。309ページの 「 Dell お問い合 
わせ番号」を参照して<ださし、。 


デュアルグラフィックやそれ(こ関連するグラフィックライヴーカードびな 
し、構成の場合。お使いの DellTM コンピュータ(こは、 PCI カードおよび PCI 
Express カード用の下のス□ットが用意されています： 

• PCI カードス□ット X 1 


• PCI Express x 16 カードス□ット X 1 

• PCI Express x 8 カードス□ット （ x 4 配線 ）X 3 

• PCI - X カードス□ツト X 2 


デュアルグラフィックやそれ(こ関連するグラフィックライヴーカードびあ 
る構成の場合。お使いの DellTM コンピュータ(こは、 PCI カードおよび PCI 
Express カード用の下のス□ットび'用意されています： 

• PCI Express x 16 カードス□ット（デュアルグラフィックカード用 ）X 2 

• PCI Express x 8 カードス□ット （ x 4 配線） X 叫 


• PCI - X カードス□ット X 2 
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PCI、PCI Express 、 または PCI - X カードの取り付けや交換を巧う場合は、 212 ペー 
ジのけ広張カードの取り巧け」を参照してください。 PCI、PCI Express 、 ま 
たは PCI - X カードの交換ではなく取り外しを巧う場合は、219ページの「拡張 
カードの取り外し」を参照してください。 

カードを取り付ける前に、カードの構成、巧部接続、またはお使いのコン 
ピュータじ合わせてカスタ マ イブする方法じついて、カードに付属の マ 
こュアルを参照して<ださい。カードを交換する場合は、カードの既存の 
ドライバをアンインス I -ールします。 

拡張カードの取り付け 

1 155ページの「作業を開始する前に」の手順に従って操作して<ださい。 

A 警告：ご使用のコンピュータが重く（最低約 24.9 kg の)、取り扱いが難し 
くなる可能性があります。持ち上げたり、移動させたり、斜めにする前に 
誰かに助けをホめてください。このコンピュータを動かすには2人の大人 
が必要です。怪我や持ち上げる際に巧り曲がるのを避けるために、常に正 
しく持ち上げてください。化の重要な安全情報には『製品情報ガイド J を 
参照してください。 

^ 警告：システムの安全性を最大限確保するために、コンピュータのスタン 
ドは常に設置されている必要があります。コンピュータのスタンドが設置 
されていな t \場合にはコンピュータが倒れることがあり、これは怪我やコ 
ンピュータの損傷につながるおそれがあります。 

2 コンピュータカパーを開きます (157 ページの「コンピュータカパー 
の取り外し」を参照)。 

3 カード固定デパイスのどちらか一方の端じあるタブを巧して持ち上 
け、コンピュータから取り外します。 
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1 カード固定デバイス 2 タブ 

適切なカードス□ットじあるカード固定デパイス上部のタブを巧し 
下げ、カード固定デバイスを回転させなびらシャーシ壁の元の位置(こ 
はめ込みます。 
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1 ijij ースタブ 2カード固定デバイス 

5新しいカードを取りがける場合は、フィラーブラケットを取り外し 
て、カードス□ット開□部を作ります。次に、手順7へ進みます。 

〇ミ主意：必ず固定タブを外してからカードを取り外してください。カードを正 
しく取り外さないと、システ厶基板び損傷することびあります。 

6コンピュータじ取り付けられたカードを交換する場合は、次の手順で 
カードを取り外します。 

a 必要に麻じて、カードに接続されたケーブルを外します。 

b カードび Full length である揚合には、フアンブラクット上の位 
置合わせガイドの端じある IJ IJ ースタブを巧します。 

C コネクタじ IJIJ ースタブびある揚合は、カード上端の角をつかん 
で IJIJ ースタブを巧し、コネクタから引き抜きます。 

7カードを取りがける準備をします。 

カードの構成、巧き艦続、またはお使いのコンピュータじ合わせてカスタマ 
イス'する方法(こつしには、カード(こ付属のマこュアルを参照してくださし、。 
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A 警告：ネットワークアダプタの中には、ネットワークに接続すると自動的 
^にコンピュータを起動するものがあります。感電を防ぐため、力ードを取 
り付ける前に必ず、コンピュータの電源プラグをコン七ントからおいてお 
いてください。 

8カードび Full length である場合、カードフアン上のプラスチックの 
カードガイド間にこれを合わせます。 

9カードの位置びス□ットと揃い、固定タブびある場合は固定ス□ット 
と揃うようじします。 

10 カードをコネクタじ置き、しっかりと巧し下げます。カードびス□ッ 
卜(こしっかりと装着されていることを確認します。 

カードス□ットじ IJIJ ースタブびある場合は 、 IJ IJ ースタブを引きます。 



1 ス□ット巧のブラケット 2 ス□ットの外側にはみ出したブ 

ラケット 

3 完全に装着されたカード 4 完全に装着されていないカード 


部品の増設と交換 I 215 



































11 カード固定デパイスを回転させなびらの元の位置に戻す前に、 I ソ下を 
確認します： 

• すべてのカードとフィラーブラクットの上端が、位置合わせパー 
と揃っている。 

• 各カードまたはフィラーブラケット上端の切り込みび、位置合わ 
せガイドとかみ合っている。 

^ 乂モ：安全性をより確実じするためじ、位置合わせガイド（逆向きの 
ネジ）を取り外して、正しい方を上(こして締め、カードを固定します。 


2 



1カード固をデバイス 2位置合わせバー 

3位置合わせガイド 4 フイ ラーブラケット 

安全性をより確実じするためじ、位 
置合わせガイド（逆向きのネジ）を 
取り外して、正しい方を上(こして締 
め、カードを固定します。 
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12 カード固定デパ'イスを所定の位置にカチッと収まるまで回転させます。 

〇ミ主意：カードケーブルは、カードの後側に配線しないでください。ケーブ 
ルをカードの後ろに配線すると、装置に損傷をちえるおそれびあります。 



13必要なすべてのケーブルをカードに接続します。 

カードのケーブル接続じついては、カードに巧属のマこュアルを参照 
してください。 

14カード固定デパイスを巧して元の位置に戻し、カチッと所定の位置(こ 
収まるまで巧します。 
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2 



1 カード固定デバイス 2タブ 

15すべてのコネクタび'正しく接続され、しっかりと固定されていることを 
確 I 忍します。 

〇ミ主意：ネットワークケーフ'ルを接続する(こは、まずケーフ'ルをネットワーク 
デバ'イス(こ差し込み、次(こ、コンピュータ(こ差し込みます。 

16コンピュータカバ'一を取りがけ (161 ページの「コンピュータカパー 
の交換」を参照)、コンピュータとデパイスをコンセントじ接続して、 
電源を入れます。 

17サウンドカードを取り付けた場合は、次の手順を実行します： 

a セットアップユーティ IJ ティを起動し 、 Integrated Audio (スン 
ボードオーディオ）を選択して、設定を0行（ブスじ変更します。 

b 外付けオーディスデバイスをサウンドカードのコネクタじ接続し 
ます。外付けスーディスデパイスは、背面パネルのマイクコネク 
夕、スピーカー/ヘッドフスンコネクタ、またはライン入カコネ 
クタ(こは接続しないで < ださい。 
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18 ネットワークアダプタを取り巧けたため、巧蔵ネットワークアダプタを 
無効じする場合は、次の手順を実行します： 

a セットアップユーティ IJ ティを起動し、 Integrated INHC (スンボー 
ド N に）を選択して、設定を Off (ススじ変更します。 

b ネットワークケーブルをネットワークアダプタカードのコネクタ 
(こ接続します。ネットワークケーブルは、背面パネルのネットワー 
クコネクタ(こは接続しないで < ださい。 

19 カードのマこュアルの説明に従って、カードに必要なすべてのドライ 
パをインス!-ールします。 

拡張カードの取り外し 

1155 ページの「作業を開始する前に」の手順に従って操作して<ださい。 

A 警告：ご使用のコンピュータが重く（最低約 24.9 kg の)、取り扱いが難し 
くなる可能性があります。持ち上げたり、移動させたり、斜めにする前に 
誰かに助けをホめてください。このコンピュータを動かすには2人の大人 
が必要です。怪我や持ち上げる際に巧り曲がるのを避けるために、常に正 
しく持ち上げてください。化の重要な安全情報には『製品情報ガイド J を 
参照してください。 

A 警告：システムの安全性を最大限確保するために、コンピュータのスタン 
ドは常に設置されている必要があります。コンピュータのスタンドが設置 
されていない場合にはコンピュータが倒れることがあり、これは怪我やコ 
ンピュータの損傷につながるおそれが'あります。 

2 コンピュータカバーを開きます (157 ページの「コンピュータカパー 
の取り外し」を参照)。 
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1 カード固をデバイス 


2タブ 


3カード固定デパイスのどちらか一方の端じあるタブを押して持ち上 
け、コンピュータから取り外します。 

4適切なカードス□ットじあるカード固定デパイス上部のタブを押し 
下げ、カード固定デパイスを回転させなびらシャーシ壁の元の位置(こ 
はめ込みます。 
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1 ijij ースタブ 2カード固定デパイス 

〇ミ主意：必ず固定タブを外してからカードを取り外してください。カードを正 
しく取り外さないと、システ厶基板び損傷することびあります。 

5次の手順でカードを取り外します： 

a 必要に麻じて、カードに接続されたクーブルを外します。 

b カードび Full length である揚合には、フアンブラケット上の位 
置合わせガイドの端じある IJ IJ ースタブを押します。 

C コネクタじ IJIJ ースタブびある場合は、カード上端の角をつかん 
で IJIJ ースタブを巧し、コネクタから引き抜きます。 
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6 カードを取り外したままじする場合は、空のカードス□ット開□部(こ 
フィラーブラケットを取りがけます。 

^ 乂モ：コンピュータの FCCI 1 I 証を満たすじは、フィラーブラケットを空の 
カードス□ット開□部 I こ取り付ける必要びあります。また、フィラーブラケッ 
卜を装着すると、コンピュータをほこりやゴ5から保護できます。 

7カード固定デパイスを回転させなびらの元の位置に戻す前に、下を 
確認します： 

• すべてのカードとフィラーブラクットの上端び、位置合わせパー 
と揃っている。 

• 各カードまたはフィラーブラケット上端の切り込みび、位置合わ 
せガイドとかみ合っている。 

^ 乂モ：安全性をより確実じするためじ、位置合わせガイド（逆向きの 
ネジ）を取り外して、正しい方を上(こして締め、カードを固定します。 


2 
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1 カード固をデパイス 2位置合わせバー 

3位置合わせガイド 4フイラーブラケット 

メモ：安全性をより確実(こするため 
(こ、位置合わせガイド（逆向きのネ 
ジ）を取り外して、正しい方を上(こ 
して締め、カードを固定します。 

〇ミ主意：カードケーブルは、カードの後側に配線しないでください。ケーブ 
ルをカードの後ろに配線すると、装置に損傷をちえるおそれびあります。 

8必要なすべてのケーブルをカードに接続します。 

カードのケーブル接続じついては、カードに付属のマこュアルを参照 
してください。 
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9 カード固定デパイスを回転させなびらの元の位置に戻し、タブび力 
チッと所定の位置に収まるよ5じ先端を巧します。 



1 IJIJ ースタブ 2カード固定デバイス 

10データクーブルを搭載された各ノ\ー ドドライブじ再度接続します。 

11ノ\ー ドドライブの電源ケーブルを搭載された各ノ\ー ドドライブじ再 
度接続します。 

12すべてのコネクタび'正しく接続され、しっかりと固定されていることを 
確 I 忍します。 
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13 カード固定デパイスを巧して元の位置に戻し、カチッと所定の位置(こ 
収まるまで巧します。 



〇ミ主意：ネットワークケーフ'ルを接続する(こは、まずケーフ'ルをネットワーク 
デバ'イス(こ差し込み、次(こ、コンピュータ(こ差し込みます。 

14コンピュータカパーを取りがけ (161 ページの「コンピュータカパー 
の交換」を参照)、コンピュータとデパイスをコンセントじ接続して、 
電源を入れます。 

15取り外したカードのドライバをアンインス!-ールします。カードに付 
属のマこュアルを参照して < ださい。 
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16 サウンドカードを取り外した場合は、次の手順を実行します： 

a セットアップユーティ IJ ティを起動し 、 Integrated Audio (スン 
ボードオーディオ）を選択して、設定を On (スン）じ変更します。 

b 外巧けスーディスデパイスを、コンピュータの背面パネルのスー 
ディスコネクタじ接続します。 

17ネットワークアダプタカードを取り外した場合は、次の手順を実行し 
ます： 

a セットアップユーティ IJ ティを起動し 、 Integrated NIC (スン 
ボード N に）を選択して、設定を On (スン）じ変更します。 

b ネットワークケーブルをコンピュータ背面パネルのネットワーク 
コネクタじ接続します。 


SLI 構成からの PCI Express Graphics グラフィックカードの取り 
かし 

本項では SLI モードで操作できるようグラフィックカードび設置されてし、 
るシステ厶のみを巧象とします。他の種類の PCI あるいは PCI Express 
カードの取り外しは、219ページの「拡張カードの取り外し」を参照して 
ください。 

^ メモ： SLI 構成へアップグレード、あるいはこの構成からダウングレードす 
るには、 別途 パーツび必要(こなります。これはデルからを文できます。 
309 ページの 「Dell お問い合わせ番号」を参照してくださし、。 

1155ページの「作業を開始する前に」の手順に従って操作して<ださい。 

A 警告：ご使用のコンピュータが重く（最低約 24.9 kg の)、取り扱いが難し 
くなる可能性があります。持ち上げたり、移動させたり、斜めにする前に 
誰かに助けをホめてください。このコンピュータを動かすには2人の大人 
が必要です。怪我や持ち上げる際に巧り曲がるのを避けるために、常に正 
しく持ち上げてください。化の重要な安全情報には『製品情報ガイド J を 
参照してください。 

^警告：システムの安全性を最大限確保するために、コンピュータのスタン 
ドは常に設置されている必要があります。コンピュータのスタンドが設置 
されていな t \場合にはコンピュータが倒れることがあり、これは怪我やコ 
ンピュータの損傷につながるおそれが'あります。 

2 コンピュータカパーを開きます (157 ページの「コンピュータカパー 
の取り外し」を参照)。 
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3 カード固定デパイスのどちらか一方の端じあるタブを巧して持ち上げ、 
コンピュータから取り外します。 

4片手で両方のグラフィックカードをそっと固定しなびら、グラフィッ 
クカードブ IJ ッジびある場合は片手でそれを引き上げてコンピュー 
夕から取り外します。これを保管しておきます。 
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1 グラフィックカードブ ij ッジ 2 電源コネクタに） 

(デュアルグラフィック構成(こ 
はこれびないちのちあります） 

3 デュアル PCI Express グラ 
フィックカード 

5カードに接続されたケーブルを外します。 

6適切なカードス□ットじあるカード固定デパイス上部のタブを押し 
下げ、カード固定デバイスを回転させなびらシャーシ壁の元の位置(こ 
はめ込みます。 
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1 ijij ースタブ 2カード固定デパイス 

7次の手順でカードを取り外します： 

a 必要に麻じて、カードに接続されたケーブルを外します。 

b カードび Full length である場合じは、ファンブラケット上の位 
置合わせガイドの端じある IJ IJ ースタブを押します。 

C コネクタじ IJIJ ースタブびある揚合は、カード上端の角をつかん 
で IJIJ ースタブを巧し、コネクタから引き抜きます。 
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1PCI Express x16 カード 2 固定タブ 

3 PCI Express x16 カードス 
□ット 

8 カードを交換している場合は、2おページの「デュアル構成での PCI 
Express グラフィックカードの取り巧け」を参照してください。 

カードを交換していない場合は、空のカードス□ット開□部にフィ 
ラーブラケットを取り付けます。 

^ 乂モ：コンピュータの FCClf 、 証を満たすじは、フィラーブラケットを空の 
カードス□ット開□部 I こ取り付ける必要びあります。また、フィラーブラケッ 
卜を装着すると、コンピュータをほこりやゴ5から保護できます。 

^ 乂モ：グラフィックカードブ IJ ッジ（デュアルグラフィック構成 I こはこれび 
ないちのちある）はシングルカード構成 I こは必要ありません。 

9カード固定デバイスを回転させなびらの元の位置に戻す前に、下を 
確認します： 

• すべてのカードとフィラーブラケットの上端び、位置合わせパー 
と揃っている。 

• 各カードまたはフィラーブラケット上端の切り込みび、位置合わ 
せガイドとかみ合っている。 

^ 乂モ：安全性をより確実 I こするためじ、位置合わせ方イド（逆向きのネジ） 
を取り外して、正しい方を上 I こして締め、カードを固定します。 
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1 ス□ット巧のブラケット 2ス□ットの外側にはみ出したブ 

ラケット 

3完全に装着されたカード 4完全に装着されていないカード 

〇ミ主意：カードケーブルは、カードの後側(こ配線しないでください。ケーブ 
ルをカードの後ろに配線すると、装置に損傷をちえるおそれびあります。 

10必要なすべてのケーブルをカードに接続します。 

カードのケーブル接続じついては、カードに付属のマこュアルを参照 
してください。 

11カード固定デパイスを回転させなびらの元の位置に戻し、タブび力 
チッと所定の位置に収まるよ5じ先端を巧します。 
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1 ijij ースタブ 2カード固定デバイス 

12カード固定デパイスを押して元の位置に戻し、カチッと所定の位置(こ 
収まるまで押します。 
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1 カード固定デバイス 2タブ 

〇ミ主意：ネットワークケーフ'ルを接続するには、まずケーフ'ルをネットワーク 
ポートまたはデバ'イス(こ差し込み、次(こ、コンピュータ(こ差し込みます。 

13コンピュータカバーを取り付け (161 ページの「コンピュータカパー 
の交換」を参照)、コンピュータとデバイスをコンセントじ接続して、 
電源を入れます。 

デュアル構成での PCI Express グラフィックカードの取り付け 

^ 乂モ：デュアルグラフィック構成へアップグレード、あるいはこの構成から 
ダウングレードするじは、別途パーツび必要になります。これはデルからを 
文できます。309ページの 「 Dell お問い合わせ番号」を参照してくださし、。 

本項は PCI Express グラフィックカードのデュアル構成のみに関連するち 
のです。他の種類の PCI あるいは PCI Express カードの取り付けは、 
212ページの「拡張カードの取り巧け」を参照して<ださい。 
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デュアルグラフィック構成にグラフィックライヴーカードび取り付けられ 
てし、る場合、 PCI カードス□ットび1つと PCI Express x 8 カードス□ット 
( x 4 配線）が2つ使用できません。げわりに追加の PCI Express x 1 6ス□ッ 
卜1つがデュアルグラフィック構成の第2カード用に使用できます。シン 
グルグラフィック構成からデュアルグラフィック構成へアップグレード、 
あるいはデュアルグラフィック構成からシングルグラフィック構成にダウ 
ングレードするじは、別途パーツが必要じなります。オプションのアップ 
グレードあるいはダウングレードのパーツはデル(こお問い合わせくださし、 
(309 ページの 「 Dell お問い合わせ番号」を参照)。 

PCI Express x 1 カードス□ットの揚所を確 i 忍するには、29ページの「シス 
テ厶基板のコンポーネント」を参照してください 。 PCI Express カードを取 
り外すじは、219ページの「拡張カードの取り外し」を参照して<ださい。 

1155ページの「作業を開始する前に」の手順に従って操作して<ださい。 

A 警告：ご使用のコンピュータが重く（最低約 24.9 kg の)、が難しくなる可 
能性があります。持ち上げたり、移動させたり、斜めにする前に誰かに巧 
けをホめてください。このコンピュータを動かすには2人の大人が必要で 
す。怪我や持ち上げる際に巧り曲がるのを避けるために、常に正しく持ち 
上げてください。化の重要な安全情報には『製品情報ガイド J を参照して 
ください。 

A 警告：システムの安全性を最大限確保するために、コンピュータのスタン 
ドは常に設置されている必要があります。コンピュータのスタンドが設置 
されていな t \場合にはコンピュータが倒れることがあり、これは怪我やコ 
ンピュータの損傷 につながる おそれが'あります。 

2 コンピュータカパーを開きます (157 ページの「コンピュータカパー 
の取り外し」を参照)。 
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1 カード固定デバイス 2 タブ 

3カード固定デパイスのどちらか一方の端じあるタブを押して持ち上 
け、コンピュータから取り外します。 

4適切なカードス□ットじあるカード固定デパイス上部のタブを押し 
下げ、カード固定デパイスを回転させなびらシャーシ壁の元の位置(こ 
はめ込みます。 
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1 ijij ースタブ 2カード固定デバイス 

5カードを交換している場合は、226ページの rSLI 構成からの PCI Express 
Graphics グラフィックカードの取り外し」を参照してください。 

6取り付けるカードを準備します。 

カードの構成、巧部接続、またはお使いのコンピュータじ合わせて力 
スタマイブする方法じついては、カードに付属のマこュアルを参照し 
てください。 

7カードび Full length である場合、カードフアン上のプラスチックの 
カードガイド間にこれを合わせます。 

8カードの位置びス□ットと揃い、固定タブびある場合は固定ス□ット 
と揃うようじします。 
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1 PCI Express x 16 カード 2 固定タブ 

3 PCI Express x 16 カードス 
□ット 

〇ミ主意：必ず固定タブを外してからカードを装着してください。カードび正し 
<装着されていなしな易合は、システ厶基板に損傷をちえるおそれびあります。 

9固定タブびあればゆっくりと引き、カードをコネクタ巧に置きます。 
しっかりと押さえて、カードびス□ットじ完全に装着されていることを 
確認します。 

10カード固定デパイスを回転させなびらの元の位置に戻す前に、下を 
確認します： 

• すべてのカードとフィラーブラクットの上端び、位置合わせバー 
と揃っている。 

• 各カードまたはフィラーブラケット上端の切り込みび、位置合わ 
せガイドとかみ合っている。 

^ 乂モ：安全性をより確実じするためじ、位置合わせガイド（逆向きの 
ネジ）を取り外して、正しい方を上(こして締め、カードを固をします。 
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1 ス□ット巧のブラケット 2 ス□ットの外側(こはみ出したブ 

ラケット 

3 完全に装着されたカード 4 完全に装着されていないカード 

〇ミ主意：カードケーブルは、カードの後側(こ配線しないでください。ケーブ 
ルをカードの後ろに配線すると、装置に損傷をちえるおそれびあります。 

11必要なすべてのケーブルをカードに接続します。 

カードのケーブル接続(こついては、カードに付属のマこュアルを参照 
してください。 

12カード固定デバイスを回転させなびらの元の位置に戻し、タブび力 
チッと所定の位置に収まるようじ先端を押します。 
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1 



1 ijij ースタブ 2カード固定デバイス 

13カード固定デバイスを巧して元の位置に戻し、カチッと所定の位置(こ 
収まるまで押します。 
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1 カード固定デバイス 2タブ 

〇ミ主意：グラフィック電源ケーブルび正しく取り付けられていないと、グラ 
フィックパフスーマンスび落ちる可能性びあります。 

14電源ケーブルをカードの電源コネクタじ接続します。 

カードケーブル接続に関する情報は、カードのマこュアルを参照して 
ください。 

15デュアルグラフィック構成に必要であれば、グラフィックカードブ 
IJ ツジびコネクタタブを完全に覆うようじ、これをしっかりと押さえ 
て取の巧けます。 
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2 



1 グラフィックカードブ U ッジ 2 電源コネクタに） 

(デュアルグラフィック構成(こ 
はこれびなし^ちのちあります） 

3 デュアル PCI Express クラ 
フィックカード 

〇ミ主意：ネットワークケーフ'ルを接続する(こは、まずケーフ'ルをネットワーク 
ポートまたはデバ'イス(こ差し込み、次(こ、コンピュータ(こ差し込みます。 

16 コンピュータカバーを取り付け (161 ページの「コンピュータカパー 
の交換」を参照)、コンピュータとデバイスをコンセントじ接続して、 
電源を入れます。 
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オプシヨンのグラフィックライザーカードの取りかし 

^ メモ：デュアルグラフィック構成（グラフィックライザーカード巧き）へアッ 
プグレード、あるいはこの構成からダウングレードするじは、別途パーツび 
必要になります。これはデルからを文できます。309ページの 「 Dell お問い合 
わせ番号」を参照して<ださし、。 

1155ページの「作業を開始する前に」の手順に従って操作して<ださし、。 

A 警告：ご使用のコンピュータが重く（最低約 24.9 kg の)、が難しくなる可 
能性があります。持ち上げたり、移動させたり、斜めにする前に誰かに巧 
けをホめてください。このコンピュータを動かすには2人の大人が必要で 
す。怪我や持ち上げる際に巧り曲がるのを避けるために、常に正しく持ち 
上げてください。化の重要な安全情報には『製品情報ガイド J を参照して 
ください。 

A 警告：システムの安全性を最大限確保するために、コンピュータのスタン 
ドは常に設置されている必要があります。コンピュータのスタンドが設置 
されていな t \場合にはコンピュータが倒れることがあり、これは怪我やコ 
ンピュータの損傷につながるおそれが'あります。 

2 コンピュータカパーを開きます （161 ページの「コンピュータカパー 
の交換」を参照)。 

3グラフィックライヴーカードび取りがけられている場合は、これを取 
り外します： 

a その4本のネジを取り外します。 
b 電源ケーブルを外します。 

C 少し斜めち上がりにライヴーカードを動かし、カードファンとメ 
モ IJ ライヴー支持構造体から取り外します。 

d ライヴーカードは保管しておきます。 
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1 ネジ 2グラフィックライザーカード 

オプシヨンのグラフィックライザーカードの交換 

^ 乂モ：デュアルグラフィック構成（グラフィックライザーカード巧き）へアッ 
プグレード、あるいはこの構成からダウングレードする I こは、別途パーツび 
必要になります。これはデルからを文できます。309ページの 「 Dell お問い合 
わせ番号」を参照して<ださし、。 

グラフィックライヴーカードの取り外しの手順を逆に実行します。 
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ドライブ 

お使いのコンピュータはじ(下をサポートします。 

• SAS (シ IJ アル接続 SCSI ) ハードドライブび4台までとシ IJ アル ATA 
( SATA ) ノ\ー ドドライブび1台、あるいは SATA ノ\ー ドドライブを5台ま 
で 

• オプティカルドライブび3台まで （5.25 インチベイにフ□ッピード 
ライブやメディアカード IJ ーダーやノ\ー ドドライブび装備されてし、 
ない揚合） 

• フ□ッピードライブ1台 

• メディアカード IJ ーダー1台 
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15.25 インチドライブベイ 4 台（特別 2 特別なフ□ッピードライブ/メディ 
なドライブケースの(こフ□ッピード アカード IJ ーダーのドライブパネル 

ライブゆメディアカード IJ ーダーゆ プレートとカバー 

SATA ノ\ー ドドライブを設置可能） 

乂モ： 5.25 インチ^ディアカード 
I J ー ダー/フ□ッピー ドライブキャ 
IJ アはノ\ー ドドライブキャ IJ アと取 
り替えることはできません。 

3 ノ\ー ドドライブベイ4つ （ SATA ゆ 

SAS ハードドライブを保持可能） 

一般的なドライブ取り付けガイドライン 

ドライブを取り付ける場合は、2本のケーブル（電源装置からの DC 電源 
ケーブルとデータケーブル）をドライブの背面に接続します。データクー 
ブルのち5—方の端は、拡張カードまたはシステ厶基板に接続します。ほ 
とんどのコネクタは、正し<接続されるようじ設計されています。 
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一般的なドライブ取り付けガイドライン 

〇を意：お使いのコンピュータ(こ^タルシールドびある揚合、コンピュータの 
使用中は常時取り付けておく必要びあります。取り付けないと、コンピュー 
夕び正常(こ機能しなしな易合びあります。 

ドライブを取り付ける場合は、2本のケーブル（電源装置からの DC 電源 
ケーブルとデータケーブル）をドライブの背面に接続します。データケー 
ブルのち5—方の端は、拡張カードまたはシステ厶基板に接続します。ほ 
とんどのコネクタは、正し<接続されるよ5じ設計されています。つまり、 
片方のコネクタの切り込みやピンの欠けび、ちう一方のコネクタのタブや 
差し込み巧と一致します。 

雷源ケーブルコネクタ 



1 電源ケーブル 2 電源入カコネクタ 

SAS または SATA ケーブルを差し込巧ときは、ケーブルの両端じあるコネ 
クタ部分を持ち、コネクタじしっかりと押し込みます。 SAS または SATA 
ケーブルを抜くときは、ケーブルの両端じあるコネクタ部分を持ち、引き 
抜いてコネクタから外します。 
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SATA データケーブルコネクタ 




1 SATA データケーブル 2 システ厶基板の SATA コネクタ 

3 SATA ドライブ SATA データケーブル 
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SAS データケーブルコネクタ 


2 



1電源ケーブル 
3 インターポーザー 
5 HDD コネクタ 


2 SAS データケーブル 
4 SAS ドライブ 
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コントローラカードの デー タケーブルコネクタ 




1 SAS データ コネクタ 
3 インターポーヴー 
5 SAS コネクタ 


2 電源コネクタ 
4 SAS ドライブ 

6 オプションの PCI Express SAS コ 
ント □ーラカー ド 


八ードドライブ 

〇ミ主意： SAS /\ — ドドライブを 5.25 インチドライブベイに取り仰ブないでくだ 
さい。これらのドライブベイは SATA ノ\ー ドドライブやオプティカルドライ 
スフ□ッピードライブ、メディアカード IJ ーダーのみをサポートします。 

〇ミ主意： SATA ドライブび1台と SAS ドライブび取り付けられると、この SATA 
ドライブび起動ドライブでなければならず、これを 5.25 インチドライブベイ 
(こ装備する必要びあります。 

〇ミ主意： SAS ケーブルはデルからご購入いただいたちのだけを使用されることを 
お勧めします。他なのケーブルは、 Dell コンピュータでの動作び保証されて 
し、ません。 

ドライブの番号はノ\ー ドドライブベイの横のシャーシ(こ記載されます。 
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ハードドライブ（ハードドライブベイ！〜 4) の取り外し 

A 警告：本項の手順を開始する前に、『製品情報ガイド J の安全手順に従って 
ください。 

A 警告：感電防止のため、カバーを開く前に、必ずコンピュータの電源プラ 
グをコン七ン ト から抜いてください。 

1残しておきたいデータを保をしているノ\ー ドドライブを交換する場合 
は、ファイルのパックアップを取ってから、下の手順を開始します。 

2155 ページの「作業を開始する前に」の手順に従って操作して<ださい。 

A 警告：ご使用のコンピュータが重く（最低約 24.9 kg の)、が難しくなる可 
能性があります。持ち上げたり、移動させたり、斜めにする前に誰かに助 
けをホめてください。このコンピュータを動かすには2人の大人が必要で 
す。怪我や持ち上げる際に巧り曲がるのを避けるために、常に正しく持ち 
上げてください。化の重要な安全情報には『製品情報ガイド J を参照して 
ください。 

A 警告：システムの安全性を最大限確保するために、コンピュータのスタン 
ドは常に設置されている必要があります。コンピュータのスタンドが設置 
されていな t \場合にはコンピュータが倒れることがあり、これは怪我やコ 
ンピュータの損傷につながるおそれが'あります。 

3 コンピュータカパーを開きます (157 ページの「コンピュータカパー 
の取り外し」を参照)。 

4 電源ケーブルをノ\ー ドドライブから外します。 

5 データケーブルをノ\ー ドドライブから外します。 

6アドインストレージコント□ーラカードを使用している場合は、デー 
タケーブルびケーブルク IJ ップで留められ、ご使用のシステ厶で巧能 
であれば、挟まれたり巧れ曲がったりしない場所じあることを確 I 忍し 
てください。 

そ5でなければ、データケーブルのち5—方の端をシステ厶基板から 
外します。 
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1 電源ケーブル 2 データケーブル 

3 HDD コネクタ 
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1 電源 ケーブル 2 データケーブル 

3 SAS インターポーザーコネクタ 4 HDD コネクタ 

7 ノ\ー ドドライブブラケットの両側面じある青色のタブを巧側に巧し 
なびら、ドライブを上方向にスライドさせてノ\ー ドドライブベイから 
取り外します。 
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1 青色のタブに） 2 ノ\ ー ドドライブ 

3 ノ\ー ドドライブベイ 

8すべてのコネクタび'正し<接続され、しっかりと固定されていることを 
確 I 忍します。 

9コンピュータカパーを取り巧けます (161 ページの「コンピュータカ 
バーの交換」を参照)。 

〇ミ主意：ネットワークケーフ'ルを接続する(こは、まずケーフ'ルをネットワーク 
ポートまたはデバ'イス(こ差し送み、次(こ、コンピュータ(こ差し么みます。 

10コンピュータとデパイスをコンセントじ接続して、電源を入れます。 
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ハードドライブ（ハードドライブベイ！〜 4) の取り付け 

A 警告：本項の手順を開始する前に、『製品情報ガイド J の安全手順に従って 
ください。 

A 警告：感電防止のため、カバーを開く前に、必ずコンピュータの電源プラ 
グをコン七ントから抜いてください。 

1交換用のノ\ー ドドライブを箱から取り出して、取り化けの準備をします。 

2 ノ\ー ドドライブのマこュアルを参照して、ドライブの設定びお使いの 
コンピュータじ合っているか確認します。 

〇 乂モ： ノ\ー ドドライブブラケットびまだノ\ー ドドライブベイの部 I こ装備され 
ている揚合は、新しいノ\ー ドドライブを取り付ける前 I ここのブラケットを外 
します。 

3交換用ノ\ー ドドライブ(こノ\ー ドドライブブラケットび巧いていない揚 
合は、これまで使用していたドライブからブラケットを取り外します。 
そのブラケットを新しいドライブじカチッとはめ込みます。 



1 ドライブ 2 ノ\ー ドドライブブラケット 

4155ページの「作業を開始する前に」の手順に従って操作して<ださい。 
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A 警告：ご使用のコンピュータが重く（最低約 24.9 kg の)、が難しくなる可 
能性があります。持ち上げたり、移動させたり、斜めにする前に誰かに助 
けをホめてください。このコンピュータを動かすには2人の大人が必要で 
す。怪我や持ち上げる際に巧り曲がるのを避けるために、常に正しく持ち 
上げてください。化の重要な安全情報には『製品情報ガイド J を参照して 
ください。 

A 警告：システムの安全性を最大限確保するために、コンピュータのスタン 
ドは常に設置されている必要があります。コンピュータのスタンドが設置 
されていない場合にはコンピュータが倒れることがあり、これは怪我やコ 
ンピュータの損傷につながるおそれが'あります。 

5 コンピュータカパーを開きます (157 ページの「コンピュータカパー 
の取り外し」を参照)。 

6 ノ\ー ドドライブベイび空であることを確 i 忍します。ノ\ー ドドライブブ 
ラケットを装着している場合は、これを取り外します。タブを巧側(こ 
押してベイから引き出します。 

ベイにドライブを装着している場合は、これを取り外します 
(250 ページの「ハードドライブ（ハードドライブベイ 1 〜 4) の取 
り外し」を参照)。 

7 ノ\ー ドドライブを、カチッと音がして所定の位置にしっかりと収まる 
までスライドさせて、ノ\ー ドドライブベイに差し込みます。 
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1 ノ\ー ドドライブ 2 ノ\ ー ドドライブベイ 

8電源ケーブルをドライブじ接続します。 

9データケーブルの一方の端をノ\ー ドドライブ(こ接続します。 

10アドインストレージコント□ーラカードを使用している場合は、デー 
タクーブルのちう一方の端はこのアドインストレージコント□ーラ 
カードに接続されています。 

そうでなければ、このデータケーブルをシステ厶基板の HDD コネク 
夕(こ接続します。 

〇ミ主意：ノ\ー ドドライブを必ず HDD とマークの巧いたシステ厶基板のコネク 
夕のみ(こ接続します。ノ\ー ドドライブを SATA とラベルの巧けられたコネク 
夕(こ接続しないで<ださい。（例外は5台ドライフ''構成での SATA 起動ドライ 
ブです。） 
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1 電源ケーブル 2 データ ケーブル 

3 HDD コネクタ 
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1 電源ケーブル 2 データケーブル 

3 SAS インターポーザーコネクタ 4 HDD コネクタ 

11すべてのコネクタび'正し<接続され、しっかりと固定されていることを 
確 I 忍します。 

12コンピュータカバーを取り巧けます (161 ページの「コンピュータカ 
パーの交換」を参照)。 

〇ミ主意：ネットワークケーフ'ルを接続するには、まずケーフ'ルをネットワーク 
ポートまたはデパ'イス(こ差し送み、次(こ、コンピュータ(こ差し送みます。 

ロコンピュータとデバイスをコンセントじ接続して、電源を入れます。 

ドライブの動作に必要なソフトウエアをインス!-ールする手順じつ 
いては、ドライブじ付属のマこュアルを参照してください。 

14取り付けたドライブびプライマ IJ ドライブの場合は、起動用ディスクを 
ドライブ A じ挿入します。 
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15 コンピュータの電源を入れます。 

16セットアップユーティ IJ ティを起動し、適切な Drive (ドライススプ 
ションを更新します （83 ページの「セットアップユーティ IJ ティ」を 
参照)。 

17セットアップユーティ IJ ティを終了して、コンピュータを再起動します。 

18次の手順に進む前に、ドライブじパーティションを作成して、論理 
フスーマットを実巧します。 

手順じついては、オペレーティングシステ厶のマこュアルを参照して 
ください。 

19 Dell Diagnostics (診断）プ□グラ厶を実行して、ハードドライブをテ 
ストします。138ページの 「Dell Diagnostics (診断）プ□グラ厶」を 
参照して < ださい。 

20取り付けたドライブびプライマ IJ ドライブの場合は、そのノ\ー ドドラ 
イブにオペレーティングシステ厶をインス!-ールします。 

5台目 SATA ハードドライブの取り出し（オプション） 

A 警告：本項の手順を開始する前に、『製品情報ガイド J の安全手順に従っ 
てください。 

A 警告：感電防止のため、カバーを開く前に、必ずコンピュータの電源プラ 
グをコン七ントから抜いてください。 

1 155ページの「作業を開始する前に」の手順に従って操作してください。 

A 警告：ご'使用のコンピュータが重く（最低約 24.9kg の)、取り扱いが難しくな 
る可能性があります。持ち上げたり、移動させたり、斜めにする前に誰かに巧) 
けをホめてください。このコンピュータを動かすには2人の大人が必要です。怪 
我や持ち上げる際に巧り曲がるのを避けるために、常に正しく持ち上げてくだ 
さい。化の重要な安全情報には『製品情報ガイド J を参照してください。 

A 警告：システムの安全性を最大限確保するために、コンピュータのスタン 
ドは常に設置されている必要があります。コンピュータのスタンドが設置 
されていない場合にはコンピュータが倒れることがあり、これは怪我やコ 
ンピュータの損傷につながるおそれが'あります。 

2 コンピュータカバーを 開きます (157 ページの「コンピュータカバー 
の取り外し」 を 参照)。 

3ドライブパネルを取り外します （267 ページの「ドライブパネルの取 
り外し」を参照)。 
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4 ノ\ー ドドライブの背面から電源ケーブルを取り外します。 

5 ノ\ー ドドライブの背面とシステ厶基板のコネクタからデータケーブ 
ルを取り外します。 



3 データ ケーブル 4 システ厶基板の SATA コネクタ 

5 オプションの SATA ハードドライブ 
乂モ：オプションの 5 台目の 
SATA ノ\ー ドドライブは 5.25 イン 
チドライブベイのいずれかじ取り 
がけることびできます。 
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6 スライドプレートレバーをスライドさせて肩巧きネジを取り外し、 
ノ\ー ドドライブキヤ IJ アをスライドさせて 5.25 インチドライブベイ 
から外します。 



1 スライドプレート2オプションの5台目のノ\ードドライブ 

レバー 乂モ：ブプションの5台目の SATA ハードド 

ライブは 5.25 インチドライブベイのいずれ 
か(こ取り付けることびできます。 

7 ノ\ー ドドライブブラケットの両側面じある青色のタブを巧側に巧し 
なびら、ドライブを上方向にスライドさせてノ\ー ドドライブキヤ UP 
から取り外します。 

8ドライブとキヤ IJ アを安全な場所に置いておきます。 

9すべてのコネクタび'正し<接続され、しっかりと固定されていることを 
確 I 忍します。 
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10 ドライブベイに他のドライブを取り付けていない場合は、ドライブパ 
ネルカパーを取り付けます (271 ページの「ドライブパネルカパーの 
取り巧け」を参照)。 

11ドライブパネルを再度取りがけます (271 ページの「ドライブパネル 
の取り巧け」を参照)。 

12コンピュータカパーを取り付けます (161 ページの「コンピュータカ 
パーの交換」を参照)。 

〇 ミ主意：ネットワークケーフ'ルを接続するには、まずケーフ'ルをネットワーク 
ポートまたはデバ'イス(こ差し送み、次(こ、コンピュータ(こ差し送みます。 

13コンピュータとデパイスをコンセントじ接続して、電源を入れます。 

5台目 SATA ハードドライブの取り付け（オプション） 

A 警告：本項の手順を開始する前に、『製品情報ガイド J の安全手順に従って 
ください。 

^警告：感電防止のため、カバーを開く前に、必ずコンピュータの電源プラ 
グをコン七ントから抜いてください。 

〇ミ主意： 5台目の SATA ハードドライブを 5.25 インチドライブベイのいずれか 
(こ取り付ける(こは、これを付属のノ\ー ドドライブキャ IJ ア巧に設置する必要 
びあります。 

1新しいドライブを取り付ける場合は、ドライブを箱から取り出して取 
りイ寸けの準備をします。 

ドライブのマこュアルを参照して、ドライブの設定がお使いのコン 
ピュータじ合っていることを確 i 忍します。 

2155ページの「作業を開始する前に」の手順に従って操作して<ださい。 

A 警告：ご使用のコンピュータが重く（最低約 24.9 kg の)、取り扱いが難し 
くなる可能性があります。持ち上げたり、移動させたり、斜めにする前に 
誰かに巧けをホめてください。このコンピュータを動かすには2人の大人 
が必要です。怪我や持ち上げる際におり曲がるのを避けるために、常に正 
しく持ち上げてください。化の重要な安全情報には『製品情報ガイド J を 
参照してください。 

A 警告：システムの安全性を最大限確保するために、コンピュータのスタン 
ドは常に設置されている必要があります。コンピュータのスタンドが設置 
されていな t \場合にはコンピュータが倒れることがあり、これは怪我やコ 
ンピュータの損傷につながるおそれが'あります。 

3 コンピュータカパーを開きます (157 ページの「コンピュータカパー 
の取り外し」を参照)。 
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4 ドライブパネルを取り外します （267 ページの「ドライブパネルの取 
り外し」を参照)。 

5新規のドライブを取り巧けている場合は、ドライブパネル カ パーを 
5.25 インチドライブベイから取り外します （269 ページの「ドライブ 
ベイ カバーの 取り外し」を参照)。 

5.25 インチドライブベイじすで(こドライブび取り巧けられている揚 
合は、オプティカルドライブまたはノ\ー ドドライブを取り外してくだ 
さい。該当する取り外し手順を参照して<ださい。 

6 SATA ノ\ー ドドライブをノ\ー ドドライブブラケット巧(こ置き、所定の 
位置にカチッと収まるまでドライブを巧し込みます。 



ノ\ードドライブ 2 ノ\ ー ドドライブ 

ブラケット 


7 ノ\ー ドドライブブラケツト(こセツトされたノ\ー ドドライブを、ノ\ー ド 
ドライブキヤ IJ アじスライドして挿入します。 
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1 ノ\ー ドドライブキャ iJ ア 2 ノ\ー ドドライブブラケット(こ 

セットされたノ\ー ドドライブ 

8 ノ\ー ドドライブキヤ IJ アを 5.25 インチドライブベイに差し込んで、 
所定の位置に収めます。 
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1 スライドプレートレバー 2 ノ\ ー ドドライブ搭載 ノ\ ー ドドライブ 

キャ IJ ァ 

乂モ：オプションの5台目の SATA 
ノ\ー ドドライブは 5.25 インチドライブ 
ベイのいずれか(こ取り巧けることびで 
きます。 

9 ノ\ー ドドライブに電源ケーブルを接続します。 

10データケーブルをドライブの背面とシステ厶基板上のコネクタじ接 
続します。 
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データケーブル 
データケーブル 


2 電源ケーブル 

4 システ厶基板の SATA 2 コネクタ 


11すべてのコネクタび'正し<接続され、しっかりと固定されていることを 
確 I 忍します。 

12ドライブパネルを再度取りがけます (271 ページの「ドライブパネル 
の取り巧け」を参照)。 

ロコンピュータカパーを取りがけます (161 ページの「コンピュータカ 
パーの交換」を参照)。 
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O を意：ネットワークケーフ'ルを接続する(こは、まずケーフ'ルをネットワーク 
ポートまたはデバ'イス(こ差し送み、次(こ、コンピュータ(こ差し送みます。 

14 コンピュータとデパイスをコンセントじ接続して、電源を入れます。 

ドライブの動作に必要なソフトウエアをインス!-ールする手順じつ 
いては、ドライブじ付属のマこュアルを参照してください。 

15 取り化けたドライブびプライマ IJ ドライブの場合は、起動用ディスクを 
ドライブ A じ挿入します。 

16 コンピュータの電源を入れます。 

17 セットアップユーティ IJ ティを起動し、適切な Drive (ドライブ）スプ 
ションを更新します（のページの「セットアップユーティ IJ ティ」を 
参照)。 

18 セットアップユーティ IJ ティを終了して、コンピュータを再起動します。 

19 次の手順に進む前に、ドライブじパーティションを作成して、論理 
フスーマットを実むします。 

20手順じついては、オペレーティングシステ厶のマこュアルを参照して 
ください。 

ドライブパネル 

A 警告：本項の手順を開始する前に、『製品情報ガイド J の安全手順に従って 
ください。 

A 警告：感電防止のため、カバーを開く前に、必ずコンピュータの電源プラ 
グをコン七ントから抜いてください。 

ドライブパネルの取り外し 

1155 ページの「作業を開始する前に」の手順に従って操作して<ださい。 

A 警告：ご使用のコンピュータが重く（最低約 24.9 kg の)、取り扱いが難し 
くなる可能性があります。持ち上げたり、移動させたり、斜めにする前に 
誰かに助けをホめてください。このコンピュータを動かすには2人の大人 
が必要です。怪我や持ち上げる際に巧り曲がるのを避けるために、常に正 
しく持ち上げてください。化の重要な安全情報には『製品情報ガイド J を 
参照してください。 

A 警告：システムの安全性を最大限確保するために、コンピュータのスタン 
ドは常に設置されている必要があります。コンピュータのスタンドが設置 
されていない場合にはコンピュータが倒れることがあり、これは怪我やコ 
ンピュータの損傷につながるおそれが'あります。 
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2 コンピュータカバーを開きます (157 ページの「コンピュータカパー 
の取り外し」を参照)。 

3スライドプレートのレパーを持ち、ドライブパネルびカチッと開くまで、 
コンピュータの底面に向けて巧します。 



1スライドプレートレバー2スライドプレート 
3ドライブパネル 4ドライブパネルタブ 


4ドライブパネルを外側に回して、サイドヒンジから持ち上げて外します。 
5ドライブパネルを安をな場所に置いておきます。 


268 I 部品の増設と交換 



















ドライブベイカバーの取りかし 

〇ミ主意：ドライブべイカパーの巧側(こはネジび巧いている揚合びあります。新 
しいドライブ(こネジび付いていない揚合は、このネジを取り付けて使用でき 
ます。 


1ドライブパネルを取り外します （267 ページの「ドライブパネルの取 
り外し」を参照)。 

〇ミ主意：ドライブベイカバーのタブを壊さないようじするため、カバーの一 
端をドライブパネルから引き離す距離は1 cm 程度まで(こして、その後ス 
□ットからタブを引き抜いてくださし、。 

2ドライブパネルカパーの IJIJ ースタブをつまんで、 IJIJ ースタブび浮 
く程度までカバーの一端を手前に引きます。 



3ドライブパネル カバーの IJIJ ース 4タブス□ットにはまっているドラ 
タブに） イブノ くネルカノ \'一のタブ 
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1 ドライブパネル カバー ペイン 2ドライブパネル カバーの U U —ス 

タブ （2) 

3ドライブパネルカパータブをスライドさせて、タブス□ットから外し 
ます。 

4ドライブパネルカバーを安全な場所に置いておきます。 
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ドライブパネルカバーの取り付け 

1ドライブパネルカパーのタブを、ドライブパネルのス□ットじ差し込 
みます。 



1ドライブパネル 2ドライブパネルカパー 

3ドライブパネル カバーの IJIJ ース4 タブス□ットにはまっているドラ 
タブに） イブノ くネルカノ \'一のタブ 

2ドライブパネルカバーの IJIJ ースタブをつまみ、ドライブパネルカ 
ノ \'一を所定の位置(こはめ込みます。 

3 ドライブパネルカパーびドライブパネルに正しく固定されているこ 
とを確認します。 

ドライブパネルの取り付け 

1155 ページの「作業を開始する前に」の手順に従って操作して<ださい。 

A 警告：ご使用のコンピュータが重く（最低約 24.9 kg の)、取り扱いが難し 
くなる可能性があります。持ち上げたり、移動させたり、斜めにする前に 
誰かに助けをホめてください。このコンピュータを動かすには2人の大人 
が必要です。怪我や持ち上げる際にがり曲がるのを避けるために、常に正 
しく持ち上げてください。化の重要な安全情報には『製品情報ガイド J を 
参照してください。 
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A 警告：システムの安全性を最大限確保するために、コンピュータのスタン 
ドは常に設置されている必要があります。コンピュータのスタンドが設置 
されていな t \場合にはコンピュータが倒れることがあり、これは怪我やコ 
ンピュータの損傷 につながる おそれがあります。 

2ドライブパネルタブを側面ドアヒンジじ合わせます。 



1スライドプレートレバー2スライドプレート 
3ドライブパネル 


3ドライブパネルをコンピュータの方向に倒して、所定の位置にカチッ 
と固定します。 

4コンピュータカバーを取りがけます (161 ページの「コンピュータカ 
パーの交換」を参照)。 

ドライブの動作に必要なソフトウエアをインス!-ールする手順じつ 
いては、ドライブじ付属のマこュアルを参照してください。 
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フロッピードライブ 

A 警告：本項の手順を開始する前に、『製品情報ガイド J の安全手順に従って 
ください。 

A 警告：感電防止のため、カバーを開く前に必ず、コンピュータの電源プラ 
グをコン七ントから抜いてください。 

〇ミ主意：コンピュータ巧の部品の静電気(こよる損傷を防ぐため、コンピュータ 
の電子部品(こ触れる前(こ、身体から静電気を除去して<ださい。コンピュー 
タシャーシの塗装されていない金属面(こ触れること(こより、静電気を逃びす 
ことびできます。 

^ メモ： フ□ッピードライブやメディアカード IJ ーダーをドライブベイ肉 I こ取 
り付ける I こは、 3.5 インチドライブキャ IJ ア I こ設置する必要びあります。 

フロッピードライブの取りかし 

1 155ページの「作業を開始する前に」の手順に従って操作して<ださい。 

A 警告：ご使用のコンピュータが重く（最低約 24.9 kg の)、取り扱いが難し 
くなる可能性があります。持ち上げたり、移動させたり、斜めにする前に 
誰かに巧けをホめてください。このコンピュータを動かすには2人の大人 
が必要です。怪我や持ち上げる際に巧り曲がるのを避けるために、常に正 
しく持ち上げてください。化の重要な安全情報には『製品情報ガイド J を 
参照してください。 

A 警告：システムの安全性を最大限確保するために、コンピュータのスタン 
ドは常に設置されている必要があります。コンピュータのスタンドが設置 
されていない場合にはコンピュータが倒れることがあり、これは怪我やコ 
ンピュータの損傷につながるおそれが'あります。 

2コンピュータカパーを開きます （157 ページの「コンピュータカパー 
の取り外し」を参照)。 

3ドライブパネルを取り外します (267 ページの「ドライブパネルの取 
り外し」を参照)。 

4フ□ッピードライブの背面から、電源ケーブルとデータケーブルを取 
り外します。 
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5 ドライブケーブルのち 5 —方の端を、システ厶基板の 「 DSKT 」 とラ 
ベル巧けされたコネクタから取り外します。システ厶基板のコネクタ 
の位置は、29ページの「システ厶基板のコンポーネント」で確認し 
てください。 



6スライドプレートレパーをち側にスライドさせて肩巧きネジを取り 
外し、ドライブキヤ IJ アをスライドさせてドライブベイから外します。 
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1 フ□ッピードライブ 


2 フ□ッピードライブキヤ IJ ア 


7ドライブキヤ IJ アの側じある IJIJ ースレパーを巧し下げて、ドライバを 
取り外します。 

8ドライブベイに他のドライブを取り付けていない場合は、下の手順を 
実行します： 

a 空のドライブキヤ IJ アをスライドさせてカチッとはまるまでドラ 
イブベイに戻し、このキヤ IJ アを再度取り付けます。 

後でこのドライブベイに他のフ□ッピードライブやメディアカー 
ド IJ ーダーを取り付けることじ決めた揚合は、ドライブベイから 
ドライブキヤ IJ アを取り外さずじ、これをスライドさせてドライ 
ブキヤ IJ アじ取りがけることびできます。 

b ドライブべイカパーを取り付けます (271 ページの「ドライブパ 
ネルカバーの取り巧け」を参照)。 
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9 ドライブベイに他のドライブを取り付けている場合は、該当する取り 
がけ手順を参照して < ださい。 

10ドライブパネルを再度取りがけます (271 ページの「ドライブパネル 
の取り巧け」を参照)。 

11コンピュータカパーを取り付けます (161 ページの「コンピュータカ 
バーの交換」を参照)。 

〇を意：ネットワークケーフ'ルを接続する(こは、まずケーフ'ルをネットワーク 
ポートまたはデバ'イス(こ差し送み、次(こ、コンピュータ(こ差し送みます。 

12コンピュータとデパイスをコンセントじ接続して、電源を入れます。 

フロッピードライブの取り付け 

1155ページの「作業を開始する前に」の手順に従って操作して<ださい。 

A 警告：ご使用のコンピュータが重く（最低約 24.9 kg の)、取り扱いが難し 
くなる可能性があります。持ち上げたり、移動させたり、斜めにする前に 
誰かに助けをホめてください。このコンピュータを動かすには2人の大人 
が必要です。怪我や持ち上げる際に巧り曲がるのを避けるために、常に正 
しく持ち上げてください。化の重要な安全情報には『製品情報ガイド J を 
参照してください。 

A 警告：システムの安全性を最大限確保するために、コンピュータのスタン 
ドは常に設置されている必要があります。コンピュータのスタンドが設置 
されていな t \場合にはコンピュータが倒れることがあり、これは怪我やコ 
ンピュータの損傷につながるおそれが'あります。 

2コンピュータカパーを開きます （157 ページの「コンピュータカパー 
の取り外し」を参照)。 

3ドライブパネルを取り外します （267 ページの「ドライブパネルの取 
り外し」を参照)。 

4 3.5 インチドライブパネルカバーび取り付けられている場合は、これを 
外します （269 ページの「ドライブベイカバーの取り外し」を参照)。 

3.5 インチドライブパネルプレートび'装備されているかを確認します。 

5ドライブベイじ他のデパイスび装備されてし^る場合は、そのデノ\'イスを 
取り外します帰当するデパイス取り外し手順を参照)。 

6ドライブじネジび巧いていない場合は、肩がきネジびないかどうかド 
ライブパネルの中をチェックします。ネジびある場合は、そのネジを 
新しいドライブじ巧けます。 
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1 フ□ッピードライブ 2 ネジ （4) 

7空の 3.5 インチドライブキヤ IJ アびドライブベイに取り付けられてい 
る場合は、フ□ッピードライブをスライドさせ、カチッとはまるまで 
このドライブキヤ IJ アじ挿入します。 

そうでなければ、下の手順を実行します： 

a フ□ッピードライブをスライドさせ、カチッとはまるまで え5 イン 
チドライブキヤ IJ アじ挿入します。 

b 次に、ドライブキヤ IJ アの側じある IJIJ ースレパーを押し下げな 
びら、ドライブキヤ IJ アをスライドさせ、カチッとはまるまでド 
ライブベイに挿入します。 
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1 フ□ッピードライブ 


2 フ□ッピードライブキヤ IJ ア 


電源ケーブルとデータケーブルをフ□ッピードライブじ接続します。 
データ クー ブルのちう 一方の 端を、システ厶基板の 「 DSKT 」 とラべ 
ルがけされたコネクタじ接続します。システ厶基板のコネクタの位置 
は、29ページの「システ厶基板のコンポーネント」で確認して < だ 
さし、。 
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1 


2 



1 電源ケーブル 2 データケーブル 

3 フ□ッピードライブコネクタ (DSKT) 

10すべてのケーブル接続を確認します。を却ファンと通気孔間の空気の 
流れの妨げじならないよ5じケーブルをまとめておきます。 

11ドライブパネルを再度取り付けます (271 ページの「ドライブパネル 
の取り巧け」を参照)。 

12コンピュータカパーを取りがけます (161 ページの「コンピュータカ 
パーの交換」を参照)。 

〇ミ主意：ネットワークケーフ'ルを接続する(こは、まずケーフ'ルをネットワーク 
ポートまたはデバ'イス(こ差し込み、次(こ、コンピュータ(こ差し込みます。 
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13 コンピュータおよびデパ'イスをコンセントじ接続して、電源を入れます。 

ドライブの動作に必要なソフトウエアをインス!-ールする手順じつ 
いては、ドライブじ付属のマこュアルを参照してください。 

14セットアップユーティ IJ ティを起動し、適切な Diskette Drive (ディ 
スケットドライブ）オプションを選択します （83 ページの「セットアッ 
プユーティ IJ ティ」を参照)。 

15 Dell Diagnostics (診断）プ□グラ厶を実巧して、コンピュータび正 
しく動作することを確 i 忍します（138ページの 「Dell Diagnostics 
(診断）プ□グラ厶」を参照)。 

メディアカードリーダー 

A 警告：本項の手順を開始する前に、『製品情報ガイド J の安全手順に従って 
ください。 

A 警告：感電防止のため、カバーを開く前に必ず、コンピュータの電源プラ 
グをコン七ントから抜いてください。 

© を意：コンピュータのの部品の静電気(こよる損傷を防ぐため、コンピュータ 
の電子部品(こ触れる前(こ、身体から静電気を除去して<ださい。コンピュー 
タシャーシの塗装されていない金属面(こ触れること(こより、静電気を逃びす 
ことびできます。 

^ メモ： フ□ッピードライブやディアカード IJ ーダーをドライブベイの I こ取 
り付けるじは、 3.5 インチドライブキヤ IJ ア I こ設置する必要びあります。 
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メディアカードリーダの取りかし 

1155ページの「作業を開始する前に」の手順に従って操作してください。 

A 警告：ご使用のコンピュータが重く（最低約 24.9 kg の)、取り扱いが難し 
くなる可能性があります。持ち上げたり、移動させたり、斜めにする前に 
誰かに助けをホめてください。このコンピュータを動かすには2人の大人 
が必要です。怪我や持ち上げる際に巧り曲がるのを避けるために、常に正 
しく持ち上げてください。化の重要な安全情報には『製品情報ガイド J を 
参照してください。 

A 警告：システムの安全性を最大限確保するために、コンピュータのスタン 
ドは常に設置されている必要があります。コンピュータのスタンドが設置 
されていない場合にはコンピュータが倒れることがあり、これは怪我やコ 
ンピュータの損傷 につながる おそれが'あります。 

2コンピュータカバーを開きます （157 ページの「コンピュータカパー 
の取り外し」を参照)。 

3ドライブパネルを取り外します （267 ページの「ドライブパネルの取 
り外し」を参照)。 

4 メディアカード IJ ーダーの背面からインタフェースケーブルを取り 
外します。 


5インタフェースケーブルのち5—方の端を、システ厶基板の 「 USB 」 
とラベル巧けされたコネクタから取り外します。システ厶基板のコネ 
クタの位置は、29ページの「システ厶基板のコンポーネント」で確 
I 忍して < ださい。 
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1 インタフェースケーブル 2 ^ディアカード IJ ー ダコネクタ ( USB ) 

6スライドプレートレバーをち側にスライドさせて肩巧きネジを取り 
外し、ドライブキヤ IJ アをスライドさせてドライブベイから外します。 
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1 ディアカード ij ーダー 2 フ□ッピー ドライブ/メディ 

アカード IJ ーダーキヤ IJ ア 


7ドライブキヤ IJ アの側じある IJIJ ースレバーを巧し下げて、メディア 
カード IJ ーダーを取り外します。 

8ドライブベイに他のドライブを取り巧けていない場合は、下の手順を 
実行します： 

a 空のドライブキヤ IJ アをスライドさせてカチッとはまるまでドラ 
イブベイに戻し、このキヤ IJ アを再度取り付けます。 

後でこのドライブベイに他のフ□ッピードライブやメディアカー 
ド IJ ーダーを取り付けることじ決めた場合は、ドライブベイから 
ドライブキヤ IJ アを取り外さずじ、これをスライドさせてドライ 
ブキヤ IJ アじ取り付けることびできます。 
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b ドライブベイカバーを取り付けます (271 ページの「ドライブパ 

ネルカパーの取り巧け」を参照)。 

9ドライブベイに他のドライブを取り付けている場合は、該当する取り 
巧け手順を参照して < ださい。 

10ドライブパネルを再度取り化けます (271 ページの「ドライブパネル 
の取り巧け」を参照)。 

11コンピュータカパーを取り巧けます (161 ページの「コンピュータカ 
パーの交換」を参照)。 

〇ミ主意：ネットワークケーフ'ルを接続する(こは、まずケーフ'ルをネットワーク 
ポートまたはデバ'イス(こ差し送み、次(こ、コンピュータ(こ差し送みます。 

12コンピュータとデパイスをコンセントじ接続して、電源を入れます。 

メディアカードリーダの取り付け 

1155ページの「作業を開始する前に」の手順に従って操作して<ださい。 

A 警告：ご使用のコンピュータが重く（最低約 24.9 kg の)、取り扱いが難し 
くなる可能性があります。持ち上げたり、移動させたり、斜めにする前に 
誰かに巧けをホめてください。このコンピュータを動かすには2人の大人 
が必要です。怪我や持ち上げる際にがり曲がるのを避けるために、常に正 
しく持ち上げてください。化の重要な安全情報には『製品情報ガイド J を 
参照してください。 

A 警告：システムの安全性を最大限確保するために、コンピュータのスタン 
ドは常に設置されている必要があります。コンピュータのスタンドが設置 
されていな t \場合にはコンピュータが倒れることがあり、これは怪我やコ 
ンピュータの損傷につながるおそれが'あります。 

2コンピュータカパーを開きます （157 ページの「コンピュータカパー 
の取り外し」を参照)。 

3ドライブパネルを取り外します (267 ページの「ドライブパネルの取 
り外し」を参照)。 

4 3.5 インチドライブパネルカバーび取り付けられている場合は、これを 
外します （269 ページの「ドライブべイカパーの取り外し」を参照）。 
そ5でなければ、 3.5 インチドライブパネルプレートび装備されている 
かを確認します。 

5ドライブベイじ他のデパイスび装備されてしぶ場合は、 その子 !\'イスを 
取り外します（該当するデパ'イス取り外し手順を参照)。 
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6 メディアカード U —ダーにネジびがいていない場合は、肩付きネジび 
ないかどうかドライブパネルの中をチェックします。ネジを新しいメ 
ディアカード IJ ーダーに巧けます。 



1 ^ディアカード2 ネジ （4) 

IJ — ダ — 

7空の 3.5 インチドライブキヤ IJ アびドライブベイに取り付けられて 
いる場合は、メディアカード IJ ーダーをスライドさせ、カチッとはま 
るまでこのドライブキヤ IJ アじ挿入します。 

そうでなければ、下の手順を実行します： 

a メディアカード U —ダーをスライドさせ、カチッとはまるまでこの 
3.5 インチドライブキヤ IJ ア(こ挿入します。 

b 次に、ドライブキヤ IJ アの側じある IJIJ ースレパーを巧し下げな 
びら、ドライブキヤ IJ アをスライドさせ、カチッとはまるまでド 
ライブベイに挿入します。 
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；>< ディアカード ij ーダー 2 フ□ッピードライブ/メディアカード IJ 一 

ダーキヤ IJ ア 


インタフェースケーブルをメディアカード IJ ーダーに接続します。 

インタフェースケーブルのち5—方の端を、システ厶基板の 「 USB 」 
とラベル巧けされたコネクタじ接続します。システ厶基板のコネクタ 
の位置は、29ページの「システ厶基板のコンポーネント」で確認し 
てくださし、。 
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1 インタフェースケーブル 2 ^ディアカード IJ ー ダコネクタ ( USB ) 

10すべてのケーブル接続を確認します。を却ファンと通気孔間の空気の 
流れの妨げじならないよ5(こケーブルをまとめておきます。 

11ドライブパネルを再度取りがけます (271 ページの「ドライブパネル 
の取りがけ」を参照)。 

12コンピュータカパーを取り巧けます (161 ページの「コンピュータカ 
パーの交換」を参照)。 

〇ミ主意：ネットワークケーフ'ルを接続する(こは、まずケーフ'ルをネットワーク 
ポートまたはデバ'イス(こ差し么み、次(こ、コンピュータ(こ差し送みます。 
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13 コンピュータおよびデパ'イスをコンセントじ接続して、電源を入れます。 

ドライブの動作に必要なソフトウエアをインス!-ールする手順じつ 
いては、ドライブじ付属のマこュアルを参照してください。 

14セットアップユーティ IJ ティを起動し、適切な USB for FlexBay 
( FlexBay 用の巧蔵 USB ) オプションを選択します （83 ページの 
「セットアップユーティ IJ ティ」を参照)。 

15 Dell Diagnostics (診断）プ□グラ厶を実巧して、コンピュータび正 
しく動作することを確 i 忍します（138ページの 「Dell Diagnostics (診 
断）プ□グラ厶」を参照)。 

オプティカルドライブ 

A 警告：本項の手順を開始する前に、『製品情報ガイド J の安全手順に従って 
ください。 

A 警告：感電防止のため、カバーを開く前に必ず、コンピュータの電源プラ 
グをコン七ントから抜いてください。 

© を意：コンピュータのの部品の静電気(こよる損傷を防ぐため、コンピュータ 
の電子部品(こ触れる前(こ、身体から静電気を除去して<ださい。コンピュー 
タシャーシの塗装されていない金属面(こ触れること(こより、静電気を逃びす 
ことびできます。 


オプティカルドライブの取りかし 

1155ページの「作業を開始する前に」の手順に従って操作して<ださい。 

A 警告：ご使用のコンピュータが重く（最低約 24.9 kg の)、取り扱いが難し 
くなる可能性があります。持ち上げたり、移動させたり、斜めにする前に 
誰かに助けをホめてください。このコンピュータを動かすには2人の大人 
が必要です。怪我や持ち上げる際に巧り曲がるのを避けるために、常に正 
しく持ち上げてください。化の重要な安全情報には『製品情報ガイド J を 
参照してください。 

A 警告：システムの安全性を最大限確保するために、コンピュータのスタン 
ドは常に設置されている必要があります。コンピュータのスタンドが設置 
されていな t \場合にはコンピュータが倒れることがあり、これは怪我やコ 
ンピュータの損傷 につながる おそれが'あります。 

2コンピュータカパーを開きます （157 ページの「コンピュータカバー 
の取り外し」を参照)。 

3ドライブパネルを取り外します （267 ページの「ドライブパネルの取 
り外し」を参照)。 
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4 オプティカルドライブの背面から、電源ケーブルとデータケーブルを 
取り外します。 

5今回 IDE オプティカルドライブのみを取り外して交換はしない場合、 
システ厶基板からデータケーブルを抜いて保管しておきます。 

SATA オプティカルドライブを取り外して、別のドライブを取り付け 
ない場合は、システ厶基板から SATA データケーブルを抜きます。 



1 オプティカルドライブ 2 データ ケーブル 

3 電源ケーブル 4 データ ケーブル 

5 システ厶基板の SATA コネクタ 
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6 スライドプレートレバーをち側にスライドさせて段巧きネジを取り 
外し、ドライブをスライドさせてドライブベイから外します。 



1 スライドプレートレバー2 ブプティカルドライブ 

7ドライブベイに他のドライブを取り付けていない場合は、ドライブパ 
ネルカバーを取り付けます (271 ページの「ドライブパネルカパーの 
取り巧け」を参照)。 

8ドライブベイに他のドライブを取り付けている場合は、本項巧の該当 
する取り付け手順を参照して < ださい。 

9ドライブパネルを再度取りがけます (271 ページの「ドライブパネル 
の取りがけ」を参照)。 

10コンピュータカバーを取り付けます (161 ページの「コンピュータカ 
パーの交換」を参照)。 
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O を意：ネットワークケーフ'ルを接続する(こは、まずケーフ'ルをネットワーク 
ポートまたはデバ'イス(こ差し送み、次(こ、コンピュータ(こ差し送みます。 

11コンピュータとデパイスをコンセントじ接続して、電源を入れます。 

オプティカルドライブの取り付け 

1155ページの「作業を開始する前に」の手順に従って操作して<ださい。 

A 警告：ご使用のコンピュータが重く（最低約 24.9 kg の)、取り扱いが難し 
くなる可能性があります。持ち上げたり、移動させたり、斜めにする前に 
誰かに助けをホめてください。このコンピュータを動かすには2人の大人 
が必要です。怪我や持ち上げる際に巧り曲がるのを避けるために、常に正 
しく持ち上げてください。化の重要な安全情報には『製品情報ガイド J を 
参照してください。 

A 警告：システムの安全性を最大限確保するために、コンピュータのスタン 
ドは常に設置されている必要があります。コンピュータのスタンドが設置 
されていない場合にはコンピュータが倒れることがあり、これは怪我やコ 
ンピュータの損傷につながるおそれが'あります。 

2新しいドライブを取り付ける場合は、ドライブを箱から取り出して取 
りイ寸けの準備をします。 

ドライブじ付属のマこュアルを参照して、ドライブの設定びお使いの 
コンピュータじ合っていることを確認します。 

3コンピュータカパーを開きます （157 ページの「コンピュータカパー 
の取り外し」を参照)。 

4ドライブパネルを取り外します （267 ページの「ドライブパネルの取 
り外し」を参照)。 

5オプティカルドライブベイに他のデパイスび装備されている場合は、 
そのデパイスを取り外します（本項巧の該当する手順を参照)。 

6オプティカルドライブベイび空である場合は、ドライブパネルカパーを 
取り外します （269 ページの「ドライブべイカパーの取り外し」を参 
照)。 

7ドライブじネジび巧いていない場合は、ネジびないかどうかドライブ 
パネルの中をチェックし、ネジを新しいドライブじ巧けます。 
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8 ドライブを、カチッと音びするまで、または所定の位置に固定される 
まで、ゆつ < り押し込みます。 
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9 電源ケーブルとデータケーブルをオプティカルドライブ(こ接続します。 

〇ミ主意： SATA オプティカルドライブをシステ厶基板の HDD コネクタじ接続し 
ないでください。接続してち動作しません。 SATA ブプティカルドライブドラ 
イブをラベル巧けされたコネクタじ接続します。 

10 SATA ドライブを取り付ける場合は、データケーブルのちう一方の端を、 
システ厶基板の SATA コネクタじ接続します。 



1 オプティカルドライブ 
3 電源ケーブル 
5 システ厶基板の SATA コネクタ 


2 データケーブル 

4 データケーブル 
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11 すべてのケーブル接続を確認します。冷却ファンと通気孔間の空気の 
流れの妨げじならないよ5じケーブルをまとめておきます。 

12ドライブパネルを再度取りがけます (271 ページの「ドライブパネル 
の取り巧け」を参照)。 

ロ コンピュータカパーを取り付けます (161 ページの「コンピュータカ 
バーの交換」を参照)。 

〇を意：ネットワークケーフ'ルを接続する(こは、まずケーフ'ルをネットワーク 
ポートまたはデバ'イス(こ差し送み、次(こ、コンピュータ(こ差し送みます。 

14コンピュータおよびデパ'イスをコンセントじ接続して、電源を入れます。 

ドライブの動作に必要なソフトウエアをインス!-ールする手順じつ 
いては、ドライブじ付属のマこュアルを参照してください。 

15セットアップユーティ IJ ティを起動し （83 ページの「セットアップ 
ユーティ IJ ティ」を参照)、適切な Drive (ドライブ）オプションを選 
択します。 

16 Dell Diagnostics (診断）プ□グラ厶を実巧して、コンピュータび正 
しく動作することを確 i 忍します （138 ページの rDell Diagnostics 
(診断）プ□グラ厶」を参照)。 

システム基板 

A 警告：本項の手順を開始する前に、『製品情報ガイド J の安全手順に従って 
ください。 

A 警告：感電防止のため、カバーを開く前に必ず、コンピュータの電源プラ 
グをコン七ントから抜いてください。 

〇を意：コンピュータ巧の部品の静電気(こよる損傷を防ぐため、コンピュータ 
の電子部品(こ触れる前(こ、身体から静電気を除去して<ださい。コンピュー 
タシャーシの塗装されていない金属面(こ触れること(こより、静電気を逃びす 
ことびできます。 

〇ミ主意：システ厶基板と金属製のトレイは、1つの部品として取り付けおよび 
取の外しを巧います。 
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システム基板の取り外し 

1155 ページの「作業を開始する前に」の手順に従って操作して<ださい。 

A 警告：ご使用のコンピュータが重く（最低約 24.9 kg の)、取り扱いが難し 
くなる可能性があります。持ち上げたり、移動させたり、斜めにする前に 
誰かに助けをホめてください。このコンピュータを動かすには2人の大人 
が必要です。怪我や持ち上げる際に巧り曲がるのを避けるために、常に正 
しく持ち上げてください。化の重要な安全情報には『製品情報ガイド J を 
参照してください。 

A 警告：システムの安全性を最大限確保するために、コンピュータのスタン 
ドは常に設置されている必要があります。コンピュータのスタンドが設置 
されていない場合にはコンピュータが倒れることがあり、これは怪我やコ 
ンピュータの損傷につながるおそれがあります。 

2 コンピュータカバーを開きます (157 ページの「コンピュータカパー 
の取り外し」を参照)。 

3 2 本の蝶ネジを緩めてコンピュータからメモ IJ カバーを持ち上げ、こ 
れを取り外します。 



3 メモ IJ フアンモ IJ ライザーカードびない 
システ厶上(このみあのます） 
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4 メモ U ライヴーび取りがけられている場合は、これを持ち上げて外し 
ます。 


5グラフィックライヴーカードび取りがけられている場合は、これを取 
り外します： 

a その4本のネジを取り外します。 
b 電源ケーブルを外します。 

C 少し斜めち上びりじライヴーカードを動かし、カードフアンとメ 
モ IJ ライヴー支持構造体から取り外します。 

d ライヴーカードは保管しておきます。 



1ネジ （4) 2グラフィックライザー 

力ード 
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6 メモ U ライヴーび取りがけられていない場合は、持ち上げてファン支 
持構造体からメモ IJ ファンを取り外します。 

7ファン支持構造体あるいはメモ IJ ライヴー支持構造体を取り外すじは、 
下の手順を実行します： 

a 構造体をシステ厶基板に固定している4本のネジを外します。 
b これをコンピュータから持ち上げます。 




1 メモ IJ フアンモ IJ ライザー2 フアン 支持構造体 
カードびないコンピュータ 上 (こ 
のみあのます） 

8システ厶基板からスピーカーのケーブルを外します。 

9前面フアンとカードフアンをシステ厶基板から外します。 
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10 プ□セツサとカードフアンケースを所定の位置に留めている2本の 
ネジを外し、コンピュータから持ち上げて外します。これらのネジ 
でシステ厶基板を所定の位置に固定しています。 



1 ネジに） 2 プ□セツサとカードファンケース 

11システ厶基板を取り出す際に邪魔じなるコンポーネントをすべて取 
り外します。 

12システ厶基板からすべてのクーブルを外します。 

13既存のシステ厶基板アセンブ IJ を取り外す前に、取り付けるシステ厶 
基板と既をのシステ厶基板の外観を比較し、正しい部品を使用してい 
るか確認します。 
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14 システ厶基板アセンブ U をコンピュータシャーシの背面に固定して 
いる2本のネジを外します。 
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1 タブ 2 システ厶基板アセンブ U 

15システ厶基板アセンブ IJ をコンピュータシャーシの前面に向かって 
スライドさせて、コンピュータシャーシ上のタブをシステ厶基板パン 
のス□ットから取り外します。 

16コンピュータからシステ厶基板アセンブ IJ を持ち上げます。 

17取り外したシステ厶基板アセンブ IJ を、取り付けるシステ厶基板の横 
(こ置きます。 
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システム基板の交換 

1既存のシステ厶基板から、交換用のシステ厶基板にコンポーネントを 
移動します： 

a メモ IJ モジュールあるいはメモ IJ モジュールライヴーカードを取 
り外し、交換用の基板に取り付けます。詳細じついては、190ペー 
ジの「メモ IJ 」 を参照してください。 

A 警告：プロ七ッサパッケージおよびヒートシンクア七ンブリは、高ミ直にな 
ることがあります。やけどをしないように、パッケージおよびア七ンブリ 
が充分に冷えるのを待ってから手を触れるようにしてください。 

b 既存のシステ厶基板から搭載されているヒートシンクアセンブ IJ 
とプ□セッサを取り外し、交換用のシステ厶基板に取り付けます。 
詳細じついては、166ページの「プ□セッサの取り外し」を参照 
してください。 

2元の基板と同じ設定じなるよ5じ、交換用のシステ厶基板のジャンパ 
を設定します （29 ページの「システ厶基板のコンポーネント」を参照)。 

^ メモ：揚合によって、交換用のシステ厶基板のコンポーネントやコネクタの 
中には、元のシステ厶基板の巧麻するコネクタと揚所び異なるちのびありま 
す。 


3システ厶基板パンの底じあるス□ットをシャーシ上のタブに合わせて、 
交換用のシステ厶基板の方向を合わせます。さらにシステ厶基板をスラ 
イドさせ、所定の位置に収めます。 

4システ厶基板アセンブ IJ を所定の位置にネジで留めます。 

5システ厶基板から取り外したすべてのコンポーネントとケーブルを 
取りがけます。 

6コンピュータの背面じあるコネクタじすべてのケーブルを接続します。 
7コンピュータカバーを取り付けます （157 ページの「コンピュータカ 
パーの取り外し」を参照)。 

〇ミ主意：ネットワークケーフ'ルを接続する(こは、まずケーフ'ルをネットワーク 
ポートまたはデバ'イス(こ差し送み、次(こ、コンピュータ(こ差し送みます。 

8コンピュータおよびデパ'イスをコンセントじ接続して、電源を入れます。 
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困ったとさは 

テクニカルサポートの利用法 

A 警告：コンピュータカバーを取り外す必要がある場合は、まずすベてのコン 
七ントからコンピュータの電源ケーブルとモデムケーブルを取りかします。 

コンピュータじ何らかの問題が発生した場合は、問題の診断と解決のため 

(こ次の手順を完了します： 

1コンピュータで発生している問題に関する情報および手順じついて 
は、103ページの「トラブルシューティング」を参照してください。 

2 Dell Diagnostics (診断）プ□グラ厶の実行の手順じついては、138ペー 
ジの 「Dell Diagnostics (診断）プ□グラ厶」を参照してください。 

3 308ページの 「Diagnostics (診断）チェック U スト」（こ必要事項を記 
入して < ださい。 

4インス!-ールとトラブルシューティングの手順じついては、デルのヴ 
ポートウェブサイト (support.jp.dell.com) をご覧ください。デル 
サポートスンラインのより詳細な IJ ストじついては、304ページの 
「スンラインサービス」を参照してください。 

5これまでの手順で問題が解決されない場合、309ページの 「 Dell お問 
い合わせ番号」を参照して<ださい。 

^ 乂モ： デルサポートへお問い合わせ(こなるときは、できればコンピュータ 
の電源を入れて、コンピュータのおくから電話をおかけください。ヴポー 
卜担当者びコンピュータでの操作をお願いすることびあります。 

^ メモ： デルエクスプレスサービスコードシステ厶をご利用できない国ちあ 
ります。 

デルのスートテレフスンシステ厶の指示に従って、エクスプレスサービス 

コードを入力すると、電話は適切なサポート担当者に転送されます。エク 

スプレスサービス〕ードをお持ちでない場合は、 Dell Accessories フスル 

ダを開き、 エクスプレスサービスコード アイコンをダブルク IJ ックします。 

その後は、表示される指示に従って<ださい。 
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デルサポートの利用方法じついては、304ページの「テクこカルサポート 
とカスタマーヴービス」を参照して<ださい。 

^ 乂モ：じ(下のサービスは、アソ IJ 力じ(外ではご利用(こなれないことちあり 
ます。サービスに関する情報は、最毫りのデルへお問い合わせ<ださし、。 

テクニカルサポートとカスタマーサービス 

DellTM 製品に関するお問い合わせは、デルのテクこカルヴポートをご利用 
<ださい。サポートスタッフはコンピュータじよる診断に基づいて、正確 
な回答を迅速に提供します。 

デルのテクこカルヴポートへお問い合わせじなるときは、まず307ページの 
「お問い合わせじなる前に」を参照し、次に、お住まいの地域の連絡先を参 

照するか、 support.jp.dell.com をご覧ください。 

オンラインサービス 

Dell 製品およびサービスじついては、次の Web サイトをご覧ください： 

www.dell.com/jp 

www.dell.com/jp (日本） 
www.euro.dell.com. 一□ツノり 

www.dell.com/la (ラテンアメ U 力および力 U ブ海諸国） 

www.dell.ca (カブダ） 

デルヴポートへのアクセスじは、次の Web サイトおよび E - メールアドレ 
スをご利用<ださい： 

• デルサポートヴイト 

support.dell.com 

support.jp.dell.com (日本 
support.euro.dell.com (3 — □ツパ） 

• デルサポートの E - メールアドレス 

mobile_support@us.dell.com 

support@us.dell.com 

la-techsupport@dell.com (ラテンアメ U 力および力 U ブ海諸国） 
apsupport@dell.com (アジア/太平洋諸国） 
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• デルの マー ケティングおよびセールスの E - メールアドレス 

apmarketing@dell.com (アジア/太平洋諸国） 
sales_canada@dell.com (カブダ） 


• 匿名 FTP (ファイル転送プロトコル） 

ftp.dell.com 

□グインユーヴー名： anonymous 。 パスワード(こは E - メールアドレ 
スを入力してください。 

FAX 情報サービス 

オペレーティングシステ厶の再インス I -ール情報など、技術的なサポート 
資斟をお手持ちの FAX じお届けするサービスです。音声麻答じより、 
FAXBOX から必要な資斟をを文することびできます。 

プッシュホンぶの電話を使って、必要なトピックを選択します。電話番号 
(こついては、309ページの 「 Dell お問い合わせ番号」を参照してください。 


24時間納期案内電話サービス 


ミ主文したデル製品のが況を確 i 忍するじは、 support.jp.dell.com じアクセ 
スするか、24時間納期情報案のサービスじお問い合わせ<ださい。電話 
サービスでは、録音された指示に従って、ご注文の製品の納期を確認する 
ことびできます。電話番号じついては、309ページの 「 Dell お問い合わせ 
番号」を参照して<ださい。 

ご注文に関する問題 

欠品、誤った部品、間違った請求書などのを文に関する問題びある場合は、 
Dell カスタマーケアじご連絡ください。お電話の際は、納品書または出荷 
伝票をご用意ください。電話番号じついては、309ページの 「 Dell お問い 
合わせ番号」を参照して<ださい。 

製品情報 

デルのその他の製品に関する情報や、ごを文に関しては、デルウ I ブヴイ 
卜 www.dell.com をご覧<ださい。お住まいの地域のセールスの電話番 
号(こついては、309ページの 「 Dell お問い合わせ番号」を参照してください。 
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保証巧間中の修理または返品について 

修理と返品のいずれの場合ち、返送するちのをすベて用意して<ださい。 

1デルにお電話いただき、担当者びお知らせする返品番号を箱の外側(こ 
日月記して < ださい。 

電話番号じついては、309ページの 「Dell お問い合わせ番号」を参照 
してください。 

2請求書のコピーと返品の理由を記した モを同砸して < ださい。 

3実巧したテストと Dell Diagnostics (診断）プ□グラ厶 （308 ページ 
の 「Diagnostics (診断）チェック U スト」を参照）から出力されたエ 
ラーメッセージを記入した Diagnostics (診断）チェック U スト 
(138 ページの 「Dell Diagnostics (診断）プ□グラ厶」を参照）の〕 
ピーを同砸して < ださい。 

4修理や交換ではな<費用の支払いを希望される場合は、返品する製品 
のアクセヴ IJ (電源ケーブル、ソフトウェアフ□ッピーディスク、マ 
こュアルなど）ち同砸して<ださい。 

5返品する製品の砸包には、元の（またはそれと同等の）砸包巧と箱を 
使用して < ださい。 

送料はお客様のご負担となります。返品する製品び弊なじ到着するまでの 
U スク、および製品に掛ける保険ち、お客様のご負担となります。着払い 
の荷物は受領できませんので、すめご了承<ださい。 

上記要件のいずれかを欠<返品は受け付けられず、返送扱いとなります。 
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お問い合わせになる前に 

^ メモ：お電話の際(こは、エクスプレスサービスコードをご用意くださし、。 
エクスプレスサービスコードびあると、デルのオートテレフスンシステ厶 
(こよって、より迅速(こサポートび受けられます。また、スタッフび（コン 
ピュータの背面または底部じある）サービスタグブンバーをお訊ねする揚 
合ちございます。 

診断チェック IJ ストに前ちってご記入ください (308 ページの 
「Diagnostics (診断）チェック U スト」を参照)。デルへお問い合わせ(こな 
るときは、できればコンピュータの電源を入れて、コンピュータの近<か 
ら電話をおかけ<ださい。キーボードからコマンドを入力したり、操作時 
(こ詳細情報を説明したり、コンピュータ自体でのみ巧能な他のトラブル 
シューティング手順を試してみるようじお願いする場合びあります。シス 
テ厶のマこュアルびあることを確 i 忍してください。 

A 警告：コンピュータ内部の作業を始める前に『製品情報ガイド J に記載され 
ている「安全にお使いいただくための注意」を参照してください。 
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Diagnostics (診断）チェックリスト 

御名前： 

曰巧： 

御住所： 

電話番号： 

サービスタグブンバー（コンピュータ背面または底面のバーコードの番号）： 
エクスプレスサービスコード： 

返品番号（デルのサポート技術者から提供された揚合）： 

オペレーティングシステ厶とバージョン： 

周辺機器： 

拡張カード： 

ネットワークじ接続されていますか？はいいいえ 
ネットワーク、パージョン、ネットワークアダプタ： 

プ□グラ厶とバージョン： 

オペレーティングシステ厶のマニュアルを参照して、システ厶の起動ファイ 
ルの巧容を確認してください。コンピュータ(こプ IJ ンタを接続している揚合、 
各ファイルを印刷します。印刷できない揚合は、各ファイルの巧容を記録し 
てからデル(こお問い合わせ < ださし、。 

エラー^ッセージ、ビープコード または診断 コード： 

問題点の説明と実行したトラブルシューティング手順： 
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Dell お問い合わせ番号 

米国にお住まいの方は、 800.WWW.DELL (800.999.3355) までお電話く 

ださい。 

^ メモ：インターネット接続の環境(こない揚合は、納品書、出荷伝票、請求 
書、または Dell 製品カタ□グじ記載されている連絡先をご利用<ださし、。 

デルでは、複数のスンラインと、電話ベースのサポートおよびサービスス 
プシヨンを用意しています。利用できる手段は国や製品じより異なる場合 
びあります。また地域じよっては一部のサービスび受けられない場合ちあ 
ります。セールス、テクこカルサポート、カスタマーヴービスへのお問い 
合わせ： 

1 support.jp.dell.com をご覧ください。 

2ページの下じある Choose A Country/Region (お住まいの国/地 
域の選択）ド□ップダウンメこューで、お住まいの国/地域を確 I 忍し 
ます。 

3ページの左側じある Contact Us (お問い合わせ）をク U ックします。 
4目的のサービスまたはサポートを選択します。 

5自身に最適なデルへの問い合わせ方法を選びます。 
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付録 

FCC の通達（アメリカ合衆国のみ) 


FCC クラス B 

本装置は、無線周波エネルギーを発生、使用し、放射することびあります。 
製造者の取扱説明書じ従って設置および使用されない場合、無線通信の受 
信障害を引き起こすことびあります。この装置はテストの結果、 FCC 規定 
の第15条じ準拠したクラス B のデジタルデパイスに巧する制限を満たす 
ことび確認されています。 

このデバイスは FCC 規定の第15条じ準拠しています。装置は、次の2つ 
の条件に従って動作するちのとします。 

1このデパイスび有害な電波障害を生じさせないこと。 

2好まし<ない操作を引き起こす巧能性のある電波障害を含め、このデ 
バイスび受信した電波障害を受け入れること。 

〇を意： FCC 規定じは、デルじよる明示的な承認のない変更ゆ修正を行うと、 
この装置を操作する権限び取り消されることびあると定められています。 

これらの制限は、この装置び住を地域に設置された場合、有害な電波障害 
から適切に保護されるよ5じ設定されたちのです。ただし、特定の設定で 
電波障害び発生しないという保証はありません。この装置びラジスやテレ 
ビの受信に電波障害を引き起こすかど5かはその装置の電源をスンまたは 
スフじすることじよって判定できますので、じ(下の方法を1つ、またはそ 
れじ(上実行して問題を解決して < ださい。 

• 受信アンテブの方向を変える。 

• 受信磯に巧するシステ厶の位置を変える。 

• システ厶を受信磯から離す。 

• システ厶を別のコンセントじ接続し、システ厶と受信磯が別々の分岐 
回路に接続されているが態じする。 

必要に麻じて、弊なのカスタマーケアまたはラジス/テレビの経験を積ん 
だ巧術者に連絡し、アドバイスをちらってください。 
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次の情報は、本書で扱っているデパイスに巧して、 FCC 規定に従って提供 
されるちのです。 

• 製品名 ： DellTM PrecisionTM t 7400 
• モデル番号： DCD 0 

-会な名： 

Dell Inc. 

Worldwide Regulatory Compliance & Environmental Affairs 

One Dell Way 

Round Rock, TX 78682 USA 

512-338-4400 

^ メモ：規定の詳細(こついては、『製品情報ガイド J を参照してくださし、。 
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用語集 

この用語集に収録されている用語は、情報の目的として提供されています。 
お使いのコンピュータじ搭載されている磯能じついての記載びない場合ち 
あります。 


A 

AC — alternating current (交流）ーコンピュータの AC アダプタ電源ケーブルを 
コンセント(こ差し么巧とお給される電気の様式です。 

ACPI — advanced conriguration and power interface — Microsoft ® Windows ⑥ 
オペレーティングシステ厶びコンピュータをスタンバイモードや休止が態モー 
ド(こして、コンピュータ(こ接続されている各デノ\'イス(こお給される電力量を節約 
できる電源管理規格です。 

AGP — accelerated graphics port —システ厶メモ U をビデオ関連の処理(こ使 
用できるようじする専用のグラフィックスポートです。 AGP を使うとビデオ回 
路とコンピュータメモ IJ 間のインタフェースび高速化され、 True-Color のス 
厶ーブなビデオイメージを伝送できます。 

AHCI — Advanced Host Controller Interface — SATA ハードドライブ巧ストコ 
ント□ーラのインタフェースです。ストレージドライバは、これ(こよってネイ 
ティブコマンドキューイング （NCQ) ゆホットプラグのようなテクソ□ジをち効 
(こできます。 

ALS — ambient light sensor —アンビエントライトセンサー。ディスプレイ輝 
度の制御に役立つ機能です。 

ASF — alert standards format —管理〕ンソール(こハードウェアとソフト 
ウェアの警告を報告する方式を定義する標準です。 ASF は、どのプラットフスー 
厶ゆオペレーティングシステ厶(こち巧麻できるよ5設計されています。 


B 

BIOS — basic input/output system (基本入出カシステ厶）ーコンピュータの 
ノ\ー ドウェアとオペレーティングシステ厶間のインタフェース機能を持つプロ 
グラ厶（またはユーティ IJ ティ）です。設定びコンピュータ(こどのような影響を 
ちえるか(こついて熟知している揚合が外は、設定を変更しないで<ださい。セッ 
トアップユーティ IJ ティとち呼ばれます。 

Bit — コンピュータび認識するデータの最小単位です。 

bps — bits per second (ビット/秒）ーデータの転送速度を計測する標準単位です。 
BTU — British thermal unit (英国熱量単位）一発熱量の単位です。 
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c 

c — 摂氏に elsius ) — 温度の測定単位で、水の氷点を 0°、 沸点を 100 °としています。 

CD-R — CD recordable — 書き送み可能な CD です。データは CD-R (こ 1 回のみ 
記録できます。一度記録されたデータは削除したり上書きできません。 

CD-RW — CD rewritable — 書き換え巧能な CD です。データを CD-RW ディス 
ク(こ書き送んだ後、削除したり上書きできます（再書き送み)。 

CMOS — 電気回路の一種。コンピュータは少量のバッテ IJ 一で動く CMOS ><モ 
IJ を使用して、曰巧と時刻、およびセットアップユーティ IJ ティオプションを保 
持します。 

COA — Certificate of Authenticity (実物証明書）一お使いのコンピュータのラべ 
ル(こ記載されている Windows の英数文きの〕ードです。 Product Key (プ□ダク 
トキー）や Product ID (プ□ダクト ID ) とも呼ばれます。 

CRIMM — continuity rambus in-line memory module (連続式 RIMM ) —水 
モ IJ チップの搭載されていない特殊なモジュールで、使用されていない RIMM 
ス□ットじ装着するためじ使用されます。 


D 

DDR SDRAM — double - data-rate SDRAM (ダブルデータ 速度 SDRAM )— デー 
タバーストサイクルを 2 倍にする SDRAM の一種です。システ厶の性能び向上 
します。 

DDR 2 SDRAM — double - data-rate 2 SDRAM (ダブルデータ速度 2 SDRAM ) — 
4ビットプ IJ フェッチおよびその他のアーキテクチャ上の変更(こより、速度を 
400 MHz じ(上(こしたタイプの DDR SDRAM 。 

DIMM — dual in-line memorv module — システ厶基板のソモ U モジュール(こ 
接続される ><モ IJ チップを搭載した回路基板です。 

DMA — direct memory access — DMA チャネルを使うと、 RAM とデバイス間 
でのデータ転送びプ□セッサを介さずに行えるよ5(こなります。 

DMTF — Distributed Management Task Force — 分散型デスクトップ、ネット 
ワーク、企業、およびインターネット環境における管理標準を開発するノ\ー ド 
ウェアおよびソフトウェア会なの団体です。 

DRAM — dynamic random-access memory — コンデンサを含巧集積回路巧(こ 
情報を保存するソモ IJ です。 

DSL — Digital Subscriber Line — アブ□グ電話回線を介して、安定した高速イ 
ンターネット接続を提供するテクソ□ジです。 

DVD - R — DVD recordable — 書き送み巧能な DVD です。データは DVD-R (こ 1 回 
のみ記録できます。一度記録されたデータは削除したり上書きできません。 
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DVD + RW — DVD rewritable — 書き換え巧能な DVD です。データを DVD+RW 
ディスクじ書き送んだ後、削除したり上書きできます（再書き送み)。 (DVD+RW 
テクノロジは DVD-RW テクソ□ジとは異なります)。 

DVI — diaital video interface (デジタルビデスインタフエース）ーコンピュー 
夕とデジタルビデオディスプレイ間のデジタル転送用の標準です。 


E 

ECC — error checking and correction (エラーチェックおよび訂正）ーメモ U 
(こデータを書き送んだり、ソモ IJ からデータを読み取ったりするとき(こ、データ 
の正確さを検査する特別な回路を搭載しているソモ IJ です。 

ECP — extended capabilities port — 双方向のデータ転送を提供するパラレル 
コネクタの拡張仕様の 1 つです。 EPP と同様(こ、データ転送(こダイレクト 
アクセスを使用して性能を向上させます。 

EMI — electromagnetic interference (電磁波障害）一電磁放射線び原因で起 
こる電気障害です。 

ENERGY STAR ®— Environmental Protection Aaency (米国環境保護局）び規 
定する、全体的な電力の消費量を減らす要件です。 

EPP — enhanced parallel port — 双方向のデータ転送を提供するパラレル〕ネ 
クタの仕様の1つです。 

ESD — electrostatic discharge (静電気障害）一静電気の急激な放出のことです。 
ESD は、コンピュータゆ通信機器(こ使われている集積回路を損傷することびあり 
ます。 

ExpressCard — PCMCIA 規格(こ準拠している取り外し巧能な I/O 力ードです。 
ExpressCard カードの一般的なちの(こは、モデ厶やネットワークアダプタびあり 
ます。 ExpressCards は、 PCI Express と USB 2.0 の両方の標準規格をサポートし 
ています。 


FBD —fully-buffered DIMM (完全バッファ型 DIMM) —DDR2 SDRAM チッ 
プと、 DDR2 SDRAM チップとシステ厶の間の通信を高速化する Advanced 
Memory Buffer (AMB) を搭載した DIMM です。 

FCC — Federal Communications Commission (米国連邦通信委員会）ーコン 
ピュータゆその他の電子機器び放出する放射線の量を規制する通信関連の条例 
を執行するア IJ 力の機関です。 

FSB — front side bus — プ□セツサと RAM の間のデータ経路および物理的な 
インタフェースです。 
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FTP — file transfer protocol (ファイル転送プ□トコル）ーインターネット(こ 
接続されているコンピュータ間でのファイルの交換(こ利用される標準のイン 
ターネットプ □ トコルです。 


G 

G - グラビティー重力の計測単位です。 

GB — ギガバイ!-データの単位です。1 GB は1024 MB (1,073/741 ぶ24バイト） 

です。ノ\ードドライブの記憶領域容量を示す揚合(こ、1,000,000,000バイト(こ切 
り捨てられることちあります。 

GHz — ギガへルツー周波数の計測単位です。1 GHz は10億 Hz または1,000 MHz 
です。通常、コンピュータのプ□セツサ、バス、インタフェースの処理速度は 
GHz 単位で計測されます。 

GUI — graphical user interface — ニュー、ウィンドウ、およびアイコンで 
ユーヴーとやり取りする対話型ソフトウェアです。 Windows オペレーティング 
システ厶で動作するほとんどのプ□グラ厶は GUI です。 


H 

HTTP — hypertext transfer protocol —インターネット(こ接続されている〕ン 
ピュータ間でのファイル交換用プロトコルです。 

Hz — へルツー周波数の単位です。1秒間1サイクルで周波数1 Hz です。コン 
ピュータや電気デバイスでは、キ□ヘルツ （ kHz )、 メガヘルツ （ MHz )、 ギガへル 
ツ （ GHz )、 またはテラへルツ ( THz ) 単位で計測される揚合ちあります。 


1 C — integrated circuit (集積回路）ーコンピュータ、スーディス、およびビ 
デス装置用(こ製造された、何百巧ちの極小電子コンポーネントび搭載されている 
半導体基板またはチップです。 

IDE — integrated device electronics —ハードドライブまたは CD ドライブ(こ 
コント□ーラび巧蔵されている大容量ストレージデバイス用のインタフェース 
です。 

IEEE 1394 — Institute of Electrical and Electronics Engineers , Inc . —〕ン 
ピュータ(こデジタルカラゆ DVD プレーヤーなどの 、 IEEE 1394互換デバイスを 
接続するのに使用される高性能シ IJ アルバスです。 

I / O 一 input/output (入出力） ー コンピュータ(こデータを入力したり、コン 
ピュータからデータを出力したりする動作またはデバイスです。キーボードや、 
プ IJ ンタは I / O デバイスです。 
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IrDA — Infrared Data Association (赤外線通信協会）一赤外線通信の国際標準を 
作成する組織です。 

IRQ — interrupt request (割り送み要求）ーデバイスびプ□セッサと通信でき 
るようじ、特定のデバイスじ割り当てられた電子的経路です。すべてのデバイス 
接続に IRQ を割り当てる必要びあります。2つのデバイス(こ同じ IRQ を割り当 
てることはできますび、両方のデバイスを同時(こ動作させることはできません。 

ISP — Internet service provider (インターネツトサービスプ□バイダ）ーイン 
ターネットへの接続、 E - メールの送受信、およびウェブサイトへのアクセスを 
行うため(こぶストサーバーへのアクセスを提供する機関です。 ISP はソフトウェ 
アのパッケージ、ユーザー名、およびアクセス用の電話番号を有料（月払い）で 
提イ共します。 


K 

Kb - キ□ビットー1024バイトじ相当するデータの単位です。集積回路 
の容量の単位です。 

KB — キ□バイトーデータの単位。1 KB は1024バイトです。または1000パ' 
イトとすることちあります。 

kHz — キ□ヘルツー1000 Hz (こ相当する周波数の単位です。 


L 

LAN — local area network (□一カルエ U アネットワーク）一狭い範囲(こわた 
るコンピュータネットワークです。 LAN は通常、1棟の建物のゆ隣接する2、3 
棟の建物のに限定されます。 LAN は電話回線や電波を使って他の離れた LAN と 
接続し 、 WAN (ワイドエ IJ アネットワーク）を構成できます。 

LCD — liquid crystal display (液晶ディスプレイ）ーソートブック〕ンピュー 
夕のディスプレイやフラッ トパネルのディスプレイ(こ用いられる技術です。 

LED — light-emitting diode (発が;ダイスード）ーコンピュータのステータスを 
示す化を発する電子コンポーネントです。 

LPT — Line print terminal —プ U ンタゆ他のパラレルデバイスへのパラレル接 
続の指定先です。 


M 

Mb — ソガビッ I -1024 KB (こ相当するソモ IJ チップの容量の単位です。 

Mbps — ^ガビット/秒 （ Mbps )— 1,000,000ビット/秒。通常、ネットワーク 
やモデ厶などのデータ転送速度の計測単位(こ使用します。 
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MB — ><ガバイ I -データの単位です。1 MB は1,048,576バイトです。1 MB 

は1024 KB を表します。ハードドライブの記憶領域容量を示す揚合(こ、1,000,000 
バイト(こ切り捨てられることもあります。 

MB/sec — 乂乃 J スイ ト/秒一1,000,000パイト/秒です。通常、データの転送速 
度の計測単位(こ使用します。 

MHz —ソガヘルツー周波数の単位です。1,000,000サイクル/秒です。通常、 
コンピュータのプ□セツサ、バス、インタフェースの処理速度は MHz 単位で計 
測されます。 

MP - ^ガピクセル ー デジタルカラに使用される画像解像度の単位です。 

ms — ミ IJ 秒一1000分の1秒に相当する時間の単位です。ストレージデバイ 
スなどのアクセス速度の計測(こ使用します。 


N 

NIC — ネットワークアダプタを参照してくださし、。 
ns — ブ y 秒 一 10 億分の 1 秒に相当する時間の単位です。 

NVRAM — nonvolatile random access memory (不揮発性ランタ''厶アクセスメ 
モ IJ ) ー コンピュータの電源び切れたり、外部電源び停止したりした揚合(こデー 
夕を保存するメモ IJ の一種です。 NVRAM は、曰巧、時刻、およびお客様び設定 
できるその他のセツトアップオプションなどのコンピュータ設定情報を保持す 
るのじ利用されます。 


P 

PCI — peripheral component interconnect — PCI は、32ビツトおよび64ビツ 
卜のデータ経路をサポートする□一カルバスで、プ□セッサとビデオ、各種ドラ 
イブ、ネットワークなどのデバイス間(こ高速データ経路を提供します。 

PCI Express —PCI インタフェースの改良版で、プ□セッサとそれ(こ接続されて 
いるデバイスの間のデータ転送を高速化します。 PCI Express は、250 MB / 秒〜 
4 GB / 秒でデータを転送できます。 PCI Express チップセットとデバイスびサ 
ポートしている速度び異なる揚合は、これより低速(こなります。 

PCMCIA — Personal Computer Memory Card International Association — PC 
カードの規格を協議する国際的組織です。 

PIO — programmed input/output —データパスの一部としてプ□セツサを経 
由した、2つのデバイス間のデータ転送方法です。 

POST — power-on self-test (電源投:入時の自己テスト） 一 BIOS び自動的(こ □— 
ドする診断プ□グラ厶です。ソモ IJ 、 ノ\ー ドドライブ、およびビデオなどのコン 
ピュータの主要コンポーネントの基本的なテストを実行します。 POST で問題び 
検出されなかった揚合、コンピュータは起動を続行します。 
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PS /2 — personal system /2 — PS /2 互換のキーボード、マウス、またはキーパッ 
ドを接続するコネクタです。 

PXE — pre-boot execution environment — WfM (Wired for Manaaement ) 標 
準で、オペレーティングシステ厶びないネットワークコンピュータを設定し 、 U 
モートで起動できるよ5(こします。 


R 

RAID — redundant array of independent disks —データの冗長性を提供する方法 
です。一般的(こ実装される RAID (こは、 RAID 0、 RAID 1. RAIDS 、 RAID 10、およ 
び RAID 50びあります。 

RAM — random-access memory (ランタ''厶アクセスソモ U ) —プ□クラ厶の 
命ちやデータを保存するコンピュータの主要な一時記憶領域です。 RAM じ保存 
されている情報は、コンピュータをシャットダウンすると失われます。 

RFI — radio frequency interference (無線電波障害）一10 kHz から100,000 MHz 

までの範囲の通常の無線周波数で発生する障害です。無線周波は電磁周波数帯域の 
イ動或(こ属し、赤外線やがなどの高周波よりち障害を起こしやすし M 頃向びあります。 

ROM — read-only memory (読み取り専用—コンピュータび削除した 
り書き送んだりできないデータゆプ□グラ厶を保をするです。 RAM と冥 
なり、 ROM はコンピュータの電源び切れてちの容を保持します。コンピュータ 
の動作に不可欠のプ□グラ厶で ROM じ常駐しているちのびいくつかあります。 

RPM — revolutions per minute —1分間(こ発生する回転数です。ハードドライ 
フ''速度の計測(こ使用します。 

RTC — real time clock — システ厶基板上(こあるパッテ U -で動く時計で、コン 
ピュータの電源を切った後ち、曰巧と時刻を保持します。 

RTCRST — real-time clock reset 部の〕ンピュータ(こ搭載されているシス 
テ厶基板上のジャンパで、問題び発生した揚合のトラブルシューティング(こ利用 
で蹇ます。 


S 

SAS —serial a け ached SCSI — 従来のパラレル SCSI (こ巧し、より高速なシ U ア 
ル形式の SCSI インタフェースです。 

SATA — serial ATA — より高速なシ U アル形巧の ATA ( IDE ) インタフェースです。 

SCSI — small computer system interface —ハードドライブ、 CD ドライブ、プ 
IJ ンタ、スキャブなどのデバイスをコンピュータ(こ接続するの(こ使用される高速 
インタフェースです。 SCSI は、1つのコント□ーラで多くのデバイスを接続でき 
ます。各デバイスは、 SCSI コント□ーラのバス上の個々の識別番号(こよってア 
クセスされます。 
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SDRAM — synchronous dynamic random-access memory (同期ダイブミック 
ランダ厶アクセスメモ U ) — プ□セッサの最適ク□ック速度と同期された 
DRAM の一種です。 

SIM — Subscriber Identity Module — SIM カード(こは、音声およびデータの転 
送を暗号化するマイク□チップび搭載されています。電話やポータブルコン 
ピュータに使用できます。 

S/PDIF — Sony/Philips Digital Interface —ファイルの質びイを下する可能性びあ 
るアブ□グ形式に変換せずに、1つのファイルから別のファイルじオーディスを 
転送できるスーディス転送用ファイルフスーマットです。 

Strike Zone "^ — ノ \— ドドライブを保護するためじ強化されたプラットフスー 
厶ベース部分です。コンピュータの電源びスンのときでちスフのときでち、コン 
ピュータを落としたとき、または振動などのショックびちえられたとき(こ、衝撃 
吸収体として機能します。 

SVGA — super-video graphics array —ビデスカードとコント□ーラ用のビデ 
ス標準規格です。一般的(こ、 SVGA 解像度とは 800 x 600 および 1024 x 768 を 
表しま"^。 

プ□グラ厶で表示できる色数と解像度は、モニター、ビデオコント□ーラ、ドラ 
イバの性能と、コンピュータ(こインス!-ールされているビデオ^モ IJ の容量で決 
定されます。 

SXGA — super-extended Graphics array —1280 x 1024までの解像度をサ 
ポートするビデスカードやコント□ーラのビデオ標準です。 

SXGA + — super-extended graphics array plus —1400 x 1050までの解像度を 
サポートするビデスカードやコント□ーラのビデオ標準です。 


T 

TAPI — telephony application programmma interrace —音声、 つ -ータ、^ アツ 
ウス 、ビデオなどの各種テレフスニーデバイスを Windows のプ□グラ厶で使用 
できるよ5(こするインタフェースです。 

TPM — trusted platform module (信頼済みプラットフスー厶モジュール）一 
セキュ IJ ティソフトウェアと組み合わせて使用した揚合(こ、ファイルや E - ^— 
ルなどの保護機能を有効(こすることでネットワークとコンピュータのセキュ IJ 
ティび強化される、ノ\ー ドウェアベースのセキュ IJ ティ機能です。 

U 

UAC — user account control — Microsoft Windows Vista ™ のセキユ U テイ機 
能であり、この機能を有効(こすると、ユーヴーアカウントと、オペレーティング 
システ厶設定へのアクセスの間にセキュ IJ ティの層びち51つ追加されます。 
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UMA — unified memory allocation —ビデオ(こ動的(こ割り当てられるシステ 
厶メモ IJ です。 

UPS — uninterruptible power supply (無停電電源装置）一電気的な障害び起 
きた揚合や、電圧レベルびお下した揚合(こ使用されるバックアップ電源です。 
UPS を設置すると、電源び切れた揚合でち限られた時間はコンピュータび稼動し 
ます。通常、 UPS システ厶は、過電流を抑え電圧を調整します。小型の UPS シ 
ステ厶で数分間バッテ IJ 一電力を供給しますので、コンピュータを正しくシャッ 
トダウンすることび巧能です。 

USB — universal serial bus — USB 互換キーボード、マウス、ジョイスティック、 
スキャブー、スピーカー、プ IJ ンタ、ブ□ー ドパンドデバイス （ DSL およびケー 
ブルモデ厶）、撮像装置、またはストレージデパイスなどの低速デバイス用ノ\一 
ドウェアインタフェースです。コンピュータの4ピンソケットかコンピュータ 
(こ接続されたマルチポートノ\ブじ直接デバイスを接続します。 USB デバイスは、 
コンピュータの電源び入っていてち接続したり取り外すことびできます。また、 
デージーチェーン型(こ接続することちできます。 

UTP — unshielded twisted pair (シールドなしツイストペア）一ほとんどの電話 
回線利用のネットワークゆその他の一部のコンピュータネットワークで利用され 
ているケーブルの種類です。電磁波障害から保護するためじワイヤのペアに金属 
製の被覆をほどこすげわり(こ、シールドなしのワイヤのペアびよられています。 

UXGA— ultra extended graphics array — 1600 x 1200までの解像度をヴポー 
卜するビデスカードやコント□ーラのビデオ標準です。 

V 

V- ボルト ー 電位または起電力の計測単位です。1 V は、1アンペアの電流び 
1 Q の抵抗器を通過するときの電圧です。 

W 

W — ワット ー 電力の計測単位です。1ワットは1ボルトで流れる1アンペア 
の電流を指します。 

WHi ■—ワット時一おおよそのバッテ IJ 一容量を示すのじ通常利用される計測 
単位です。たとえば、 66 VVHr のバッテ IJ 一は 66 VV の電力を1時間、または 
ぉ VV を2時間供給できます。 

WLAN — wireless local area network (ワイヤレス□—カルエ U アネットワーク）。 
インターネットアクセスを実現するため(こ、アクセスポイントまたはワイヤレス 
ルーターを使用し、エアウェーブを介して相互(こ通信する、相互接続された一連 
のコンピュータです。 

WWAN — wireless wide area network (ワイヤレスワイドエ U アネツトワーク）。 
携帯電話技術を利用して WLAN よりち格段(こ広い地理範囲を網羅するワイヤレ 
ス高速データネットワークです。 
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WXGA — wide-aspe け extended graphics array — 1280 x 800までの解像度を 
ヴポートするビデスカードやコント□ーラのビデオ標準です。 


X 

XGA —extended graphics array — 1024 x 768までの解像度をサポートするビ 
デスカードやコント□ーラのビデオ標準です。 

Z 

ZIF — zero insertion force —コンピュータチップまたはソケットのどちら(こも 
まったく力を加えないで、チップを取り付けまたは取り外しできる、ソケットや 
コネクタの一種です。 

Zip — 一般的なデータの圧縮フスーマットです。 Zip フスーマットで圧縮されて 
いるファイルを Zip ファイルといい、通常、ファイル名の拡張子び . zip となり 
ます。特別な Zip ファイルじ自己解凍型ファイルびあり、ファイル名の拡張子は 
- exe となります。自己解凍型ファイルは、ファイルをダブルク IJ ックするだけ 
で自動的じ解凍できます。 


あ 

I / O アドレスー特定のデバイス（シ IJ アルコネクタ、パラレルコネクタ、また 
は拡張ス□ットなど）（こ関連する RAM のアドレスで、プ□セッサびデバイスと 
通信できるよ5(こします。 

赤外線センヴーーケーブルを使用しなくてち、コンピュータと赤外線互換デバ 
イス間のデータ転送びできるポートです。 

アンチウイルスソフトウェアーコンピュータからウイルスを見つけ出して隔 
離し、除去するよ5じ設計されたプ□グラ厶です。 

ウイルス ー 嫌びらせ、またはコンピュータのデータを破壊する目的で作られた 
プ□グラ厶です。ウィルスプ□グラ厶は、感染したディスク、インターネットか 
らダウン□ー ドしたソフトウェア、 E - ^—ルの添巧ファイル(こよって、コン 
ピュータからコンピュータへと感染します。ウイルス感染したプ□グラ厶を起動 
すると、プ□グラ厶(こ潜伏したウイルスち起動します。 

一般的なウィルスとしては、フ□ッピーディスクのブートセクター(こ仕掛けられ 
るブートウィルスびあります。フ□ッピーディスクを挿入したままコンピュータ 
をシャットダウンすると、次回の起動時(こ、コンピュータはオペレーティングシ 
ステ厶を探すためフ□ッピーディスクのブートセクター(こアクセスします。この 
アクセスでコンピュータびウイルス(こ感染します。一度コンピュータびウイルス 
(こ感染すると、ブートウイルスは除去されるまで、読み書きされるすべてのフ 
□ッピーデイスク(こウイルスをコピーします。 
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エクスプレスサービスコード ー DellTM コンピュータのラベル(こ巧いている数き 
のコードです。デルテクニカルサポート(こお問い合わせじなる際に、エクスプレ 
スサービスコードを使用します。エクスプレスサービスコードび利用できない国 
ちあります。 

S ビデブ TV 出力 ー テレビまたはデジタルオーディオデバイスをコンピュータ 
(こ接続するためじ使われるコネクタです。 

オプティカルドライブ ー CD 、 DVD または DVD + RVV から、化学技術を使用し 
てデータを読み書きするドライブです。オプティカルドライブじは、 CD ドライ 
ブ、 DVD ドライブ、 CD - RW ドライブ、および CD - RW / DVD コンボドライブび 
含まれます。 


か 

カーソルーキーボード、タッチパッドまたはマウスび次(こどこで動作するかを 
示すディスプレイや画面上の目印です。通常は点滅する棒線かアンダーライン、 
または小さな矢印で表示されます。 

解像度 ー プ IJ ンタで印刷される画像や、モニター(こ表示される画像びどのくら 
し、鮮明かとい5度合です。解像度び高いほど、画像は鮮明(こなります。 

書き込み不可 I こ設定ーファイルやメディアじ、データの巧容を変更不可に設定す 
ることです。データを変更、または破壊されないよ5(こデータを保護する(こは、書 
き送み保護を設定します。 3.5 インチのフ□ッピーディスク(こ書き送み保護を設定 
するじは、書き送み保護設定タブをスライドさせて書き送み不可の位置(こします。 

拡張カードーコンピュータのシステ厶基板上の拡張ス□ットじ装着する電子回 
路基板で、コンピュータの性能を向上させます。拡張カードの例には、ビデオ、 
モデ厶、およびサウンドカードなどびあります。 

拡張ス□ットー拡張カードを挿入してシステ厶バスに接続する、システ厶基板 
上（コンピュータじよって異なる揚合ちあります）のコネクタです。 

拡張ディスプレイモード ー お使いのディスプレイの拡張として、2台目のモニ 
ターを使えるよ5(こするディスプレイの設定です。デュアルディスプレイモード 
とち呼ばれます。 

拡張型 PC カード ー 拡張型 PC カードは、取り付けた時に PC カードス□ットか 
らカードの端びはみ出ています。 

壁紙一 Windows デスクトップの背景となる模様ゆ絵柄です。壁紙を変更する 
(こは Windows コント□—ルパネルから変更します。また、気(こ入った絵柄を読 
み送んで壁紙を作成することちできます。 

華氏 一 Fahrenheit — 温度の測定単位で、水の氷点を32 \沸点を212。として 
います。 

キーの組み合わせ一同時(こ複数のキーを押してコンピュータを操作します。 
起動順度ーコンピュータび起動を試みるデバイスの順唐を指定します。 
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起動用乂ディアーコンピュータを起動するの(こ使用する CD 、 DVD 、 またはフ□ッ 
ピーディスクです。ノ\ー ドドライブび損傷した揚合ゆ、コンピュータびウイルス(こ 
感染した揚合など、起動 CD 、 起動 DVD 、 または起動ディスクび必要(こなりますの 
で、常備しておきます 。 『Driversand Utilities ^ メディアは起動用^ディアです。 

キャッシュー特殊な高速ストレージ機構で、メインソモ IJ のす約領域、または 
独立した高速ストレージデバイスです。キャッシュは、プ□セッサのオペレー 
シヨンスピードを向上させます。 

L 1 キャッシュープ□セッサの巧部に設置されているプライマ IJ キャッシュ。 

L 2 キャッシュープ□セッサに外付けされた、またはプ□セッサアーキテクチャ 
(こ組み么まれたセカンダ IJ キャッシュ。 

休止が態モード ー巧のすべてをノ\ー ドドライブ上の特別な予約領域に保 
をしてからコンピュータの電源を切る省電カモードです。コンピュータを再起動 
すると、ノ\ー ドドライブ(こ保をされているメモ IJ 情報び自動的(こ復元されます。 

グラフィックモードー X 水平画素数、 y 垂直画素数および Z 色数で表されるビ 
デスモードです。グラフィックモード(こよって、どんな形やフスントち表示する 
ことびできます。 

ク□ック速度ーシステ厶バス(こ接続されているコンピュータコンポーネントび 
どの< らいの速さで動作するかを示す、 MHz で示される速度です。 

国際通行許巧書一物品を外国(こ一時的(こ持ち么巧ことを許巧する国際通関用文 
書です。商品パスポートとち呼ばれます。 

コント□ールパネル ー 画面設定などのオペレーティングシステ厶やハードウェ 
アの設定を変更するための Windows ユーティ IJ ティです。 

コント□—ラープ□セッサと >< fij 間、またはプ□セッサとデバイス間のデー 
夕転送を制御するチップです。 


さ 

サージプ□テクター雷などび原因で、コンセントを介してコンピュータ(こ影響を 
ちえる電圧変動から、コンピュータを保護します。サージプ□テクタは、落雷ゆ 
通常の AC ライン電圧レベルび20%じ(上低下する電圧変動で起こる停電からは 
コンピュータを保護することはできません。 

ネットワーク接続は、サージプ□テクタでは保護されません。雷雨時は、必ず 
ネットワークケーブルをネットワークコネクタから外してくださし、。 

CD - RW/DVD ドライブー「コンボドライブ」とも呼ばれます。 CD および DVD 
のデータを読み取ったり、 CD-RW (書き換え巧能な CD ) ディスクゆ CD-R (書 
き送み可能な CD ) ディスク(こデータを書き送んだりすることびできるドライブ 
です。 CD - RW ディスク(こは、繰り返し書き送巧ことび可能ですび、 CD - R ディ 
スク(こは一度しか書き送をことびできません。 
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CD - RW ドライブ ー CD のデータを読み取ったり、 CD-RW (書き換え巧能な CD ) 
ディスクゆ CD-R (書き送み巧能な CD ) ディスクじデータを書き送んだりする 
ことびできるドライブです。 CD-RW ディスク(こは、繰り返し書き送をことび巧 
能ですび、 CD-R ディスク(こは一度しか書き送をことびできません。 

サービスタグ ー コンピュータ(こ貼ってあるバーコードラベルのことで、デルサ 
ポートの support . jp . dell.com (こアクセスしたり、デルのカスタマーヴービス 
やテクニカルサポートじ電話でお問い合わせたりする揚合に必要な識別番号び 
書いてあります。 

システ厶基板ーコンピュータじ搭載されている主要回路基板です。マヴーボー 
ドとち呼ばれます。 

シリアルコネクターコンピュータ(こノ\ンドへルドデジタルデバイスやデジタル 
力ラなどのデバイスを接続するためじよく使用される I / O ポートです。 

指紋リーダーーコンピュータのセキュ IJ ティの一環としてユーヴーの認証(こ指 
紋を使用するスト IJ ップセンサーです。 

ショートカットー頻繁(こ使用するプ□グラ厶、ファイル、フスルダ、およびド 
ライブ(こすばやくアクセスできるようじするアイコンです。ショートカットを 
Windows デスクトップ上(こ作成し、ショートカットアイコンをダブルク IJ ック 
すると、それ(こ巧麻するフスルタ''やファイルを検索せず(こ開くことびできます。 
ショートカットアイコンは、ファイルび置かれている揚所を変更するわけではあ 
りません。ショートカットを削除してち、元のファイル(こは何の影響ちありませ 
ん。また、ショートカットのアイコン名を変更することちできます。 

スキャンディスクーファイル、フスルダ、およびハードディスク上にエラーび 
ないかどうかをチェックする Microsoft ユーティ IJ ティです。コンピュータの反 
麻び止まって、コンピュータを再起動したとき(こスキャンディスクび実行される 
ことびあります。 

スタンバイモード ー コンピュータの不必要な動作をシャットダウンして、電力 
を節約する省電カモードです。 

スマートカード ー プ□セッサとメモ IJ チップ(この蔵されているカードです。ス 
マートカードを使用すると、スマートカード(こ巧麻しているコンピュータでユー 
ザーの認証を行うことびできます。 

ZIP ドライブー Iomega Corporation (こよって開発された乂容量のフロッピー 
ドライブで、 Zip ディスクと呼ばれる 3.5 インチの IJ 厶ーバブルディスクを使用 
します。 Zip ディスクは標準のフ□ッピーディスクよりちやゆ大きく約二倍の厚 
みびあり、100 MB のデータを保持できます。 

セットアッププ□グラ厶ーノ\ー ドウェアやソフトウェアをインス!-ールしたり 
設定したりするの(こ使うプ□グラ厶です。ほとんどの Windows 用ソフトウェア 
パッケージ(こは、 setup . exe または install . exe というプ□グラ厶び巧属してし、 
ます。セツトアッププ□グラ厶はセツトアップユーティ IJ ティとは異なります。 
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セットアップユーティリティーコンピュータのハードウェアとオペレーティン 
グシステ厶間のインタフェース機能を持つユーティ IJ ティ。セットアップユー 
ティ IJ ティを使用して、 BIOS で、日時ゆシステ厶パスワードなどのユーザー定義 
可能なオプションを設定できます。このユーティ IJ ティの設定を変更する揚合は、 
コンピュータ(こどのような影響びあるか把握してから行ってくださし、。 


た 

通知領域ーコンピュータの時計、音量調節、およびプ IJ ンタのが況など、プロ 
グラ厶やコンピュータの機能(こ素早くアクセスできるアイコンび表示されてし、 
る Windows タスクバーの領域です。システ厶トレイとも呼ばれます。 

DIN コネクター丸い6ピンのコネクタで、 DIN (ドイツエ業規格）（こ準拠して 
います。通常は PS/2 キーボードやマウスケーブルのコネクタ(こ使用されます。 

DVD+RW ドライブ ー DVD とほとんどの CD メディアを読み取ることびできる 
ドライブです。 DVD+RW ディスク(こ書き送むことちできます。 

ディスクのストライピングー複数のディスクドライブじまたびってデータを分 
散させる技術です。ディスクストライピングは、ディスクストレージからデータを 
取り出す動作を高速化します。通常、ディスクのストライピングを利用している 
コンピュータではユーヴーびデータユニットサイブまたはストライプ幅を選ぷ 
ことびできます。 

テキストエディターたとえば、 Windows の ><モ帳など、テキストファイルを 
作成および編集するためのアプ IJ ケーシヨンプ□グラ厶です。テキストエディタ 
では、通常、ワードラップ機能やフスーマット機能（下線やフスントの変更スプ 
シヨンなど）は提供されません。 

デバイス ー ディスクドライブ、プ IJ ンタ、キーボードなどコンピュータ(この蔵 
または外付けされたノ\ー ドウェアです。 

デバイスドライバードライバを参照してくださし、。 

デュアルコア ー 演算を行5物理ユニットを単一のプ□セッサパッケージ巧に搭 
載したテク y □ジで、演算の効率とマルチタスク機能を向上させます。 

デュアルディスプレイモード ー お使いのディスプレイの拡張として、2台目の 
モニターを使えるよ5(こするディスプレイの設定です。拡張ディスプレイモード 
とち呼ばれます。 

ドッキングデバイス ー ソートブックをデスクトップワークスペースじ適麻させ 
るため(こ、ポートレプ IJ ケーシヨン、ケーブル管理、およびセキュ IJ ティ機能を 
提イ共します。 

ドライバープ IJ ンタなどのデバイスを、オペレーティングシステ厶び制御でき 
るよう(こするためのソフトウェアです。多くのデバイスは、コンピュータ(こ正し 
し、ドライバびインス I -ールされてないと、正常(こ動作しません。 
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トラベルモジュール ー ソートブックコンピュータの重量を減らすため(こ、モ 
ジュールベイの中に設置できるよう設計されているプラスチック製のデバイス 
です。 

ド乂イン ー ネットワーク上のコンピュータ、プ□グラ厶、およびデバイスのグ 
ループで、特定の ユーザー グループじよって使用されるな通のルールと手順のあ 
る単位として管理されます。ドイン(こ□グスンすることで、 IJ ソース(こアクセ 
スできるぶ5(こなのます。 


な 

の蔵一通常、コンピュータのシステ厶基板上(こ物理的(こ搭載されているコン 
ポーネントを指します。ビルトインとち呼ばれます。 

ネットワークアダプターネットワーク機能を提供するチップです。コンピュー 
夕のシステ厶基板にネットワークアダプタび巧蔵されていたり、アダプタび巧蔵 
されている PC カードもあります。ネットワークアダプタは、 N に（ネットワー 
クインタフエースコント□ーラ）とち呼ばれます。 


は 

パーティション ー ノ\ードドライブ上の物理ストレージ領域です。1つじ(上の論 
理ストレージ領域（論理ドライブ）（こ割り当てられます。各パーティションは複 
数の論理ドライブを持つことびできます。 

ノ\ー ドドライブ ー ノ\ー ドディスクのデータを読み書きするドライブです。ノ\一 
ドドライブとノ\ー ドディスクは同じ意巧としてどちらかび使われています。 

バイト ー コンピュータで使われる基本的なデータ単位です。1バイトは8ビッ 
卜です。 

ハイパースレッディングーハイパースレッディングは Intel のテクノ □ジで、1 
つの物理プ□セッサを2つの論理プ□セッサとして機能させることでパフスー 
マンスを全体的(こ向上し、複数のタスクを同時(こ処理することを可能(こします。 

バス ー コンピュータのコンポーネント間で情報を通信する経路です。 

バス速度 ー バスびどのくらいの速さで情報を転送できるかを示す、 MHz で示さ 
れる速度です。 

バッテリーの寿命 ー ソートブックコンピュータのバッテ IJ 一び、消耗と再巧電を 
繰り返すことのできる期間（年数）です。 

バッテリー駆動時間 ー ソートブックコンピュータのバッテ IJ 一びコンピュータ 
(こ電源を供給する間、巧電量を維持できる時間（分または時間数）です。 

パラレルコネクターコンピュータ(こパラレルプ IJ ンタを接続する揚合など(こ使 
用される I/O ポートです。 LPT ポートとも呼ばれます。 

ヒートシンク ー 放熱を助けるプ□セッヴじ巧属する金属板です。 
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PC 力ードー PCMCIA 規格(こ準拠している取り外し巧能な I / O 力ードです 。 PC 
カードの一般的なものに、モデ厶ゆネットワークアダプタびあります。 

ピクセル ー ディスプレイ画面のシングルポイントです。画像は、ピクセルを縦 
横(こ配置することで作成されます。ビデオの解像度 （800 x 600 など）は、上下 
左ちじ並ぷピクセルの数で表します。 

ビデブコント□ーラーお使いのコンピュータ(こ（モニターの組み合わせ(こおい 
て）ビデオ機能を提供するビデスカードまたは（スンボードビデオコント□ーラ 
搭載のコンピュータの）システ厶基板の回路です。 

ビデブ乂モリービデオ機能専用のメモ IJ チップで構成される >< fij です。通常、 
ビデオソモ IJ はシステ厶><モ IJ よりち高速です。ビデオメモ IJ の容量(こよって、 
プ□グラ厶で表示できる色数び大き<左ちされます。 

ビデブモードーテキストやグラフィックをモニターじ表示する際のモードです。 
グラフィックをベース(こしたソフトウエア ( Windows オペレーティングシステ 
厶など）は、 X 水平ピクセル数〜 y 垂直ピクセル数〜 Z 色数で表されるビデオ 
モードで表示されます。文字をベース(こしたソフトウエア（テキストエディタな 
ど）は、 X 列〜 y 行の文字数で表されるビデオモードで表示されます。 

ビデオ解像度一解像度を参照して<ださし、。 

Bluetooth® ワイヤレステクノ □ジー短距離の (9 cm ) (こある複数のネットワーク 
デバ'イスび'、お互いを自動的(こ認識できるよ5(こするワイヤレステクノ□ジ標準。 

フスルダーディスクやドライブ上のファイルを整頓したりグループ化したりす 
るスペースを表す用語です。フスルダ中のファイルは、名前や曰巧やサイブなど 
の順番で表示できます。 

フスーマットーファイルを保存するためじドライブやディスクを準備する工程 
のことです。ドライブまたはディスクをフスーマットするとデータはすべて消失 
します。 

プラグアンドプレイ ー コンピュータびデパイスを自動的(こ設定できる機能。 
BIOS 、 オペレーティングシステ厶、およびすベてのデパイスびプラグアンドプ 
レイ巧麻の揚合、プラグアンドプレイは、自動インス!-ール、設定、既存のノ\一 
ドウエアとの互換性を提供します。 

ブルーレイディスク TM (BD) — 化学ストレージ技術であり、最大ストレージ容 
量 50 GB 、 108 Op の最大ビデオ解像度 （ HDTV 必須)、および 7.1 チャネルのネ 
イティブな非圧縮のサラウンドサウンドを提供します。 

プ□セッサープ□グラ厶命ちを解析して実行するコンピュータチップです。プ 
□セツサは 、 CPU (中央演算処理装置）とち呼ばれます。 
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ら 

readme ファイルーソフトウエアのパッケージまたはノ\ー ドウエア製品(こ添 
付されているテキストファイルです。通常、 readme ファイル(こは、インス! -- 
ル手順、新しく巧け加えられた機能の説明、マニュアル(こ記載されていない修正 
などび記載されています。 

リフレッシュレート ー 画面上のビデスイ ージび再描画される周波数です。単 
位は Hz で、この IJ フレッシュレートの周波数で画面の水平走査線（または垂直 
周波数）び再描画されます。人の目(こは、 IJ フレッシュレートび高いほど、ビデ 
スのちらつきび少なくなります。 

□一カルバスーデパイスにプ□セツサへの高速スループットを提供するデータ 
バスです。 


ま 

5二 PCI — モデ厶や N になどの通信を重視した巧蔵周辺機器の標準です。5二 PCI 
カードは、標準の PCI 拡張カードと同等の機能を持つ小型の外付けカードです。 

5ニカードー通信 N になどの巧蔵周辺機器用(こ設計された小型のカードです。 
ミニカードは標準の PCI 拡張カードと同等の機能を持ちます。 

メディアべイーオプティカルドライブ、セカンドパッテ IJ 一、 または Dell 
Travel Lite モジュールなどのようなデバイスをサポートするベイです。 

メモリ ー コンピュータ巧部(こある、一時的(こデータを保をする領域です。メモ IJ 
(こあるデータは一時的に格納されているだけですので、作業中は時々ファイルを 
保存するようお勧めします。また、コンピュータをシャットダウンする時もファ 
イルを保をしてください。コンピュータのソモ IJ (こは、 RAM 、 ROM およびビデオ 
メモ IJ など何種類かあります。通常、とい5とを指します。 

メモリアドレス ー データを一時的(こ RAM (こ保存する特定の揚所です。 

メモリマッピング ー スタートアップ時(こ、コンピュータび物理的な揚所(こソモ 
IJ アドレスを割り当てるプ□セスです。デパイスとソフトウェアび、プ□セッサ 
びアクセスできる情報を識別できるよ5じなります。 

メモリモジュール ー システ厶基板(こ接続されている、チップを搭載した 
小型回路基板です。 

モデ厶 ー アブ□グ電話回線を介して他のコンピュータと通信するためのデバイ 
スです。モデ厶じは、外付けモデ厶、 PC カード、およびの蔵モデ厶の3種類び 
あります。通常、モデ厶はインターネットへの接続や E —ルの送受信に使用 
されます。 

モジュールベイー ディアベイを参照してくださし、。 
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や 

読み取り専用 一 表示することはできますび、編集したり削除したりすることび 
できないデータゆファイルです。次のよ5な揚合に読み取り専用じなります： 
•フ□ッピーディスク、 CD 、 または DVD を書き込み防止 I こしている揚合 
• ファイルびネットワーク上のディレクト IJI こあり、システ厶管理者び特定の個 
人だけ I こアクセス権限を許巧している揚合 
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